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車両情報
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本書はオプションを含むすべての
装備の説明をしています。
そのため、お客様の車にはない装
備の説明が記載されている場合が
あります。また、車の仕様変更に
より、内容がお車と一致しない場
合がありますのでご了承ください。
トヨタ販売店で取り付けられた装
備（販売店オプション）の取り扱
いについては、その商品に付属の
取扱説明書をお読みください。
イラストは、記載している仕様な
どの違いにより、お客様の車の装
備と一致しない場合があります。

● トヨタが国土交通省に届け出を
した部品以外のものを装着する
と、不正改造になることがあり
ます。

● 車高を下げたり、ワイドタイヤ
を装着するなど、車の性能や機
能に適さない部品を装着すると、
故障の原因となったり、事故を
起こし、重大な傷害を受けるお
それがあり危険です。

● ハンドルの改造は絶対にしない
でください。ハンドルには SRS
エアバッグが内蔵されているた
め、不適切に扱うと、正常に作
動しなくなったり、誤ってふく
らみ、重大な傷害におよぶか、

最悪の場合死亡につながるおそ
れがあります。

● 次の場合はトヨタ販売店にご相
談ください。

･ タイヤ・ディスクホイール・ホイー
ル取り付けナットの交換
異なった種類や指定以外のものを使用
すると、走行に悪影響をおよぼした
り、不正改造になることがあります。

･ 電装品・無線機の取り付け・取りは
ずし
電子機器部品に悪影響をおよぼした
り、故障や車両火災など事故につなが
るおそれがあり危険です。

RF送信機の取り付けについては、P.7
も参照してください。

● フロントウインドウガラス、お
よび運転席・助手席のドアガラ
スに着色フィルム（含む透明
フィルム）などを貼り付けない
でください。視界をさまたげる
ばかりでなく、不正改造につな
がるおそれがあります。

故障診断コネクター などに、点
検整備用の故障診断装置以外の電
装品を取り付けないでください。
電子機器に悪影響をおよぼしたり、
バッテリーがあがったりするなど、
思わぬトラブルを招くおそれがあ
ります。

知っておいていただき
たいこと

本書の内容について

不正改造について

故障診断コネクターなどへの電
装品取り付けについて
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本車両には、車両の制御や操作に
関するデータなどを記録するコン
ピューターが装備されており、各
機能の作動時や操作状況により、
主に次のようなデータを記録しま
す。
グレード・オプション装備により
記録されるデータ項目は異なりま
す。
なお、コンピューターは会話など
の音声や車内の映像は記録しませ
ん。
･ エンジン回転数／電気モーター
回転数

･ アクセルペダルの操作状況
･ ブレーキペダルの操作状況
･ 車速
･ 運転支援システム（ABS、プリ
クラッシュセーフティなど）の
作動状況

･ 前方カメラの画像情報
● データの取り扱いについて
トヨタはコンピューターに記録された
データを車両の故障診断・研究開発・
品質の向上を目的に取得・利用するこ
とがあります。

なお、次の場合を除き、トヨタは取得
したデータを第三者へ開示または提供
することはありません。

･ お車の使用者の同意（リース車は借
主の同意）がある場合
･ 警察・裁判所・政府機関などの法的
強制力のある要請に基づく場合
･ トヨタが訴訟で使用する場合
･ 統計的な処理を行う目的で、使用者
や車両が特定されないように加工し
たデータを研究機関などに提供する
場合

● 記録した画像情報はトヨタ販売
店にて消去することが可能です。

また、画像情報を記録する機能を停止
することも可能です。ただし、機能を
停止するとプリクラッシュセーフティ
作動時のデータは残りません。

お客様が T-Connect をご利用の
場合、記録データとその使用につ
いて、T-Connect 利用規約をご覧
ください。

お車には、イベントデータレコー
ダー（EDR）が装備されていま
す。EDRは、一定の衝突や衝突に
近い状態（SRSエアバッグの作動
および路上障害物との接触など）
が発生した時に車両システムの作
動状況に関するデータを記録しま
す。EDRは車両の動きや安全シス
テムに関するデータを短時間記録
するように作られています。ただ
し、衝突の程度と形態によっては、

車両データの記録について

T-Connect によるデータの取り
扱いについて

イベントデータレコーダー
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データが記録されない場合があり
ます。
EDRは次のようなデータを記録し
ます。
･ 車両の各システムの作動状況
･ アクセルペダルおよびブレーキ
ペダルの操作状況

･ 車速
これらのデータは、衝突や傷害が
発生した状況を把握するのに役立
ちます。
注意：EDRは衝突が発生したとき
にデータを記録します。通常走行
時にはデータは記録されません。
また、個人情報（例：氏名・性
別・年齢・衝突場所）は記録され
ません。ただし、事故調査の際に
法執行機関などの第三者が、通常
の手続きとして収集した個人を特
定できる種類のデータと EDR
データを組み合わせて使用するこ
とがあります。EDRで記録された
データを読み出すには、特別な装
置を車両または EDRへ接続する
必要があります。トヨタにくわえ、
法執行機関などの特別な装置を所
有する第三者が車両または EDR
に接続した場合でも情報を読み出
すことができます。
● EDRデータの情報開示
次の場合を除き、トヨタは EDRで記
録されたデータを第三者へ開示するこ
とはありません。

･ お車の使用者の同意（リース車は借
主の同意）がある場合
･ 警察・裁判所・政府機関などの法的
強制力のある要請に基づく場合
･ トヨタが訴訟で使用する場合
ただし、トヨタは

･ データを車両安全性能の研究に使用
することがあります。
･ 使用者・車両が特定されないデータ
を調査目的で第三者に開示すること
があります。

お車へRF送信機を取り付けると、
次のようなシステムに影響をおよ
ぼす可能性があります。
● EFI コンピュータ
● Toyota Safety Sense
● ABS（アンチロックブレーキシ
ステム）

● SRSエアバッグ
● シートベルトプリテンショナー
悪影響を防ぐための措置や取り付
け方法については、必ずトヨタ販
売店にお問い合わせください。
ご希望により、RF送信機の取り付
けに関する詳しい情報（周波数帯
域・電力レベル・アンテナ位置・
取り付け条件）をトヨタ販売店に
てご提供します。

保証および点検整備については、
別冊「メンテナンスノート」に記
載していますので、併せてお読み
ください。
日常点検整備や定期点検整備は、
お客様の責任において実施してく
ださい。（法律で義務付けられてい
ます）

RF送信機の取り付けについて

保証および点検について
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本書の見方

本書で使用している、記号につ
いて説明します。

本文の記号について

記号 意味

警告：

お守りいただかない
と、お客様自身と周囲
の人々が死亡、または
重大な傷害につながる
おそれがあることを説
明しています。

注意：

お守りいただかない
と、車や装備品の故障
や破損につながるおそ
れがあることを説明し
ています。

操作・作業の手順を示
しています。番号の順
に従ってください。

機能や操作方法の説明
以外で知っておいてい
ただきたい、知ってお
くと便利なことを説明
しています。

イラスト上の記号について

記号 意味

押す・まわすなど、し
ていただきたい操作を
示しています。

フタが開くなど、操作
後の作動を示していま
す。

記号 意味

説明の対象となるも
の・場所を示していま
す。

してはいけません、こ
のようにしないでくだ
さい、このようなこと
を起こさないでくださ
いという意味です。
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■ 名称から探す
●五十音順さくいん：P.386
●アルファベット順さくいん：
P.385

■ 取り付け位置から探す
●イラスト目次：P.10

■ 症状や音から探す
●こんなときは（症状別さくいん）：
P.380

●車から音が鳴ったときは（音さくい
ん）：P.383

■ タイトルから探す
●目次：P.2

検索のしかた
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★：グレード、オプションなどにより、装備の有無があります。

走行に関わる外装のランプバルブ
（交換要領：P.310, ワット数：P.369）
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操作方法 ............................................................................................. P.268

リヤウィンドウの曇り取り（リヤウインドウデフォッガー）...... P.270
※オートマチック車
★：グレード、オプションなどにより、装備の有無があります。



14 イラスト目次

■スイッチ類

VSC OFFスイッチ.......................................................................... P.258

フロントワイパーデアイサースイッチ★........................................ P.272

ステアリングヒータースイッチ★.................................................... P.275

オートマチックハイビームスイッチ............................................... P.156

手動光軸調整ダイヤル...................................................................... P.155

ドアミラースイッチ.......................................................................... P.121

ドアロックスイッチ.......................................................................... P.105

パワーウインドウスイッチ .............................................................. P.123

ウインドウロックスイッチ .............................................................. P.125
★：グレード、オプションなどにより、装備の有無があります。



15イラスト目次

メーター操作スイッチ......................................................................... P.86

パドルシフトスイッチ★................................................................... P.143

車間距離切りかえスイッチ ................................................... P.202, 210

クルーズコントロールスイッチ

レーダークルーズコントロール（全車速追従機能付き）★ ......... P.198

レーダークルーズコントロール★.................................................... P.206

オーディオスイッチ.......................................................................... P.287

LTA（レーントレーシングアシスト）スイッチ★........................ P.178
LDA（レーンディパーチャーアラート［ステアリング制御機能付き］）
スイッチ★ .......................................................................................... P.187

電話スイッチ...................................................................................... P.287

トークスイッチ.................................................................................. P.287
★：グレード、オプションなどにより、装備の有無があります。



16 イラスト目次

シートヒータースイッチ★ ............................................................... P.275

Stop & Start キャンセルスイッチ★............................................ P.224

ドライブモードセレクトスイッチ................................................... P.256

パーキングブレーキ.......................................................................... P.149

冬季の注意.......................................................................................... P.264

ブレーキホールドスイッチ .............................................................. P.152
★：グレード、オプションなどにより、装備の有無があります。



17イラスト目次

■室内

SRSエアバッグ................................................................................... P.26

フロアマット......................................................................................... P.20

フロントシート.................................................................................. P.114

ヘッドレスト...................................................................................... P.116

シートベルト......................................................................................... P.23

コンソールボックス.......................................................................... P.280

ロックレバー...................................................................................... P.105

カップホルダー.................................................................................. P.279

リヤシート.......................................................................................... P.115



18 イラスト目次

■天井

インナーミラー.................................................................................. P.120

サンバイザー※.................................................................................. P.288

バニティミラー.................................................................................. P.288

バニティミラーランプ...................................................................... P.288

インテリアランプ／パーソナルランプ........................................... P.276

ヘルプネットボタン............................................................................. P.55

アシストグリップ.............................................................................. P.287
※やむを得ず助手席にチャイルドシートを取り付ける場合には、チャイルドシー
トをうしろ向きに取り付けないでください。重大な傷害におよぶか、最悪の場
合死亡につながるおそれがあります。（ P.37）
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20 1-1. 安全にお使いいただくために

1-1. 安全にお使いいただくために

日常点検整備や定期点検整備は、
お客様の責任において実施してい
ただくことが法律で義務付けられ
ています。適切な時期に点検整備
を実施し、車に異常がないことを
確認してください。
日常点検整備や点検項目などの詳細に
ついては、別冊「メンテナンスノー
ト」を参照してください。
異常が見つかった場合は、トヨタ販売
店で必ず点検整備を受けてください。

専用のフロアマットを、フロア
カーペットの上にしっかりと固定
してお使いください。
1 固定フック（クリップ）にフロ
アマット取り付け穴をはめ込む

2 固定フック（クリップ）上部の
レバーをまわして、フロアマッ
トを固定する

マーク を必ず合わせてくださ
い。
固定フック（クリップ）の形状はイラ
ストと異なる場合があります。

運転する前に

お車を安全に運転していただく
ために、運転する前は必ず次の
ことを確認してください。

点検整備

フロアマット

警告
次のことを必ずお守りください。
お守りいただかないと、フロアマッ
トがずれて運転中に各ペダルと干渉
し、思わぬスピードが出たり車を停
止しにくくなるなど、事故の原因に
なり重大な傷害におよぶか、最悪の
場合死亡につながるおそれがありま
す。

■運転席にフロアマットを敷くとき

●トヨタ純正品であっても、他車種
および異なる年式のフロアマット
は使用しない

●運転席専用のフロアマットを使用
する

●固定フック（クリップ）を使って、
常にしっかりと固定する

●他のフロアマット類と重ねて使用
しない

●フロアマットを前後逆さまにした
り、裏返して使用しない
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まっすぐ座り、運転操作時に体
が背もたれから離れないよう、
背もたれの角度を調整する
（ P.114）
ペダルがしっかりと踏み込め、
ハンドルを握ったときにひじが
少し曲がるようなシート位置に
する（ P.114）
ヘッドレストの中央が耳のいち
ばん上のあたりになるようにす
る（ P.116）
シートベルトを正しく着用する
（ P.23）

警告
■運転する前に

●フロアマットがすべての固定フッ
ク（クリップ）で正しい位置に
しっかりと固定されていることを
定期的に確認し、特に洗車後は必
ず確認を行う

●エンジン停止およびシフトポジ
ションがP（オートマチック車）
またはN（マニュアル車）の状態
で、各ペダルを奥まで踏み込み、
フロアマットと干渉しないことを
確認する

安全なドライブのために

安全に運転するために、走行前
にシートやミラーなどを適切に
調整してください。

正しい運転姿勢について

警告
■安全な運転のために

次のことを必ずお守りください。
お守りいただかないと、重大な傷害
におよぶか、最悪の場合死亡につな
がるおそれがあります。
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すべての乗員は、走行前に必ず
シートベルトを正しく着用してく
ださい。（ P.23）
シートベルトを正しく着用できな
い小さなお子さまを乗せるときは、
適切な子供専用シートをご用意く
ださい。（ P.35）

後方が確実に確認できるように、
インナーミラー・ドアミラーを正
しく調整してください。
（ P.120, 121）

警告
●走行中は運転席の調整をしないで
ください。
運転を誤るおそれがあります。

●背もたれと背のあいだにクッショ
ンなどを入れないでください。
正しい運転姿勢がとれないばかり
か、衝突したとき、シートベルト
やヘッドレストなどの効果が十分
に発揮されないおそれがあります。

●フロントシートの下にものを置か
ないでください。
ものが挟まるとシートが固定され
ず、思わぬ事故や調整機構の故障
の原因になります。

●公道を走行するときは、法定速度
や制限速度を遵守してください。

●他の車や歩行者など、周囲の状況
に常に注意を払い、安全運転を心
がけてください。

●飲酒運転は絶対にしないでくださ
い。お酒を飲むと注意力と判断力
がにぶり、思いがけない事故を引
き起こすおそれがあります。また、
眠気をもよおす薬を飲んだときも
運転を控えてください。

●運転中に携帯電話を使用したり、
装置の調節などをしないでくださ
い。周囲の状況などへの注意が不
十分になり、大変危険です。ハン
ズフリー以外の自動車電話や携帯
電話を運転中に使用することは法
律で禁止されています。

●長距離ドライブの際は、疲れを感
じる前に定期的に休憩してくださ
い。
また、運転中に疲労感や眠気を感
じたときは、無理に運転せず、す
みやかに休憩してください。

シートベルトを正しく着用する

ミラーを調整する
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シートベルト

走行前にすべての乗員は必ず
シートベルトを正しく着用して
ください。

警告
急ブレーキや事故の際のけがを避け
るため、次のことを必ずお守りくだ
さい。お守りいただかないと、重大
な傷害におよぶか、最悪の場合死亡
につながるおそれがあります。

■シートベルトの着用について

●全員がシートベルトを着用する

●シートベルトを正しく着用する

●シートベルトは一組につき一人で
使用する
お子さまでも一組のベルトを複数
の人で使用しない

●お子さまはリヤ席に座らせてシー
トベルトを着用させる

●背もたれは必要以上に倒さず、上
体を起こし、シートに深く座る

●肩部ベルトを腕の下に通して着用
しない

●腰部ベルトはできるだけ低い位置
に密着させ着用する

■妊娠中の女性の場合

医師に注意事項を確認の上、必ず正
しく着用してください。（ P.24）
通常の着用のしかたと同じように、
腰部ベルトが腰骨のできるだけ低い
位置にかかるようにお腹のふくらみ
の下に、肩部ベルトは確実に肩を通
し、お腹のふくらみを避けて胸部に
かかるように着用してください。

ベルトを正しく着用していないと、
衝突したときなどに、母体だけでな
く胎児までが重大な傷害を受けたり、
最悪の場合死亡につながるおそれが
あります。

■疾患のある方の場合

医師に注意事項を確認の上、必ず正
しく着用してください。

■お子さまを乗せるとき

P.46

■シートベルトの損傷・故障につい
て

●ベルトやプレート・バックルなど
は、シートやドアに挟むなどして
損傷しないようにしてください。
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● 肩部ベルトを肩に十分かける
首にかかったり、肩からはずれないよ
うにしてください。

● 腰部ベルトを必ず腰骨のできる
だけ低い位置に密着させる

● 背もたれを調整し、上体を起こ
し、深く腰かけて座る

● ねじれがないようにする

知識

■お子さまのシートベルトの使い方

この車のシートベルトは、シートベル
トを装着するのに十分な、大人の体格
を持った人用に設計されています。

●シートベルトが正しい位置で着用で
きない小さなお子さまの場合は、お
子さまの体に合った子供専用シート
を使用してください。（ P.35）

●シートベルトが正しい位置で着用で
きるお子さまの場合は、シートベル
トの着用のしかたに従ってください。

1 ベルトを固定するには、“カ
チッ”と音がするまでプレー
トをバックルに挿し込む

2 ベルトを解除するには、解除ボ
タン を押す

知識

■シートベルトロックの解除方法

急停止や衝撃があったときベルトが
ロックされます。急に体を前に倒した
り、シートベルトをすばやく引き出し
てもロックする場合があります。一度
ベルトを強く引いてからゆるめ、ゆっ

警告
●シートベルトが損傷したときは
シートベルトを修理するまでシー
トは使用しないでください。

●プレートがバックルに確実に挿し
込まれているか、シートベルトが
ねじれていないかを確認してくだ
さい。うまく挿し込めない場合は
ただちにトヨタ販売店に連絡して
ください。

●もし重大な事故にあったときは、
明らかな損傷が見られない場合で
も、シート、シートベルトを交換
してください。

●プリテンショナー付きシートベル
トの取り付けや取りはずし・分解・
廃棄などは、トヨタ販売店以外で
しないでください。
不適切に扱うと、正常に作動しな
くなるおそれがあります。

正しく着用する

着け方・はずし方
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くり動かせば、ベルトを引き出すこと
ができます。

■リヤ中央席シートベルトを使用した
あとは

バックルを格納してください。

1 解除ボタン を押しながら、ア
ジャスターを下げる

2 アジャスターを上げる
“カチッ”と音がして固定されると
ころまで動かしてください。

前方・側方から強い衝撃を受けた
とき、シートベルトを引き込むこ
とで適切な乗員拘束効果を確保し
ます。
前方・側方からの衝撃が弱いときや、
うしろからの衝撃、横転のときは通常
は作動しません。

知識

■シートベルトプリテンショナーにつ
いて

シートベルトプリテンショナーは一度
しか作動しません。玉突き衝突などで
連続して衝撃を受けた場合でも、一度
作動したあとは、その後の衝突では作
動しません。

シートベルトの高さ調節（フロ
ント席）

シートベルトプリテンショナー
（フロント席・リヤ外側席）

警告
■プリテンショナー付きシートベル
トについて

シートベルトプリテンショナーが作
動すると、SRS エアバッグ／プリテ
ンショナー警告灯が点灯します。そ
の場合は、シートベルトを再使用す
ることができないため、必ずトヨタ
販売店で交換してください。
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■ SRS エアバッグの配置

フロントSRSエアバッグ
運転席SRSエアバッグ／助手席SRSエアバッグ

運転者と助手席乗員の頭や胸などへの衝撃を緩和します

SRSニーエアバッグ
運転者の衝撃緩和を補助します

SRSサイド＆カーテンシールドエアバッグ
SRSフロントサイドエアバッグ

フロント席乗員の胸などへの衝撃を緩和します

SRSカーテンシールドエアバッグ
フロント席とリヤ外側席乗員の主に頭部への衝撃を緩和します

SRSエアバッグ

SRSエアバッグは乗員に重大な危害がおよぶような強い衝撃を受けた
ときにふくらみ、シートベルトが体を拘束する働きと併せて乗員への衝
撃を緩和させます。

SRSエアバッグシステム
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知識

■SRSエアバッグが作動すると

●SRSエアバッグは高温のガスにより
非常に速い速度でふくらむため、す
り傷・やけど・打撲などを受けるこ
とがあります。

●作動音と共に白いガスが発生します。

●フロント席・フロントピラー・セン
ターピラー・リヤピラー・ルーフサ
イドレールの一部分などだけでなく、
エアバッグ構成部品（ハンドルのハ
ブ、エアバッグカバー、インフレー
ター）も数分間熱くなることがあり
ます。エアバッグそのものも熱くな
ります。

●フロントウインドウガラスが破損す
ることがあります。

●室内灯が自動で点灯します。
（ P.276）

●非常点滅灯が自動で点滅します。
（ P.315）

●T-Connect DCM単体の契約期間内
は、次の場合、自動的に緊急通報が
ヘルプネットセンターに送信されま
す。オペレーターからの呼びかけに
応答がない場合は、緊急車両を手配
します。（ P.50）
･ SRSエアバッグが作動した
･ シートベルトプリテンショナーが作
動した
･ 後方から強い衝撃を受けた

■SRSエアバッグが作動するとき（フ
ロントSRS エアバッグ）

●フロントSRS エアバッグは、衝撃の
強さが設定値（移動も変形もしない
固定された壁に、車速約20～
30km/h で正面衝突した場合の衝撃
の強さに相当する値）以上の場合に
作動します。
ただし、次のような場合はエアバッ

グが作動する車速は設定値より高く
なります。
･ 駐車している車や標識のような衝撃
によって移動や変形するものに衝突
した場合
･ もぐり込むような衝突の場合（例え
ば、車両前部がもぐり込む、下に入
り込む、トラックの下敷きになるな
ど）

●衝突条件によってはシートベルトプ
リテンショナーのみ作動する場合が
あります。

■SRS エアバッグが作動するとき
（SRSサイド＆カーテンシールドエ
アバッグ）

●SRS サイド＆カーテンシールドエア
バッグは、衝撃の強さが設定値（約
1.5ｔの車両が約20～30km/h の
速度で客室へ直角に衝突した場合の
衝撃の強さに相当する値）以上の場
合に作動します。

●前面衝突時でも、特に衝撃が大きい
場合は左右のSRS カーテンシールド
エアバッグが作動する場合がありま
す。

■衝突以外で作動するとき

次のような状況で車両下部に強い衝撃
を受けたときも、フロントSRS エア
バッグとSRS サイド＆カーテンシール
ドエアバッグが作動する場合がありま
す。

●縁石や歩道の端など、固いものにぶ
つかったとき

●深い穴や溝に落ちたり、乗りこえた
とき

●ジャンプして地面にぶつかったり、
道路から落下したとき
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■SRSエアバッグが作動しないとき
（フロントSRSエアバッグ）

フロントSRSエアバッグは、側面や後
方からの衝撃・横転・または低速での
前方からの衝撃では、通常は作動しま
せん。ただし、それらの衝撃が前方へ
の減速を十分に引き起こす場合には、
フロントSRSエアバッグが作動するこ
とがあります。

●側面からの衝突

●後方からの衝突

●横転

■SRSエアバッグが作動しないとき
（SRSサイド＆カーテンシールドエ
アバッグ）

斜めから衝撃を受けた場合や、客室部
分以外の側面に衝撃を受けたときには、
SRSサイド＆カーテンシールドエア
バッグが作動しない場合があります。

●客室部分以外の側面への衝撃

●斜めからの衝撃

SRSサイドエアバッグは、前方や後方
からの衝撃・横転・または低速での側
面からの衝撃では、通常は作動しませ
ん。

●前方からの衝突

●後方からの衝突

●横転

SRSカーテンシールドエアバッグは、
後方からの衝撃・横転・または低速で
の前方や側面からの衝撃では、通常は
作動しません。

●後方からの衝突

●横転

■トヨタ販売店に連絡が必要な場合

次のような場合には、点検・修理が必
要になります。できるだけ早くトヨタ
販売店へご連絡ください。
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●いずれかのSRS エアバッグがふくら
んだとき

●フロントSRS エアバッグはふくらま
なかったが、事故で車両の前部を衝
突したとき、または破損・変形など
があるとき

●SRSサイド＆カーテンシールドエア
バッグはふくらまなかったが、事故
でドアおよびその周辺部分を衝突し
たとき、または破損・変形・穴あき
などがあるとき

●ハンドルのパッド部分・ダッシュ
ボードの助手席SRS エアバッグ付
近・インストルメントパネル下部が
傷付いたり、ひび割れたり、その他
の損傷を受けたとき

●SRSサイドエアバッグが内蔵されて
いるシート表面が傷付いたり、ひび
割れたり、その他の損傷を受けたと
き

●SRS カーテンシールドエアバッグが
内蔵されているフロントピラー部・
リヤピラー部・ルーフサイド部が傷
付いたり、ひび割れたり、その他の
損傷を受けたとき

警告
■SRSエアバッグについて

次のことを必ずお守りください。
お守りいただかないと、重大な傷害
におよぶか、最悪の場合死亡につな
がるおそれがあります。

●運転者と乗員すべてがシートベル
トを正しく着用してください。
SRSエアバッグはシートベルトを
補助するためのものです。

●助手席SRSエアバッグは強い力で
ふくらむため、特に乗員がエア
バッグに近付きすぎると、重大な
傷害におよぶか、最悪の場合死亡
につながるおそれがあります。乗
員がSRSエアバッグのふくらむ
場所に近い場合は特に危険です。
シートの背もたれを調整して、
シートをできるだけSRSエア
バッグから離し、まっすぐに座っ
てください。
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警告
●お子さまがシートにしっかり座っ
ていないと、SRS エアバッグのふ
くらむ衝撃で重大な障害におよぶ
か、最悪の場合死亡につながるお
それがあります。お子さまが小さ
くてシートベルトを使用できない
ときは、チャイルドシートでしっ
かり固定してください。
お子さまはリヤ席に乗せ、チャイ
ルドシートまたはシートベルトを
着用させることをおすすめします。
（ P.35）

●シートの縁に座ったり、ダッシュ
ボードにもたれかかったりしない

●お子さまを助手席SRSエアバッグ
の前に立たせたり、ひざの上に抱
いたりしない

●運転者および助手席乗員は、ひざ
の上に何も持たない

●ドアやフロントピラー・センター
ピラー・リヤピラー・ルーフサイ
ドレールへ寄りかからない

●助手席では、ドアに向かってひざ
をついたり、窓から顔や手を出し
たりしない

●ダッシュボード・ハンドルのパッ
ド部分・インストルメントパネル
下部などには何も取り付けたり、
置いたりしない
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警告
●ドア・フロントガラス・ドアガラ
ス・フロントピラーおよびリヤピ
ラー・ルーフサイドレール・アシ
ストグリップなどには何も取り付
けない（速度制限ラベルを除く 
P.335）

●コートフックにハンガーなどの硬
いものをかけないでください。
SRS カーテンシールドエアバッグ
が作動したときに投げ出されて重
大な傷害におよぶか、最悪の場合
死亡につながるおそれがあります。

●SRS ニーエアバッグがふくらむ場
所にビニールカバーが付いている
場合は、取り除いてください。

●SRS サイドエアバッグがふくらむ
場所を覆うようなシートアクセサ
リーを使用しないでください。エ
アバッグが作動する際、アクセサ
リーが干渉するおそれがあります。
そのようなアクセサリーがエア
バッグが正常に作動するのをさま
たげ、システムを不能にしたり、
またはエアバッグが誤って作動し
たりして、重大な傷害におよぶか、
最悪の場合死亡につながるおそれ
があります。

●SRSエアバッグシステム構成部品
の周辺およびフロントドアの周辺
は、強くたたくなど過度の力を加
えないでください。
SRSエアバッグが正常に作動しな
くなるおそれがあります。

●SRSエアバッグがふくらんだ直後
は、構成部品が熱くなっているた
め、ふれないでください。

●SRSエアバッグがふくらんだあと
に、もし呼吸が苦しく感じたら、
ドアやドアガラスを開けて空気を
入れるか、安全を確認して車外に
出てください。皮膚の炎症を防ぐ
ため、残留物はできるだけ早く洗
い流してください。

●SRSエアバッグが収納されている
パッド部およびフロントピラー
ガーニッシュ部に傷が付いていた
り、ひび割れがあるときは、その
まま使用せず、トヨタ販売店で交
換してください。

■改造・廃棄について

トヨタ販売店への相談なしに、次の
改造・廃棄をしないでください。
SRS エアバッグが正常に作動しなく
なったり、誤ってふくらむなどして、
重大な傷害におよぶか、最悪の場合
死亡につながるおそれがあります。

●SRSエアバッグの取りはずし・取
り付け・分解・修理

●ハンドル・インストルメントパネ
ル・ダッシュボード・シート・
シート表皮・フロントピラー・セ
ンターピラー・リヤピラー・ルー
フサイドレール・フロントドアパ
ネル・フロントドアトリム・フロ
ントドアスピーカー周辺の修理・
取りはずし・改造
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警告
●フロントドアパネルの穴あけなど
の改造

●フロントフェンダー・フロントバ
ンパー・車内側面部の修理・改造

●グリルガード（ブルバー・カンガ
ルーバーなど）・除雪装置・ウイン
チなどの取り付け

●サスペンションの改造

●CDプレーヤー・無線機などの電化
製品の取り付け

排気ガスに対する注意

排気ガスには吸引すると人体に
有害な物質が含まれています。

警告
排気ガスには無色・無臭で有害な一
酸化炭素（CO）が含まれているた
め、次のことを必ずお守りください。
お守りいただかないと、排気ガスが
車内に侵入し、多量の排気ガスが眠
気を招き事故の原因となるほか、重
大な健康障害におよぶか、最悪の場
合死亡につながるおそれがあります。

■走行中の留意事項

バックドアを閉じてください。
バックドアが閉じているのに車内で
排気ガス臭がするときは、ドアガラ
スを開けて空気を入れかえ、すみや
かにトヨタ販売店で点検整備を受け
てください。

■駐車するとき

●車庫内など換気が悪い場所や囲ま
れた場所では、エンジンを停止し
てください。

●長時間エンジンをかけたままにし
ないでください。やむを得ないと
きは、開かれた場所に車を停め、
排気ガスが車内に入ってこないこ
とを確認してください。

●降雪時や雪が積もった場所では、
エンジンをかけたままにしないで
ください。まわりに積もった雪で
排気ガスが滞留して、車内に侵入
するおそれがあります。
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警告
■排気管について

排気管は定期的に点検する必要があ
ります。排気管等の腐食などによる
穴や亀裂、および継ぎ手部の損傷、
また、排気音の異常などに気付いた
場合は、必ずトヨタ販売店で点検を
受けてください。
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1-2. お子さまの安全

お子さまを乗せるときは

お子さまを乗せるときは、次の
ことをお守りください。

● お子さまにも必ずシートベル
トを着用させてください。
シートベルトを正しく着用で
きない小さなお子さまを乗せ
るときは、適切なチャイルド
シートをご用意ください。
（ P.35）

● 運転装置にふれるのを防ぐた
め、お子さまはリヤシートに
乗せることをおすすめします。

● 走行中にドアを開けたり、パ
ワーウインドウを誤操作した
りしないように、チャイルド
プロテクター（ P.106）・
ウインドウロックスイッチ
（ P.125）をご使用くださ
い。

● 小さなお子さまには、パワー
ウインドウ・ボンネット・
バックドアやシートなど、体
を挟まれるおそれがある装備
類を操作させないでください。

警告
■お子さまを乗せるときは

●お子さまを車の中に残したままに
しないでください。車内が高温に
なって熱射病や脱水症状になり、
重大な健康障害におよぶか、最悪
の場合死亡につながるおそれがあ
ります。
また、お子さまが車内の装置を操
作し、ドアガラスなどに挟まれた
り、発炎筒などでやけどしたり、
運転装置を動かして、思わぬ事故
につながるおそれがあり危険です。

●車にお子さまを乗せる場合は、お
子さまの安全を確保するための注
意事項やチャイルドシートの取り
付け方などをまとめた「チャイル
ドシート」を参照してください。
（ P.35）
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知っておいていただきたいこと：
P.35
チャイルドシートを使用するとき
は：P.36
シート位置別チャイルドシートの
適合性について：P.39
チャイルドシートの取り付け方
法：P.44
･ シートベルトで固定する：P.45

･ ISOFIX ロアアンカレッジで固
定する：P.47

･ トップテザーアンカレッジを使
用する：P.48

● チャイルドシートに関する注意
事項および法規について、優先
してお守りください。

● お子さまが成長し、適切にシー
トベルトが着用できるようにな
るまではチャイルドシートを使
用してください。

● お子さまの年齢・体格に合わせ
て、適切なチャイルドシートを
お選びください。

● すべてのチャイルドシートがす
べての車両に適合するわけでは
ありません。チャイルドシート
の使用・購入の際は、あらかじ
め取り付けるシート位置との適
合性を確認してください。
（ P.39）

チャイルドシート

ここでは、お車にチャイルド
シートを取り付ける前にお守り
いただきたいことや、チャイル
ドシートの種類および取り付け
方法などを記載しています。

● シートベルトを正しく着用で
きない小さなお子さまを乗せ
るときは、チャイルドシート
をお使いください。お子さま
の安全のために、チャイルド
シートはリヤシートに取り付
けてください。
取り付け方法は、商品に付属
の取扱説明書に必ず従ってく
ださい。

● トヨタでは、より安全にお使
いいただくために、トヨタ純
正チャイルドシートの使用を
推奨しています。
トヨタ純正チャイルドシート
は、トヨタ車のために作られ
たチャイルドシートです。ト
ヨタ販売店で購入することが
できます。

目次

知っておいていただきたいこと

警告
■お子さまを乗せるときは

次のことを必ずお守りください。
お守りいただかないと、重大な傷害
におよぶか、最悪の場合死亡につな
がるおそれがあります。

●事故や急停止の際、効果的にお子
さまを保護するために、必ず正し
く取り付けられたチャイルドシー
トを使用して、しっかり体を固定
してください。お子さまに最適な
チャイルドシートについては、
チャイルドシート製造業者、また
は販売業者にご相談ください。
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■ 助手席にチャイルドシートを取
り付けるとき

お子さまの安全のために、チャイ
ルドシートはリヤシートに取り付
けてください。
やむを得ず助手席にチャイルド
シートを取り付ける場合には、助
手席シートを次のように調整し、
チャイルドシートを取り付けてく
ださい。
● シートをいちばんうしろに下げ
る

● シートの高さをいちばん高い位
置まで上げる

● 背もたれを可能な限り起こす
背もたれとチャイルドシートの間にす
き間がある場合は、背もたれとチャイ
ルドシートのすき間が少なくなるよう
に調整してください。

● ヘッドレストとチャイルドシー
トが干渉してチャイルドシート
が正しく取り付けられない場合
は、ヘッドレストを取りはずす

取りはずしができない場合は、ヘッド
レストをいちばん上まで上げてくださ
い。

警告
●トヨタでは、お子さまの年齢や体
の大きさに合った適切なチャイル
ドシートをリヤシートに取り付け
ることを推奨します。事故統計に
よると、フロントシートよりリヤ
シートに適切に取り付けるほうが
より安全です。

●お子さまを腕の中に抱くのはチャ
イルドシートのかわりにはなりま
せん。事故の際、お子さまがフロ
ントウインドウガラスや乗員、車
内の装備にぶつかるおそれがあり
ます。

■チャイルドシートについて

次のことをお守りいただかないと、
急ブレーキをかけたときや衝突した
ときなどに飛ばされるなどして、重
大な傷害におよぶか、最悪の場合死
亡につながるおそれがあります。

●事故等で車両に強い衝撃を受けた
場合は、チャイルドシートにも目
に見えない破損があるおそれが強
いため、再使用しないでください。

●チャイルドシートによっては、取
り付けができない、または取り付
けが困難な場合があります。その
場合は、車への取り付けに適した
チャイルドシートであるか確認し
てください（ P.39）。本書の
チャイルドシート固定方法および
チャイルドシートに付属の取扱説
明書をよくお読みの上、確実に取
り付け、使用方法をお守りくださ
い。

●チャイルドシートを使用しないと
きであっても、シートに適切に
しっかりと取り付けた状態にして
ください。ゆるめた状態で客室内
に置くことは避けてください。

●チャイルドシートの取りはずしが
必要な場合は、車両からはずして
保管するか、ラゲージルーム内に
容易に動かないように収納してく
ださい。

チャイルドシートを使用すると
きは
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警告
■チャイルドシートを使用するとき

次のことを必ずお守りください。
お守りいただかないと、重大な傷害
におよぶか、最悪の場合死亡につな
がるおそれがあります。

●やむを得ず助手席にチャイルド
シートを取り付ける場合には、
チャイルドシートをうしろ向きに
取り付けないでください。
うしろ向きに取り付けていると、
事故などで助手席SRSエアバッ
グがふくらんだとき、重大な傷害
におよぶか、最悪の場合死亡につ
ながるおそれがあります。
助手席側のサンバイザーに、同内
容のラベルが貼られています。併
せて参照してください。



38 1-2. お子さまの安全

警告

警告
●やむを得ず助手席に前向きにチャ
イルドシートを取り付ける場合に
は、助手席シートをいちばんうし
ろに下げて取り付けてください。
助手席SRSエアバッグはかなり
の速度と力でふくらむので、お守
りいただかないと、重大な傷害に
およぶか、最悪の場合死亡につな
がるおそれがあります。

●チャイルドシートに座らせている
場合でも、ドア・シート・フロン
トピラー・リヤピラー・ルーフサ
イドレール付近にお子さまの頭や
体のどの部分も、もたれかけない
ようにしてください。SRSエア
バッグがふくらんだ場合、大変危
険であり、重大な傷害におよぶか、
最悪の場合死亡につながるおそれ
があります。

●ジュニアシートを使用している場
合は、肩部ベルトが常にお子さま
の肩の中心にくるようにしてくだ
さい。ベルトを首から離すと共に
肩から落ちないようにしてくださ
い。
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■ シート位置別チャイルドシート
の適合性一覧表について

シート位置別チャイルドシートの
適合性（ P.40）は、使用可能な
チャイルドシートの種類や取り付
け可能な座席位置を記号で表して
います。また、お子さまに合った
推奨チャイルドシートについても
選択することができます。
推奨チャイルドシートについては、
「推奨チャイルドシートと適合性一
覧表」を確認してください。
（ P.43）
次に記載されている、「シート位置
別チャイルドシートの適合性を確
認する前に」も併せて確認してく
ださい。

■ シート位置別チャイルドシート
の適合性を確認する前に

1 チャイルドシートの規格を確認
する
UN(ECE) R44※1 または、
UN(ECE) R129※1に適合し
たチャイルドシートを使用して
ください。
適合したチャイルドシートに
は、次の認可マークが表示され
ています。
チャイルドシートに付いている
認可マークを確認してくださ
い。

法規番号の表示例

UN(ECE) R44認可マーク※2

対象となるお子さまの体重の範
囲が記載されています。
UN(ECE) R129認可マーク
※2

対象となるお子さまの身長の範
囲および使用可能な体重が記載
されています。

2 チャイルドシートのカテゴリー
を確認する
チャイルドシートのカテゴリー

警告
●お子さまの年齢や体の大きさに
合ったチャイルドシートを使用し
て、リヤシートに取り付けてくだ
さい。

●運転席とチャイルドシートが干渉
し、チャイルドシートが正しく取
り付けられない場合は、助手席側
のリヤ席に取り付けてください。

●助手席シートとチャイルドシート
が干渉しないように、助手席シー
トを調整してください。

シート位置別チャイルドシート
の適合性について
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が次のどのカテゴリーに該当す
るのか、チャイルドシートの認
可マークを確認ください。
また、ご不明な場合はチャイル
ドシートに付属の取扱説明書を
確認頂くか、または販売業者へ
確認してください。

･ ユニバーサル「universal（汎
用）」

･ セミユニバーサル
「semi-universal（準汎用）」
･ リストリクティッド
「restricted（限定）」
･ ビークルスペシフィック
「vehicle specific（特定車両）」

※1UN(ECE) R44、UN(ECE) R129
は、チャイルドシートに関する国連
法規です。

※2表示されているマークは、商品によ
り異なります。

■ シート位置別チャイルドシート
の適合性

※1シートをいちばんうしろに下げた状
態で取り付けてください。シートの
高さ調整ができる場合は、いちばん
高い位置に調整してください。

※2背もたれを可能な限り起こしてくだ
さい。
前向きにチャイルドシートを取り付

※1, 2, 3

※4

※3

※3

※3

車両のシートベルトで固定する
タイプのユニバーサル（汎用）
カテゴリーのチャイルドシート
に適しています。
推奨チャイルドシートと適合性
一覧表（ P.43）に記載され
たチャイルドシートに適してい
ます。
i-Size チャイルドシートおよび
ISOFIX チャイルドシートに適
しています。
トップテザーアンカレッジが装
備されています。
やむを得ず助手席にチャイルド
シートを取り付ける場合には、
チャイルドシートをうしろ向き
に取り付けないでください。
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けるときに、背もたれとチャイルド
シートの間にすき間がある場合は、
背もたれとチャイルドシートのすき
間が少なくなるように背もたれを調
整してください。

※3ヘッドレストとチャイルドシートが
干渉してチャイルドシートが正しく
取り付けられない場合、ヘッドレス
トの取りはずしが可能なときは、
ヘッドレストを取りはずしてくださ
い。
取りはずしができない場合は、ヘッ
ドレストをいちばん上まで上げてく
ださい。

※4チャイルドシートを必ず、前向きで
使用してください。

■ チャイルドシート取り付けに関する詳細情報

※1運転席をいちばん高い位置に調整してください。（ P.114）
※2助手席の前後位置を1段目から11段目（後ろから15段目）の範囲で調整し
てください。

着座位置

シート位置の番号

ユニバーサル（汎用）ベルト式
が搭載可能な着座位置（有 /
無）

有 有 有 有

アイサイズ着座位置（有 /無） 無 有 無 有

搭載可能な横向きチャイルド
シートの治具（L1/L2）

搭載可能なうしろ向きチャイル
ドシートの治具
（R1/R2X/R2/R3）

R1※1, 
R2X※1, 
R2※1

R1※2, 
R2X※3, 
R2※3

搭載可能な前向きチャイルド
シートの治具（F2X/F2/F3）

F2X, F2, 
F3

F2X, F2, 
F3

搭載可能なジュニアシートの治
具（B2/B3） B2, B3 B2, B3
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1段目
11段目

※3助手席の前後位置を1段目から8段目（後ろから18段目）の範囲で調整して
ください。

1段目
8段目

ISOFIX チャイルドシートはいくつかの「治具」に分かれています。上記
の表に示す「治具」の着座位置でチャイルドシートを使用することができ
ます。「治具」の種類は、次の表を確認ください。
チャイルドシートの「治具」の種類を確認するために、チャイルドシート
に付属の取扱説明書を確認してください。お手持ちのチャイルドシートに
「治具」の種類がない（または必要な情報が表の中にない）場合は、チャ
イルドシートの「車種別適合リスト」を参照するか、販売業者へお問い合
わせの上、適合性を確認してください。

治具 使用の向き・形状・大きさ

F3 全高前向きチャイルドシート

F2 低型前向きチャイルドシート

F2X 低型前向きチャイルドシート

R3 大型うしろ向きチャイルドシート
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■ 推奨チャイルドシートと適合性一覧表

チャイルドシートの隣の席を使用
するときは、肩部ベルトが確実に
肩を通り、腰部ベルトが腰骨ので
きるだけ低い位置に密着すること
を確認してください。チャイルド
シートの隣の席に座ったときに、
チャイルドシートの種類によって
は、乗員の体またはシートベルト
がチャイルドシートと干渉するた
めシートベルトが正しく着用でき
ず、十分な効果を発揮できない場
合があります。その場合は、他の

席を使用してください。
お守りいただかないと、重大な傷
害におよぶか、最悪の場合死亡に
つながるおそれがあります。
● リヤシートにチャイルドシート
を取り付けるときは、お子様や
チャイルドシートがフロント
シートと干渉しないようにフロ
ントシートを調整してください。

● サポートベース付きのチャイル
ドシートを取り付けるときに、
チャイルドシートをサポート

R2 小型うしろ向きチャイルドシート

R2X 小型うしろ向きチャイルドシート

R1 うしろ向きチャイルドシート

L1 左向き寝台式チャイルドシート

L2 右向き寝台式チャイルドシート

B2 ジュニアシート

B3 ジュニアシート

質量グループ 推奨チャイルドシート
着座位置

0、0+
（13kgまで）

トヨタ純正
NEO G-Child baby ○ ○ ○

トヨタ純正
NEO G-Child ISO leg ○ ○

Ⅰ
（9 ～ 18kg）

トヨタ純正
NEO G-Child baby

○
前向き
のみ

○ ○ ○

トヨタ純正
NEO G-Child ISO leg ○ ○

Ⅱ、Ⅲ
（15 ～ 36kg）

トヨタ純正
ジュニアシート ○ ○ ○ ○

治具 使用の向き・形状・大きさ
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ベースへ固定する際にチャイル
ドシートが背もたれと干渉する
場合は、チャイルドシートが干
渉しなくなるまで背もたれを調
整してださい。

● シートベルトのショルダーアン
カーがチャイルドシートベルト
ガイドより前にある場合は、
シートを前方に動かします。

● ジュニアシートを取り付けると
きに、お子様がかなり直立した
姿勢になる場合は、背もたれの
角度を最も快適な位置に調整し
ます。また、シートベルトの
ショルダーアンカーがチャイル
ドシートベルトガイドより前に
ある場合は、シートを前方に移
動します。

チャイルドシートのご使用については、チャイルドシートに付属の取扱説
明書を確認してください。

チャイルドシートの取り付け方法
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■ シートベルトで固定する
チャイルドシートに付属の取扱説
明書に従ってチャイルドシートを
取り付けてください。
お手持ちのチャイルドシートが
「ユニバーサル」カテゴリーでない
（または必要な情報が表の中にな
い）場合は、チャイルドシート

メーカーが提供する「車種別適合
リスト」を参照するか、販売業者
へお問い合わせの上、適合性を確
認してください。（ P.39, 40）
1 やむを得ず助手席にチャイルド
シートを取り付ける場合は、助
手席シートを正しく調整してく
ださい。（ P.36）

2 ヘッドレストとチャイルドシー
トが干渉してチャイルドシート
が正しく取り付けられない場合

固定方法 ページ

シートベルトで固定する P.45

ISOFIX ロアアンカレッ
ジで固定する P.47

テザーベルトを固定する P.48

チャイルドシートをシートベル
トで固定する
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は、ヘッドレストを取りはずし
てください。取りはずしができ
ない場合は、ヘッドレストをい
ちばん上まで上げてください。
（ P.116）
3 チャイルドシートにシートベル
トを取り付け、プレートをバッ
クルに“カチッ”と音がする
まで挿し込む。ベルトがねじれ
ていないようにする

チャイルドシートに付属の取扱説明書
に従い、シートベルトをチャイルド
シートにしっかりと固定させてくださ
い。

4 チャイルドシートにシートベル
トの固定装置が備わっていない
場合は、ロッキングクリップ
（別売）を使用して固定する

ロッキングクリップの購入にあたって
は、トヨタ販売店にご相談ください。
（ロッキングクリップ品番：
73119-22010）

5 取り付け後はチャイルドシート
を前後左右にゆすり、しっかり
と固定されていることを確認し
てください。（ P.46）

■ チャイルドシートの取りはずし
バックルの解除ボタンを押し、
シートベルトをチャイルドシート
から取りはずす
バックル解除時に、シートクッション
の反発により、チャイルドシートが跳
ね上がることがあります。
チャイルドシートを抑えながらバック
ルの解除をしてください。

シートベルトは自動的に巻き取られま
すので、ゆっくりもどしてください。

警告
■チャイルドシートを取り付けると
き

次のことを必ずお守りください。
お守りいただかないと、重大な傷害
におよぶか、最悪の場合死亡につな
がるおそれがあります。

●お子さまをシートベルトで遊ばせ
ないでください。万一ベルトが首
に巻き付いた場合、窒息など重大
な傷害におよぶか、最悪の場合死
亡につながるおそれがあります。
誤ってそのような状態になってし
まい、バックルもはずせない場合
は、ハサミなどでシートベルトを
切断してください。

●シートベルトのプレートとバック
ルがしっかり固定されて、ベルト
がねじれていないか確認してくだ
さい。

●チャイルドシートを前後左右にゆ
すって、しっかり固定されている
か確認してください。
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■ ISOFIXロアアンカレッジについ
て

この車はリヤ外側席に ISOFIX ロ
アアンカレッジが装備されていま
す。（ロアアンカレッジが装備され
ていることを示すマークのついた
カバーがシートに付いています）

■ ISOFIXロアアンカレッジで固定
する

チャイルドシートに付属の取扱説
明書に従ってチャイルドシートを
取り付けてください。

お手持ちのチャイルドシートが
「ユニバーサル」カテゴリーでない
（または必要な情報が表の中にな
い）場合は、チャイルドシート
メーカーが提供する「車種別適合
リスト」を参照するか、販売業者
へお問い合わせの上、適合性を確
認してください。（ P.39, 40）
1 ヘッドレストとチャイルドシー
トが干渉してチャイルドシート
が正しく取り付けられない場合
は、ヘッドレストを取りはずし
てください。取りはずしができ
ない場合は、ヘッドレストをい
ちばん上まで上げてください。
（ P.116）
2 ロアアンカレッジのカバーを取
りはずし、チャイルドシートを
シートに取り付ける

ロアアンカレッジはカバーのうしろに
あります。

チャイルドシートのコネクタ（取り付
け金具）をロアアンカレッジに取り付
けます。
取り付け方法は、それぞれのチャイル
ドシートに付属の取扱説明書に従って
ください。

警告
●チャイルドシートを固定したあと
は、シートを調整しないでくださ
い。

●ジュニアシートを使用している場
合は、肩部ベルトが常にお子さま
の肩の中心にくるようにしてくだ
さい。ベルトを首から離すと共に
肩から落ちないようにしてくださ
い。

●必ずチャイルドシートに付属の取
扱説明書をよくお読みの上、確実
に取り付け、使用方法をお守りく
ださい。

チャイルドシートを ISOFIX ロ
アアンカレッジで固定する
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3 取り付けたチャイルドシートを
前後左右にゆすり、固定されて
いることを確認する（ P.46）

■ トップテザーアンカレッジにつ
いて

この車はリヤ外側席にトップテ
ザーアンカレッジが装備されてい
ます。
テザーベルトを固定するときに使
います。

トップテザーアンカレッジ
テザーベルト

■ テザーベルトをトップテザーア
ンカレッジに固定する

チャイルドシートに付属の取扱説
明書に従ってチャイルドシートを
取り付けてください。
1 ヘッドレストを上げる
ヘッドレストとチャイルドシートまた
はテザーベルトが干渉してチャイルド
シートが正しく取り付けられない場合
は、ヘッドレストを取りはずしてくだ
さい。（ P.116）
2 トップテザーアンカレッジに
フックを固定し、テザーベルト
を締める

テザーベルトをピンと張り、フックが
しっかり固定されていることを確認し
ます。（ P.46）

ヘッドレストを上げた状態でチャイル
ドシートを取り付けるときは、テザー
ベルトは必ずヘッドレストの下へ通し
てください。

警告
■チャイルドシートを取り付けると
き

次のことを必ずお守りください。
お守りいただかないと、重大な傷害
におよぶか、最悪の場合死亡につな
がるおそれがあります。

●チャイルドシートを固定したあと
は、シートを調整しないでくださ
い。

● ISOFIX ロアアンカレッジを使用す
るときは、周辺に障害物がないか、
シートベルトが挟まっていないか
などを確認してください。

●必ずチャイルドシートに付属の取
扱説明書をよくお読みの上、確実
に取り付け、使用方法をお守りく
ださい。

トップテザーアンカレッジを使
用する
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フック
テザーベルト

警告
■チャイルドシートを取り付けると
き

次のことを必ずお守りください。
お守りいただかないと、重大な傷害
におよぶか、最悪の場合死亡につな
がるおそれがあります。

●テザーベルトがしっかり固定され
て、ベルトがねじれていないか確
認してください。

●テザーベルトはトップテザーアン
カレッジ以外に掛けないでくださ
い

●チャイルドシートを固定したあと
は、シートを調整しないでくださ
い。

●必ずチャイルドシートに付属の取
扱説明書をよくお読みの上、確実
に取り付け、使用方法をお守りく
ださい。

●ヘッドレストを上げた状態でチャ
イルドシートを取り付けるときは、
ヘッドレストを引き上げてトップ
テザーアンカレッジに固定したあ
とに、ヘッドレストを下げないで
ください。
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1-3. コネクティッドサービス

車両に搭載された通信機器により、
「安心・快適・便利」な車向け情報
サービスをご利用いただけます。
■ サービス

T-Connect ナビを装着されているお
客様は、上記のサービスの他に
T-Connect のさまざまなサービスが
ご利用いただけます。
販売店オプションのナビゲーションシ
ステムは、製品に添付の取扱説明書を
参照してください。

■ T-Connect のご契約

※1無料期間：初度登録日から初回の
36カ月点検（車検）月の末日まで
となります。
無料期間内にいったん解約した場合
でも、初度登録日から初回の36カ
月点検（車検）月の末日までは無料
となります。

※2利用料金は、トヨタ販売店または
T-Connect のWeb サイト
（https://toyota.jp/
tconnectservice/）でご確認くだ
さい。

掲載の情報は2018年 6月現在
のサービスです。サービス内容は
変更する場合がありますので、あ
らかじめご了承ください。
最新のサービスは、T-Connect の
Webサイト（https://toyota.jp/

T-Connect DCM単体

ここでは、T-Connect DCM単
体について記載しています。
販売店オプションのナビゲー
ションシステムは、製品に添付
の取扱説明書を参照してくださ
い。

警告
■T-Connect をご利用になるときは

安全のため、運転者は走行中に極力
操作をしないでください。
走行中の操作はハンドル操作を誤る
など、思わぬ事故につながるおそれ
があります。車を停車させてから操
作をしてください。

■ペースメーカーやその他の医療用
電気機器をお使いの方は

植込み型心臓ペースメーカー、植込
み型両心室ペーシングパルスジェネ
レータおよび植込み型除細動器以外
の医療用電気機器をお使いの方は、
T-Connect をお使いになる前に、医
師や医療用電気機器の製造事業者な
どに個別にご相談ください。

T-Connect について

サービス ページ

ヘルプネット P.54

マイカーSecurity P.66

リモートメンテナンス
サービス P.70

T-Connect 
DCM単体

通信機器

通信モジュール（DCM）

利用料金
初度登録日から3年無
料※1

4年目以降は有料※2

必要な手続
き

トヨタ販売店または、
Webサイト（https://
toyota.jp/
tconnectservice/）も
しくは専用のスマホアプ
リにてT-Connect の利
用申し込み



51

1

1-3. コネクティッドサービス
安
全
・
安
心
の
た
め
に

tconnectservice/）でご確認く
ださい。
■ 通信モジュール（DCM）につい
て

T-Connect は、通信モジュール
（DCM）を利用して、データ通信
を行います。
通信モジュール（DCM）は通信ア
ンテナを使用します。
通信アンテナは、ルーフ後部とイ
ンストルメントパネルに内蔵され
ています。
■ 通信モジュール（DCM）の消耗
品について

エアバッグ作動による自動通報を
補助するため、ヘルプネット専用
補助バッテリーを搭載しています。
寿命による交換時期は、ヘルプ
ネットボタンの表示灯（赤点滅）
でお知らせします。また、エア
バッグ作動による自動通報を実施
した際は、安全のため交換をお願
いします。
ヘルプネット専用補助バッテリー
の交換についてはトヨタ販売店に
ご相談ください。

知識

■通信モジュール（DCM）について

●通信モジュール（DCM）は、電波法
および電気通信事業法の基準に適合
しています。

●通信モジュール（DCM）を分解・改
造すると、法律により罰せられるこ
とがあります。

●フリー／オープンソースソフトウェ
ア情報について
通信モジュール（DCM）はフリー／

オープンソースソフトウェアを含ん
でいます。
このようなフリー／オープンソース
ソフトウェアのライセンス情報や
ソースコードの両方またはどちらか
片方は以下のURL で入手することが
できます。
http://www.globaldenso.com/
en/opensource/dcm/toyota/

■データ通信時の留意事項

T-Connect は、データ取得時に通信を
行います。
次の点をご理解の上、正しくお使いく
ださい。

●通信方式は、KDDI 株式会社のLTE方
式です。
サービスエリアは同社サービスエリ
ア図をご参照ください。
なお、通信状況はさまざまな要因で
変動します。必ずしもサービスエリ
ア内にいれば、常に通信が可能とい
うわけではありません。

●次のような通信環境では、データ通
信できない場合があります。
･ トンネルの中にいるとき
･ 地下駐車場にいるとき
･ 山奥などの通信圏外にいるとき
･ 回線が混雑しているなど、発信規制
中のとき

●T-Connect はデータ取得に通信を利
用するため、通信環境の整わない状
況では通信を利用するサービスはす
べて利用できません。

●この先、通信事業者にて通信に使用
する電波が変更もしくは打ち切りに
なった場合、T-Connect が使用でき
なくなります。
（その場合には事前にご連絡します）
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■データ通信料金とデータ取得の時間
について

●通信モジュール（DCM）でのデータ
通信に関する通信料金はT-Connect
利用料金に含まれています。

●データ取得までの時間は、車載機の
状態やデータの内容、電波状態に
よって異なります。

■ T-Connectの利用開始操作をす
る前に

T-Connect の利用開始操作をする
前に、トヨタ販売店にて、申込み
が必要です。
トヨタ販売店にお越しになれない
お客様は、ホームページからもお
申込みいただけます。
● URL：https://toyota.jp/
tconnectservice/

● QRコード：

「QRコード」は、株式会社デン
ソーウェーブの登録商標です。
■ 用意するもの
● 車検証
● メールアドレス
（パソコン、スマートフォン、携
帯電話のもの）

一部のサービスは専用のスマホア
プリを使用します。ご利用の際は、
スマホアプリのインストールとロ
グインを実施してください。

■ パソコンまたはスマートフォン
をお持ちのお客様へ

T-Connect の利用開始操作を実施
する前に T-Connect ユーザーサ
イト、または専用のスマホアプリ
でログインすることで、
T-Connect の利用開始操作後に契
約状況を確認することができます。
■ T-Connectの利用開始操作をす
る

1 できるだけ見晴らしの良い場所
に車を駐車する

ビルの谷間や工場などの屋内は避けて
ください。
2 手動保守点検を行い、次の点を
確認する（ P.57）

● 通信が正常に始まる
● 通話ができる
● 通報位置が正しい（ヘルプネッ
トセンターとの通話で確認）

手動保守点検を実施する前に、ヘルプ
ネットボタンの緑の表示灯が点灯して
いる場合、前契約者の解約手続きが完
了していません。T-Connect サポー
トセンターにご連絡ください。
3 手動保守点検後、ヘルプネット
ボタンの緑の表示灯が点滅から
点灯に変わり、赤の表示灯が消
灯していることを確認する
（ P.58）

● ヘルプネットボタンの緑の表示
灯が点灯しない、または点灯し
ているにもかかわらず、赤の表
示灯が点滅しているときは、一
度エンジンスイッチをOFF にし
て、再度エンジンスイッチを
ACCまたはONにしてしばら
くお待ちください。赤の表示灯

T-Connect の利用開始操作
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が点滅または点灯した場合は、
再度、手動保守点検を実施して
ください。

● ヘルプネットボタンの緑の表示
灯が点滅から点灯に変わるまで、
時間がかかります。

● 手動保守点検が正常に終了しな
くても、ヘルプネットボタンの
緑の表示灯が点灯することがあ
ります。このとき、緊急通報で
きないことがあるため、トヨタ
販売店にご相談ください。

● ヘルプネットの利用開始操作※

が正常に完了しないと、ヘルプ
ネットサービスの提供ができま
せん。

※ヘルプネットの利用開始操作は必ず
契約者ご本人が実施するようにして
ください。

● T-Connect の利用開始操作のお
問い合せ先

T-Connect サポートセンター
全国共通・フリーダイヤル
0800ー 500ー 6200
受付時間 9：00～ 18：00（年
中無休）
■ T-Connectの解約手続きについ
て

お車を手放すときなど、
T-Connect を解約するときは、次
のいずれかの手続きを行ってくだ
さい。
● パソコンサイトから解約する場
合
T-Connect のWebサイトに接
続して解約手続きをする

https://toyota.jp/
tconnectservice/

● サポートセンターから解約する
場合
T-Connect サポートセンター
に連絡して解約する

T-Connect サポートセンター
全国共通・フリーダイヤル
0800ー 500ー 6200
受付時間 9：00～ 18：00（年
中無休）

知識

■T-Connect の利用契約の継続方法に
ついて

●T-Connect は、契約の更新日が近付
くと、トヨタコネクティッド（株）
より案内を送付します。

●利用契約の継続／停止は T-Connect
のWebサイト（https://toyota.jp/
tconnectservice/）から手続きが
できます。

警告
■T-Connect の利用開始操作につい
て

●次のように、関連機器が正常に動
作しないとき、緊急時にヘルプ
ネットセンターへ正しい情報が伝
わらず、救援困難となる可能性が
あります。

･ 通信が始まらない

･ 通報位置とヘルプネットセンター
の位置表示が違う

･ 通話できない
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ヘルプネット（エアバッグ連動タ
イプ）は、交通事故発生時や急病
などの緊急事態発生時に、自動ま
たはボタン操作でヘルプネットセ
ンターに電話し、車内からの通報
を補助するシステムです。
また、交通事故発生時車両データ
の活用により、お客様の重症度を
推定し、ドクターヘリなどの早期
出動判断を行うD-Call Net 機能に
対応しています。
ヘルプネットは、警察や消防への
緊急通報サービスです。ロード
サービスへの取り次ぎは行いませ
ん。
■ サービス開始と解約について
ヘルプネットは、ヘルプネットボ
タンの操作によるヘルプネットの
利用開始操作※が完了すると利用
できます。（ P.52）

ヘルプネットボタンなどが正常に
動作するか確認してください。こ
の確認を行わないと、ヘルプネッ
トサービスの利用ができません。
※ヘルプネットの利用開始操作は必ず
契約者ご本人が実施するようにして
ください。

ヘルプネットを解約したいときは、
T-Connect を解約すると、同時に
解約されます。
ヘルプネットは（株）日本緊急通
報サービスの登録商標です。

警告
●T-Connect の利用開始操作は途中
で中断せず、ヘルプネットボタン
の緑の表示灯が点灯し、赤の表示
灯が点滅または点灯しないことを
確認するまで実施してください。
赤の表示灯が点滅または点灯した
場合は、再度手動保守点検を実施
してください。
エンジンスイッチをOFFにして中
断したときは、基本的にヘルプ
ネットボタンの緑の表示灯は点灯
しません。それでも点灯したとき
はトヨタ販売店にご相談ください。

●ヘルプネットの利用開始操作※時
の手動保守点検が正常に動作しな
かったときは、緊急通報できない
ことがあり危険です。手動保守点
検時に関連機器が正常に動作しな
いときは、トヨタ販売店にご相談
ください。

※ヘルプネットの利用開始操作は必
ず契約者ご本人が実施するように
してください。

●手動保守点検後、ヘルプネットボ
タンの緑の表示灯が点灯しないと
き、緊急通報は動作しません。ヘ
ルプネットの利用開始操作中に、
手動保守点検が正常に動作しても
緑の表示灯が点灯しない場合は、
一度エンジンスイッチをOFFに
し、再度エンジンスイッチをACC
またはONにしてしばらくお待ち
ください。それでも緑の表示灯が
正常に点灯しないときは、トヨタ
販売店にご相談ください。

ヘルプネット（エアバッグ連動
タイプ）
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■ 緊急通報について
緊急通報は、利用開始操作の完了
後に利用できる機能です。
エアバッグ作動による自動通報

エアバッグ作動時など、お車に一
定以上の衝撃が加わると、自動的
にヘルプネットセンターに通報し
ます。
ボタン操作による手動通報

乗員がヘルプネットボタンを押す
と、ヘルプネットセンターに通報
します。

マイク
緊急通報中や手動保守点検中のハンズ
フリー通話時に使用します。

ヘルプネットボタン
ボタン操作による手動通報をすると
き、手動保守点検をするとき、または
ヘルプネットの利用開始操作をすると
きに押します。

表示灯
赤と緑の表示灯の点灯の組み合わせに
より、機器の故障、緊急通報中などシ
ステムの作動状況をお知らせします。
（ P.58）

■ エアバッグ作動による自動通報
エアバッグ作動時など、お車に一
定以上の衝撃が加わると、自動的
にヘルプネットセンターに通報さ
れます。
エンジンスイッチがACC またはON
のとき、お車に一定以上の衝撃が加わ
ると、緊急通報が始まります。あとは
音声案内やヘルプネットセンターのオ
ペレーターの指示に従ってください。
1 エアバッグ作動時など、お車に
一定以上の衝撃が加わると、緊
急通報が開始される

ヘルプネットボタンの緑の表示灯が点
滅し、システムが作動していることを
知らせ、音声案内が流れます。

エアバッグが作動しなくても、事故の
形態によっては通知を開始する場合が
あります。
2 ヘルプネットセンターに車両の
位置などが送信され、データ通
信完了後、通話モードになる

3 ヘルプネットセンターのオペ
レーターに、状況やけがの状
態、警察または消防などへの通
報の要否を伝える

お客様からの応答が無い場合には意識
不明と判断し、オペレーターがお客様
に代わって速やかに救急車の手配を要
請します。
4 警察または消防への通報が必要
なときは、ヘルプネットセン
ターが警察または消防に接続す
る

5 通話が終了すると、ヘルプネッ
トセンターが電話回線の切断を
行う

各部の名称とはたらき

緊急通報をする
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6 通話終了後、約30分間は、ヘ
ルプネットセンターおよび救援
機関からの電話による問い合わ
せのため、呼び返し待機状態に
なる。このあいだにかかってく
る電話は、自動的にハンズフ
リー通話でつながる

緊急通報終了後約30分間の呼び返し
待機状態で電話がかかってくると、さ
らに約30分間、呼び返し待機状態が
延長されます。このあいだにかかって
くる電話は自動的にハンズフリー通話
でつながります。
7 呼び返し待機状態が終了する
と、ヘルプネット作動が完了す
る

ヘルプネットボタンの緑の表示灯が点
滅表示を終了します。
8 車内および車外の状況に応じて
二次災害を防ぎながら、最も安
全な処置をして救援を待つ

急病などの緊急事態発生時、車内
からヘルプネットセンターへ通報
するときにボタン操作をすること
で緊急通報ができます。
エンジンスイッチがACCまたはON
のとき、ヘルプネットボタンを押すと
緊急通報が始まります。あとは音声案
内やヘルプネットセンターのオペレー
ターの指示に従ってください。
1 ヘルプネットボタンの緑の表示
灯が点灯していることを確認す
る

2 ヘルプネットボタンのカバーを
開き、ヘルプネットボタンを押
す

3 ヘルプネットセンターへ接続を
開始し、緊急通報が開始される

ヘルプネットボタンの緑の表示灯が点
滅し、システムが作動していることを
知らせ、音声案内が流れます。
4 ヘルプネットセンターにデータ
通信を行い、車両の位置などが
送信され、データ通信完了後、
通話モードになる

5 ヘルプネットセンターのオペ
レーターに、状況やけがの状
態、警察または消防などへの通
報の要否を伝える

手動通報時には、通話にて状況を直接
オペレーターにお知らせください。
6 警察または消防への通報が必要
なときは、ヘルプネットセン
ターが警察または消防に接続す
る

7 通話が終了すると、ヘルプネッ
トセンターが電話回線の切断を
する。

8 通話終了後、約30分間は、ヘ
ルプネットセンターおよび救援
機関からの電話による問い合わ
せのため、呼び返し待機状態に
なる。このあいだにかかってく

ボタン操作による手動通報
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る電話は、自動的にハンズフ
リー通話でつながる。

緊急通報終了後約30分間の呼び返し
待機状態で電話がかかってくると、さ
らに約30分間、呼び返し待機状態が
延長されます。このあいだにかかって
くる電話は自動的にハンズフリー通話
でつながります。
9 呼び返し待機状態が終了する
と、ヘルプネット作動が完了す
る

ヘルプネットボタンの緑の表示灯が点
滅表示を終了します。
10車内および車外の状況に応じて
二次災害を防ぎながら、最も安
全な処置をして救援を待つ

■ 自動保守点検について
自動保守点検は、定期的に自動で
実施される保守点検です。お客様
が会員登録されているかを、ヘル
プネットセンターが確かめます。
自動保守点検を行うための特別な
操作は、必要ありません。
● 点検時期
（株）日本緊急通報サービスが定める
期間ごとに行われます。

● 点検時間
開始後1～2分で終了します。

■ 手動保守点検を実施する
手動保守点検は、お客様ご自身が
手動で実施する保守点検です。
手動保守点検では、次の保守点検
を実施します。

● 関連機器の保守点検（関連機器
修理点検や車両修理後の保守点
検）

● ヘルプネットセンターに会員登
録されているかの確認（加入時、
契約内容変更時）

1 できるだけ見晴らしのよい場所
に車を駐車する

ビルの谷間や工場などの屋内は避けて
ください。
2 ヘルプネットボタンのカバーを
開く

3 エンジンスイッチをOFFにす
る

4 エンジンスイッチをACCまた
はONにする

5 ヘルプネットボタンの赤と緑の
表示灯がともに点灯したら、す
ぐにヘルプネットボタンを押
し、音声案内が流れるまで押し
続ける

6 ヘルプネットセンターに接続が
開始される

手動保守点検が開始されると、ヘルプ
ネットボタンの緑の表示灯が点滅し始
め、音声案内が流れます。ボタンから
指を離してください。
7 ヘルプネットセンターに接続す
ると、最初にデータ通信を行
い、以下の確認が実施される

ヘルプネットの保守点検をする
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● 車両の現在地
● 手動保守点検をしていること
● ヘルプネットセンターに会員登
録されていること

8 データ通信完了後、通話モード
になる

9 ヘルプネットセンターと通話す
る

ヘルプネットセンターの応対は、自動
音声で行われます。自動音声で車両の
現在地の確認後に、名前を聞かれま
す。「ピー」と鳴ったら、お客様の名
前を話してください。自動音声で名前
をくり返したのち、緊急通報可能であ
ることをお知らせし、通話が終了しま
す。
10通話の終了後に点検を終了する
緑の表示灯は点滅を終了します。

ヘルプネットシステムはシステムの作動状態をヘルプネットボタンの赤と
緑の表示灯でお知らせします。

ヘルプネットボタンの表示灯について

表示灯
動作状態 対処法

緑 赤

点灯 消灯
動作中のとき
（KDDI サービスエリア内） 緊急通報を利用できます。

自動保守点検中のとき 緊急通報を利用できます。

消灯 点灯

動作中のとき
（KDDI サービスエリア外）

緊急通報できません。KDDI
サービスエリア内に移動して
使用してください。

関連機器に異常があるとき
（KDDI サービスエリア内）

KDDI サービスエリア内でい
つまでもこの表示が続くとき
は機器の故障が考えられま
す。トヨタ販売店にご相談く
ださい。

点滅 消灯

緊急通報中のとき
緊急通報が終了しても表示が
変化しないときは、トヨタ販
売店にご相談ください。

手動保守点検中のとき
手動保守点検が終了しても表
示が変化しないときは、トヨ
タ販売店にご相談ください。

T-Connect の利用開始操作
中のとき

T-Connect の利用開始操作
が終了しても表示が変化しな
いときは、トヨタ販売店にご
相談ください。
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消灯 点滅

緊急通報が正常に行えなかっ
たとき

約10秒後に表示が変化しま
す。再度緊急通報するか、最
寄りの公衆電話などから通報
してください。（ P.57）

何度試行しても自動保守点検
が正常に行えなかったとき
（KDDI サービスエリア外）

KDDI サービスエリア内に移
動して、手動保守点検をして
ください。（ P.57）それで
も表示が続く場合は、トヨタ
販売店にご相談ください。

手動保守点検が正常に行えな
かったとき

KDDI サービスエリア内に移
動してから、再試行してくだ
さい。（ P.57）

関連機器に異常があるとき

いつまでも正常な表示に戻ら
ないときは、機器の異常が考
えられます。ただちにトヨタ
販売店にご相談ください。

ヘルプネット専用補助バッテ
リーの寿命が切れたとき

トヨタ販売店で交換してくだ
さい。

点灯 点灯
エンジンスイッチをONにし
たとき（約5秒間）

20秒以上続くときは、機器
の異常が考えられます。トヨ
タ販売店にご相談ください。関連機器に異常があるとき

点灯 点滅
eケア・マイカーカスタマイ
ズの契約処理が正常に行えな
かったとき

エンジンスイッチをOFF に
した後、再度ACC または
ONにしてもこの状態が続く
ときは、トヨタ販売店にご相
談ください。

消灯 消灯

ヘルプネットサービスの契約
が切れているとき

ヘルプネットの利用開始操作
※を行ってください。
（ P.52）

関連機器が動作していないと
き

エンジンスイッチをACC ま
たはONにしてもこの状態が
続くときは、トヨタ販売店に
ご相談ください。

T-Connect の利用開始操作
をしていないとき

T-Connect の利用開始操作
を行ってください。
（ P.52）

表示灯
動作状態 対処法

緑 赤
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※ヘルプネットの利用開始操作は必ず
契約者ご本人が実施するようにして
ください。

本機が正常に作動しなくなったときは、次の内容を確認してください。表
に従って対処しても作動しないときは、トヨタ販売店にご相談ください。
また、万一異常が発生したときは、必ずトヨタ販売店に修理をご依頼くだ
さい。

※利用開始操作は必ず契約者ご本人が実施するようにしてください。

故障とお考えになる前に

症状 考えられること 処置

ヘルプネットボタンの緑
の表示灯が点灯しない

T-Connect の利用開始操
作を完了していない

T-Connect の利用開始操
作※を行ってください。
（ P.52）

緊急通報できない

エンジンスイッチをACC
またはONにした直後の
点検中である

緑の表示灯が点灯するま
で待ってから、ヘルプ
ネットボタンを操作して
通報してください。
（ P.56）

電波状態が悪い 電波状態の良好な場所に
移動して、手動保守点検
を実施してください。
（ P.57）

KDDI のサービスエリア外
で使用している

携帯電話回線が混雑して
いる

しばらくしてから、また
は電波状態の良好な場所
に移動して、手動保守点
検を実施してください。
（ P.57）

エンジンスイッチをOFF
にしても、ヘルプネット
ボタンの緑の表示灯が点
滅し続けている

緊急通報中である

「緊急通報を、終了しまし
た」という音声案内が流
れてから約30分経過す
るまで待って、緑の表示
灯の点滅が終了すること
を確認してください。

エンジン始動後、ヘルプ
ネットボタンの表示灯が
両方共に点灯しない

T-Connect 利用契約が完
了していない

T-Connect の利用開始操
作を行ってください。
（ P.52）
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知識

■ヘルプネットについて

●いたずらなどで緊急車両などが出動
したとき、該当費用に関しての請求
をされたり、関連法規により処罰さ
れることがあります。いたずらをし
ないでください。

●事故発生時以外でも、エアバッグが
開いたときには自動通報します。こ
のようなときには、ヘルプネットセ
ンターのオペレーターに理由を告げ
て通報を終了してください。

●ヘルプネットボタンの表示灯は、緊
急通報可能または不可能状態を正し
く表示しないことがあります。例え
ば、解約時の処理をしていない中古
車などに搭載された通信モジュール
を使用するときは、サービスの利用
契約をしていない状態でも緊急通報
可能状態として表示することがあり
ます。

■緊急通報について

●緊急通報中に音声案内が流れている
間は、通話することができません。
音声案内が終わったら、ヘルプネッ
トセンターのオペレーターと通話し
て、状況をお知らせください。

●誤操作などでヘルプネットセンター
に接続されたときは、車両から通信
または通話を終了することができま
せん。終了する場合には、ヘルプ
ネットセンターのオペレーターに理
由を告げて通報を終了してください。
なお、オペレーターとの通話中に電
波状態の悪化によって回線が切断さ
れることがあります。

■緊急通報できない場合について

以下のようなときには、ヘルプネット
サービスが提供できない、またはヘル

プネットサービスに支障が出ることが
あります。

●T-Connect 利用契約の不成立または
消滅
･ 未登録の場合
･ 利用契約を解除した場合

●ヘルプネット利用登録の不成立
･ 利用開始操作※を完了していない場
合
･ 登録情報が更新されていない場合
※利用開始操作は必ず契約者ご本人が
実施するようにしてください。

●関連機器の異常による通信不能
･ 関連機器（ヘルプネットボタンおよ
び表示灯、マイク、スピーカー、通
信モジュール、アンテナおよびこれ
らを接続する電気配線など）の故障
･ バッテリーの電圧低下など、関連機
器の故障・消耗など
･ 車両の衝突・横転時の衝撃や車両火
災などによる、関連機器の損傷

●緊急通報センターシステムの位置評
定エラー
･ GPSのシステムの異常、トンネルや
建物の密集地、フェリー降船後など
でGPSでの位置演算の誤差が大きい
とき、位置評定が正常に行われない、
または誤差が大きいときなど
（T-Connect DCM単体でヘルプ
ネットをご利用の場合は、TEL メイ
ンアンテナでGPS測位した情報から
位置情報を取得しています。販売店
オプションのナビゲーションシステ
ム接続時は、ナビゲーションシステ
ムがGPSアンテナで測位した情報か
ら位置情報を取得しています。）

●ヘルプネットセンター／トヨタス
マートセンターの異常による通信不
能
･ センターシステムの故障など
･ センターの火災などによる、セン
ターシステムの損傷
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●ヘルプネットで利用する通信網に起
因する通信不能
･ 本サービスに使用するKDDI サービ
スエリア外に、登録車両が位置する
とき
･ 本サービスに使用するKDDI サービ
スエリア内であっても、電波の受信
状態が悪く、結果として通信ができ
ないとき
･ 本サービスに使用する携帯電話網ま
たは一般公衆固定網（中継網を含む）
が著しく混雑しているなど、通話利
用もしくは通話時間が制限され、結
果としてヘルプネットによる通信が
できないとき
･ 本サービスに使用する通信事業者が
大規模災害などにより通話が制限さ
れ、結果としてヘルプネットによる
通話ができないとき
･ 本サービスに使用する携帯電話網ま
たは一般公衆固定網（中継網を含む）
のサービスが事故、保守、工事など
のため中断または休止されたとき

●緊急通報事業者の都合によるサービ
ス提供の中断または休止
･ センターシステムの保守を、定期的
にまたは緊急に行う必要があるとき
･ 大規模な事故や災害により、一時的
に緊急通報がセンターに集中したと
き

●その他の要因
･ 手動通報で、ヘルプネットセンター
からの問いかけに対して、通報者か
ら応答が無く、ヘルプネットセン
ターとして状況把握ができないとき
（手動通報後に容体が悪化した、強盗
や暴漢に襲われたなど）

警告
■ヘルプネットを安全にご利用いた
だくために

●安全運転を心がけてください。本
システムは、交通事故や急病時な
どの救援通報を補助するものであ
り、乗員保護の機能を持つもので
はありません。乗員保護のために、
乗員はシートベルトを着用し、安
全運転を心がけてください。

●緊急事態が発生したときは、人命
救助とけが人の対処を最優先にし
てください。

●緊急事態発生により燃料の匂いや
異臭を感じるときは、車内にとど
まらずにただちに安全な場所に避
難してください。

●ヘルプネットの利用開始操作※は
契約者ご本人が実施し、ヘルプ
ネットボタンの表示灯が緑点灯／
赤消灯（KDDI サービスエリア内）
していることを必ず確認してくだ
さい。

※ヘルプネットの利用開始操作は必
ず契約者ご本人が実施するように
してください。

●本システムは衝撃などによって、
作動しなくなることがあります。
このようなときには、最寄りの公
衆電話などから通報してください。

●バッテリーの電圧低下または接続
が断たれたとき、ヘルプネットセ
ンターと通信できないことがあり
ます。
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警告
●KDDIサービスエリア内であっても
電波状態または回線混雑のために、
緊急通報や通話が困難になること
があります。この場合は、ヘルプ
ネットセンターと回線接続しても、
ヘルプネットセンターと通信でき
ず、救援要請の通報および通話が
できません。緊急通報できないと
きには、最寄りの公衆電話などか
ら通報してください。

●事故発生時、エアバッグが作動せ
ず、車両へ強い衝撃が加わってい
ないときは自動通報されません。
また、エアバッグが作動しても通
報されないことがあります。この
ようなときにはボタン操作による
手動通報をしてください。

●次のときは緊急通報できません。
緊急通報できないときには、最寄
りの公衆電話などから通報してく
ださい。

･ KDDI サービスエリア外で使用し
ている

･ 関連機器（ヘルプネットボタンお
よび表示灯、マイク、スピーカー、
通信モジュール、アンテナ、およ
びこれらを接続する電気配線など）
に異常または損傷があり、故障し
ている

･ T-Connect が未契約、または契約
期限が切れている

･ ヘルプネットの利用開始操作※を
実施していないため、緊急通報可
能状態になっていない

※ヘルプネットの利用開始操作は必
ず契約者ご本人が実施するように
してください。

●緊急通報時は、ヘルプネットセン
ターへの回線接続をくり返し行い
ます。ただし、電波状態などの理
由で回線接続ができないときは、
ヘルプネットボタンの赤の表示灯
が点滅し、通報しないまま緊急通
報を終了します。通報が必要なと
きには、最寄りの公衆電話などか
ら通報してください。

●緊急通報後に救援を待つあいだは、
後続車の追突などの二次災害を防
ぐ手段をとり、乗員は安全な場所
へ避難してください。基本的には
車内にとどまらず、窓を開け、ヘ
ルプネットセンターのオペレー
ターの声が聞こえる車外で、安全
な場所を確保してください。

●安全のため、走行中は緊急通報を
しないでください。走行中の通報
はハンドル操作を誤るなど、思わ
ぬ事故につながるおそれがあり危
険です。緊急通報は、停車して安
全を確認してから行ってください。

●T-Connect を解約してもヘルプ
ネットボタンの緑の表示灯が点灯
しているときは、トヨタ販売店に
ご相談ください。

●ヒューズ交換は、必ず表示された
規格のヒューズをご使用ください。
規定以外のヒューズを使用すると、
発煙、発火の原因となり、火災に
つながるおそれがあり危険です。

●煙が出る、異臭がするなど異常な
状態で使用すると、発火の原因に
なります。ただちに使用を中止し
てトヨタ販売店にご相談ください。
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警告
■緊急通報について

●呼び返し待機中は、後続車の追突
などの二次災害を防ぐ手段をとり、
乗員は安全な場所へ避難してくだ
さい。基本的には車内にとどまら
ず、窓を開け、ヘルプネットセン
ターのオペレーターの声が聞こえ
る車外で、安全な場所を確保して
ください。

●呼び返し待機中は、緊急通報に関
係のない着信も自動的にハンズフ
リー通話でつながります。通話中
は救援活動に関わる着信であって
も、着信できません。

●緊急通報できなかったときは、最
寄りの公衆電話などから通報して
ください。

･ KDDI サービスエリア外では緊急
通報できません。

･ KDDI サービスエリア内であって
も、電波状態または回線混雑のた
めに、緊急通報や通話することが
困難になることがあります。この
ときは、ヘルプネットセンターと
回線接続しても通信できず、救援
要請の通報および通話ができませ
ん。

･ 緊急通報時は、ヘルプネットセン
ターへの回線接続をくり返し行い
ます。ただし、電波状態などによ
り回線接続ができないときには、
ヘルプネットボタンの赤の表示灯
が点滅し、通報しないまま緊急通
報を終了します。通報が必要なと
きには、最寄りの公衆電話などか
ら通報してください。

■手動保守点検について

●手動保守点検の途中で、エンジン
スイッチをOFFにしないでくださ
い。手動保守点検が正しく終了し
ません。スイッチをOFFにしてし
まったときは、再度、手動保守点
検をやり直してください。

●手動保守点検を実施するときは、
途中で中断せず、最後まで完了し
てください。途中で中断したとき
は、手動保守点検が失敗となるた
めヘルプネットボタンの緑の表示
灯は点灯しません。それでも点灯
したときは緊急通報できない可能
性があるため、トヨタ販売店にご
相談ください。

■ヘルプネットボタンの表示灯につ
いて

●表示灯が次のときには、ヘルプ
ネットシステムに異常があること
をお知らせしています。これらの
異常表示がされたとき、システム
が正常作動せず緊急通報できない
ことがあります。ただちにトヨタ
販売店にご相談ください。

･ エンジン始動後にヘルプネットボ
タンの赤と緑の表示灯が約5秒間
点灯したあと、赤の表示灯が点滅
し続ける

･ エンジン始動後、赤と緑の表示灯
の点灯がいつまでも続く

･ KDDI サービス圏内にもかかわら
ず赤の表示灯がいつまでも続く

･ エンジン始動後に赤と緑の表示灯
が点灯しない
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警告
●表示灯は、緊急通報可能または不
可能状態を正しく表示しないこと
があります。例えば、利用契約の
解除を行っていない中古車などに
搭載された関連機器を使用すると
きは、サービスの利用契約を結ん
でいない状態においても緊急通報
可能状態として表示することがあ
ります。

■緊急通報できないときは

緊急事態発生時に緊急通報できない
ときは、最寄りの公衆電話などから
通報してください。

注意
■ヘルプネットについて

ヘルプネットボタンなどに液体をか
けたり、強い衝撃を与えたりしない
でください。
ヘルプネットボタンなどが故障する
と、緊急通報ができなくなったり、
システム状態を正確にお知らせする
ことができなくなります。ヘルプ
ネットボタンなどが故障したときは、
必ずトヨタ販売店にご相談ください。

■ヘルプネットを安全にご利用いた
だくために

●本機内部は精密な構造になってい
ます。無理に分解しようとすると、
故障の原因になります。万一、異
常などがあるときには、すぐにト
ヨタ販売店にご相談ください。

●関連機器などの取りはずしをする
と、接触不良や機器の故障などを
引き起こし、緊急通報ができなく
なることがあります。取りはずし
が必要なときには、トヨタ販売店
にご相談ください。

●緊急通報および手動保守点検時は、
スピーカーまたはマイクに故障な
どがあると、ヘルプネットセン
ターのオペレーターと通話ができ
ません。これらの機器が故障した
ときは、必ずトヨタ販売店にご相
談ください。

●以下の温度範囲以外では、緊急通
報が正常に動作しないことがあり
ます。そのときは、最寄りの公衆
電話などを使用してください。
動作温度範囲：－20℃～60℃

●実際の通報地点とヘルプネットセ
ンターに通報される位置には、誤
差が発生することがあります。通
報地点や目標物は、ヘルプネット
センターのオペレーターと通話で
相互確認してください。

●呼び返し待機状態で火災発生など
の危険がある場合、および車外に
避難するときは、パーキングブ
レーキをしっかりかけて、エンジ
ンスイッチをOFFにしてくださ
い。

■自動保守点検について

自動保守点検開始後、何らかの理由
で通信が中断されてしまったときは、
次にエンジンスイッチをOFFから
ACC またはONにしたときに、再び
自動保守点検を開始します。何度も
正常に終了しないときは、トヨタ販
売店にご相談ください。

■手動保守点検について

手動保守点検は見晴らしのよい場所
で行ってください。
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マイカーSecurity は、ドアの不
正な解錠などオートアラーム※の
作動を検知した場合、異常をメー
ルや電話でお知らせします。また、
車両盗難時はお客様の要請により、
車両の位置を追跡し、警備員を現
場に派遣します。
※T-Connect に対応したオートア
ラーム（販売店装着オプション）の
装着が必要です。

■ マイカーSecurity の内容

● アラーム通知※ （ P.67）

お車のオートアラーム作動を検知
した場合、お客様へメールと電話
でお知らせします。
● エンジン始動通知（ P.68）
エンジンの始動を検知し、メール
でお知らせします。

● うっかり通知（ P.68）
ドアロックのし忘れやドアガラス
の閉め忘れ、非常点滅灯の消し忘
れなどを、メールでお知らせしま
す。
● リモート確認（ P.69）
ドア・バックドア・ボンネット・
ドアガラスの開閉やロックの状態、
非常点滅灯の点滅状態、電子キー
の車内への置き忘れなどをスマー
トフォンで確認できます。
● 車両の位置追跡（ P.69）
お客様の要請により、盗難車の位
置を追跡します。
● 警備員の派遣（ P.69）
車両盗難や車上荒らしの際、お客
様の要請により、警備員を派遣し
ます。
※T-Connect に対応したオートア
ラーム（販売店装着オプション）の
装着が必要です。

詳しくは、T-Connect のWebサ
イト（https://toyota.jp/
tconnectservice/）をご覧くだ
さい。
■ 設定内容を確認・変更するには

アラーム通知※、エンジン始動通
知、うっかり通知の設定の確認・
変更はT-Connect のWeb サイト
（https://toyota.jp/
tconnectservice/）、または専用
のスマホアプリから行えます。
※T-Connect に対応したオートア
ラーム（販売店装着オプション）の
装着が必要です。

それぞれの設定画面から実施して
ください。

注意
●手動保守点検は、正確に位置情報
を送ることができることを確認し
ています。手動保守点検はビルの
谷間や工場などの屋内は避け、
GPSを受信できる見晴らしのよい
場所で行ってください。

●手動保守点検開始後、何らかの理
由でヘルプネットセンターとの接
続ができなかったときは、ヘルプ
ネットボタンの赤の表示灯が点滅
します。このときはエンジンス
イッチを一度OFFにして、赤の表
示灯の点滅が終了してから手動保
守点検をやり直してください。
KDDI サービスエリア内でやり直
しても接続されないときには、ト
ヨタ販売店にご相談ください。

マイカーSecurity
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サポートアドレスにメールアドレ
スの登録がない場合は、通知され
ません。
T-Connect の Webサイト

（https://toyota.jp/
tconnectservice/）、または専用
のスマホアプリからサポートアド
レスを登録してください。

設定中：通知する
解除中：通知しない
一時停止中：通知を2時間停止します。一時停止後、2時間経過すると
自動的に設定中に切り替わります。
※1T-Connect に対応したオートアラーム（販売店装着オプション）の装着が必
要です。

※2納車時の設定

■ アラーム通知※

ドアの不正な解錠、車内侵入など
によりオートアラーム作動を検知
した場合、サポートアドレスに登
録されているメールアドレス・電
話番号に通知します。
アラーム通知の設定・解除を行う
ことができます。（ P.66）
● 車外に出たあと、ドア・バック
ドア・ボンネットを閉め、すべ
てのドアをロックしたあと、30
秒以上経過すると自動的にオー
トアラームが設定されます。

● アラーム通知の連絡を受けたと
き、車両から遠く離れていたり
車両が盗難にあったりしていた
場合は、車両の位置追跡
（ P.69）／警備員の派遣

（ P.69）サービスをご利用く
ださい。

● バッテリーがあがった場合、ア
ラーム通知は行われません。

● 車両の室内温度が非常に高いと
き、アラーム通知の送信が行わ
れないことがあります。

● 通信環境が整わない状況等によ
りアラーム通知の送信が行われ
ない場合、送信が完了するまで
継続されます。

● アラーム通知が未送信状態で、
アラームが複数回作動した場合
は、最新のアラームを通知しま
す。

● ヘルプネット通報中は、通報が
終わるまで、アラーム通知は行
われません。

サービス名 通知方法 設定

アラーム通知
※1

電話 設定中※2 解除中 ―

Eメール 設定中※2 解除中 ―

エンジン始動
通知 Eメール 設定中 解除中※2 ―

うっかり通知 Eメール 設定中※2 解除中 一時停止中
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※T-Connect に対応したオートア
ラーム（販売店装着オプション）の
装着が必要です。

■ エンジン始動通知
エンジンの始動を検知し、サポー
トアドレスに登録してあるメール
アドレスに通知します。
お車から離れるとき、スマート
フォンなどから設定しておくと、
第三者によるエンジン始動を確認
できます。
エンジン始動通知の設定・解除を
行うことができます。（ P.66）
● エンジン始動通知の連絡を受け
たとき、車両から遠く離れてい
たり車両が盗難にあったりして
いた場合は、車両の位置追跡
（ P.69）／警備員の派遣
（ P.69）サービスをご利用く
ださい。

● オプション設定で、エンジン始
動通知の連絡を受けたあと、エ
ンジンスイッチがOFFになった
ことを検知し、通知することが
できます。

■ うっかり通知
ドアロック忘れや非常点滅灯の消
し忘れ、ドアガラスの閉め忘れな
どを、サポートアドレスに登録し
てあるメールアドレスに通知しま
す。
うっかり通知の設定・解除を行う
ことができます。（ P.66）
● エンジンスイッチをOFFにして
数分後、次の条件をすべて満た
すと、うっかり通知メールが配
信されます。

･ ドア・バックドア・ボンネットがす
べて閉まっている
･ 電子キーが車内未検知
･ ドアロック忘れやドアガラスが閉
まっていない、非常点滅灯が点滅し
ているなど

● お車を駐車した場所やお客様の
携帯電話／スマートフォンが電
波状態の悪い所にあるときは、
配信されなかったり、配信が遅
れたりすることがあります。

● バッテリー脱着後は、一度エン
ジンスイッチをACCまたは
ONにするまで、うっかり通知
メールが配信されません。

● 電子キーが車外にあっても、次
のような場合は車内と判断され
ることがあります。その際には、
うっかり通知メールが配信され
ない場合があります。

･ ドアガラスに近い位置、またはルー
フ上に電子キーがあるとき
･ ドアガラスから車内にある電子キー
を車外に出したとき
･ スマートエントリー＆スタートシス
テムを非作動に設定しているとき

● 電子キーが車内にあっても、次
のような場合は車外と判断され
ることがあります。その際には、
うっかり通知メールが配信され
る場合があります。

･ 窓から電子キーを車内に入れたとき
･ 電子キーの置き場所（インストルメ
ントパネル上など）、状況（電池切
れ、金属製ケースなどの中）、また周
囲の電波環境によってスマートエン
トリー＆スタートシステムが正常に
働かないおそれがあるとき
（ P.109）



69

1

1-3. コネクティッドサービス
安
全
・
安
心
の
た
め
に

■ リモート確認
ドア・バックドア・ボンネット・
ドアガラスの開閉やロックの状態、
非常点滅灯の点滅状態、電子キー
の車内への置き忘れなどをスマー
トフォンで確認できます。
● スマートフォンでご覧いただけ
る、リモート確認画面での情報
は、センターの最新値で、アク
セス時点での状態ではありませ
ん。お車が電波状態の悪い所に
駐車してあるときなどは情報が
更新できず、前回の情報が表示
されることがあります。

各車両の状態はエンジンスイッチOFF
後、ドアの開閉などが一定時間なかっ
たときに、また、お車の状態の項目は
状態に変化が発生するごとに更新され
ます。

● バッテリー脱着後は、一度エン
ジンスイッチをACCまたは
ONにするまで、リモート確認
画面での情報は更新されません。

● スマートエントリー＆スタート
システムを非作動に設定してい
る場合、電子キーが車外にあっ
ても、車内にあると判断される
ことがあり、リモート確認時に
も専用のスマホアプリには「ス
マートキー車内」と表示されま
す。

■ 車両の位置追跡
お客様の要請により、オペレー
ターが盗難車両の位置を追跡しま
す。
ご利用の際はオペレーターサービ
スにご連絡ください。

オペレーターサービス専用電話番
号
0561－ 57－ 6818（365日
24時間対応）
■ 警備員の派遣
お車が盗難にあったり、オートア
ラーム作動※を検知した場合にお
客様の要請により、警備員を現場
に派遣します。
※T-Connect に対応したオートア
ラーム（販売店装着オプション）の
装着が必要です。

ご利用の際はオペレーターサービ
スにご連絡ください。
オペレーターサービス専用電話番
号
0561－ 57－ 6818（365日
24時間対応）
● 警備員が出動してから1時間以
内は無料です。1時間をこえる
場合は、オペレーターから延長
するかどうかの確認を行います。
延長した場合の利用料金は、ト
ヨタ販売店または T-Connect
のWeb サイト
（https://toyota.jp/
tconnectservice/）でご確認
ください。

● 警備員は盗難車両の確保はいた
しません。追跡調査のみ行いま
す。

● 警備員の派遣を依頼するときに
は、警察への被害届けが必要と
なります。
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知識

■マイカーSecurity について

●マイカーSecurity では、車両の異常
を検知した場合、サポートアドレス
に登録されている電話番号やメール
アドレスに通知します。サポートア
ドレスに登録されていない場合、通
知できませんので、必ずご登録くだ
さい。また、連絡先に変更があった
場合はT-Connect のWebサイト
（https://toyota.jp/
tconnectservice/）、または専用の
スマホアプリから変更手続きを行っ
てください。

●携帯電話／スマートフォンで迷惑
メールの拒否設定などをされている
場合は、下記の発信元メールを受信
できるようにご登録ください。
［登録する発信元メールアドレス］
t-connect.info@mail.tconnect.jp

●メールによる通知には遅延が発生す
ることがありますので、あらかじめ
ご了承ください。

●アラーム通知※される番号は発信専用
番号となっています。ご連絡の際は
オペレーターサービスにご連絡くだ
さい。

※T-Connect に対応したオートアラー
ム（販売店装着オプション）の装着
が必要です。

オペレーターサービス専用電話番号

0561－ 57－ 6818（365 日24
時間対応）

また、指定着信許可・拒否などの設定
をされている場合は、以下の番号を着
信できるようご登録ください。
［通知番号］0570-024-111

●マイカーSecurity では車両の位置情
報を使用します。本機が起動してい
ない状態で車両が移動された場合、

または電波の届かない場所に車両が
移動された場合は、位置情報の変化
を確認できません。

●T-Connect利用契約を解除した場合、
メールや電話による通知は送信され
ません。

お車の状態に関する情報をトヨタ
スマートセンターで取得し、カー
ライフに役立つ情報を提供する
サービスです。
■ リモートメンテナンスメール
走行距離や使用期間に応じて、定
期点検やオイル交換・タイヤ交換
などのメンテナンス内容を、
T-Connect ユーザーサイトまたは
専用のスマホアプリにメールでご
連絡します。
■ ウォーニング通知
お車のエンジン・ブレーキ関係・
オイルなどの項目について、メー
ター内の警告灯が点灯しトヨタス
マートセンターが異常を検知して
いると、専用のスマホアプリで
ウォーニング内容を確認できます。
ウォーニング通知が送信されない警告
灯もあります。

■ e ケア

走行アドバイス※1

警告灯点灯時、お客様からトヨタ
販売店にお問い合わせがあった場
合、または eケアコールセンター
かトヨタ販売店※2からお客様に
ご連絡する場合に、お車から発信
される情報をもとにした、適切な

リモートメンテナンスサービス
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アドバイスを提供することが可能
です。

ヘルスチェックレポート※1

お車のバッテリーの状態やエンジ
ンオイルなどのメンテナンスにつ
いて、専用のスマホアプリで確認
することができます。また、トヨ
タ販売店からはお車から発信され
る情報をもとに最適なメンテナン
スのアドバイスが受けられます。
※1サービスのご利用にはリモートメン
テナンス店の登録が必要です。登録
したリモートメンテナンス店を変更
する場合は、トヨタ販売店にご連絡
ください。

※2販売店での対応は、営業時間内に限
ります。

■ マイカーカスタマイズ
車両カスタマイズ項目の一部を遠
隔で設定変更するサービスです。
専用のスマホアプリのご利用によ
り、設定変更ができます。
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1-4. 盗難防止装置

エンジンスイッチをOFFにする
と、システムの作動を知らせるた
めにインジケーターが点滅します。
登録されたキーを携帯し、エンジンス
イッチをACCまたはONにするとシ
ステムが解除され、インジケーターが
消灯します。

知識

■メンテナンスについて

エンジンイモビライザーシステムのメ
ンテナンスは不要です。

■システムが正常に作動しないとき

●キーが金属製のものに接したり、覆
われているとき

●キーが他の車両のセキュリティシス
テム用キー（信号発信機内蔵キー）
と重なっているときや接近している
とき

エンジンイモビライザーシ
ステム

キーに信号発信機が内蔵してあ
り、あらかじめ登録されたキー
以外ではエンジンを始動できま
せん。

車両から離れる場合は、車内に
キーを残さないでください。

このシステムは車両盗難の防止
に寄与する機能であり、すべて
の車両盗難に対する完全なセ
キュリティを保証するものでは
ありません。

システムを作動させるには

注意
■エンジンイモビライザーシステム
を正常に作動させるために

システムの改造や取りはずしをしな
いでください。システムが正常に作
動しないおそれがあります。
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走行に関する情報表示

2-1. 計器の見方
警告灯／表示灯 ..........................74

計器類（4.2 インチディスプレ
イ）.............................................78

計器類（7インチディスプレイ）
...................................................81

マルチインフォメーションディス
プレイ .......................................85

ヘッドアップディスプレイ.......93
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2-1. 計器の見方

次のイラストは、説明のためすべての警告灯／表示灯を示しています。
4.2 インチディスプレイ

7インチディスプレイ（アナログスピードメーター選択時）

警告灯／表示灯

メーター・センターパネル・ドアミラーの警告灯／表示灯でお車の状況
をお知らせします。

メーターの警告灯／表示灯
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7 インチディスプレイ（デジタルスピードメーター選択時）

システム異常などを警告します。

警告灯一覧

（赤色）

ブレーキ警告灯※1
（ P.324）

（黄色）

ブレーキ警告灯※1
（ P.324）

高水温警告灯※2
（ P.324）

充電警告灯※1（ P.324）

油圧警告灯※2（ P.325）

エンジン警告灯※1
（ P.325）
SRSエアバッグ／プリテン
ショナー警告灯※1
（ P.325）
ABS＆ブレーキアシスト警
告灯※1（ P.325）
ブレーキオーバーライドシス
テム／ドライブスタートコン
トロール警告灯※2
（ P.326）

（赤色）

パワーステアリング警告灯
※1（ P.326）

（黄色）

パワーステアリング警告灯
※1（ P.326）

燃料残量警告灯（ P.326）

運転席・助手席シートベルト
非着用警告灯（ P.327）

リヤ席シートベルト非
着用警告灯
（ P.327）

（橙色）

LTA表示灯★（ P.327）

LDA表示灯★（ P.327）

（点滅）

Stop & Start キャンセル表
示灯※1★（ P.327）

（点滅）

クリアランスソナーOFF表
示灯※1★（ P.328）

（点滅）

RCTA OFF 表示灯※1★
（ P.328）
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★：グレード、オプションなどにより、
装備の有無があります。

※1作動確認のためにエンジンスイッチ
をONにすると点灯し、数秒後また
はエンジンをかけると消灯します。
点灯しない場合や点灯したままのと
きはシステム異常のおそれがありま
す。トヨタ販売店で点検を受けてく
ださい。

※2マルチインフォメーションディスプ
レイに表示されます。

システムの作動状況を表示します。（点滅）

PKSB OFF 表示灯※1★
（ P.328）

（点滅または
点灯）

PCS警告灯※1（ P.329）

スリップ表示灯※1
（ P.329）

（点滅）

パーキングブレーキ表示灯
（ P.329）

（点滅）

ブレーキホールド作動表示灯
※1（ P.329）

（橙色）

iMT表示灯※1★
（ P.330）

警告
■安全装置の警告灯が点灯しないと
き

ABS やSRS エアバッグなど安全装
置の警告灯がエンジンスイッチを
ONにしても点灯しない場合や点灯
したままの場合は、事故にあったと
きに正しく作動せず、重大な傷害を
受けたり、最悪の場合死亡につなが
るおそれがあります。ただちにトヨ
タ販売店で点検を受けてください。

表示灯一覧

方向指示表示灯（ P.148）

尾灯表示灯（ P.154）

ハイビーム表示灯
（ P.155）
オートマチックハイビーム表
示灯（ P.156）
フロントフォグランプ表示灯
★（ P.159）
リヤフォグランプ表示灯★
（ P.159）
PCS警告灯※1, 2
（ P.173）
クルーズコントロール表示灯
（ P.198, 206）
レーダークルーズコントロー
ル表示灯（ P.198, 206）
クルーズコントロールセット
表示灯（ P.198, 206）

（白色）

LTA表示灯★（ P.183）

LDA表示灯★（ P.183）

（緑色）

LTA表示灯★（ P.183）

LDA表示灯★（ P.183）

（橙色点滅）

LTA表示灯★（ P.183）

LDA表示灯★（ P.183）
BSMドアミラーインジケー
ター※1, 3★（ P.225, 
236）

BSM表示灯★（ P.225）

クリアランスソナーOFF表
示灯※1, 2 ★（ P.230）
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★：グレード、オプションなどにより、
装備の有無があります。

※1作動確認のためにエンジンスイッチ
をONにすると点灯し、数秒後また
はエンジンをかけると消灯します。
点灯しない場合や点灯したままのと
きはシステム異常のおそれがありま
す。トヨタ販売店で点検を受けてく
ださい。

※2システムがOFFのときに点灯しま
す。

※3ドアミラーに表示されます。
※4マルチインフォメーションディスプ
レイに表示されます。

※5外気温が約3°C以下のとき、約
10秒間点滅後に点灯します。

RCTA OFF 表示灯※1, 2 ★
（ P.236）
PKSB OFF 表示灯※1, 2 ★
（ P.241）
Stop & Start 表示灯※1★
（ P.217）
Stop & Start キャンセル表
示灯※1, 2★（ P.224）

（点滅）

スリップ表示灯※1
（ P.258）

VSC OFF 表示灯※1, 2
（ P.258）
スマートエントリー＆スター
トシステム表示灯※4
（ P.137）
パーキングブレーキ表示灯
（ P.149）
ブレーキホールドスタンバイ
表示灯※1（ P.152）
ブレーキホールド作動表示灯
※1（ P.152）
AUTO EPB OFF表示灯※1
★（ P.149）
エコドライブインジケーター
ランプ※1★（ P.88）
低温表示灯※5（ P.78, 
81）
セキュリティ表示灯
（ P.72）
エコドライブモード表示灯
（ P.256）
スポーツモード表示灯★
（ P.256）
コンフォートモード表示灯★
（ P.256）
スポーツSモード表示灯★
（ P.256）

スポーツS+モード表示灯★
（ P.256）

（緑色）
iMT表示灯★（ P.146）
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■ 計器類の位置

タコメーター
毎分のエンジン回転数を示します。
スピードメーター
外気温

外気温度を -40°C～ 50°Cのあいだで表示します。

時計（ P.80）
マルチインフォメーションディスプレイ

車両に関するさまざまな情報を表示します。（ P.85）
車両に異常が発生したときは警告メッセージを表示します。（ P.331）

オドメーター／トリップメーターディスプレイ（ P.79）
シフトポジション表示灯（ P.141）
表示切りかえボタン（ P.79）
燃料計

燃料残量を示します。次の場合、実際の燃料残量が正しく表示されないことがあ
ります。
･ 少量給油（約5L以下）を行ったとき
･ 坂道など傾いた場所に停車したとき
･ 坂道やカーブを走行したとき
水温計

計器類（4.2インチディスプレイ）

メーターの表示について
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エンジン冷却水の温度を示します。

知識

■燃料計と航続可能距離について

燃料計と航続可能距離は連動していま
す。少量給油後に燃料計と航続可能距
離の表示が更新されない場合、次の操
作を行うことで表示を更新することが
できます。
1 車両を平坦な場所に停車させる
2 表示切りかえボタンを押してオド
メーター／トリップメーターディス
プレイをオドメーター表示に切りか
える

3 エンジンスイッチをOFFにする
4 表示切りかえボタンを押したまま、
エンジンスイッチをONにする

5 そのまま約5秒間表示切りかえボ
タンを押し続け、オドメーターが点
滅を開始したら手をはなす

オドメーターが約5秒間点滅したあと
通常の表示にもどれば、更新は終了で
す。

■外気温表示について

●次の場合は、正しい外気温が表示さ
れなかったり、温度表示の更新が遅
くなったりすることがありますが、
故障ではありません。
･ 停車しているときや、低速走行（約
25km/h 以下）のとき
･ 外気温が急激に変化したとき（車庫・
トンネルの出入り口付近など）

●“--”または“E”が表示されたとき
は、システム故障のおそれがありま
す。トヨタ販売店で点検を受けてく
ださい。

■液晶ディスプレイについて

P.86

■ 表示の切りかえ
表示を切りかえるには、表示切り
かえボタンを押します。
ボタンを押すごとに表示される項目が
切りかわります。

警告
■低温時の画面表示について

画面の温度が極めて低いときは、画
面表示の切りかえが遅れる場合があ
りますので、車室内を暖めてからご
使用ください。

例えばギヤ段表示を使用した場合、
シフト操作をしてもすぐにギヤ段の
表示が切りかわらないことで運転者
がダウンシフトしなかったと誤解し、
再度ダウンシフトすることによって
急激に過度のエンジンブレーキがか
かり、重大な傷害におよぶか、最悪
の場合死亡につながるおそれがあり
ます。

注意
■エンジンや構成部品への損傷を防
ぐために

●タコメーターの針がレッドゾーン
（エンジンの許容回転数をこえてい
る範囲）に入らないようにしてく
ださい。

●水温計の針がHのレッドゾーンに
入ったときは、オーバーヒートの
おそれがあるので、ただちに安全
な場所に停車してください。完全
に冷えたあと、エンジンを確認し
てください。（ P.359）

オドメーター／トリップメー
ターディスプレイ
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■ 表示項目
● オドメーター
走行した総距離を表示します。

● トリップメーター A／トリップ
メーターB

リセットしてからの走行距離を表示し
ます。トリップA・トリップBの2
種類で使い分けることができます。

リセットするには、リセットしたい方
のトリップメーターを表示中に表示切
りかえボタンを長押しします。

● メーターの照度調整
メーターの明るさを表示します。

･ 車幅灯消灯時と点灯時それぞれの明
るさのレベルを調節することができ
ます。
･ 明るさを調整するには、メーター照
度調整表示中に表示切りかえボタン
を長押しします。

マルチインフォメーションディス
プレイの から、時計の設定を変
更できます。
■ 分を 00にする

1 メーター操作スイッチの ま

たは を押して を選択する

2 メーター操作スイッチの ま

たは を押して“時計：
00”を選択する

メーター操作スイッチの ス
イッチを押すごとに分を00に合
わせることができます。
● 0 ～ 29分は切り下げられます。
（例えば、1：00 ～ 1：29は
1：00になります。）

● 30 ～ 59分は切り上げられま
す。
（例えば、1：30 ～ 1：59は
2：00になります。）

■ 詳細設定

1 メーター操作スイッチの ま

たは を押して を選択する

2 メーター操作スイッチの ま

たは を押して“時計：
00”を選択する

3 メーター操作スイッチの ス
イッチを長押しする

4 メーター操作スイッチの ま

たは を押して変更したい項
目を選択する

5 メーター操作スイッチの ま

たは を押して表示内容を変
更する

次の内容を変更することができま
す。
● 12時間表示／24時間表示
● 時
● 分

時計の調整をするには
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■ 計器類の位置
アナログスピードメーター

タコメーター
毎分のエンジン回転数を示します。

スピードメーター
時計（ P.84）
燃料計

燃料残量を示します。次の場合、実際の燃料残量が正しく表示されないことがあ
ります。
･ 少量給油（約5L以下）を行ったとき
･ 坂道など傾いた場所に停車したとき
･ 坂道やカーブを走行したとき

水温計
エンジン冷却水の温度を示します。
表示切りかえボタン（ P.84）
オドメーター／トリップメーターディスプレイ（ P.84）
マルチインフォメーションディスプレイ

車両に関するさまざまな情報を表示します。（ P.85）
車両に異常が発生したときは警告メッセージを表示します。（ P.331）
外気温

計器類（7インチディスプレイ）

メーターの表示について
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外気温度を -40°C～ 50°Cのあいだで表示します。

シフトポジション表示灯（ P.141）

デジタルスピードメーター

タコメーター
毎分のエンジン回転数を示します。

スピードメーター
時計（ P.84）
燃料計

燃料残量を示します。次の場合、実際の燃料残量が正しく表示されないことがあ
ります。
･ 少量給油（約5L以下）を行ったとき
･ 坂道など傾いた場所に停車したとき
･ 坂道やカーブを走行したとき

水温計
エンジン冷却水の温度を示します。
表示切りかえボタン（ P.84）
オドメーター／トリップメーターディスプレイ（ P.84）
マルチインフォメーションディスプレイ

車両に関するさまざまな情報を表示します。（ P.85）
車両に異常が発生したときは警告メッセージを表示します。（ P.331）
外気温

外気温度を -40°C～ 50°Cのあいだで表示します。

シフトポジション表示灯（ P.141）
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知識

■燃料計と航続可能距離について

燃料計と航続可能距離は連動していま
す。少量給油後に燃料計と航続可能距
離の表示が更新されない場合、次の操
作を行うことで表示を更新することが
できます。
1 車両を平坦な場所に停車させる
2 表示切りかえボタンを押してオド
メーター／トリップメーターディス
プレイをオドメーター表示に切りか
える

3 エンジンスイッチをOFFにする
4 表示切りかえボタンを押したまま、
エンジンスイッチをONにする

5 そのまま約5秒間表示切りかえボ
タンを押し続け、オドメーターが点
滅を開始したら手をはなす

オドメーターが約5秒間点滅したあと
通常の表示にもどれば、更新は終了で
す。

■外気温表示について

●次の場合は、正しい外気温が表示さ
れなかったり、温度表示の更新が遅
くなったりすることがありますが、
故障ではありません。
･ 停車しているときや、低速走行（約
25km/h 以下）のとき
･ 外気温が急激に変化したとき（車庫・
トンネルの出入り口付近など）

●“--”または“E”が表示されたとき
は、システム故障のおそれがありま
す。トヨタ販売店で点検を受けてく
ださい。

■液晶ディスプレイについて

P.86

■カスタマイズ機能

マルチインフォメーションディスプレ
イの で、計器類の表示を変更できま
す。（ P.90）

警告
■低温時の画面表示について

画面の温度が極めて低いときは、画
面表示の切りかえが遅れる場合があ
りますので、車室内を暖めてからご
使用ください。

例えばギヤ段表示を使用した場合、
シフト操作をしてもすぐにギヤ段の
表示が切りかわらないことで運転者
がダウンシフトしなかったと誤解し、
再度ダウンシフトすることによって
急激に過度のエンジンブレーキがか
かり、重大な傷害におよぶか、最悪
の場合死亡につながるおそれがあり
ます。

注意
■エンジンや構成部品への損傷を防
ぐために

●タコメーターの針がレッドゾーン
（エンジンの許容回転数をこえてい
る範囲）に入らないようにしてく
ださい。

●水温計の針がHのレッドゾーンに
入ったときは、オーバーヒートの
おそれがあるので、ただちに安全
な場所に停車してください。完全
に冷えたあと、エンジンを確認し
てください。（ P.359）
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■ 表示の切りかえ
表示を切りかえるには、表示切り
かえボタンを押します。
ボタンを押すごとに表示される項目が
切りかわります。

■ 表示項目
● オドメーター
走行した総距離を表示します。

● トリップメーター A／トリップ
メーターB

リセットしてからの走行距離を表示し
ます。トリップA・トリップBの2
種類で使い分けることができます。

リセットするには、リセットしたい方
のトリップメーターを表示中に表示切
りかえボタンを長押しします。

● メーターの照度調整
メーターの明るさを表示します。

･ 車幅灯消灯時と点灯時それぞれの明
るさのレベルを調節することができ
ます。
･ 明るさを調整するには、メーター照
度調整表示中に表示切りかえボタン
を長押しします。

マルチインフォメーションディス
プレイの から、時計の設定を変
更できます。
■ 分を00にする

1 メーター操作スイッチの ま

たは を押して を選択する

2 メーター操作スイッチの ま

たは を押して“時計：
00”を選択する

メーター操作スイッチの ス
イッチを押すごとに分を00に合
わせることができます。
● 0 ～ 29分は切り下げられます。
（例えば、1：00 ～ 1：29は
1：00になります。）

● 30 ～ 59分は切り上げられま
す。
（例えば、1：30 ～ 1：59は
2：00になります。）

■ 詳細設定

1 メーター操作スイッチの ま

たは を押して を選択する

2 メーター操作スイッチの ま

たは を押して“時計：
00”を選択する

3 メーター操作スイッチの ス
イッチを長押しする

4 メーター操作スイッチの ま

たは を押して変更したい項
目を選択する

オドメーター／トリップメー
ターディスプレイ

時計の調整をするには
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5 メーター操作スイッチの ま

たは を押して表示内容を変
更する

次の内容を変更することができま
す。
● 12 時間表示／24時間表示
● 時
● 分

■ ディスプレイの表示
4.2 インチディスプレイ

走行支援システム表示エリア

以外のメニューアイコンを選択し
ている時に次のシステムが作動してい
ると、システムの作動状況を表示しま
す。
･ LTA（レーントレーシングアシス
ト）★

･ LDA（レーンディパーチャーアラー
ト［ステアリング制御機能付き］）★

･ レーダークルーズコントロール★

･ レーダークルーズコントロール（全
車速追従機能付き）★

･ RSA（ロードサインアシスト）
（ P.195）
コンテンツ表示エリア

メニューアイコンを選択し、走行に関
するさまざまな情報を表示したり、車
両設定を変更することができます。
また、状況に応じて注意喚起やアドバ
イスなどを割り込み表示します。
★：グレード、オプションなどにより、
装備の有無があります。

マルチインフォメーション
ディスプレイ

ディスプレイの表示／メニュー
アイコン一覧
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7インチディスプレイ

走行支援システム表示エリア

以外のメニューアイコンを選択し
ている時に次のシステムが作動してい
ると、システムの作動状況を表示しま
す。
･ LTA（レーントレーシングアシス
ト）★

･ LDA（レーンディパーチャーアラー
ト［ステアリング制御機能付き］）★

･ レーダークルーズコントロール★

･ レーダークルーズコントロール（全
車速追従機能付き）★

･ RSA（ロードサインアシスト）
（ P.195）
コンテンツ表示エリア

メニューアイコンを選択し、走行に関
するさまざまな情報を表示したり、車
両設定を変更することができます。
また、状況に応じて注意喚起やアドバ
イスなどを割り込み表示します。
★：グレード、オプションなどにより、
装備の有無があります。

■ メニューアイコン

メーター操作スイッチの または

を押すとメニューアイコンが表
示されます。

知識

■液晶ディスプレイについて

ディスプレイに小さな斑点や光点が表
示されることがあります。これは液晶
ディスプレイ特有の現象でそのまま使
用しても問題ありません。

メーター操作スイッチを使って次
のように操作します。

走行情報表示（ P.87）

運転支援機能情報表示
（ P.89）

車両情報表示（ P.89）

設定（ P.90）

警告メッセージ
（ P.331）

警告
■運転中の使用について

●マルチインフォメーションディス
プレイを操作する時は、周囲の安
全に十分注意してください。

●マルチインフォメーションディス
プレイを見続けないでください。
前方の歩行者、障害物などを見落
とすおそれがあり危険です。

■低温時の画面表示について

P.78, 81

表示を切りかえるには
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／ ：メニューの切りかえ

／ ：表示項目の切りか
え・ページ送り・カーソル移動
短押し：決定
長押し：リセット／詳細項目表
示
ひとつ前の画面にもどる

■ 表示項目
● 車速表示／航続可能距離（4.2
インチディスプレイ）

● 燃費グラフ
● 燃費ランキング
● 燃費推移（1分間／ 5分間燃費）
● 燃費履歴
● エコドライブインジケータ／航
続可能距離★

★：グレード、オプションなどにより、
装備の有無があります。

■ 車速表示／航続可能距離（4.2
インチディスプレイ）

● 車速表示
● 航続可能距離

燃料残量による走行可能な距離を表示
します。表示される数値は参考として
利用してください。

運転履歴から学習した燃費と現在の燃
料残量から算出した走行可能な距離を
表示します。使用環境（気象、渋滞な
ど）や運転方法（急発進、エアコンの
使用など）に応じて燃費がかわるた
め、実際に走行できる距離とは異なり
ます。

燃料給油量が少量（約5L以下）のと
き、表示が更新されないことがありま
す。この場合、燃料計の表示とともに
更新することができます。（ P.79, 
83）

■ 燃費グラフ
表示される数値は参考として利用して
ください。

リセット後平均燃費
平均燃費をリセットするには、メー

ター操作スイッチの を長押ししま

す。

瞬間燃費
現在の瞬間燃費を表示します。

航続可能距離
燃料残量による走行可能な距離を表示
します。
運転履歴から学習した燃費と現在の燃
料残量から算出した走行可能な距離を
表示します。使用環境（気象、渋滞な

走行情報表示について
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ど）や運転方法（急発進、エアコンの
使用など）に応じて燃費がかわるた
め、実際に走行できる距離とは異なり
ます。
燃料給油量が少量（約5L以下）のと
き、表示が更新されないことがありま
す。この場合、燃料計の表示とともに
更新することができます。（ P.79, 
83）

平均燃費の表示は、メニューアイ
コンの から変更することができ
ます。
表示できる項目は次のとおりです。
● 始動後平均燃費
エンジン始動後の平均燃費を表示しま
す。

● 給油後平均燃費
給油後の平均燃費を表示します。

■ 燃費ランキング
過去の燃費ベスト３を表示します。
エンジンを始動してからの走行距離が
短い場合、燃費ランキングは更新され
ない場合があります。

リセットするには、メーター操作ス

イッチの を長押しします。

■ 燃費推移（1分間／ 5分間燃費）
エンジンを始動してからの燃費履
歴を1分または5分刻みで表示し
ます。
表示する項目は、メニューアイコンの
から変更することができます。

瞬間燃費と平均燃費を同時に表示
し、6分前（1分刻み表示の場合）
／30分前（5分刻み表示の場合）
までの燃費と比較することができ
ます。

瞬間燃費は、現在の瞬間燃費を表
示します。平均燃費は燃費グラフ
で表示している平均燃費を表示し
ます。
■ 燃費履歴
月ごとの平均燃費を表示します。
今月、過去3か月分と1年前の同月
を表示し、比較することができます。

メーター操作スイッチの を長押し

すると、月別平均燃費と月別走行距離
をリセットすることができます。

■ エコドライブインジケーター／
航続可能距離★

● エコドライブインジケーター

エコドライブインジケーターラ
ンプ

環境に配慮した運転をしているとき､
エコドライブインジケーターランプが
点灯します｡必要以上にアクセルペダ
ルを踏んだときや停車中は消灯しま
す。

エコドライブインジケーター
ゾーン表示

エコ運転の範囲と現状のアクセル開度
を表示します。
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現状のアクセル開度
現状のアクセル開度がエコ運転の範囲
をこえたとき、エコドライブインジ
ケーターゾーン表示の右側が点灯しま
す。
このとき、エコドライブインジケー
ターランプは消灯します。

エコ運転の範囲

● 航続可能距離
燃料残量による走行可能な距離を表示
します。表示される数値は参考として
利用してください。

運転履歴から学習した燃費と現在の燃
料残量から算出した走行可能な距離を
表示します。使用環境（気象、渋滞な
ど）や運転方法（急発進、エアコンの
使用など）に応じて燃費がかわるた
め、実際に走行できる距離とは異なり
ます。

燃料給油量が少量（約5L以下）のと
き、表示が更新されないことがありま
す。この場合、燃料計の表示とともに
更新することができます。（ P.79, 
83）
★：グレード、オプションなどにより、
装備の有無があります。

知識

■燃費ランキングを表示するには

メニューアイコンの からカレンダー
の設定が必要です。（ P.90）

■エコドライブインジケーターについ
て★

次の場合、エコドライブインジケー
ターは作動しません。

●シフトポジションがD以外にあるとき

●パドルシフトスイッチ★を操作してい
るとき

●走行モードがノーマルモードまたは
エコモード以外のとき

●車速が約100km/h 以上のとき
★：グレード、オプションなどにより、
装備の有無があります。

次のシステムの作動状況を表示し
ます。
● LTA（レーントレーシングアシ
スト）★（ P.178）

● LDA（レーンディパーチャーア
ラート［ステアリング制御機能
付き］）★（ P.187）

● レーダークルーズコントロール
★（ P.206）

● レーダークルーズコントロール
（全車速追従機能付き）★
（ P.198）
★：グレード、オプションなどにより、
装備の有無があります。

■ 表示項目
● ドライブインフォメーション

● トルク配分★

★：グレード、オプションなどにより、
装備の有無があります。

■ ドライブインフォメーション
表示される数値は参考として利用して
ください。

運転支援機能情報表示について

車両情報表示について
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ドライブインフォタイプ
ドライブインフォ項目

ドライブインフォタイプとドライ
ブインフォ項目の組み合わせを
から選択して表示させることが

できます。（ P.90）

表示できる組み合わせは次のとお
りです。
● 始動後
･ 距離：エンジン始動後の走行距離を
表示
･ 走行時間：エンジン始動後の経過時
間を表示
･ 平均車速：エンジン始動後の平均車
速を表示

● リセット後
･ 距離：リセット後の走行距離を表示
※

･ 走行時間：リセット後の経過時間を
表示※

･ 平均車速：リセット後の平均車速を
表示※

※リセットするには、リセットしたい
項目を表示中にメーター操作スイッ

チの を長押しします。

■ トルク配分★

各輪にかかる駆動力を目盛りの数
で表示します。
目盛りの数が多いほど、駆動力が
大きいことを示しています。
★：グレード、オプションなどにより、
装備の有無があります。

■ 変更できる項目（メーター表示）
● 時刻表示
P.80, 84

● 言語
表示される言語を選択することができ
ます。

● 単位
燃費単位を選択することができます。

● メーター表示（7インチディス
プレイ）

スピードメーターの表示を、アナログ
／デジタルから選択することができま
す。

● エコドライブインジケーターラ
ンプ★

エコドライブインジケーターランプの
作動・非作動を切りかえることができ
ます。

●

･ 表示コンテンツ
燃費ランキング／燃費推移／燃費履歴
の画面の表示・非表示を選択すること
ができます。

･ 燃費グラフ
平均燃費の表示を始動後／給油後から
選択することができます。（ P.87）

設定について
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･ 燃費推移（1分間／5分間燃費）
1分刻み／5分刻みを選択することが
できます。

●

･ 表示コンテンツ
トルク配分画面の表示・非表示を選択
することができます。★

･ ドライブインフォタイプ
始動後／リセット後から選択すること
ができます。

･ ドライブインフォ項目
1行目と2行目の項目を別々に、平均
車速／走行距離／走行時間から選択す
ることができます。

● 割り込み表示
割り込み表示される項目の表示・非表
示を、項目ごとに変更することができ
ます。

● カレンダー
燃費データの記録に使用する年月日を
変更することができます。

● マルチインフォメーションディ
スプレイの消灯

マルチインフォメーションディスプレ
イの表示をオフにすることができま
す。

再度表示させるには ／ ／ ／

／ ／ のいずれかのスイッチ

を押してください。

● 初期化
メーターの表示設定をもとにもどすこ
とができます。
★：グレード、オプションなどにより、
装備の有無があります。

■ 変更できる項目（機能の切りか
え・車両設定）
P.370

知識

■設定画面の操作について

●一部の項目を除き、車両走行中は設
定画面を操作することができません。
設定を変更するときは、安全な場所
に停車して操作してください。

●警告メッセージが表示されたときは、
設定画面の操作が一時中断されます。

■ Stop & Start システム情報
● エンジン始動後のアイドリング
ストップ時間／状態通知

警告
■ディスプレイの設定を変更すると
き

エンジンがかかった状態で操作を行
う場合、車庫内など囲まれた場所で
は、十分に換気をしてください。換
気をしないと、排気ガスが充満し、
排気ガスに含まれる一酸化炭素
（CO）により、重大な健康障害にお
よぶか、最悪の場合死亡につながる
おそれがあります。

注意
■ディスプレイの設定を変更すると
き

バッテリーあがりを起こす可能性が
ありますので、確実にエンジンがか
かっている状態で実施してください。

Stop & Start システム情報割り
込み表示について★
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現在のアイドリングストップ時間
（Stop & Start システムによるエンジ
ン停止時間）を表示します。
また、アイドリングストップの状態を
状況に応じて割り込み表示でお知らせ
します。（ P.222）

● Stop & Start 設定

メニューアイコンの から、エアコ
ンの“A/C”をONにしているとき
のアイドリングストップ時間を2段階
から選択することができます。
（ P.375）
★：グレード、オプションなどにより、
装備の有無があります。
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★：グレード、オプションなどにより、装備の有無があります。

イラストは説明のための例であり、実際の表示状況とは異なります。
車速表示

シフトポジション★／RSA（ロードサインアシスト）表示エリア
（ P.141, 195）
運転支援システム表示エリア（ P.95）

タコメーター／エコドライブインジケーター★／外気温表示エリア
（ P.96）

★：グレード、オプションなどにより、装備の有無があります。

知識

■ヘッドアップディスプレイの作動条
件

エンジンスイッチがONのとき

■ヘッドアップディスプレイを使用す
るときは

サングラス（特に偏光サングラス）を
着用していると、ヘッドアップディス
プレイの表示が見づらくなる場合があ
ります。表示が見づらい場合は、輝度
を調整するか、サングラスをはずして
ください。

ヘッドアップディスプレイ★

ヘッドアップディスプレイは、フロントウインドウガラスに運転支援シ
ステムの作動状況や走行に関するさまざまな情報を表示することができ
ます。

システムの構成部品
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マルチインフォメーションディス
プレイの から“HUDメイン”
を選択します。（ P.370）

■ ヘッドアップディスプレイの表
示／非表示

メーター操作スイッチの を押
すごとにヘッドアップディスプレ
イの表示 /非表示を切りかえるこ
とができます。
■ ヘッドアップディスプレイの設
定変更

メーター操作スイッチの を長
押しすると次の設定を変更できま
す。
● 表示の明るさ／上下位置
表示の明るさや、上下の位置を調整す
ることができます。

● 表示内容
次のいずれかから表示する項目を
選択することができます。
･ 表示なし

･ エコドライブインジケーター表示★

･ タコメーター表示
次の内容の表示／非表示を設定す
ることができます。
･ 運転支援
● 表示の傾き
表示の傾きを調整することができ
ます。
★：グレード、オプションなどにより、
装備の有無があります。

警告
■ヘッドアップディスプレイを使用
するときは

●映像の明るさ、および表示位置は、
安全運転に支障がないよう適切な
状態に調整してください。
調整が不適切だと運転者の視界の
さまたげとなり、思わぬ事故につ
ながるおそれがあり危険です。

●ヘッドアップディスプレイを見続
けないでください。前方の歩行者、
障害物などを見落とすおそれがあ
り危険です。

注意
■ヘッドアップディスプレイ映写部
について

●映写部の付近に飲み物を置かない
でください。水やその他の液体が
映写部にかかると、装置が故障す
る原因になります。

●映写部の上にものを置いたり、
シールなどを貼り付けたりしない
でください。
ヘッドアップディスプレイの表示
のさまたげとなります。

●映写部の内部にふれたり、とがっ
たものを押し付けたりしないでく
ださい。
装置が故障する原因となります。

ヘッドアップディスプレイの使
い方
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知識

■ヘッドアップディスプレイの表示／
非表示について

ヘッドアップディスプレイを非表示に
したときは、エンジンスイッチをOFF
にしたあとで再度ONにしても、非表
示のままです。

■表示の明るさについて

マルチインフォメーションディスプレ
イの による明るさの調整に加えて、
周囲の明るさに応じて表示の明るさが
自動で調整されます。

次のシステムの作動状況を表示し
ます。
● LTA（レーントレーシングアシ
スト）★（ P.178）

● LDA（レーンディパーチャーア
ラート［ステアリング制御機能
付き］）★（ P.187）

● レーダークルーズコントロール
★（ P.206）

● レーダークルーズコントロール
（全車速追従機能付き）★
（ P.198）

表示される内容はマルチインフォメー
ションディスプレイの表示と同様で
す。詳しくは各システムの説明を参照
してください。
★：グレード、オプションなどにより、
装備の有無があります。

状況に応じて、次の項目が割り込
み表示されます。
■ 運転支援システム
次のシステムの警告／注意喚起／
通知／作動状況を表示します。
● PCS（プリクラッシュセーフ
ティ）（ P.171）

● 先行車発進告知機能
（ P.215）

● クリアランスソナー★

（ P.230）

● パーキングサポートブレーキ
（静止物）★（ P.246）

● ブレーキオーバーライドシステ
ム（ P.129）

● ドライブスタートコントロール
★（ P.130）

警告
■ヘッドアップディスプレイの設定
を変更するときは

エンジンがかかった状態で操作を行
う場合、車庫内など囲まれた場所で
は、十分に換気をしてください。換
気をしないと、排気ガスが充満し、
排気ガスに含まれる一酸化炭素
（CO）により、重大な健康障害にお
よぶか、最悪の場合死亡につながる
おそれがあります。

注意
■ヘッドアップディスプレイの設定
を変更するときは

バッテリーあがりを起こす可能性が
ありますので、確実にエンジンがか
かっている状態で実施してください。

運転支援システム表示エリア

割り込み表示について
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表示される内容はマルチインフォメー
ションディスプレイの表示と同様で
す。詳しくは各システムの説明を参照
してください。
★：グレード、オプションなどにより、
装備の有無があります。

■ アイコン

マルチインフォメーションディス
プレイに警告メッセージが表示さ
れているときに表示されます。
（ P.331）
■ 警告メッセージ
一部の警告メッセージが表示され
ます。（マルチインフォメーション
ディスプレイの表示と同内容）

知識

■割り込み表示について

割り込み表示される項目によっては、
一部の表示エリアが非表示になります。
割り込み表示終了後、もとの表示にも
どります。

■ タコメーター
毎分のエンジン回転数を表示しま
す。

■ エコドライブインジケーター★

エコドライブインジケーター
ゾーン表示
現状のアクセル開度
エコ運転の範囲

表示される内容はマルチインフォメー
ションディスプレイのエコドライブイ
ンジケーターと同様です。詳しくは、
P.88を参照してください。
★：グレード、オプションなどにより、
装備の有無があります。

■ 外気温表示
エンジンスイッチをONにしたと
き、または低温表示が点滅してい
るときに表示されます。

知識

■外気温表示について

●外気温が約3°C以下のとき、低温表
示灯が約10秒間点滅し、外気温が
非表示になります。
外気温が約5°C以上になると再度
外気温が表示されます。

●次の場合は、正しい外気温が表示さ
れなかったり、温度表示の更新が遅
くなったりすることがありますが、
故障ではありません。
･ 停車しているときや、低速走行（約
25km/h 以下）のとき

タコメーター／エコドライブイ
ンジケーター★／外気温表示



97

2

2-1. 計器の見方
走
行
に
関
す
る
情
報
表
示

･ 外気温が急激に変化したとき（車庫・
トンネルの出入り口付近など）

●“--”または“E”が表示されたとき
は、システム故障のおそれがありま
す。トヨタ販売店で点検を受けてく
ださい。
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3-1. キー

お客様へ次のキーをお渡しします。

電子キー
･ スマートエントリー＆スタートシス
テムの作動　（ P.109）
･ ワイヤレス機能の作動　
（ P.101）
メカニカルキー
キーナンバープレート

知識

■航空機に乗るとき

航空機にキーを持ち込む場合は、航空
機内でキーのスイッチを押さないでく
ださい。また、かばんなどに保管する
場合でも、簡単にスイッチが押されな
いように保管してください。スイッチ
が押されると電波が発信され、航空機
の運行に支障をおよぼすおそれがあり
ます。

■電池の消耗について

●電池の標準的な寿命は1～2年です。

●電池残量が少なくなると、エンジン
を停止した際に車内から警告音が鳴
り、マルチインフォメーションディ
スプレイにメッセージが表示されま
す。

●電子キーを長時間使用しないときは、
節電モードに設定することで、電池
の消耗を抑えることができます。
（ P.110）

●電子キーは常に電波を受信している
ため、使用していないあいだでも電
池が消耗します。次のような状態に
なったときは、電池が消耗している
可能性があります。新しい電池に交
換してください。（ P.306）
･ スマートエントリー＆スタートシス
テムやワイヤレスリモコンが作動し
ない
･ 作動範囲が狭くなった
･ 電子キーの LEDが点灯しない

●電池の著しい消耗を防ぐため、次の
ような磁気を発生する電化製品の
1ｍ以内に電子キーを置かないでく
ださい。
･ TV
･ パソコン
･ 携帯電話やコードレス電話機、およ
び充電器
･ 電気スタンド
･ 電磁調理器

●スマートエントリー＆スタートシス
テムによる操作をしなくても、車両
周辺に長時間いると、電池の消耗は
早くなります。操作をしない場合は、
車両周辺に長時間いないことをおす
すめします。

■電池が切れたとき

P.306

キー

キーについて
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■電子キーの取り扱いについて

■マルチインフォメーションディスプ
レイに“新しいキーが登録されまし
た 詳しくは販売店に問い合わせくだ
さい”と表示されたときは

追加で新しく電子キーが登録された場
合、車外から解錠して運転席ドアを開
けたときにメッセージが表示されるこ
とが10日ほど続きます。電子キーの
登録をした覚えがないにも関わらず
メッセージが表示されたときは、お持
ちの電子キー以外に登録されている電
子キーがないかをトヨタ販売店で確認
してください。

キーには次のワイヤレス機能が搭
載されています。

ドアを施錠する（ P.103）

ドアガラスを閉める※

（ P.103）
ドアを解錠する（ P.103）

ドアガラスを開く※

（ P.103）

注意
■キーの故障を防ぐために

●落としたり、強い衝撃を与えたり、
曲げたりしない

●温度の高いところに長時間放置し
ない

●ぬらしたり超音波洗浄器などで
洗ったりしない

●キーに金属製または磁気を帯びた
製品を取り付けたり、近付けたり
しない

●分解しない

●電子キー表面にシールなどを貼ら
ない

●テレビやオーディオ・電磁調理器
などの磁気を帯びた製品や、低周
波治療器などの電気医療機器の近
くに置かない

■キーを携帯するとき

電源を入れた状態の電化製品とは
10cm以上離して携帯してくださ
い。10cm以内にあると電化製品の
電波と干渉し正常に機能しない場合
があります。

■スマートエントリー＆スタートシ
ステムの故障などで販売店に車両
を持っていくとき

P.353

■電子キーを紛失したとき

P.353

ワイヤレス機能について
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※トヨタ販売店での設定変更が必要で
す。

メカニカルキーを取り出すには、
解除ボタンを押してキーを取り出
してください
メカニカルキーは挿し込み方向に指定
のある片溝キーです。キーシリンダー
に挿し込めないときは、キー溝面の向
きをかえて挿し込んでください。

使用後はもとにもどし、電子キーと一
緒に携帯してください。電子キーの電
池が切れたときやスマートエントリー
＆スタートシステムが正常に作動しな
いとき、メカニカルキーが必要になり
ます。（ P.353）

知識

■メカニカルキーを紛失したとき

P.353

■不正キーの使用について

指定のキー以外のキーを使用すると、
キーシリンダーが空まわりして解錠で
きません。

メカニカルキーを使うには
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3-2. ドアの開閉、ロックのしかた

■ スマートエントリー＆スタート
システムを使用する

電子キーを携帯して操作します。

1 フロント席のドアハンドルを
握って解錠する

ハンドル裏面のセンサー部に確実にふ
れてください。
施錠操作後3秒間は解錠できません。
2 フロント席ドアハンドル表面の
ロックセンサー部（ハンドルの
くぼみ部）にふれ施錠する

必ず施錠されたことを確認してくださ
い。

■ ワイヤレス機能を使用する

1 全ドアを施錠する

必ず施錠されたことを確認してくださ
い。
押し続けるとドアガラスが閉まりま
す。※

2 全ドアを解錠する
押し続けるとドアガラスが開きま
す。※

※トヨタ販売店での設定変更が必要で
す。

知識

■解錠するドアを切りかえるには

ワイヤレスリモコンを使用して、ス
マートエントリー＆スタートシステム
で解錠できるドアの設定を切りかえる
ことができます。
1 エンジンスイッチをOFF にする
2 キー表面のインジケーターが消灯し
ているときに ボタンと同時に、

ボタンを約5秒間押し続ける

操作を行うごとに次のように設定が切
りかわります。（続けて切りかえ操作を
行う場合は、ボタンから手を離したあ
と5秒以上間隔をあけてから手順 2を
行ってください）

ドア（フロントドア・リヤ
ドア）

車外から解錠／施錠するには



104 3-2. ドアの開閉、ロックのしかた

■作動の合図

スマートエントリー＆スタートシステ
ム・ワイヤレスリモコンによるドアの
施錠・解錠を、ブザーと非常点滅灯の
点滅で知らせます。（施錠は1回、解錠
は2回）

ドアガラスの開閉をブザーで知らせま
す。

■解錠操作のセキュリティ機能

スマートエントリー＆スタートシステ
ム・ワイヤレスリモコンによる解錠操
作後、約30秒以内にドアを開けな
かったときは、盗難防止のため自動的
に施錠されます。セキュリティ機能で
施錠されたとき、電子キーの位置に
よって室内の作動範囲内に電子キーが
あると検知されると、再度解錠される
ことがあります。

■ドアハンドル表面のロックセンサー
で施錠できないとき

ドアハンドル表面のロックセンサー部
に指でふれても施錠できないときは、
てのひらでロックセンサー部にふれて
ください。

手袋を着用しているときは、手袋をは
ずしてください。

■半ドア警告ブザー

ドアが完全に閉まっていない状態で、
スマートエントリー＆スタートシステ
ム・ワイヤレスリモコンを使ってドア
を施錠しようとすると、ブザーが鳴り
ます。ドアを完全に閉めてから、もう
一度施錠してください。

■スマートエントリー＆スタートシス
テムやワイヤレスリモコンが正常に
働かないおそれのある状況

P.111

■スマートエントリー＆スタートシス
テムやワイヤレスリモコンが正常に
作動しないとき

メカニカルキーを使ってドアの施錠・
解錠ができます。（ P.353）

キーの電池が消耗しているときは、電
池を交換してください。（ P.306）

■バッテリーがあがったときは

スマートエントリー＆スタートシステ
ムやワイヤレスリモコンでドアを施錠・
解錠することはできません。

メカニカルキーを使ってドアの施錠・
解錠をしてください。（ P.353）

マルチインフォ
メーションディス
プレイ表示／ブ

ザー音

解錠できるドア

車外：“ピ
ピッ”（3回）

車内：“ポーン
”（1回）

運転席のドアハン
ドルを握ると運転
席のみ解錠

助手席のドアハン
ドルを握ると全席
解錠

車外：“ピ
ピッ”（2回）

車内：“ポーン
”（1回）

フロント席のいず
れかのドアハンド
ルを握ると全席解
錠
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■カスタマイズ機能

機能の一部は、設定を変更することが
できます。（ P.370） ■ ドアロックスイッチを使用する

1 全ドアを施錠する
2 全ドアを解錠する
■ ロックレバーを使用する

1 ドアを施錠する
2 ドアを解錠する
運転席ドアは、ロックレバーが施錠側
になっていても、車内のドアレバーを
引くと開きます。

知識

■キーを使わずに外側からフロント席
を施錠するとき
1 ロックレバーを施錠側にする
2 ドアハンドルを引いたままドアを閉
める

エンジンスイッチがACC またはON
のときや、車内に電子キーが放置され
ているときは施錠されません。

警告
■事故を防ぐために

運転中は次のことを必ずお守りくだ
さい。
お守りいただかないと、不意にドア
が開き車外に放り出されるなど、重
大な傷害におよぶか、最悪の場合死
亡につながるおそれがあります。

●すべてのドアを確実に閉め、施錠
する

●走行中はドア内側のドアレバーを
引かない
特に、運転席はロックレバーが施
錠側になっていてもドアが開くた
め、注意してください。

●お子さまをリヤ席に乗せるときは、
チャイルドプロテクターを使用し
て車内からドアが開かないように
する

■ドアを開閉するときの留意事項

傾斜地・ドアと壁などのあいだが狭
い場所・強風など、周囲の状況を確
認し、予期せぬ動きにも対処できる
よう、ドアハンドルを確実に保持し
てドアを開閉してください。

■ワイヤレスリモコンを使ってドア
ガラスを操作するとき

ドアガラスに人が挟まれるおそれが
ないことを確認してから操作してく
ださい。またお子さまには、ワイヤ
レスリモコンによる操作をさせない
でください。お子さまや他の人がド
アガラスに挟まれたり巻き込まれた
りするおそれがあります。

車内から解錠／施錠するには
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キーが正しく検知されずに施錠される
場合があります。

■半ドア走行時警告ブザー

各ドアまたはバックドアが確実に閉
まっていない状態のまま、車速が約
5km/hをこえると警告ブザーが鳴り、
開いているドアがマルチインフォメー
ションディスプレイに表示されます。

施錠側にすると、リヤ席ドアが車
内から開かなくなります。

1 解錠
2 施錠
お子さまが車内からリヤ席ドアを開け
られないようにできます。両側のリヤ
席ドアを施錠側にしてください。

知識

■チャイルドプロテクター使用時のド
アの開け方

ドアを解錠して車外のドアハンドルを
引くと開きます。万一、車内から開け
る場合は、ドアガラスを下げて手を出
し、車外のドアハンドルを引いてくだ
さい。

チャイルドプロテクター

バックドア

バックドアは次の方法で施錠解
錠および開けることができます。

警告
次のことを必ずお守りください。お
守りいただかないと、重大な傷害に
およぶか、最悪の場合死亡につなが
るおそれがあります。

■走行する前に

●走行前にバックドアが閉まってい
ることを確認してください。
完全に閉まっていないと走行中に
突然開き、車外のものにあたった
り、荷物が投げ出されたりして思
わぬ事故につながるおそれがあり
ます。

●ラゲージルームの中でお子さまを
遊ばせないでください。
誤って閉じ込められた場合、熱射
病などを引き起こすおそれがあり
ます。

●お子さまにはバックドアの開閉操
作をさせないでください。
不意にバックドアが動いたり、閉
めるときに手・頭・首などを挟ん
だりするおそれがあります。

■走行中の留意事項

ラゲージルームには絶対に人を乗せ
ないでください。
急ブレーキ・急旋回をかけたときや
衝突したときなどに、重大な傷害に
およぶか、最悪の場合死亡につなが
るおそれがあります。
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警告
■バックドアの操作にあたって

次のことを必ずお守りください。
お守りいただかないと、体を挟むな
どして重大な傷害につながるおそれ
があり危険です。

●バックドアを開ける前に、バック
ドア上の雪や氷などの重量物を取
り除いてください。開いたあとに
重みでバックドアが突然閉じるお
それがあります。

●バックドアを開閉するときは、十
分に周囲の安全を確かめてくださ
い。

●人がいるときは、安全を確認し動
かすことを知らせる「声かけ」を
してください。

●強風時の開閉には十分注意してく
ださい。
バックドアが風にあおられ、勢い
よく開いたり閉じたりするおそれ
があります。

●半開状態で使用すると、バックド
アが突然閉じて重大な傷害を受け
るおそれがあります。特に傾斜地
では、平坦な場所よりもバックド
アの開閉がしにくく、急にバック
ドアが開いたり閉じたりする恐れ
があります。必ずバックドアが全
開で静止していることを確認して
使用してください。

●バックドアを閉めるときは、バッ
クドアで指などを挟まないよう十
分注意してください。

●バックドアは必ず外からバックド
ア上面を軽く押して閉めてくださ
い。バックドアハンドルで直接
バックドアを閉めると、手や腕を
挟むおそれがあります。

●バックドアダンパーステーを持っ
てバックドアを閉めたり、ぶらさ
がったりしないでください。
手を挟んだり、バックドアダン
パーステーが破損したりして、思
わぬ事故につながるおそれがあり
ます。

●バックドアにキャリアなどの重い
ものを取り付けると、開けたあと
にドアが突然閉じて、手・頭・首
などを挟むおそれがあります。
バックドアへのアクセサリー用品
の取り付けは、トヨタ純正品を使
用することをおすすめします。



108 3-2. ドアの開閉、ロックのしかた

■ スマートエントリー＆スタート
システムを使用する

1 バックドアオープンスイッチを
押して解錠する

施錠操作後3秒間は解錠できません。
2 ロックスイッチを押して施錠す
る

必ず施錠されたことを確認してくださ
い。

■ ワイヤレスリモコンを使用する
P.103

知識

■作動の合図

P.104

■ ドアロックスイッチを使用する
P.105

■ 開ける
バックドアオープンスイッチを押
したまま、バックドアを持ち上げ
る

バックドアオープンスイッチを押した
直後はバックドアを閉めることができ
ません。

■ 閉める
バックドアハンドルを持って、横
方向に力をかけないように引き下
げ、必ず外から押して閉めてくだ
さい。

知識

■半ドア走行時警告ブザー

P.106

■ラゲージルームランプ

バックドアを開けたとき、ラゲージ
ルームランプが点灯します。

車外から解錠／施錠するには

車内から解錠／施錠するには

バックドアを開閉するには
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知識

■アンテナの位置

車外アンテナ

車室内アンテナ

注意
■ダンパーステーについて

バックドアにはバックドアを支える
ためのダンパーステーが取り付けら
れています。ダンパーステーの損傷
や作動不良を防ぐため次のことをお
守りください。

●ビニール片・ステッカー・粘着材
などの異物をステーのロッド部
（棒部）に付着させない

●ロッド部を軍手などでふれない

●バックドアにトヨタ純正品以外の
アクセサリー用品をつけない

●ステーに手をかけたり、横方向に
力をかけたりしない

スマートエントリー＆ス
タートシステム

電子キーをポケットなどに携帯
していると、次の操作が行えま
す。必ず運転者が携帯してくだ
さい。

● ドアを施錠・解錠する
（ P.103）

● バックドアを施錠・解錠する
（ P.108）

● エンジンを始動する
（ P.137）
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■作動範囲（電子キーの検知エリア）

ドアの施錠・解錠時

フロント席ドアハンドル／バックドア
オープン・ロックスイッチから周囲約
70cm以内で電子キーを携帯している
場合に作動します。（電子キーを検知し
ているドアのみ作動します）
エンジン始動時またはエンジンス
イッチ切りかえ時

車内で電子キーを携帯している場合に
作動します。

■警告音が鳴ったり警告表示が出たり
したとき

誤動作などによる予期せぬ事故や盗難
を防ぐため、車内や車外で警告音が
鳴ったり、マルチインフォメーション
ディスプレイにメッセージが表示され
ることがあります。メッセージが表示
された場合は、状況に応じて適切に対
処してください。（ P.331）

警告音のみが鳴る場合の状況と対処方
法は次の通りです。

●車外から警告音が“ピー”と5秒鳴
るとき

●車内から警告音が“ポーン、ポーン
”と鳴り続けるとき

■節電機能

長期駐車時に電子キーの電池と車両の
バッテリーあがりを防止するため、節
電機能が働きます。

●次の状況では、スマートエントリー
＆スタートシステムによる解錠に時
間がかかる場合があります。
･ 車の外約3.5m以内に電子キーを2
分以上放置した
･ 5日間以上スマートエントリー＆ス
タートシステムを使用しなかった

●14日間以上スマートエントリー＆ス
タートシステムを使用しなかった場
合、運転席以外での解錠ができなく
なります。この場合は、運転席のド
アハンドルを握る、もしくは、ワイ
ヤレス機能、メカニカルキーで解錠
してください。

■電子キーの節電モードについて

節電モードに設定すると、電子キーに
よる、電波の受信待機を停止し、電子
キーの電池の消耗を抑えることができ
ます。

電子キーの を押しながら、 を2
回押し、電子キーのインジケーターが
４回光ることを確認してください。

状況 対処方法

いずれかのドアが開い
ているときにスマート
エントリー＆スタート
システムもしくは、ワ
イヤレス機能で施錠し
ようとした

全ドアを閉め
たあと、再度
施錠する

状況 対処方法

運転席ドアが開いてい
る状態でエンジンス
イッチをACCにした
（エンジンスイッチが
ACC のとき運転席ドア
を開いた）

エンジンス
イッチをOFF
にしたあと、
運転席ドアを
閉める

運転席ドアが開いてい
る状態でエンジンス
イッチをOFFにした

運転席ドアを
閉める
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節電モード中は、スマートエントリー
＆スタートシステムを使用できません。
節電モードを解除するには、電子キー
のいずれかのスイッチを押してくださ
い。

■機能が正常に働かないおそれのある
状況

スマートエントリー＆スタートシステ
ムは微弱な電波を使用しています。次
のような場合は電子キーと車両間の通
信をさまたげ、スマートエントリー＆
スタートシステムやワイヤレスリモコ
ン、エンジンイモビライザーシステム
が正常に作動しない場合があります。

●電子キーの電池が消耗しているとき

●近くにテレビ塔や発電所・ガソリン
スタンド・放送局・大型ディスプレ
イ・空港があるなど、強い電波やノ
イズの発生する場所にいるとき

●無線機や携帯電話・コードレス式電
話などの無線通信機器を携帯してい
るとき

●電子キーが、次のような金属製のも
のに接していたり、覆われたりして
いるとき
･ アルミ箔などの金属の貼られたカー
ド
･ アルミ箔を使用したタバコの箱
･ 金属製の財布やかばん
･ 小銭
･ カイロ
･ CDやDVDなどのメディア

●近くで他の電波式ワイヤレスリモコ
ンを使用しているとき

●電子キーを、次のような電波を発信
する製品と同時に携帯しているとき
･ 他の車の電子キーや電波式ワイヤレ
スリモコン
･ パソコンや携帯情報端末（PDAな
ど）
･ デジタルオーディオプレーヤー
･ ポータブルゲーム機器

●リヤガラスに金属を含むフィルムな
どが貼ってあるとき

●充電器など電子機器の近くに電子
キーを置いたとき

●コインパーキングなど通信をさまた
げる電波がある場所に駐車したとき

スマートエントリー＆スタートシステ
ムでドアを施錠・解錠できない場合は、
次の方法を試してください。

●ドアハンドルに電子キーを近づけて
操作する

●ワイヤレス機能を使用する

上記の方法でも施錠・解錠できない場
合は、メカニカルキーを使用してくだ
さい。（ P.353）

また、スマートエントリー＆スタート
システムでエンジンが始動できない場
合は、P.354を参照してください。

■ご留意いただきたいこと

●電子キーが作動範囲内（検知エリア
内）にあっても、次のような場合は
正しく作動しないことがあります。
･ ドアの施錠・解錠時に電子キーがド
アガラスやドアハンドルに近付きす
ぎる、または地面の近くや高い場所
にある場合
･ エンジン始動時またはエンジンス
イッチの切りかえ時に電子キーがイ
ンストルメントパネルやフロア上・
リヤシート後方のパッケージトレイ
上・ドアポケット、またはグローブ
ボックス内などに置かれていた場合
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●インストルメントパネル上面・ドア
ポケット付近に電子キーを置いたま
ま車外に出ると、電波の状況によっ
ては車外アンテナに検知されて車外
からのドアロックが可能になる場合
があり、電子キーが車内に閉じ込め
られるおそれがあるため注意してく
ださい。

●電子キーが作動範囲内にあれば、電
子キーを携帯している人以外でも施
錠・解錠できます。ただし、電子
キーを検知しているドア以外では、
解錠できません。

●車外でもドアガラスに近い位置に電
子キーがあるときは、エンジンの始
動が可能になる場合があります。

●電子キーが作動範囲内にある場合、
洗車や大雨などでドアハンドルに大
量の水がかかると、ドアが施錠・解
錠することがあります。（解錠された
場合でも、ドアの開閉操作がなけれ
ば約30秒後に自動的に施錠されま
す）

●車両に近い位置に電子キーがあると
きにワイヤレスリモコンなどで施錠
を行うと、スマートエントリー＆ス
タートシステムによる解錠ができな
くなることがあります。（ワイヤレス
リモコンで解錠すると復帰します）

●手袋を着用していると施錠・解錠し
ないことがあります。

●ロック操作は、連続で２回まで有効
で、３回目以降はロック動作しませ
ん。

●キーを携帯して洗車などで水をドア
ハンドルにかけた場合、施錠／解錠
動作をくり返すことがあります。そ
の場合は次のような処置をして、洗
車などをしてください。
･ 電子キーを車両から2ｍ以上離れた
場所に保管する（電子キーの盗難に
注意してください）

･ 電子キーを節電モードに設定し、ス
マートエントリー＆スタートシステ
ムの作動を停止する（ P.110）

●車内にキーがあるときに、洗車機で
洗車するなどして水をドアハンドル
にかけた場合、警報がマルチイン
フォメーションディスプレイに表示
され、車外のブザーが吹鳴すること
があります。その場合は全ドアを施
錠すれば警報は表示されなくなりま
す。

●ロックセンサーの表面に氷や雪、泥
が付着した場合、センサーが反応し
ない場合があります。反応しない場
合は表面に付着した氷や雪、泥を取
り除いて再度操作してください。

●すばやいドアハンドル操作や、車外
アンテナの作動範囲内へ入ってすぐ
のドアハンドル操作では、解錠しな
いことがあります。センサーにふれ
解錠したことを確認してからドアハ
ンドルを引いてください。

●作動範囲内に他の電子キーがあると
きは、ドアハンドルを握ってから解
錠するまでの時間が少し長くなる場
合があります。

■長期間運転しないとき

●盗難防止のため、電子キーを車両か
ら2m以上離しておいてください。

●あらかじめスマートエントリー＆ス
タートシステムを非作動にすること
ができます。（ P.370）

●電子キーを節電モードに設定すると、
電池の消耗を抑えることができます。
（ P.110）

■システムを正しく作動させるために

電子キーを必ず携帯した上で作動させ
てください。また、車外から操作する
場合は電子キーを車両に近付けすぎな
いようにしてください。
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作動時の電子キーの位置や持ち方に
よっては、電子キーが正しく検知され
ず、システムが正しく作動しないこと
があります。（誤って警報が鳴ったり、
キー閉じ込み防止機能が働かないこと
もあります。）

■スマートエントリー＆スタートシス
テムが正常に作動しないとき

●ドアの施錠・解錠： P.353

●エンジンの始動： P.354

■カスタマイズ機能

機能の一部は、設定を変更することが
できます。（ P.370）

■カスタマイズ機能でスマートエント
リー＆スタートシステムを非作動に
したとき

●ドアの施錠・解錠：ワイヤレス機能、
またはメカニカルキーを使ってドア
の施錠・解錠ができます。
（ P.103, 353）

●エンジンの始動・エンジンスイッチ
のモード切りかえ： P.354

●エンジンの停止： P.139

警告
■電波がおよぼす影響について（ス
マートエントリー＆スタートシス
テムアンテナ）

●植込み型心臓ペースメーカー、植
込み型両心室ペーシングパルス
ジェネレータおよび植込み型除細
動器を装着されている方は、アン
テナ（ P.109）から約22cm
以内に近付かないようにしてくだ
さい。電波により植込み型心臓
ペースメーカー、植込み型両心室
ペーシングパルスジェネレータお
よび植込み型除細動器の作動に影
響を与えるおそれがあります。

●植込み型心臓ペースメーカー、植
込み型両心室ペーシングパルス
ジェネレータおよび植込み型除細
動器以外の医療用電気機器を使用
される場合は、電波による影響に
ついて医療用電気機器製造業者な
どに事前に確認してください。電
波により医療用電気機器の動作に
影響を与えるおそれがあります。

スマートエントリー＆スタートシス
テムを非作動にすることもできます。
詳しくはトヨタ販売店にお問い合わ
せください。
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3-3. シートの調整

前後位置調整
リクライニング調整
クッション全体の上下調整（運
転席のみ）
腰部位置調整★（運転席のみ）

★：グレード、オプションなどにより、
装備の有無があります。

フロントシート

調整のしかた

警告
■シートを調整するとき

●同乗者がシートにあたってけがを
しないように注意してください。

●シートの下や動いている部分に手
を近付けないでください。
指や手を挟み、重大な傷害を受け
るおそれがあり危険です。

●足元のスペースを確保し足を挟ま
ないように注意してください。

■シート調整について

●背もたれは必要以上に倒さないで
ください。
必要以上に倒しすぎると、事故の
ときに体がシートベルトの下にも
ぐり、腹部などに強い圧迫を受け
たり肩部ベルトが首にかかるなど
して、重大な傷害におよぶか、最
悪の場合死亡につながるおそれが
あります。

●シート調整後はシートがきちんと
固定されていることを確認してく
ださい。

注意
■シートを調整するときは

ヘッドレストが天井にあたらないよ
うに注意してください。ヘッドレス
トや天井が損傷するおそれがありま
す。
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1 フロントシートを前方に移動す
る（ P.114）

2 リヤアームレストを格納する
（ P.287）
3 リヤ中央席シートベルトのバッ
クルを格納する

4 ヘッドレストをいちばん下まで
下げる（ P.116）

5 ロック解除レバーを引きなが
ら、背もたれを前方に倒す

ロックが確実に解除されるまで、レ
バーを引いてください。

リヤシート

リヤシートは折りたたむことが
できます。

背もたれを前に倒す

警告
次のことを必ずお守りください。お
守りいただかないと、重大な傷害に
およぶか、最悪の場合死亡につなが
るおそれがあります。

■リヤシートを操作するときは

●走行中にリヤシートを操作しない

●平坦な場所でパーキングブレーキ
を確実にかけ、シフトレバーを
オートマチック車ではP、マニュ
アル車ではNにする

●操作をするときに、可動部や結合
部に手や足などを挟まないように
注意する

●倒した背もたれの上やラゲージ
ルームに人を乗せて走行しない

●お子さまがラゲージルームに入ら
ないよう注意する

■背もたれをもとにもどしたあとは

●シートを前後に軽くゆさぶり、確
実に固定する

シートが確実に固定されていないと
きは、レバーに赤色が見えます。赤
色が見えていないことを確認してく
ださい。
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■ フロント席

1 上げる
2 下げる
下げるときは、解除ボタン を押しな
がら操作します。

警告
●シートベルトを挟み込まないよう
に背もたれをもとにもどしてくだ
さい。

シートベルトが背もたれ固定フック
に挟まり、シートベルトを損傷させ
るおそれがあります。

ヘッドレスト

ヘッドレストはすべてのシート
に装備されています。

警告
■ヘッドレストについて

次のことをお守りください。
お守りいただかないと、重大な傷害
におよぶか、最悪の場合死亡につな
がるおそれがあります。

●ヘッドレストは、それぞれのシー
ト専用のものを使用する

●ヘッドレストを必ず正しい位置に
調整する

●ヘッドレストを調整したあとは、
ヘッドレストを押し下げて固定さ
れていることを確認する

●ヘッドレストをはずしたまま走行
しない

上下調整するには
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■ リヤ外側席

1 上げる
2 下げる
下げるときは、解除ボタン を押しな
がら操作します。

■ リヤ中央席

1 上げる
2 下げる
下げるときは、解除ボタン を押しな
がら操作します。

知識

■ヘッドレストの高さについて（フロ
ント席）

必ずヘッドレストの中心が両耳のいち
ばん上のあたりになるよう調整してく
ださい。

■リヤ席のヘッドレストについて

使用するときは、常に格納位置から一
段上げた位置にしてください。

■ フロント席・リヤ外側席

解除ボタン を押しながらヘッド
レストを引き上げます。
イラストはフロント席で代表していま
す。

■ リヤ中央席

解除ボタン を押しながらヘッド
レストを引き上げます。

ヘッドレストを取りはずすには
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■ フロント席・リヤ外側席
ヘッドレストを取り付け穴に合わ
せて、ロック位置まで押し下げて
ください。

さらに下げるときは、解除ボタン を
押しながら操作してください。

イラストはフロント席で代表していま
す。

■ リヤ中央席
ヘッドレストを取り付け穴に合わ
せて、ロック位置まで押し下げて
ください。

さらに下げるときは、解除ボタン を
押しながら操作してください。

ヘッドレストを取り付けるには
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3-4. ハンドル位置・ミラー

1 ハンドルを持ち、レバーを下げ
る

2 ハンドルを上下・前後に動か
し、適切な位置にする

位置が決定したら、レバーを上げてハ
ンドルを固定してください。

ハンドルの 周辺部を押すと
ホーンが鳴ります。

ハンドル

調整のしかた

警告
■走行中の警告

走行中はハンドル位置の調整をしな
いでください。
運転を誤って、重大な傷害におよぶ
か、最悪の場合死亡につながるおそ
れがあります。

■ハンドル位置を調整したあとは

ハンドルが確実に固定されているこ
とを確認してください。
固定が不十分だと、ハンドルの位置
が突然かわり、思わぬ事故につなが
り、重大な傷害におよぶか、最悪の
場合死亡につながるおそれがありま
す。また固定が不十分だとホーンが
鳴らない場合があります。

ホーン（警音器）
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運転姿勢に合わせてインナーミ
ラーの高さを調整することができ
ます。
インナーミラー本体を持って、上
下方向に調整する

手動防眩タイプ装着車
レバーを操作することで、後続車
のヘッドランプによる反射光を減
少させます。

通常使用時
防眩時

自動防眩タイプ装着車
後続車のヘッドランプのまぶしさ
に応じて反射光を自動的に減少さ
せます。
自動防眩機能の切りかえON／
OFF

ONのときはインジケーター が点灯
します。エンジンスイッチをONにし
たときは、ミラーは常に自動防眩機能
がONになっています。ボタンを押す
とOFF になりインジケーター が消
灯します。

知識

■センサーの誤作動防止（自動防眩タ
イプ装着車）

センサーの誤作動を防ぐため、セン
サーにふれたりセンサーを覆ったりし
ないでください。

インナーミラー

後方を十分に確認できるように
ミラーの位置を調整することが
できます。

上下調整のしかた

警告
■走行中の留意事項

走行中はミラーの調整をしないでく
ださい。
運転を誤って、重大な傷害におよぶ
か、最悪の場合死亡につながるおそ
れがあります。

防眩機能
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1 調整するミラーを選ぶには、ス
イッチをまわす

左
右

ドアミラー

安全に運転していただくために
は、運転する前に視界が確保で
きるようミラーの角度を調整し
てください。

警告
■走行中の留意事項

走行中は次のことを必ずお守りくだ
さい。
お守りいただかないと、運転を誤っ
て重大な傷害におよぶか、最悪の場
合死亡につながるおそれがあります。

●ミラーの調整をしない

●ドアミラーを格納したまま走行し
ない

●走行前に必ず、運転席側および助
手席側のミラーをもとの位置にも
どして、正しく調整する

調整するには
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2 ミラーの鏡面を調整するにはス
イッチを操作する

右
下
左
上

知識

■鏡面調整の作動条件

エンジンスイッチがACCまたはON
のとき

■ミラーが曇ったとき

リヤウインドウデフォッガーを作動さ
せると、ミラーヒーターが同時に作動
し、曇りを取ることができます。
（ P.270）

ミラーを格納する
ミラーをもとの位置にもどす

オート電動格納ミラー装着車は、ス
イッチを中立の位置“A”にすると
オート作動に切りかわり、スマートエ
ントリー＆スタートシステムやワイヤ
レスリモコンによるドアの施錠・解錠
と連動して作動します。

知識

■寒冷時にオート作動で使用するとき
（オート電動格納ミラー装着車）

寒冷時にオート作動で使用していると
き、ドアミラーが凍結すると、自動で
格納・復帰ができないことがあります。
この場合、ドアミラーに付着している
氷や雪などを取り除いたあと、格納ス
イッチを押すか、手で動かしてくださ
い。

■カスタマイズ機能

機能の一部は、設定を変更することが
できます。（ P.370）

警告
■ミラーヒーターが作動していると
き

ドアミラーの鏡面が非常に熱くなり
ます。やけどをするおそれがあるの
でふれないでください。

ドアミラーを格納・復帰するに
は

警告
■ミラーが動いているとき

手をふれないでください。
手を挟んでけがや、ミラーの故障な
どの原因になるおそれがあります。
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3-5. ドアガラスの開閉

スイッチでドアガラスを開閉でき
ます。
スイッチを操作すると、ドアガラ
スを次のように動かします。

1 閉める
2 自動全閉※

3 開ける
4 自動全開※
※途中で停止するときは、スイッチを
反対側へ操作します。

知識

■作動条件

エンジンスイッチがONのとき

■エンジン停止後の作動

エンジンスイッチをACCまたはOFF
にしたあとでも、約45秒間ドアガラ
スを開閉できます。ただし、そのあい
だに運転席ドアを開閉すると作動しな
くなります。

■挟み込み防止機能

ドアガラスを閉めているときに、窓枠
とドアガラスのあいだに異物が挟まる
と、作動が停止し、少し開きます。

■巻き込み防止機能

ドアガラスを開けているときに、異物
がドアガラスとドアのすき間に巻き込
まれると、作動が停止します。

■ドアガラスを開閉することができな
いときは

挟み込み防止機能や巻き込み防止機能
が異常に作動してしまい、ドアガラス
を開閉することができないときは、開
閉することができないドアのパワーウ
インドウスイッチで、次の操作を行っ
てください。

●車を停止し、エンジンスイッチをON
の状態で、挟み込み防止機能や、巻
き込み防止機能が作動したあと約4
秒以内に、パワーウインドウスイッ
チを自動全閉の位置で引き続ける。
または、自動全開の位置で押し続け
ることでドアガラスを開閉すること
ができます。

●上記の操作を行ってもドアガラスが
開閉できない場合、機能の初期化を
次の手順で実施してください。
1 エンジンスイッチをONにする
2 パワーウインドウスイッチを自動全
閉の位置で引き続け、ドアガラスを
全閉にする

3 いったんパワーウインドウスイッチ
から手を離して、再度パワーウイン
ドウスイッチを自動全閉の位置で約
6秒以上引き続ける

4 パワーウインドウスイッチを自動全
開の位置で押し続け、ドアガラスを
全開にしたあと、さらにスイッチを
1秒以上押し続ける

5 いったんパワーウインドウスイッチ
から手を離して、再度パワーウイン
ドウスイッチを自動全開の位置で約
4秒以上押し続ける

6 再度、パワーウインドウスイッチを
自動全閉の位置で引き続け、ドアガ

パワーウインドウ

ドアガラスを開閉するには
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ラスを閉めたあと、さらにスイッチ
を1秒以上引き続ける

ドアガラス作動途中でスイッチから手
を離すと、最初からやり直しとなりま
す。

以上の操作を行っても反転して閉じ切
らない、または全開にならない場合は、
トヨタ販売店で点検を受けてください。

■ドアロック連動ドアガラス開閉機能

●メカニカルキーでドアガラスを開閉
できます。※（ P.354）

●ワイヤレスリモコンでドアガラスを
開閉できます。※（ P.103）

※トヨタ販売店での設定変更が必要で
す。

■カスタマイズ機能

機能の一部は、設定を変更することが
できます。（ P.370）

警告
次のことを必ずお守りください。
お守りいただかないと、重大な傷害
におよぶか、最悪の場合死亡につな
がるおそれがあります。

■ドアガラスを開閉するとき

●運転者は、乗員の操作を含むすべ
てのドアガラス開閉操作について
責任があります。特にお子さまの
誤った操作による事故を防ぐため、
お子さまにはドアガラスの操作を
させないでください。お子さまや
他の人がドアガラスに挟まれたり
巻き込まれたりするおそれがあり
ます。
また、お子さまが同乗するときは
ウインドウロックスイッチを使用
することをおすすめします。
（ P.125）

●ドアガラスを開閉するときは、乗
員の手・腕・頭・首などを挟んだ
り巻き込んだりしないようにして
ください。特にお子さまへは手な
どを出さないよう声かけをしてく
ださい。

●ワイヤレスリモコンやメカニカル
キーを使ってドアガラスを操作す
るときは、ドアガラスに人が挟ま
れるおそれがないことを確認して
から操作してください。またお子
さまには、ワイヤレスリモコンや
メカニカルキーによる操作をさせ
ないでください。お子さまや他の
人がドアガラスに挟まれたり巻き
込まれたりするおそれがあります。

●車から離れるときはエンジンス
イッチをOFFにし、キーを携帯し
てお子さまも一緒に車から離れて
ください。いたずらなどによる
誤った操作により、思わぬ事故に
つながるおそれがあります。

■挟み込み防止機能

●挟み込み防止機能を故意に作動さ
せるため、乗員の手・腕・頭・首
などを挟んだりしないでください。

●挟み込み防止機能は、ドアガラス
が完全に閉まる直前に異物を挟む
と作動しない場合があります。指
などを挟まないように注意してく
ださい。
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運
転
す
る
前
に

お子さまが誤ってドアガラスを開
閉することを防止できます。
スイッチを押すと、インジケー
ター が点灯し、運転席以外のド
アガラスが作動不可になります。

知識

■作動条件

エンジンスイッチがONのとき

■バッテリーをはずしたとき

ウインドウロックスイッチがOFFにな
るため、バッテリーを接続したあと、
再度ウインドウロックスイッチをON
にする必要があります。

警告
■巻き込み防止機能

●巻き込み防止機能を故意に作動さ
せるため、乗員の手・腕・服など
を巻き込ませたりしないでくださ
い。

●巻き込み防止機能は、ドアガラス
が完全に開く直前に異物を巻き込
むと作動しない場合があります。
手・腕・服などが巻き込まないよ
うに注意してください。

誤操作を防止するには（ウイン
ドウロックスイッチ）
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4-1. 運転にあたって

■ エンジンをかける
P.137

■ 発進する
オートマチック車

1 ブレーキペダルを踏んだまま、
シフトレバーをDにする
（ P.141）
2 パーキングブレーキがマニュア
ルモードのときは、パーキング
ブレーキを解除する
（ P.149）
3 ブレーキペダルから徐々に足を
離し、アクセルペダルをゆっく
り踏み発進する
マニュアル車

1 クラッチペダルを踏んだまま、
シフトレバーを１速にする
（ P.145）
2 パーキングブレーキがマニュア
ルモードのときは、パーキング
ブレーキを解除する
（ P.149）
3 クラッチペダルから徐々に足を
離し、同時にアクセルペダルを
ゆっくり踏み発進する

■ 停車する
オートマチック車

1 シフトレバーはDのまま、ブ
レーキペダルを踏む

Stop & Start システムが作動可能状
態のときは、ブレーキを踏み車両が停
止すると、エンジンが自動的に停止し
ます。
2 必要に応じて、パーキングブ
レーキをかける

長時間停車する場合は、シフトレバー
をPにします。（ P.141）

マニュアル車
1 クラッチペダルを踏んだまま、
ブレーキペダルを踏む

2 必要に応じて、パーキングブ
レーキをかける

長時間停車する場合は、シフトレバー
をNにします。（ P.145）

■ 駐車する
オートマチック車

1 シフトレバーはDのまま、ブ
レーキペダルを踏み、車を完全
に停止させる

Stop & Start システムが作動可能状
態のときは、ブレーキを踏み車両が停
止すると、エンジンが自動的に停止し
ます。
2 パーキングブレーキをかけて
（ P.149）、シフトレバーをP
にする（ P.141）

パーキングブレーキ表示灯が点灯して
いることを確認します。
3 エンジンスイッチを押してエン
ジンを停止する

4 ブレーキペダルからゆっくり足
を離す

5 電子キーを携帯していることを
確認し、ドアを施錠する

坂道の途中で駐車をする場合は、必要
に応じて輪止め※を使用してくださ
い。

運転にあたって

安全運転を心がけて、次の手順
で走行してください。

安全に走行するには
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運
転

マニュアル車
1 クラッチペダルを踏んだまま、
ブレーキペダルを踏み、車を完
全に停止させる

2 パーキングブレーキがマニュア
ルモードのときは、パーキング
ブレーキをかける（ P.149）

パーキングブレーキ表示灯が点灯して
いることを確認します。
3 シフトレバーをNにする
（ P.145）

坂道の途中で駐車をする場合は、必要
に応じてシフトレバーを１速またはR
にし、輪止め※を使用してください。
4 エンジンスイッチを押してエン
ジンを停止する

5 ブレーキペダルからゆっくり足
を離す

6 電子キーを携帯していることを
確認し、ドアを施錠する

※輪止めはトヨタ販売店で購入するこ
とができます。

■ 上り坂で発進する
オートマチック車

1 パーキングブレーキをかけ、シ
フトレバーをDにする

ヒルスタートアシストコントロールが
作動します。（ P.258）
2 アクセルペダルをゆっくり踏む
3 車が動き出す感触を確認した
ら、パーキングブレーキを解除
し発進する
マニュアル車

1 パーキングブレーキをかけ、シ
フトレバーを１速にする

ヒルスタートアシストコントロールが
作動します。（ P.258）

2 アクセルペダルを軽く踏み、同
時にクラッチペダルから徐々に
足を離す。

3 車が動き出す感触を確認した
ら、パーキングブレーキを解除
し発進する

知識

■雨の日の運転について

●雨の日は視界が悪くなり、またガラ
スが曇ったり、路面がすべりやすく
なったりするので、慎重に走行して
ください。

●雨の降りはじめは路面がよりすべり
やすいため、慎重に走行してくださ
い。

●雨の日の高速走行などでは、タイヤ
と路面のあいだに水膜が発生し、ハ
ンドルやブレーキが効かなくなるお
それがあるので、スピードは控えめ
にしてください。

■走行中のエンジン回転数について
（オートマチック車）

次の場合、走行中にエンジン回転数が
高くなることがあります。これは走行
状況に合わせてシフトアップの制限、
またはシフトダウンの実施を自動的に
行うためで、急加速を示すものではあ
りません。

●車両が上り坂、または下り坂を走行
していると判断したとき

●アクセルペダルを離したとき

●スポーツモード選択時に、ブレーキ
ペダルを踏んだとき

■エンジン出力の抑制について（ブ
レーキオーバーライドシステム）

●アクセルペダルとブレーキペダルが
同時に踏まれたとき、エンジン出力
を抑制する場合があります。
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●ブレーキオーバーライドシステム作
動中は、マルチインフォメーション
ディスプレイにメッセージが表示さ
れます。

■急発進の抑制について（ドライブス
タートコントロール［オートマチッ
ク車］）

●次のような通常と異なる操作が行わ
れた場合、エンジン出力を抑制する
場合があります。
･ アクセルペダルを踏み込んだまま、
シフトレバーを操作した（RからD、
DからR、NからR、PからD、P
からR）とき。（DはMポジション
を含む）
この場合、マルチインフォメーショ
ンディスプレイにメッセージが表示
されます。表示された画面の指示に
従ってください。
･ 後退時にアクセルペダルを踏みすぎ
たとき

●ドライブスタートコントロールが作
動していると、ぬかるみや新雪など
からの脱出が困難な場合があります。
そのようなときは、TRCの作動を停
止（ P.258）することにより、ド
ライブスタートコントロールが停止
し、脱出しやすくなります。

■運転標識の取り付け

磁石式の初心運転者標識や高齢運転者
標識などを樹脂バンパーやアルミ部分
に取り付けることはできません。

■オーバーヒートについて

次のようなきびしい走行状況ではオー
バーヒートになるおそれがあります。

●暑い日に長い上り坂を走行する

●高速走行直後に急減速や急停止をす
る

■エンジン停止前のアイドル運転につ
いて

ターボ装置などの損傷を防ぐため、高
速走行・登坂走行直後は、アイドル運
転を行ってからエンジンを停止してく
ださい。

走行状況 アイドル
運転時間

市街地、郊外などの一般走
行および高速走行（高速道
路の法定または制限速度）

不要

山岳ドライブウェイなどの
急な登坂路走行およびサー
キットなどの連続走行

約1分

警告
次の警告をお守りください。お守り
いただかないと重大な傷害におよぶ
か、最悪の場合死亡につながるおそ
れがあります。

■発進するとき（オートマチック車）

エンジンがかかったまま停車してい
るときは、常にブレーキペダルを踏
んでください。クリープ現象で車が
動き出すのを防ぎます。

■運転するとき

●踏み間違いを避けるため、ブレー
キペダルとアクセルペダルの位置
を十分把握した上で運転してくだ
さい。

･ アクセルペダルをブレーキペダル
と間違えて踏むと、車が急発進し
て思わぬ事故につながるおそれが
あります。

･ 後退するときは体をひねった姿勢
となるため、ペダルの操作がしに
くくなります。ペダル操作が確実
にできるよう注意してください。
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転

警告
･ 車を少し移動させるときも正しい
運転姿勢をとり、ブレーキペダル
とアクセルペダルが確実に踏める
ようにしてください。

･ ブレーキペダルは右足で操作して
ください。左足でのブレーキ操作
は緊急時の反応が遅れるなど、思
わぬ事故につながるおそれがあり
危険です。

●燃えやすいものの上を走行したり、
可燃物付近に車を停めたりしない
でください。
排気管や排気ガスは高温になり、
可燃物が近くにあると火災になる
おそれがあり危険です。

●通常走行時は、走行中にエンジン
を停止しないでください。走行中
にエンジンを停止してもハンドル
やブレーキの操作は可能ですが、
操作力補助がなくなり、ハンドル
とブレーキの操作が困難になりま
す。安全を確認した上で、すみや
かに道路わきに停車してください。
なお、通常の方法で車両を停止す
ることができないような緊急時は、
P.316を参照してください。

●急な下り坂では、エンジンブレー
キを使用してスピードをおとして
ください。フットブレーキを連続
して使いすぎると、ブレーキが過
熱して正常に機能しなくなります。
（ P.141,145）

●走行中はハンドル・シート・ドア
ミラー・インナーミラーの調整を
しないでください。
運転を誤るおそれがあります。

●すべての乗員は頭や手、その他の
体の一部を車から出さないように
してください。

●4WD車：オフロード走行をしない
でください。
本格的なオフロード走行を目的と
した4WD車ではありません。や
むを得ずオフロードを走行すると
きは、慎重に運転してください。

●渡河などの水中走行はしないでく
ださい。
電装品のショートやエンジンの破
損など、重大な車両故障の原因に
なるおそれがあります。

■すべりやすい路面を運転するとき

●急ブレーキ・急加速・急ハンドル
はタイヤがスリップし、車両の制
御ができなくなるおそれがありま
す。

●急激なアクセル操作、シフト操作
によるエンジンブレーキやエンジ
ン回転数の変化は、車が横すべり
するなどして、思わぬ事故につな
がるおそれがあり危険です。

●水たまり走行後はブレーキペダル
を軽く踏んでブレーキが正常に働
くことを確認してください。ブ
レーキパッドがぬれるとブレーキ
の効きが悪くなったり、ぬれてい
ない片方だけが効いたりしてハン
ドルをとられるおそれがあります。

■シフトレバーを操作するとき

●オートマチック車では、シフトレ
バーを前進側のシフトポジション
に入れたまま惰性で後退したり、R
に入れたまま惰性で前進すること
は絶対にやめてください。
エンジンが停止し、ブレーキの効
きが悪くなったり、ハンドル操作
が重くなったりして、思わぬ事故
や故障の原因となるおそれがあり
ます。
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警告
●オートマチック車では、車両が動
いているあいだは、シフトレバー
をPに入れないでください。
トランスミッションにダメージを
与えたり、車両のコントロールが
できなくなるおそれがあります。

●車両が前進しているあいだは、シ
フトレバーをRに入れないでくだ
さい。
トランスミッションにダメージを
与えたり、車両のコントロールが
できなくなるおそれがあります。

●車両が後退しているあいだは、シ
フトレバーを前進側のシフトポジ
ションに入れないでください。
トランスミッションにダメージを
与えたり、車両のコントロールが
できなくなるおそれがあります。

●走行中にシフトレバーをNにする
と、トランスミッションとエンジ
ンの動力伝達が解除され、エンジ
ンブレーキが効かなくなります。

●アクセルペダルを踏み込んだまま
操作しないように気を付けてくだ
さい。
シフトレバーがP またはN 以外に
あると、車が急発進して思わぬ事
故につながるおそれがあり危険で
す。

■継続的にブレーキ付近から警告音
（キーキー音）が発生したとき

できるだけ早くトヨタ販売店で点検
を受け、ブレーキパッドを交換して
ください。必要なときにパッドの交
換が行われないと、ディスクロー
ターの損傷につながる場合がありま
す。

パッドやローターなどの部品は、役
割を果たすと共に摩耗していきます。
摩耗の限度をこえて走行すると故障
を引き起こすばかりでなく、事故に
つながるおそれがあります。

■停車するとき

●空ぶかしをしないでください。
シフトレバーがP（オートマチッ
ク車）またはN以外にあると、車
が急発進して思わぬ事故につなが
るおそれがあり危険です。

●オートマチック車では、車が動き
出すことによる事故を防ぐため、
エンジン回転中は常にブレーキペ
ダルを踏み、必要に応じてパーキ
ングブレーキをかけてください。

●坂道で停車するときは、前後に動
き出して事故につながることを防
ぐため、常にブレーキペダルを踏
み、必要に応じてパーキングブ
レーキをかけてください。

●停車中に空ぶかしをしないでくだ
さい。
排気管が過熱し、可燃物が近くに
あると火災につながるおそれがあ
り危険です。

■駐車するとき

●炎天下では、メガネ・ライター・
スプレー缶や炭酸飲料の缶などを
車内に放置しないでください。
放置したままでいると、次のよう
なことが起こるおそれがあり危険
です。

･ ライターやスプレー缶からガスが
もれたり、出火したりする

･ プラスチックレンズ・プラスチッ
ク素材のメガネが、変形またはひ
び割れを起こす
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警告
･ 炭酸飲料の缶が破裂して車内を汚
したり、電気部品がショートした
りする原因になる

●ライターを車内に放置したままに
しないでください。ライターをグ
ローブボックスなどに入れておい
たり、車内に落としたままにした
りすると、荷物を押し込んだり
シートを動かしたりしたときにラ
イターの操作部が誤作動し、火災
につながるおそれがあり危険です。

●ウインドウガラスなどには吸盤を
取り付けないでください。また、
インストルメントパネルやダッ
シュボードの上に芳香剤などの容
器を置かないでください。
吸盤や容器がレンズの働きをして、
車両火災につながるおそれがあり
危険です。

●シルバー色などの金属蒸着フィル
ムを曲面ガラスに貼った場合は、
ドアやウインドウを開けたまま放
置しないでください。
直射日光が曲面ガラスの内側に反
射し、レンズの働きをして火災に
つながるおそれがあり危険です。

●車から離れるときは、必ずパーキ
ングブレーキをかけ、シフトレ
バーをP（オートマチック車）に
入れ、エンジンを停止し、施錠し
てください。
エンジンがかかっているあいだは、
車から離れないでください。
パーキングブレーキをかけずにシ
フトレバーをPにした状態では、
車が動き思わぬ事故につながるお
それがあり危険です。

●エンジン回転中またはエンジン停
止直後は排気管にふれないでくだ
さい。
やけどをするおそれがあります。

■仮眠するとき

必ずエンジンを停止してください。
エンジンをかけたまま仮眠すると、
無意識にシフトレバーを動かしたり、
アクセルペダルを踏み込んだりして、
事故やエンジンの異常過熱による火
災が発生するおそれがあります。さ
らに、風通しの悪い場所に停めると、
排気ガスが車内に侵入し、重大な健
康障害におよぶか、最悪の場合死亡
につながるおそれがあります。

■ブレーキをかけるとき

●ブレーキがぬれているときは、普
段よりも注意して走行してくださ
い。
ブレーキがぬれていると、制動距
離が長くなり、ブレーキのかかり
に、左右の違いが出るおそれがあ
ります。また、パーキングブレー
キがしっかりとかからないおそれ
もあります。

●ブレーキ倍力装置が機能しないと
きは、他の車に近付かないでくだ
さい。また、下り坂や急カーブを
避けてください。
この場合ブレーキは作動しますが、
通常よりも強く踏む必要がありま
す。また制動距離も長くなります。
ただちにブレーキの修理を受けて
ください。

●万一エンジンが停止したときは、
ブレーキペダルをくり返し踏まな
いでください。ペダルを踏むたび
に、ブレーキのアシスト力の蓄え
を使い切ってしまいます。
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警告
●ブレーキシステムは２つの独立し
たシステムで構成されており、一
方の油圧システムが故障しても、
もう一方は作動します。この場合、
ブレーキペダルを通常より強く踏
む必要があり、制動距離が長くな
ります。ただちにブレーキの修理
を受けてください。

■万一脱輪したとき

駆動輪が宙に浮いているときは、む
やみに空転させないでください。駆
動系部品の損傷や、車両の飛び出し
による思わぬ事故につながるおそれ
があり危険です。

注意
■運転しているとき（オートマチッ
ク車）

●運転中にアクセルペダルとブレー
キペダルを同時に踏まないでくだ
さい。
アクセルペダルとブレーキペダル
を同時に踏むと、エンジン出力を
抑制する場合があります。

●坂道で停車するために、アクセル
ペダルを使ったり、アクセルペダ
ルとブレーキペダルを同時に踏ん
だりしないでください。

■運転しているとき（マニュアル車）

●運転中にアクセルペダルとブレー
キペダルを同時に踏まないでくだ
さい。
アクセルペダルとブレーキペダル
を同時に踏むと、エンジン出力を
抑制する場合があります。

●クラッチペダルを確実に踏み込ん
でいない状態で、シフトレバーを
操作しないでください。クラッチ
やトランスミッションが損傷する
おそれがあります。

●クラッチの摩耗・損傷を防ぐため、
次のことをお守りください。
クラッチが摩耗・損傷すると、ア
クセルを踏んでも車両が加速しに
くくなったり、最悪の場合車両が
発進できなくなったりします。そ
の場合はトヨタ販売店で点検を受
けてください。

･ シフト操作時以外は、クラッチペ
ダルから足を離して運転する

･ 1速以外での発進は避ける

･ クラッチペダルで車速を調整しな
い

･ シフトレバーをN以外に入れたま
ま停止するときは、クラッチペダ
ルを踏み込んでブレーキを使用す
る

●車両が完全に停止してからRに入れ
てください。
クラッチ・トランスミッション・
ギアに損傷を受けるおそれがあり
ます。

■駐車するとき（オートマチック車）

必ずパーキングブレーキをかけシフ
トレバーをPにしてください。パー
キングブレーキをかけシフトレバー
をPにしておかないと、車が動き出
したり、誤ってアクセルペダルを踏
み込んだときに急発進したりするお
それがあります。
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注意
■部品の損傷を防ぐために

●パワーステアリングモーターの損
傷を防ぐため、ハンドルをいっぱ
いにまわした状態を長く続けない
でください。

●ディスクホイールなどの損傷を防
ぐため、段差などを通過するとき
は、できるだけゆっくり走行して
ください。

■ターボ装置の故障を防ぐために

●高負荷走行直後は、エンジンを停
止しないでください。必ずアイド
ル運転を行い、ターボ装置などを
冷却してからエンジンを停止して
ください。（ P.130）

●排気管・エアクリーナ・スパーク
プラグなどには純正部品または同
等品をお使いください。

●排気管の改造は絶対にしないでく
ださい。

●エンジンが冷えているときは、空
ぶかしや急加速は絶対に行わない
でください。

●定期的なオイル交換を必ず行って
ください。

■走行中にタイヤがパンクしたら

次のようなときはタイヤのパンクや
損傷が考えられます。ハンドルを
しっかり持って徐々にブレーキをか
け、スピードを落としてください。

●ハンドルがとられる

●異常な音や振動がある

●車両が異常に傾く

タイヤがパンクした場合の対処法は
P.333、344 を参照してください。

■冠水路走行に関する注意

大雨などで冠水した道路では、次の
ような重大な損傷を与えるおそれが
あるため、走行しないでください。

●エンストする

●電装品がショートする

●水を吸い込んでのエンジン破損

万一、冠水した道路を走行し、水中
に浸かってしまったときや、泥や砂
に埋もれてしまったときは必ずトヨ
タ販売店で次の点検をしてください。

●ブレーキの効き具合

●エンジン・トランスミッション・
クラッチ・トランスファー（4WD
車）・ディファレンシャルなどのオ
イルやフルードの量および質の変
化

●プロペラシャフト（4WD車）・各
ベアリング・各ジョイント部など
の潤滑不良
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荷物を積むときの注意

安全で快適なドライブをするた
めに、荷物を積むときは次のこ
とをお守りください。

警告
■積んではいけないもの

次のようなものを積むと引火するお
それがあり危険です。

●燃料が入った容器

●スプレー缶

■荷物を積むとき

次のことを必ずお守りください。
お守りいただかないと、クラッチペ
ダル（マニュアル車）・ブレーキペダ
ル・アクセルペダルを正しく操作で
きなかったり、荷物が視界をさえ
ぎったり、荷物が乗員に衝突したり
して、思わぬ事故につながるおそれ
があり危険です。

●できるだけ荷物はラゲージルーム
に積んでください。

●次の場所には荷物を積まないでく
ださい。

･ 運転席足元

･ 助手席やリヤ席（荷物を積み重ね
る場合）

･ パッケージトレイ

･ インストルメントパネル

･ ダッシュボード

●室内に積んだ荷物はすべてしっか
りと安定させてください。

●シート背もたれより高いものをラ
ゲージルームに積まないでくださ
い。

●後席のシート背もたれを折りたた
んで、寸法が長い荷物を積むとき
は、できるだけ前席シート背もた
れの真うしろには積まないでくだ
さい。

●ラゲージルームに人を乗せないで
ください。乗員用には設計されて
いません。乗員は、適切にシート
ベルトを着用させ、座席に座らせ
てください。

■荷物の重量・荷重のかけ方につい
て

●荷物を積み過ぎないでください。

●荷重を不均等にかけないようにし
てください。

これはタイヤや駆動系部品に負担を
かけるだけでなく、ハンドル操作性
やブレーキ制御の低下により思わぬ
事故につながり、重大な傷害におよ
ぶか、最悪の場合死亡につながるお
それがあります。
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4-2. 運転のしかた

1 パーキングブレーキがかかって
いることを確認するため、パー
キングブレーキスイッチを引く
（ P.149）

メーター内のパーキングブレーキ表示
灯が点灯します。
2 シフトレバーがP（オートマ
チック車）もしくはN（マニュ
アル車）の位置にあることを確
認する

3 ブレーキペダル（オートマチッ
ク車）もしくはクラッチペダル
とブレーキペダル（マニュアル
車）をしっかり踏む

マルチインフォメーションディスプレ
イに とメッセージが表示されま
す。
表示されないと、エンジンは始動しま
せん。
4 エンジンスイッチを短く確実に
押す

短く確実に押せば、押し続ける必要は
ありません。

エンジンが始動するまで最大30秒間
スターターが回転します。

オートマチック車：完全にエンジンが
始動するまでブレーキペダルを踏み続
けてください。

マニュアル車：完全にエンジンが始動
するまでクラッチペダルとブレーキペ
ダルを踏み続けてください。

エンジンスイッチのどのモードからで
もエンジンを始動できます。

知識

■エンジンが始動しないとき

●エンジンイモビライザーシステムが
解除されていない可能性があります。
（ P.72）
トヨタ販売店へご連絡ください。

●始動操作に関するメッセージがマル
チインフォメーションディスプレイ
に表示されている場合は、画面の指
示に従ってください。

■バッテリーがあがったときは

スマートエントリー＆スタートシステ
ムでエンジンを始動することができま
せん。エンジンを始動するには、
P.355を参照してください。

■電子キーの電池の消耗について

P.100

■スマートエントリー＆スタートシス
テムが正常に働かないおそれのある
状況

P.111

■ご留意いただきたいこと

P.111

エンジン（イグニッショ
ン）スイッチ

電子キーを携帯して次の操作を
行うことで、エンジンの始動ま
たはエンジンスイッチのモード
を切りかえることができます。

エンジンをかけるには
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■ステアリングロック機能

●エンジンスイッチをOFF にしたあと
にドアを開閉すると、ステアリング
ロック機能によりハンドルが固定さ
れます。エンジンスイッチを操作す
ると、ステアリングロックは自動で
解除されます。

●ステアリングロックが解除できない
ときは、マルチインフォメーション
ディスプレイに“ハンドルを左右に
回しながらエンジンスイッチを押し
てください”が表示されます。シフ
トレバーがP（オートマチック車）
もしくはN（マニュアル車）にある
ことを確認して、ハンドルを左右に
まわしながらエンジンスイッチを短
く確実に押してください。

●短時間にエンジンの始動・停止をく
り返すと、モーターのオーバーヒー
ト防止のために作動制限することが
あります。その場合は操作を控えて
ください。10秒程度でもとの状態に
もどります。

■電子キーの電池交換

P.306

■エンジンスイッチの操作について

●スイッチを短く確実に押せていない
場合は、モードの切りかえやエンジ
ンの始動ができない場合があります。

●エンジンスイッチOFF 後、すぐに再
始動した場合は、エンジンが始動し
ない場合があります。エンジンス

イッチOFF後の再始動は、数秒待っ
てから操作してください。

■カスタマイズ機能

カスタマイズ機能でスマートエント
リー＆スタートシステムを非作動にし
たときは、P.353を参照してくださ
い。

警告
■エンジンを始動するとき

必ず運転席に座って行ってください。
このとき決してアクセルペダルは踏
まないでください。
思わぬ事故につながり、重大な傷害
におよぶか、最悪の場合死亡につな
がるおそれがあります。

■走行中の警告

エンジンの停止などで車両滑走状態
になったときは、車両が安全な状態
で停止するまでドアを開けたり、
ロック操作をしたりしないでくださ
い。ステアリングロック機能が作動
し、思わぬ事故につながり、重大な
傷害におよぶか、最悪の場合死亡に
つながるおそれがあります。

注意
■エンジンを始動するとき

●エンジンが冷えた状態で空ぶかし
しないでください。

●もしエンジンが始動しにくかった
り、ひんぱんにエンストする場合
は、ただちにトヨタ販売店で点検
を受けてください。

■エンジンスイッチの操作について

エンジンスイッチ操作時に引っかか
りなどの違和感があるときは、故障
のおそれがあります。すみやかにト
ヨタ販売店にご連絡ください。
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オートマチック車
1 車両を完全に停止させる
2 パーキングブレーキをかけて
（ P.149）、シフトレバーをP
の位置にする

メーター内のパーキングブレーキ表示
灯が点灯していることを確認します。
3 エンジンスイッチを押す
エンジンが停止し、メーター表示が消
えます。
4 ブレーキペダルから足を離して
マルチインフォメーションディ
スプレイの“アクセサリー”
や“イグニッション ON”の
表示が消灯していることを確認
する
マニュアル車

1 車両を完全に停止させる
2 パーキングブレーキがマニュア
ルモードのときは、パーキング
ブレーキをかける（ P.149）

メーター内のパーキングブレーキ表示
灯が点灯していることを確認します。
3 シフトレバーをNにする
（ P.145）
4 エンジンスイッチを押す
エンジンが停止し、メーター表示が消
えます。
5 ブレーキペダルから足を離して
マルチインフォメーションディ
スプレイの“アクセサリー”
や“イグニッション ON”の
表示が消灯していることを確認
する

ブレーキペダル（オートマチック
車）もしくはクラッチペダル（マ
ニュアル車）を踏まずにエンジン
スイッチを押すと、モードを切り
かえることができます。（スイッチ

エンジンを停止するには 警告
■緊急時のエンジン停止方法

●走行中にエンジンを緊急停止した
い場合には、エンジンスイッチを
2秒以上押し続けるか、素早く3
回以上連続で押してください。
（ P.316）
ただし、緊急時以外は走行中にエ
ンジンスイッチにふれないでくだ
さい。走行中にエンジンを停止し
てもハンドルやブレーキの操作は
可能ですが、操作力補助がなくな
り、ハンドルとブレーキの操作が
困難になります。安全を確認した
上で、すみやかに道路脇に停車し
てください。

●走行中にエンジンスイッチを操作
すると、マルチインフォメーショ
ンディスプレイに警告メッセージ
が表示され、警告ブザーが鳴りま
す。

●オートマチック車：走行中にエン
ジンを緊急停止したあと、走行中
にエンジンを再始動させる場合は、
シフトレバーをNにし、エンジン
スイッチを押してください。

●マニュアル車：走行中にエンジン
を緊急停止したあと、走行中にエ
ンジンを再始動させる場合は、ク
ラッチペダルを踏み、エンジンス
イッチを押してください。

エンジンスイッチを切りかえる
には
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を押すごとにモードが切りかわり
ます）

1 OFF※

非常点滅灯が使用できます。
2 ACC
オーディオなどの電装品が使用できま
す。
マルチインフォメーションディスプレ
イに“アクセサリー”が表示されま
す。
3 ON
すべての電装品が使用できます。
マルチインフォメーションディスプレ
イに“イグニッション ON”が表示
されます。
※オートマチック車：シフトレバーが
P以外のときはACCになり、OFF
になりません。

知識

■自動電源OFF機能

オートマチック車：シフトレバーがP
にあるとき、20分以上ACCか 1時
間以上ON（エンジンがかかっていな
い状態）にしたままにしておくと、エ
ンジンスイッチが自動でOFF になりま
す。
ただし、自動電源OFF 機能は、バッテ
リーあがりを完全に防ぐものではあり
ません。エンジンがかかっていないと
きは、エンジンスイッチをACC、また
はONにしたまま長時間放置しないで
ください。

マニュアル車：20分以上ACCか 1
時間以上ON（エンジンがかかってい
ない状態）にしたままにしておくと、
エンジンスイッチが自動でOFF になり
ます。
ただし、自動電源OFF 機能は、バッテ
リーあがりを完全に防ぐものではあり
ません。エンジンがかかっていないと
きは、エンジンスイッチをACC、また
はONにしたまま長時間放置しないで
ください。

注意
■バッテリーあがりを防止するため
に

●エンジンがかかっていないときは、
エンジンスイッチをACCまたは
ONにしたまま長時間放置しない
でください。

●エンジンがかかっていないときに、
マルチインフォメーションディス
プレイの“アクセサリー”また
は“イグニッション ON”の表示
が消灯していない場合、エンジン
スイッチがOFFになっていませ
ん。エンジンスイッチをOFFにし
てから車両を離れてください。
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シフトレバーがP以外でエンジン
を停止させた場合、エンジンは停
止しますが、エンジンスイッチの
モードはOFFにはなりません。次
の手順でOFFにしてください。
1 パーキングブレーキがかかって
いることを確認する

2 シフトレバーをPの位置にする
3 マルチインフォメーションディ
スプレイに“アクセサリー”
が表示されていることを確認
し、エンジンスイッチを短く確
実に押す

4 マルチインフォメーションディ
スプレイの“アクセサリー”
または“イグニッション 
ON”の表示が消灯しているこ
とを確認する

★：グレード、オプションなどにより、
装備の有無があります。

※燃費向上や騒音の低減のために、通
常はDポジションを使用してくださ
い。

知識

■リバース警告ブザー

シフトレバーをRに入れるとブザーが
鳴り、Rにあることを運転者に知らせ
ます。

シフトレバーがP以外でエンジ
ンを停止したとき（オートマ
チック車）

注意
■バッテリーあがりを防止するため
に

シフトレバーがP以外でエンジンを
停止させないでください。シフトレ
バーがP以外でエンジンを停止させ
た場合、エンジンスイッチがACC
となるため、そのまま放置すると
バッテリーあがりの原因となります。

オートマチックトランス
ミッション★

目的や状況に応じてシフトポジ
ションを選択してください。

シフトポジションの使用目的に
ついて

シフトポジ
ション 目的および状態

P 駐車またはエンジンの始
動

R 後退

N 動力が伝わらない状態

D 通常走行※

M
10速スポーツシーケン
シャルシフトマチック
モード走行（ P.144）
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■レーダークルーズコントロール（全
車速追従機能付き）★を使って走行し
ているとき

★：グレード、オプションなどにより、
装備の有無があります。

エンジンブレーキを目的に走行モード
をスポーツモードにしても、レーダー
クルーズコントロール（全車速追従機
能付き）が解除されないためエンジン
ブレーキは効きません。（ P.256）

■急発進の抑制について（ドライブス
タートコントロール）

P.130

■G AI-SHIFT について

G AI-SHIFT は、運転者の運転操作と
走行状況により、自動的にスポーツ走
行に適切な変速比を選択します。
G AI-SHIFT は、シフトレバーをDポ
ジションでスポーツモードにしている
とき自動的に作動します（ノーマル
モードにするか、シフトレバーをMポ
ジションにすると機能が解除されま
す）。

■バッテリーを脱着したとき

P.357

：エンジンスイッチがONの状
態で、ブレーキペダルを踏んだま
まシフトレバーのボタンを押しな
がら操作します。※

：シフトレバーのボタンを押し
ながら操作します。

：シフトレバーのボタンを押さ
ずそのまま操作します。
ＰとＤのあいだの操作は、ブレーキ
ペダルを踏み、車を完全に止めてから
行ってください。
※シフトレバーのボタンを押す前にブ
レーキペダルを踏んでください。シ
フトレバーのボタンを始めに押して
もシフトロックは解除されません。

警告
■すべりやすい路面を走行するとき

急なアクセル操作や、シフト操作を
行わないでください。エンジンブ
レーキ力の急激な変化が横すべりや
スピンの原因になりますので注意し
てください。

シフトレバーの動かし方
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知識

■シフトロックシステム

シフトロックシステムは、発進時のシ
フトレバーの誤操作を防ぐシステムで
す。
エンジンスイッチがONでブレーキペ
ダルを踏んだ状態でなければ、シフト
レバーをPからシフトできません。

■シフトレバーをＰからシフトできな
いとき

ブレーキペダルを踏んでいることを確
認してください。
ブレーキペダルを踏んだ状態でシフト
レバーがシフトできない場合、シフト
ロックシステムなどの故障が考えられ
ます。ただちにトヨタ販売店で点検を
受けてください。
ただし一時的な処置として、次の方法
でシフトレバーをシフトすることがで
きます。
シフトロックの解除のしかた：
1 パーキングブレーキをかける
2 エンジンスイッチをOFFにする
3 ブレーキペダルを踏む
4 マイナスドライバーなどを使ってカ
バーを取りはずす
傷が付くのを防ぐため、マイナスド
ライバーの先端に布などを巻いて保
護してください。

5 シフトロック解除ボタンを押しなが
らシフトレバーのボタンを押す

ボタンを押しているあいだは、レ
バーをシフトできます。

P.256

シフトレバーをＤの位置で走行
中、パドルシフトスイッチを操作
することにより任意の変速段を選
択することができます。この場合、
シフトポジション・シフトレンジ
表示灯にＤが点灯し、変速段が表
示されます。

警告
■シフトロック解除時の事故を防ぐ
ために

シフトロック解除ボタンを押すとき
は、必ずパーキングブレーキをかけ
ブレーキペダルを踏んでください。
誤ってアクセルペダルを踏んでいる
と、シフトロック解除ボタンを押し
てシフトレバーを操作したときに、
車が急発進して思わぬ事故につなが
り、重大な傷害におよぶか最悪の場
合死亡につながるおそれがあります。

走行モードの選択

一時的な10速スポーツシーケ
ンシャルシフトマチックモード
について（パドルシフトスイッ
チ装着車）
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1 シフトアップ
2 シフトダウン
D1からD10レンジのあいだで選択
されている変速段がメーターに表示さ
れます。

知識

■変速段機能

●エンジンブレーキ力は、10段階から
選択が可能です。

●シフトレンジの数字が小さい方がエ
ンジンブレーキ力は大きくなり、エ
ンジン回転数も高くなります。

■Dポジションでの一時的な10速ス
ポーツシーケンシャルシフトマチッ
クモードの解除（パドルシフトス
イッチ装着車）

次のとき、自動的にDポジションでの
一時的な10速スポーツシーケンシャ
ルシフトマチックモードが解除されま
す。

●停車状態のとき

●同一変速段で、アクセルペダルを一
定時間以上踏み続けたとき

●アクセルペダルを大きく踏みこんだ
とき

●シフトレバーをD以外にしたとき

●パドルシフトスイッチの“+”側を一
定時間以上押し続けたとき

シフトレバーをMポジションにす
ると、10速スポーツシーケン
シャルシフトマチックモードに切
りかわります。シフトレバーまた
はパドルシフトスイッチ（パドル
シフトスイッチ装着車）の操作で
思い通りの変速段を選択し、運転
することができます。シフトレ
バーまたはパドルシフトスイッチ
の“－”側または“＋”側の
操作で変速段を選択することがで
きます。

1 シフトアップ
2 シフトダウン
シフトレバーまたはパドルシフトス
イッチを操作するごとに1速ずつ変速
します。
M1からM10の中で選択した変速段
がメーターに表示されます。

Mポジションで走行しているとき
でも、エンジン回転数が上がりす
ぎそうなとき、または下がりすぎ

10速スポーツシーケンシャルシ
フトマチックモードでの変速段
切りかえ
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そうなときは、自動的に変速段が
切りかわる場合があります。

知識

■変速段機能

●エンジンブレーキ力は、10段階から
選択が可能です。

●シフトレンジの数字が小さい方がエ
ンジンブレーキ力は大きくなり、エ
ンジン回転数も高くなります。

■Mポジションで走行中に停車したと
きは

●停車すると自動的にM1にシフトダウ
ンされます。

●停止後走行するときはM1からの発進
となります。

●停車後はM1に固定されます。

■シフトダウン制限警告ブザー（10速
スポーツシーケンシャルシフトマ
チックモード走行時）

安全や走行性能を確保するため、シフ
トダウン操作には制限があり、シフト
レバーまたはパドルシフトスイッチ
（パドルシフトスイッチ装着車）を操作
してもシフトダウンできない場合があ
ります。（このときブザーが2回鳴りま
す）

■シフトレバーをMにしても、M表示
灯が点灯しないときまたは点滅した
ときは

システム異常のおそれがあります。た
だちにトヨタ販売店で点検を受けてく
ださい。
この場合、シフトレバーをDにしてい
るときと同じ制御になります。

★：グレード、オプションなどにより、
装備の有無があります。

■ シフト操作のしかた

1 クラッチペダルをしっかり踏む
2 シフトレバーを希望のシフト位
置に入れる

シフト操作は一段ずつ行ってくださ
い。
3 クラッチペダルから徐々に足を
離す

シフトレバーがRに入りにくいとき
は、シフトレバーをNに入れ、クラッ
チペダルを踏み直してから、再度シフ
ト操作してください。

マニュアルトランスミッ
ション★

操作のしかた
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■ Rへのシフト操作
プルカラーを引き上げながら、Ｒ
に入れます。

知識

■各シフトの速度限界

エンジンを過回転させないために各シ
フト位置での速度が次に記載してある
数値をこえないようにしてください。

iMTは、クラッチペダルとシフト
レバーの操作を検知し、シフト操

シフト位置 最高速度（km/h）

1 48

2 88

3 137

注意
■損傷を防ぐために

シフト操作時は次のことを必ずお守
りください。
お守りいただかないと、エンジン、
トランスミッションやクラッチを損
傷させるおそれがあります。

●クラッチペダルを踏まずにシフト
レバーをRに入れないでください。

●Rへシフトするとき以外は、プルカ
ラーを上へ引かないでください。

●Rへシフトするときは、車が停止し
た状態でおこなってください。

●シフト操作時以外は、シフトレ
バーから手を離してください。

●エンジンを過回転させないよう、
シフト操作は一段ずつ行ってくだ
さい。

●クラッチペダルを一気に離す操作
はしないでください。

iMT（インテリジェントマニュア
ルトランスミッション）
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作時のエンジン回転数を適切に制
御することで、スムーズな変速を
支援します。変速ショックを軽減
することで、曲がりくねった道や
登降坂路などでも軽快な変速が行
えます。
次のいずれかのモードのとき iMT
表示灯（緑）が点灯し、iMTが作
動可能状態になります。
（ P.256）
AVS 非装着車

● スポーツモード
AVS装着車

● スポーツSモード
● スポーツS＋モード

知識

■ iMT が正常に作動しないおそれのあ
る状況

次のような状態では、iMTが正常に作
動しないおそれがありますが、故障で
はありません。

●クラッチペダルをしっかり踏み込ん
でいない

●クラッチペダルから足を完全に離し
ていない

●シフトレバーがＮの状態で走行中に
シフト操作をした

●クラッチペダルを踏み込んでから、
シフトレバーを操作するまでの間隔
があいている

シフト操作後、クラッチペダルから足
を完全に離さずに次のシフト操作をす
ると、iMTは作動しません。iMTを作
動させるには、クラッチペダルから足
を完全に離した後、シフト操作してく
ださい。

■ iMT 表示灯（橙）が点灯したとき

システムが一時的に作動しない、また
はシステムに異常があるおそれがあり
ます。トヨタ販売店で点検を受けてく
ださい。

警告
■安全にお使いいただくために

iMT は、シフト操作のミスやエンジ
ンの過回転を防止するシステムでは
ありません。状況によっては、シス
テムが作動せず、スムーズに変速で
きないことがあります。システムに
過度に依存すると、思わぬ事故につ
ながるおそれがあり危険です。
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レバー操作により、次のように運
転者の意思を表示することができ
ます。

1 左折
2 左側へ車線変更
（レバーを途中で保持）

レバーを離すまで左側方向指示灯が点
滅します。
3 右側へ車線変更
（レバーを途中で保持）

レバーを離すまで右側方向指示灯が点
滅します。
4 右折

知識

■作動条件

エンジンスイッチがONのとき

■表示灯の点滅が異常に速くなったと
き

方向指示灯の電球が切れていないか確
認してください。

方向指示レバー

操作のしかた
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■ マニュアルモード
手動でパーキングブレーキをかけ
る・解除することができます。

1 スイッチを引き、パーキングブ
レーキをかける

作動後、パーキングブレーキ表示灯と
パーキングブレーキランプが点灯しま
す。
緊急時、走行中にパーキングブレーキ
をかける必要があるときは、スイッチ
を引き続けてください。

2 スイッチを押し、パーキングブ
レーキを解除する

･ ブレーキペダルを踏みながら操作し
てください。
･ パーキングブレーキ自動解除機能に
より、アクセルペダルを踏むことで
パーキングブレーキを解除すること
ができます。アクセルペダルを踏む
ときはゆっくり踏んでください。
解除後、パーキングブレーキ表示灯と
パーキングブレーキランプが消灯しま
す。

■ オートモードをONにする
停車中に、オートマチック車では
マルチインフォメーションディス
プレイにメッセージ が出るまで、
マニュアル車ではAUTO EPB 
OFF 表示灯 が消灯するまでス
イッチを引き続ける

オートモードをONにすると、
パーキングブレーキが次のように
作動します。
オートマチック車

● シフトレバーをPからP以外にす
ると、パーキングブレーキが解
除され、パーキングブレーキ表
示灯とパーキングブレーキラン
プが消灯します。

● シフトレバーをP以外からPにす
ると、パーキングブレーキがか

パーキングブレーキ

自動または手動でパーキングブ
レーキをかける・解除すること
ができます。

オートモードのときは、パーキ
ングブレーキが自動で作動しま
す。また、オートモードのとき
でも手動でパーキングブレーキ
をかける・解除することができ
ます。

操作のしかた
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かり、パーキングブレーキ表示
灯とパーキングブレーキランプ
が点灯します。

シフトレバーは、停車した状態で
ブレーキペダルを踏みながら操作
してください。
急なシフトレバー操作を行うと、オー
トモードが作動しない場合がありま
す。
その場合、手動でパーキングブレーキ
を操作してください。（ P.149）

マニュアル車
エンジンを停止すると、パーキン
グブレーキがかかり、パーキング
ブレーキ表示灯とパーキングブ
レーキランプが点灯します。
■ オートモードをOFF にする
停車中にブレーキペダルを踏みな
がら、オートマチック車ではマル
チインフォメーションディスプレ
イにメッセージ が出るまで、マ
ニュアル車ではAUTO EPB OFF
表示灯 が点灯するまでスイッチ
を押し続ける

知識

■パーキングブレーキの作動

●エンジンスイッチがON以外では、
パーキングブレーキスイッチによる
解除はできません。

●エンジンスイッチがON以外では、
オートモードによる作動（かける・
解除する［オートマチック車］）はで
きません。

■パーキングブレーキ自動解除につい
て

次の条件をすべて満たしたとき、アク
セルペダルを踏むことによりパーキン
グブレーキを解除することができます。

●運転席ドアが閉まっているとき

●運転席シートベルトを着用している
とき

●シフトレバーが前進もしくは後退の
位置にある

●エンジン警告灯やブレーキ警告灯が
消灯している

アクセルペダルを踏んでもパーキング
ブレーキが解除しない場合は、手動で
解除してください。

■マルチインフォメーションディスプ
レイに“EPBが連続で操作されまし
た しばらくお待ちください”と表示
されたときは

短時間に作動をくり返すと、システム
過熱防止のために作動制限することが
あります。その場合は、操作を控えて
ください。1分程度でもとの状態にも
どります。

■マルチインフォメーションディスプ
レイに“EPB動作が途中で停止しま
した”または“EPB現在使用でき
ません”と表示されたときは

パーキングブレーキスイッチを操作し
てください。何度か操作しても表示が
消えない場合は、システムに異常があ
るおそれがあります。トヨタ販売店で
点検を受けてください。
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■パーキングブレーキの作動音

パーキングブレーキが作動するとき、
モーターの音（“ウィーン”という
音）が聞こえることがありますが、異
常ではありません。

■パーキングブレーキ表示灯について

●パーキングブレーキをかけたとき、
エンジンスイッチのモードによって、
次のようにパーキングブレーキ表示
灯が点灯します。
ON：パーキングブレーキを解除する
まで点灯します。
ON以外：約15秒間点灯します。

●パーキングブレーキをかけた状態で
エンジンスイッチをOFF にしたと
き、パーキングブレーキ表示灯が約
15秒間点灯したままになりますが、
異常ではありません。

■パーキングブレーキスイッチが故障
したとき

自動的にオートモードがONになりま
す。

■駐車するとき

P.128

■パーキングブレーキ未解除警告ブ
ザー

パーキングブレーキをかけたまま走行
すると、警告ブザーが鳴り、マルチイ
ンフォメーションディスプレイに
“EPBがロックされています”と表
示されます（車速が5km/hをこえた
とき）

■ブレーキ警告灯が点灯したとき

P.324

■冬季のパーキングブレーキの使用に
ついて

P.263

警告
■駐車するとき

お子さまだけを車の中に残したまま
にしないでください。お子さまが
誤ってパーキングブレーキを解除し、
車が動き出して思わぬ事故につなが
り、重大な傷害におよぶか、最悪の
場合死亡につながるおそれがありま
す。

■パーキングブレーキスイッチにつ
いて

パーキングブレーキスイッチの周辺
にものを置かないでください。もの
とスイッチが干渉して、思わぬパー
キングブレーキの作動につながるお
それがあります。

注意
■駐車するとき

車から離れるときは、パーキングブ
レーキをかけ、シフトレバーをP
（オートマチック車）もしくはN（マ
ニュアル車）にし、車が動かないこ
とを確認してください。（ P.128）

■システムに異常が発生したら

安全な場所に車を停め、警告メッ
セージを確認してください。

■故障などでパーキングブレーキが
解除できないとき

パーキングブレーキがかかったまま
走行すると、ブレーキ部品が過熱し、
ブレーキの効きが悪くなったり、早
く摩耗したりするおそれがあります。
この場合は、ただちにトヨタ販売店
で点検を受けてください。
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スイッチを押して、ブレーキホー
ルドシステムをONにする
ブレーキホールドスタンバイ表示灯
（緑） が点灯します。ブレーキ保持中
はブレーキホールド作動表示灯（黄）
が点灯します。

知識

■システムの作動条件

次のときはブレーキホールドシステム
をONにできません。

●運転席ドアが閉まっていない

●運転席シートベルトを着用していな
い

ブレーキホールドシステムがONのと
きに上記いずれかを検出したときは、
システムがOFF になり、ブレーキホー
ルドスタンバイ表示灯（緑）が消灯し
ます。ブレーキ保持中に検出した場合
は、さらに警告音と共にマルチイン
フォメーションディスプレイにメッ
セージが表示され、自動的にパーキン
グブレーキがかかります。

■ブレーキ保持について

●ブレーキ保持中にブレーキペダルが
踏まれていない状態が約3分継続す
ると、自動的にパーキングブレーキ
がかかります。このときはブザーが
鳴り、マルチインフォメーション
ディスプレイにメッセージが表示さ
れます。

●急坂路ではブレーキ保持できないこ
とがあり、その場合運転者が、ブ
レーキをかける必要があります。こ
のときブザーが鳴り、マルチイン
フォメーションディスプレイにメッ
セージが表示されます。表示された
画面の指示に従ってください。

ブレーキホールド

● オートマチック車
シフトレバーがD・MまたはN
でブレーキホールドシステムが
ONのとき、ブレーキペダルを
踏んで停車するとブレーキがか
かったまま保持されます。シフ
トレバーがDまたはMのとき、
アクセルペダルを踏むと同時に
解除され、スムーズに発進でき
ます。
● マニュアル車
シフトレバーが前進側のシフト
ポジションまたはNでブレーキ
ホールドシステムがONのとき、
ブレーキペダルを踏んで停車す
るとブレーキがかかったまま保
持されます。シフトレバーが前
進側のシフトポジションのとき、
アクセルペダルを踏むと同時に
解除され、スムーズに発進でき
ます。

システムを作動させるには
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●ブレーキ保持中にシステムをOFF に
するときは、ブレーキペダルをしっ
かり踏み、もう一度スイッチを押し
てください。

■ブレーキ保持中にパーキングブレー
キが自動的にかかったとき

発進時は次のいずれかの操作でパーキ
ングブレーキを解除してください。

●運転席シートベルトを着用した状態
でアクセルペダルを踏む

●ブレーキペダルを踏みながら、パー
キングブレーキスイッチを操作して
手動で解除する

操作したあとパーキングブレーキ表示
灯が消灯したことを確認してください。
（ P.324）

■トヨタ販売店で点検が必要なとき

ブレーキホールドシステムの作動条件
を満たしているときに、ブレーキホー
ルドスイッチを押してもブレーキホー
ルドスタンバイ表示灯（緑）が点灯し
ないときはシステムの異常が考えられ
ます。ただちにトヨタ販売店で点検を
受けてください。

■マルチインフォメーションディスプ
レイに”BrakeHold 故障”が表示
されたときは

システムに異常があるおそれがありま
す。ただちにトヨタ販売店で点検を受
けてください。

■警告メッセージ・警告ブザーについ
て

操作に関して注意が必要な場合や、シ
ステムに異常が発生したときには、警
告メッセージ・警告ブザーで注意をう
ながします。マルチインフォメーショ
ンディスプレイに警告メッセージが表
示されたときは、表示された画面の指
示に従ってください。

■ブレーキホールド作動表示灯（黄）
が点滅したときは

P.324

警告
■急坂路では

急坂路でブレーキホールドシステム
を使用するときは注意してください。
急坂路ではブレーキホールドシステ
ムにてブレーキを保持できないこと
があります。

■すべりやすい路面では

タイヤのグリップ限界をこえて停車
させることはできません。すべりや
すい路面での使用は控えてください。

注意
■駐車するとき

ブレーキホールドは長時間駐車する
ための機能ではありません。ブレー
キ保持中にエンジンスイッチをOFF
にすると、保持が解除されて車が動
き出す場合があります。エンジンス
イッチを操作するときは、ブレーキ
ペダルを踏み、パーキングブレーキ
をかけ、シフトレバーをP（オート
マチック車）またはN（マニュアル
車）にしてください。
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4-3. ランプのつけ方・ワイパーの使い方

1 ヘッドランプ・LEDデイラ

イト★（ P.154）・車幅灯な
どを自動点灯・消灯

2 車幅灯・尾灯・番号灯・イ
ンストルメントパネルランプを
点灯

3 上記ランプとヘッドランプ
を点灯

4 消灯
★：グレード、オプションなどにより、
装備の有無があります。

知識

■AUTOモードの作動条件

エンジンスイッチがONのとき

■LED デイライト★

日中での走行時、自車が他の運転者か
ら見やすくなるように、エンジン始動
後、パーキングブレーキを解除して、

ランプスイッチを にすると、LED

デイライトが自動で点灯します。（車幅
灯より明るく点灯します。）
LEDデイライトは夜間の使用を意図し
たものではありません。
★：グレード、オプションなどにより、
装備の有無があります。

■ライトセンサー

センサーの上にものを置いたり、セン
サーをふさぐようなものをウインドウ
ガラスに貼らないでください。周囲か
らの光がさえぎられると、自動点灯・
消灯機能が正常に働かなくなります。

■ランプ消し忘れ防止機能

エンジンスイッチをACC またはOFF
にして運転席ドアを開けるとすべての
ランプが自動的に消灯します。

再びランプを点灯する場合は、エンジ
ンスイッチをONにするか、一度ラン

プスイッチを または にもどし、

再度 または の位置にします。

■ランプ消し忘れ警告ブザー

ヘッドランプ・尾灯が点灯している状
態で運転席ドアを開けると、ランプ類
の消し忘れを警告するブザーが鳴りま
す。

ランプスイッチ

自動または手動でヘッドランプ
などを点灯できます。

操作のしかた
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■ワイパー連動ヘッドランプ点灯機能※

日中での走行時、ランプスイッチが

でワイパーを作動してしばらくす

ると、自車が他車から見やすくなるよ
うにヘッドランプが自動点灯します。
※トヨタ販売店での設定変更が必要で
す。

■節電機能

車両のバッテリーあがりを防止するた
め、エンジンスイッチがACCまたは
OFF の状態でヘッドランプまたは尾灯
が点灯している場合、節電機能が働き
約20分後にすべてのランプが自動消
灯します。次のいずれかを行った場合、
節電機能はいったん解除され、再度節
電機能が働き、約20分後すべてのラ
ンプが自動消灯します。

●エンジンスイッチをONにしたとき

●ランプスイッチを操作したとき

●ドアまたはバックドアを開閉したと
き

■カスタマイズ機能

機能の一部は、設定を変更することが
できます。（ P.370）

1 ヘッドランプ点灯時ハイビーム
に切りかえ

レバーをもとの位置へもどすとロー
ビームにもどります。
2 レバーを引いているあいだ、ハ
イビームを点灯

ランプが消灯していても、ハイビーム
が点灯します。レバーを離すと、ロー
ビームにもどる、または消灯します。

乗車人数や荷物の量などによる車
の姿勢の変化に合わせて、ヘッド
ランプの光軸を調整することがで
きます。

1 上向きに調整
2 下向きに調整

注意
■バッテリーあがりを防止するため
に

エンジンを停止した状態でランプ類
を長時間点灯しないでください。

ハイビームにするには

手動光軸調整ダイヤル
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■ 目盛り設定の目安

1 オートマチックハイビームス
イッチを押す

2 ランプスイッチを または

にし、レバーを前方へ押す

乗員と荷物の条件 ダイヤル位
置乗員 荷物

運転者 なし 0

運転者と助
手席乗員 なし 0

全乗員 なし 1.5

全乗員
ラゲージ
ルーム満載
時

3

運転者
ラゲージ
ルーム満載
時

4.5

オートマチックハイビーム

オートマチックハイビームは、
フロントウインドウガラス上部
に設置されたカメラセンサーに
より前方車両のランプや街路灯
などの明るさを判定し、自動的
にハイビームとロービームを切
りかえます。

警告
■安全にお使いいただくために

オートマチックハイビームを過信し
ないでください。運転者は常に自ら
の責任で周囲の状況を把握し、安全
運転を心がけ、必要に応じて手動で
ハイビームとロービームを切りかえ
てください。

■オートマチックハイビームの誤作
動を防ぐために

荷物を積み過ぎないでください。

オートマチックハイビームを使
うには
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オートマチックハイビームが作動する
と、オートマチックハイビーム表示灯
が点灯します。

知識

■ハイビームとロービームの自動切り
かえ条件

●次の条件をすべて満たすと、ハイ
ビームを点灯します。
･ 車速が約30km/h 以上
･ 車両前方が暗い
･ 前方にランプを点灯した車両がいな
い
･ 前方の道路沿いの街路灯の光が少な
い

●次の条件のいずれかのときはロー
ビームが点灯します。
･ 車速が約25km/h 以下
･ 車両前方が明るい
･ 前方車両がランプを点灯している
･ 前方の道路沿いの街路灯の光が多い

■カメラセンサーの検知について

●次のような状況では、ハイビームが
自動でロービームに切りかわらない
場合があります。
･ 見通しの悪いカーブで対向車と突然
すれ違ったとき
･ 他車が前方を横切ったとき
･ 連続するカーブや中央分離帯、街路
樹などで前方車両が見え隠れすると
き
･ 前方車両が離れた車線から接近して
きたとき

･ 前方車両が無灯火のとき

●前方車両のフォグランプにより、ハ
イビームがロービームに切りかわる
場合があります。

●街路灯や信号・広告などの照明、ま
たは標識・看板などの反射物により
ハイビームがロービームに切りかわ
る場合や、ロービームが継続する場
合があります。

●次の原因により、ハイビームとロー
ビームの切りかえのタイミングが変
化する場合があります
･ 前方車両のランプの明るさ
･ 前方車両の動きや向き
･ 前方車両のランプが片側のみ点灯し
ているとき
･ 前方車両が二輪車のとき
･ 道路の状態（勾配やカーブ、路面状
況など）
･ 乗車人数や荷物の量

●ハイビームとロービームが運転者の
感覚に合わず切りかわる場合があり
ます。

●自転車などの軽車両は検知しない場
合があります。

●次のような状況では、周囲の明るさ
が正確に検知されず、ハイビームが
歩行者や前方車両などの迷惑になる
場合や、ロービームが継続する場合
があります。このような場合は、手
動でハイビームとロービームを切り
かえてください。
･ 悪天候時（霧・雪・砂嵐・大雨など）
･ フロントウインドウガラスが汚れて
いるときや、曇っているとき
･ フロントウインドウガラスにひび割
れや破損があるとき
･ 前方カメラが変形しているときや、
汚れているとき
･ 前方カメラが極端に高温になってい
るとき
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･ 周囲にヘッドランプや尾灯などに似
た光があるとき
･ 前方車両のランプが無灯火のときや、
ランプに汚れや変色があったり光軸
がずれているとき
･ 先行車から水・雪・土埃などの巻き
上げがあるとき
･ 急激な明るさの変化が連続するとき
･ 起伏や段差が多い道路を走行してい
るとき
･ カーブが多い道路を走行していると
き
･ 車両前方に標識やミラーのように光
を強く反射するものがあるとき
･ コンテナなど、先行車の後部が光を
強く反射するとき
･ 自車のヘッドランプが破損または汚
れているとき
･ パンクやけん引などにより車両が傾
いているとき
･ ハイビームとロービームをひんぱん
に切りかえているとき
･ ハイビームの使用に問題がある、ま
たは他の運転者・付近の歩行者の迷
惑になると思われるとき

■ ロービームへの切りかえ
レバーをもとの位置にもどす
オートマチックハイビーム表示灯が消
灯します。

オートマチックハイビームにもどすに
は、再度レバーを前方に押します。

■ ハイビームへの切りかえ
オートマチックハイビームスイッ
チを押す
オートマチックハイビーム表示灯が消
灯し、ハイビーム表示灯が点灯しま
す。

オートマチックハイビームにもどすに
は、再度スイッチを押します。

手動制御に切りかえるには
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★：グレード、オプションなどにより、
装備の有無があります。

リヤフォグランプ装着車
リヤフォグランプを点灯する

操作後に手を離すと の位置までも

どります。再度操作すると消灯しま
す。

フロントフォグランプ装着車

1 消灯する

2 点灯する

フロント＆リヤフォグランプ装
着車

1 消灯する

2 フロントフォグランプを点
灯する

3 フロント＆リヤフォグラン
プを点灯する

フォグランプスイッチ★

雨や霧などの悪天候下での視界
を確保します。

操作のしかた
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3の操作後に手を離すと の位置ま

でもどります。
再度 3の操作をするとリヤフォグラン
プのみ消灯します。

知識

■点灯条件

フロントフォグランプ：ヘッドランプ
または車幅灯が点灯しているときに使
用できます。

リヤフォグランプ：ヘッドランプが点
灯しているときに使用できます。

■リヤフォグランプについて

●リヤフォグランプが点灯していると
きは、メーター内の表示灯が橙色に
点灯します。

●雨や霧などで視界が悪いときに後続
車に自分の車の存在を知らせるため
に使用します。
視界が悪いとき以外に使用すると後
続車の迷惑になる場合があります。
必要なとき以外は使用しないでくだ
さい。

次のようにレバーを操作して、ワ
イパーの作動を選択します。

1 間欠作動（INT）

2 低速作動（LO）

3 高速作動（HI）

ワイパー＆ウォッシャー
（フロント）

レバー操作でワイパーを作動さ
せたり、ウォッシャーを作動さ
せたりすることができます。

注意
■フロントウインドウガラスが乾い
ているとき

ワイパーを使わないでください。
ガラスを傷付けるおそれがあります。

操作のしかた
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4 一時作動（MIST）

間欠作動を選択しているとき、間
欠時間を調整することができます。
（間欠時間調節式ワイパー装着車）

5 間欠ワイパーの作動頻度（増）
6 間欠ワイパーの作動頻度（減）

7 ウォッシャー液を出す
ワイパーが連動して作動します。

知識

■作動条件

エンジンスイッチがONのとき

■ウォッシャー液が出ないとき

ウォッシャー液量が不足していないの
にウォッシャー液が出ないときは、ノ
ズルのつまりを点検してください。

■走行中にエンジンを緊急停止したと
きは

エンジンを停止したときにワイパーが
作動していた場合は、高速作動でワイ

パーの作動が継続します。車両停止後
にエンジンスイッチをONにすると通
常作動を再開し、運転席ドアを開ける
とワイパーの作動を停止します。

警告
■ウォッシャー使用時の警告

寒冷時はフロントウインドウガラス
が暖まるまでウォッシャー液を使用
しないでください。ウォッシャー液
がフロントウインドウガラスに凍り
つき、視界不良を起こして思わぬ事
故につながり、重大な傷害におよぶ
か、最悪の場合死亡につながるおそ
れがあります。

注意
■ウォッシャー液が出ないとき

ウォッシャースイッチを操作し続け
ないでください。
ポンプが故障するおそれがあります。

■ノズルがつまったとき

ノズルがつまったときはトヨタ販売
店へご連絡ください。
ピンなどで取り除かないでください。
ノズルが損傷するおそれがあります。
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次のようにレバーをまわしてワイ
パーの作動を選択します。

1 間欠作動（LO）

2 通常作動（HI）

3 ウォッシャー液を出す
ワイパーが連動して作動します。

知識

■作動条件

エンジンスイッチがONのとき

■ウォッシャー液が出ないとき

ウォッシャー液量が不足していないの
にウォッシャー液が出ないときは、ノ
ズルのつまりを点検してください。

■リバース連動機能

フロントワイパーが作動中、シフトレ
バーをRに入れるとリヤワイパーが１
回作動します。

■バックドア開連動リヤワイパー停止
機能

停車状態でリヤワイパーが作動してい
るときにバックドアを開けると、ワイ
パーの水しぶきが車両の近くにいる人
にかかるのを防ぐためにワイパーの作
動が停止します。バックドアを閉める
と作動を再開します。

ワイパー＆ウォッシャー
（リヤ）

レバー操作でワイパーを作動さ
せたり、ウォッシャーを作動さ
せたりすることができます。

注意
■リヤウインドウガラスが乾いてい
るとき

ワイパーを使わないでください。
ガラスを傷付けるおそれがあります。

操作のしかた

注意
■ウォッシャー液が出ないときは

ウォッシャースイッチを操作し続け
ないでください。
ポンプが故障するおそれがあります。
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注意
■ノズルがつまったときは

ノズルがつまったときはトヨタ販売
店へご連絡ください。
ピンなどで取り除かないでください。
ノズルが損傷するおそれがあります。



164 4-4. 給油のしかた

4-4. 給油のしかた

● ドアとドアガラスを閉め、エン
ジンスイッチをOFF にしてくだ
さい。

● 燃料の種類を確認してください。

知識

■燃料の種類について

●無鉛レギュラーガソリン

●バイオ混合ガソリン（レギュラー）

■バイオ混合ガソリンについて

エタノールの混合率10%以下、また
はETBE の混合率22％以下のガソリ
ン（酸素含有率3.7%以下）を使用す
ることができます。

給油口の開け方

給油する前に

警告
■給油するとき

次のことを必ずお守りください。
お守りいただかないと火災を引き起
こすなど、重大な傷害におよぶか、
最悪の場合死亡につながるおそれが
あります。

●給油前にボデーなどの金属部分に
ふれて体の静電気を除去してくだ
さい。除去したあとは給油が完了
するまで、車内にもどったり、他
の人やものにふれないでください。
また、給油口に静電気を除去して
いない人を近付けないでください。
静電気を帯電した人が給油口に近
付くと、放電による火花で燃料に
引火するおそれがあります。

●キャップはツマミ部分を持ち、
ゆっくりと開けてください。また、
キャップをゆるめたときに、“
シュー”という音がする場合は、
その音が止まるまでキャップを保
持してください。
すぐに開けると、気温が高いとき
などに、給油口から燃料が噴き出
るおそれがあります。

●気化した燃料を吸わないようにし
てください。
燃料の成分には、有害物質を含ん
でいるものもあります。

●喫煙しないでください。

●給油口にノズルを確実に挿入して
ください。

●継ぎ足し給油をしないでください。

●正常に給油できない場合は、スタ
ンドの係員を呼んで指示に従って
ください。

注意
■給油するとき

指定のガソリンを使用してください。
指定以外のガソリンや他の燃料（粗
悪ガソリン・軽油・灯油・高濃度バ
イオ混合ガソリン※）を使用したり、
燃料をこぼしたりしないでください。
次のような状態になるおそれがあり
ます。

●エンジンの始動性が悪くなる

●エンジンからの異音や振動など
（ノッキング）が発生する

●エンジン出力が低下する

●排気制御システムが正常に機能し
ない

●燃料系部品が損傷する
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1 オープナーを上げて、給油扉を
開ける

2 キャップをゆっくりまわして開
け、ハンガーにかける

キャップを“カチッ”と音がす
るまでまわして閉める
手を離すと、キャップが逆方向に少し
もどります。

注意
●塗装が損傷する
※エタノール混合率10%をこえる
もの、または ETBE混合率22％
をこえるもの

給油口を開けるには

給油口の閉め方

警告
■キャップが正常に閉まらないとき

必ずトヨタ販売店へご連絡ください。
正常に閉まらないキャップをそのま
ま使用したり、純正品以外のキャッ
プを使用すると、火災などを引き起
こし、重大な傷害におよぶか、最悪
の場合死亡につながるおそれがあり
ます。
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■ PCS（プリクラッシュセーフ
ティ）
P.171

■ LTA（レーントレーシングアシ
スト）★

P.178
★：グレード、オプションなどにより、
装備の有無があります。

■ LDA（レーンディパーチャーア
ラート［ステアリング制御機能
付き］）★

P.187
★：グレード、オプションなどにより、
装備の有無があります。

■ オートマチックハイビーム
P.156

■ RSA（ロードサインアシスト）
P.195

■ レーダークルーズコントロール
（全車速追従機能付き）★

P.198
★：グレード、オプションなどにより、
装備の有無があります。

■ レーダークルーズコントロール
★

P.206
★：グレード、オプションなどにより、
装備の有無があります。

■ 先行車発進告知機能
P.215

フロントグリルとフロントウイン
ドウガラスにある2種類のセン
サーにより、各運転支援装置に必
要な情報を認識します。

レーダー
前方カメラ

Toyota Safety Sense

Toyota Safety Sense は、次
の運転支援装置によって運転者
を補助し、安全で快適なドライ
ブを支援します。

運転支援装置
警告

■Toyota Safety Sense について

Toyota Safety Sense は運転者の
安全運転を前提としたシステムであ
り、事故被害や運転負荷の軽減に寄
与することを目的としています。

本システムは認識性能・制御性能に
限界があります。システムを過信せ
ず、運転者は常に自らの責任で周囲
の状況を把握し、安全運転を心がけ
てください。

前方センサー
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警告
■レーダーの故障や誤作動を防ぐた
めに

次のことをお守りください。

お守りいただかないと、レーダーが
正常に作動せず、思わぬ事故につな
がり、重大な傷害におよぶか、最悪
の場合死亡につながるおそれがあり
ます。

●レーダーとレーダー専用カバーは
常にきれいにしておく

レーダー

レーダー専用カバー

レーダー前面やレーダー専用カバー
前後面に汚れ・水滴・雪などが付着
した場合は、取り除いてください。

お手入れをする際は、レーダーや
レーダー専用カバーを傷付けないよ
う、やわらかい布を使ってください。

●レーダーやレーダー専用カバー周
辺にアクセサリーを付けたり、ス
テッカー（透明なものを含む）な
どを貼ったりしない

●レーダー周辺への強い衝撃を避け
る

レーダー・フロントグリル・フロン
トバンパーに強い衝撃を受けた際は、
必ずトヨタ販売店で点検を受けてく
ださい。

●レーダーを分解しない

●レーダーやレーダー専用カバーを
改造したり、塗装したりしない

●レーダー・フロントグリル・フロ
ントバンパーの脱着や交換が必要
な場合は、トヨタ販売店にご相談
ください。

■前方カメラの故障や誤作動を防ぐ
ために

次のことをお守りください。

お守りいただかないと、前方カメラ
が正常に作動せず、思わぬ事故につ
ながり、重大な傷害におよぶか、最
悪の場合死亡につながるおそれがあ
ります。

●フロントウインドウガラスは常に
きれいにしておく

･ フロントウインドウガラス外側に
汚れ・油膜・水滴・雪などが付着
した場合は、取り除いてください。

･ フロントウインドウガラスにガラ
スコーティング剤を使用していて
も、前方カメラ前部に水滴などが
付着した場合は、ワイパーでふき
取ってください。

･ フロントウインドウガラス内側の
前方カメラ取り付け部が汚れた場
合は、トヨタ販売店にご相談くだ
さい。
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警告
●フロントウインドウガラスの前方
カメラ前部（図に示す範囲内）に
ステッカー（透明なものを含む）
などを貼り付けない

フロントウインドウガラス上端か
ら前方カメラ下端より下約1cm
まで

約20cm（前方カメラ中心から
左右約10cm）

●前方カメラ前部のフロントウイン
ドウガラスが曇ったり、結露した
り、凍結したりした場合は、エア
コンの機能を使用する（フロント
ウインドウガラスの曇りを取るに
は： P.270）

●前方カメラ前部のフロントウイン
ドウガラスの水滴をワイパーが正
しくふき取れないときは、ワイ
パーゴムまたはワイパーブレード
を交換する

ワイパーゴムまたはワイパーブレー
ドの交換が必要な場合は、トヨタ販
売店にご相談ください。

●フロントウインドウガラスにフィ
ルムを貼らない

●フロントウインドウガラスに傷・
ひびなどが生じた場合は、そのま
ま放置せずに交換する

フロントウインドウガラスの交換が
必要な場合は、トヨタ販売店にご相
談ください。

●前方カメラに液体をかけない

●前方カメラに強い光を照射しない

●前方カメラのレンズを汚したり、
傷を付けたりしない

フロントウインドウガラス内側を掃
除するときは、ガラスクリーナーが
レンズに付着しないようにしてくだ
さい。また、レンズにはふれないで
ください。

レンズに汚れ・傷がある場合は、ト
ヨタ販売店にご相談ください。

●前方カメラに強い衝撃を加えない

●前方カメラの取り付け位置や向き
を変更したり、取りはずしたりし
ない

●前方カメラを分解しない

●インナーミラーなどの前方カメラ
周辺部品や天井を改造しない

●ボンネット・フロントグリル・フ
ロントバンパーに、前方カメラの
視界をさえぎる可能性のあるアク
セサリーを取り付けない

詳しくはトヨタ販売店にご相談くだ
さい。

●ルーフ上に全長の長い荷物（サー
フボードなど）を積むときは、前
方カメラの視界をさえぎらないよ
うにする

●ヘッドランプなどのランプ類を改
造しない
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知識

■レーダーの取り扱い

■マルチインフォメーションディスプレイに警告メッセージが表示されたとき

前方センサーが一時的に作動しない、または異常があるおそれがあります。

●次の状況が改善されると警告メッセージが消え、作動可能状態になります。

対処を行っても警告メッセージが表示されたままの場合はトヨタ販売店にご相談く
ださい。

●次のときは周囲の環境が前方センサーの作動可能状態になれば警告メッセージが
消えます。

周囲の環境が改善されたり、しばらく走行したりしても警告メッセージが表示され
たままの場合はトヨタ販売店にご相談ください。

状況 対処法

前方センサー周辺に汚れや付着物（曇
り、結露、凍結などを含む）があるとき

･ 汚れや付着物を取り除く。

･ 前方カメラ周辺の汚れや付着物の場合
は、ワイパーやエアコンの機能などを
使用する
（フロントウインドウガラスの曇りを
取るには： P.270）

炎天下や極寒の環境など、前方カメラ周
囲の温度などが作動条件外のとき

炎天下での駐車時など、前方カメラが高
温のときは、エアコンでカメラ周辺の温
度を下げる

特に駐車時に太陽光を反射するサン
シェードなどをフロントウインドウガラ
スに使用すると前方カメラが高温になり
やすくなります。

極寒での駐車時など、前方カメラが低温
のときは、エアコンで前方カメラ周辺の
温度を上げる

ボンネットが開いているときや、フロン
トウインドウガラスの前方カメラ前部に
ステッカーが貼り付けられているときな
ど、前方カメラの前方がさえぎられてい
るとき

ボンネットを閉じる、またはステッカー
を剥がすなど、前方カメラの視界がさえ
ぎられないようにする
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･ 炎天下や極寒の環境など、レーダー周囲の温度などが作動条件外のとき
･ 暗闇・逆光・雪・霧など、前方カメラが周囲の状況を認識できないとき
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システムは次のものを作動対象と
して検出しています。
● 車両
● 自転車運転者
● 歩行者

■ 衝突警報
衝突の可能性が高いとシステムが
判断したとき、“ピピピ・・・”
とブザー音が鳴り、マルチイン
フォメーションディスプレイに
メッセージを表示し、回避操作を
うながします。

■ プリクラッシュブレーキアシス
ト

衝突の可能性が高いとシステムが
判断したとき、ブレーキペダルが
踏まれる強さに応じてブレーキ力
を増強します。
■ プリクラッシュブレーキ
衝突の可能性が高いとシステムが
判断したときは、ブレーキが自動
でかかり、衝突回避を支援、ある
いは衝突被害の低減に寄与します。

■ サスペンションコントロール★

衝突の可能性が高いとシステムが
判断したとき、AVS（ P.258）
によってショックアブソーバーの
減衰力を制御することで、安定し
た車両姿勢の維持に寄与します。
★：グレード、オプションなどにより、
装備の有無があります。

PCS（プリクラッシュ
セーフティ）

進路上の作動対象（ P.171）
を前方センサーで検出し、衝突
の可能性が高いとシステムが判
断したときに、警報やブレーキ
力制御により運転者の衝突回避
操作を補助します。また、衝突
の可能性がさらに高まったと判
断したときは、自動的にブレー
キを作動させることで、衝突回
避を支援、あるいは衝突被害の
軽減に寄与します。

必要に応じて、プリクラッシュ
セーフティのON/OFF や、警報
タイミングを切りかえることが
できます。（ P.173）

システムの作動対象

機能一覧
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警告
■安全にお使いいただくために

●安全運転を行う責任は運転者にあ
ります。常に周囲の状況を把握し、
安全運転に努めてください。
プリクラッシュセーフティを日常
のブレーキ操作のかわりには絶対
に使用しないでください。本シス
テムはあらゆる状況で衝突を回避
または衝突の被害を軽減するもの
ではありません。システムに頼っ
たり、安全を委ねる運転をしたり
すると思わぬ事故につながり、重
大な傷害におよぶか、最悪の場合
死亡につながるおそれがあります。

●プリクラッシュセーフティは衝突
回避を支援、あるいは衝突被害の
軽減に寄与することを目的として
いますが、その効果はさまざまな
条件によりかわります。そのため、
常に同じ性能を発揮できるもので
はありません。
次の項目をお読みいただき、シス
テムを過信せず安全運転に努めて
ください。

･ 衝突の可能性が高くなくてもシス
テムが作動するおそれがあると
き： P.175

･ システムが正常に作動しないおそ
れがあるとき： P.176

●お客様ご自身でプリクラッシュ
セーフティの作動テストを行わな
いでください。
対象（マネキンや段ボールで作動
対象を模したものなど）や状況に
よってはシステムが正常に作動せ
ず、思わぬ事故につながるおそれ
があります。

■プリクラッシュブレーキについて

●プリクラッシュブレーキが作動し
たときは、強いブレーキがかかり
ます。

●プリクラッシュブレーキの作動に
より車両が停止したときは、約2
秒後にプリクラッシュブレーキが
解除されます。必要に応じて運転
者自らブレーキをかけてください。

●プリクラッシュブレーキは運転者
の操作状態によっては作動しませ
ん。運転者がアクセルペダルを強
く踏んでいたり、ハンドルを操作
したりしていると、場合によって
は運転者の回避操作とシステムが
判断し、プリクラッシュブレーキ
が作動しない場合があります。

●プリクラッシュブレーキ作動中に、
アクセルペダルを強く踏んだり、
ハンドルを操作したりすると、場
合によっては運転者の回避操作と
システムが判断し、プリクラッ
シュブレーキの作動が解除されま
す。

●ブレーキペダルを踏んでいるとき
は、運転者の回避操作とシステム
が判断し、プリクラッシュブレー
キの作動開始タイミングが遅れる
場合があります。

■プリクラッシュセーフティをOFF
にするとき

次のときは、システムをOFFにして
ください。
システムが正常に作動せず、思わぬ
事故につながり、重大な傷害におよ
ぶか、最悪の場合死亡につながるお
それがあります。

●けん引されるとき

●けん引するとき
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■ プリクラッシュセーフティの
ON／OFFを変更する

マルチインフォメーションディス
プレイの （ P.370）から、プ
リクラッシュセーフティのON
（作動）／OFF（非作動）を変更
することができます。

エンジンスイッチがONになるとシス
テムはONになります。

システムをOFFにすると、PCS
警告灯が点灯し、マルチインフォ
メーションディスプレイにメッ
セージが表示されます。

■ 衝突警報の作動タイミングを変
更する

マルチインフォメーションディス
プレイの （ P.370）から、衝
突警報の作動タイミングを変更す
ることができます。
変更した作動タイミングはエンジンス
イッチをOFF にしても継続しますが、
プリクラッシュセーフティをOFF か
らONの状態にすると「中間」に戻り
ます。

警告
●トラック・船舶・列車などに積載
するとき

●車両をリフトで上げ、エンジンを
始動しタイヤを空転させるとき

●点検でシャシーダイナモやフリー
ローラーなどを使用するとき

●事故などにより、フロントバン
パーやフロントグリルに強い衝撃
が加わったとき

●事故や故障で自車の走行が不安定
なとき

●オフロード走行やスポーツ走行を
するとき

●タイヤの空気圧が適正でないとき

●著しく摩耗したタイヤを装着して
いるとき

●メーカー指定サイズ以外のタイヤ
を装着しているとき

●タイヤチェーンを装着していると
き

●応急用タイヤやタイヤパンク応急
修理キットを使用しているとき

●車両に前方センサーをさえぎるよ
うな装備品（除雪装置など）を一
時的に取り付けているとき

プリクラッシュセーフティの設
定変更
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1 早い
2 中間

初期設定
3 遅い

知識

■システムの作動条件

プリクラッシュセーフティがONで、前方の作動対象と衝突の可能性が高いとシス
テムが判断したときに作動します。
各機能の作動速度は次のとおりです。

●衝突警報

●プリクラッシュブレーキアシスト

●プリクラッシュブレーキ

ただし、次のときシステムは作動しません。

●バッテリー端子を脱着したあと、しばらく走行するまでのあいだ

●シフトレバーがRのとき

●VSCが OFFのとき（衝突警報のみ作動可能状態になります）

■作動対象の検出

大きさ・輪郭・動きなどから検出しま
す。
周囲の明るさや、作動対象の動き・姿
勢・角度などによっては、作動対象を
検出できず、システムが正常に作動し
ないおそれがあります。（ P.176）
図は作動対象として検出する対象のイ
メージです。

作動対象 自車速度 相対速度

車両 約10 ～ 180km/h 約 10 ～ 180km/h

自転車運転者・歩行者 約10 ～ 80km/h 約 10 ～ 80km/h

作動対象 自車速度 相対速度

車両 約30 ～ 180km/h 約 30 ～ 180km/h

自転車運転者・歩行者 約30 ～ 80km/h 約 30 ～ 80km/h

作動対象 自車速度 相対速度

車両 約10 ～ 180km/h 約 10 ～ 180km/h

自転車運転者・歩行者 約10 ～ 80km/h 約 10 ～ 80km/h
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■プリクラッシュブレーキの作動解除

プリクラッシュブレーキ作動中に次の
操作をすると、プリクラッシュブレー
キの作動が解除される場合があります。

●アクセルペダルを強く踏み込む

●ハンドルを大きくきる、またはすば
やく操作する

■衝突の可能性が高くなくてもシステ
ムが作動するおそれがあるとき

●例えば次のような状況では、システ
ムが衝突の可能性が高いと判断し、
作動するおそれがあります。
･ 作動対象などのすぐそばを通過する
とき
･ 車線を変更して作動対象などを追い
こすとき
･ 進路変更時や曲がりくねった道を走
行時など、自車前方の隣車線や路側
に作動対象が存在するとき

･ 作動対象などに急接近したとき
･ 道路脇の作動対象や物体（ガード
レール・電柱・木・壁など）などに
近付いたとき
･ カーブ入り口の道路脇に作動対象や
物体などが存在するとき

･ 自車の前方に作動対象との区別がつ
きにくい模様・ペイントがあるとき
･ 自車の前方に水・雪・土ぼこりなど
の巻き上げがあるとき
･ 車線変更や右左折している作動対象
などを追い抜くとき

･ 右左折待ちの作動対象などとすれ違
うとき

･ 作動対象などが自車進路内に入る手
前で停止したとき
･ 路面にうねり・凹凸があるときなど、
車両姿勢が変化しているとき
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･ 構造物に囲まれた道（トンネルや鉄
橋など）を走行するとき
･ 自車の前方に金属物（マンホール・
鉄板など）・段差・突起物があるとき
･ 道路上方に物体（道路標識や看板な
ど）がある場所を走行するとき

･ ETCゲートや駐車場のゲートなどの
開閉バーに接近したとき
･ 洗車機を使用するとき
･ 自車に覆い被さるような障害物（生
い茂った草・垂れ下がった枝・垂れ
幕など）がある場所を走行するとき

･ 自車の前方に水蒸気や煙などがある
とき
･ 電波の反射が強い物体（大型トラッ
ク・ガードレールなど）の横を走行
するとき
･ テレビ塔・放送局・発電所など、強
い電波やノイズが発生する場所の近
くを走行するとき

■システムが正常に作動しないおそれ
があるとき

●例えば次のような状況では、前方セ
ンサーが作動対象を検出できず、シ
ステムが正常に作動しないおそれが
あります。

･ 自車に向かって作動対象が近付いて
くるとき
･ 自車や作動対象がふらついていると
き
･ 作動対象が急な動きをしたとき（急
ハンドル・急加速・急減速など）
･ 作動対象に急接近したとき
･ 作動対象が自車の中心軸からずれて
いるとき

･ 作動対象が壁やフェンス・ガード
レール・マンホール・路面の鉄板、
他の車両などのそばにいるとき
･ 上方に構造物がある場所の下に作動
対象がいるとき
･ 作動対象の一部が他のもので隠れて
いるとき（大きな荷物や傘、または
ガードレールなど）
･ 作動対象が複数重なっているとき
･ 作動対象が太陽光などの強い光を反
射しているとき
･ 作動対象の色合いが白系統で、極端
に明るく見えるとき
･ 作動対象の色合いや明るさが背景に
溶け込んでいるとき
･ 作動対象が割り込んできたり、飛び
出してきたりしたとき
･ 自車の前方に水・雪・土埃などの巻
き上げがあるとき
･ 自車の正面方向から強い光（太陽光
や対向車のヘッドランプ光など）が
前方カメラにあたっているとき
･ 横向き、または自車方向を向いてい
る前方車両に近付いたとき
･ 前方車両がオートバイのとき
･ 前方車両の全幅が狭いとき（超小型
モビリティなど）
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･ 前方車両の後端面積が小さいとき
（空荷のトラックなど）
･ 前方車両の後端が低い位置にあると
き（低床トレーラーなど）

･ 前方車両の最低地上高が極端に高い
とき

･ 前方車両の荷台から荷物がはみ出し
ているとき
･ 前方車両が特殊な形状のとき（トラ
クター・サイドカーなど）
･ 子供用自転車、大きい荷物を載せた
自転車、2人以上乗車している自転
車、または特殊な形状の自転車
（チャイルドシート装着車・タンデム
自転車など）
･ 歩行者・自転車運転者の大きさが約
1m以下、または約2m以上のとき
･ 歩行者・自転車運転者の全身の輪郭
があいまいなとき（レインコート・
ロングスカートを着用している場合
など）
･ 歩行者・自転車運転者が前かがみに
なっている、またはしゃがんでいる
とき
･ 歩行者・自転車運転者の移動速度が
速いとき
･ 歩行者がベビーカー・車いす・自転
車などを押しているとき

･ 悪天候（雨・霧・雪・砂嵐など）の
とき
･ 自車の前方に水蒸気や煙などがある
とき
･ 周囲が薄暗い（朝方・夕方など）、ま
たは周囲が暗い（夜間やトンネル内
など）など、作動対象が背景に溶け
込んでいるとき
･ 周囲の明るさが急激に変化する場所
を走行するとき（トンネルの出入り
口など）
･ エンジンを始動したあと、走行を開
始してしばらくのあいだ
･ 右左折中および右左折後の数秒間
･ カーブ走行中およびカーブを曲がり
きってからの数秒間
･ 自車が横すべりしているとき
･ 車両姿勢が変化しているとき

･ ホイールアライメントがずれている
とき
･ ワイパーブレードが前方カメラの視
界をさえぎっているとき
･ 過度な高速走行をしているとき
･ 坂道を走行しているとき
･ 前方センサーの向きがずれていると
き

●例えば次のような状況では、制動力
が十分に得られず、システムの性能
を発揮できないおそれがあります。
･ ブレーキ性能が十分に発揮できない
場合（ブレーキ部品が極度に冷えて
いる・過熱している・ぬれているな
ど）
･ 車両の整備状態（ブレーキ部品・タ
イヤの摩耗や空気圧など）が良好で
ないとき
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･ 砂利道やすべりやすい路面を走行し
ているとき

■VSCを停止したとき

●VSCの作動を停止（ P.259）した
ときは、プリクラッシュブレーキア
シスト・プリクラッシュブレーキの
作動も停止します。

●PCS警告灯が点灯し、マルチイン
フォメーションディスプレイに
“VSCがOff のためプリクラッシュ
ブレーキも停止します”が表示され
ます。

★：グレード、オプションなどにより、
装備の有無があります。

LTA（レーントレーシング
アシスト）★

白（黄）線が整備された高速道
路または自動車専用道路を走行
中、車線または走路※からの逸
脱の可能性を警告するとともに、
車線または走路※からの逸脱を
避けるためのハンドル操作の一
部を支援します。また、レー
ダークルーズコントロール（全
車速追従機能付き）の作動中は、
車線維持に必要なハンドルの操
作を支援します。

白（黄）線または走路※を前方
カメラで認識します。また、先
行車を前方カメラやレーダーで
認識します。
※アスファルトと草・土・縁石等の
境界
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警告
■LTA をお使いになる前に

●LTAを過信しないでください。
LTAは自動で運転する装置でも前
方への注意を軽減する装置でもな
いため、運転者は常に自らの責任
で周囲の状況を把握し、ハンドル
操作で進路を修正し、安全運転を
心がけてください。また、長時間
の運転などによる疲労時は適切に
休憩をとってください。

●適切な運転操作をしなかったり、
注意を怠ったりすると、思わぬ事
故につながるおそれがあり危険で
す。

●LTAを使用しないときは、LTAス
イッチでシステムをOFFにしてく
ださい。

■LTA を使用してはいけない状況

次の状況では、LTA スイッチでシス
テムをOFFにしてください。思わぬ
事故につながるおそれがあり危険で
す。

●雨天時や積雪・凍結などで、すべ
りやすい路面を走行しているとき

●雪道を走行しているとき

●水たまりや雨・雪・霧・砂ぼこり
などで白（黄）線が見えにくいと
き

●工事によって規制された車線・仮
設の車線を走行しているとき

●工事区間を走行しているとき

●応急用タイヤ・タイヤチェーンな
どを装着しているとき

●タイヤの残り溝が十分にないとき、
または空気圧が不足しているとき

●メーカー指定のサイズ以外のタイ
ヤを装着しているとき

●高速道路または自動車専用道以外
の車線を走行しているとき

●車両けん引時

■LTAの故障、または誤作動を防ぐ
ために

●ヘッドランプを改造したり、ラン
プの表面にステッカーなどを貼っ
たりしないでください。

●サスペンションなどを改造しない
でください。交換が必要な場合は、
トヨタ販売店にご相談ください。

●ボンネットやグリルの上には、何
も取り付けたり置いたりしないで
ください。また、グリルガード
（ブルバー・カンガルーバーなど）
を取り付けたりしないでください。

●フロントウインドウガラスの修理
が必要な場合は、トヨタ販売店に
ご相談ください。

■機能が正常に作動しないおそれの
ある状況

次のような状況では、各機能が正し
く作動せず車線から逸脱するおそれ
があります。運転者は常に自らの責
任で周囲の状況を把握し、本機能を
過信せずにハンドル操作で進路を修
正してください。

●先行車追従表示中（ P.183）
に、先行車が車線変更したとき
（先行車の動きに合わせて自車も車
線変更するおそれがあります）
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警告
●先行車追従表示中（ P.183）
に、先行車がふらついたとき（先
行車の動きに合わせて自車もふら
ついて走行しレーンをはみ出すお
それがあります）

●先行車追従表示中（ P.183）
に、先行車が車線から逸脱したと
き（先行車の動きに合わせて自車
も車線から逸脱するおそれがあり
ます）

●先行車追従表示中（ P.183）
に、先行車がレーン内を右、また
は左に片寄って走行したとき（先
行車の動きに合わせて自車も片
寄って走行しレーンをはみ出すお
それがあります）

●急カーブを走行しているとき

●路側物に白（黄）線と見間違える
ような構造物や模様があるとき
（ガードレール・縁石・反射ポール
など）

●分岐・合流路などを走行するとき

●道路の修復で、アスファルト修復
後や白（黄）線の跡が残っている
とき

●白（黄）線に平行するような影が
ある、または白（黄）線が影の中
にあるとき

●料金所や検札所の手前や交差点な
ど、白（黄）線がない場所を走行
するとき

●白（黄）線がかすれている、また
はキャッツアイ（道路鋲）や置き
石などがあるとき

●白（黄）線が砂ぼこりなどで見え
ない、または見えにくくなってい
るとき

●雨天・雨上がり・水たまりなどぬ
れた路面を走行しているとき
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■ 車線逸脱警報機能

車両が車線または走路※から逸脱
する可能性がある場合に、マルチ
インフォメーションディスプレイ
の表示および、警報ブザーにより
注意をうながします。
警報ブザーが鳴ったときは、まわりの
道路状況を確認の上、ハンドルを慎重
に操作して、白（黄）線または走路※
内の中央付近にもどってください。

BSM搭載車両：車線逸脱により、と
なりの車線を走行中の車両と衝突する
可能性があるとシステムが判断した場
合、方向指示灯の点滅中も車線逸脱警
報機能が作動します。
※アスファルトと草・土・縁石等の境
界

警告
●車線が黄色のとき（白線にくらべ
て認識率が低下することがありま
す）

●白（黄）線が縁石等の上に引かれ
ているとき

●コンクリート路のような明るい路
面を走行しているとき

●アスファルトと草・土・縁石等の
境界が不明瞭または直線的でない
とき

●照り返しなどにより明るくなった
路面を走行しているとき

●トンネルの出入口など明るさが急
変する場所を走行しているとき

●対向車のヘッドランプ光・太陽光
などが前方カメラに入射している
とき

●坂道を走行しているとき

●左右に傾いた道路やうねった道路
を走行しているとき

●舗装されていない道路や荒れた道
路を走行しているとき

●車線の幅が極端に狭いとき、また
は広いとき

●重い荷物の積載やタイヤ空気圧の
不足などで、車両が著しく傾いて
いるとき

●先行車との車間距離が極端に短く
なったとき

●走行中の路面状況（悪路・道路の
継ぎ目など）により、車両が上下
に大きく揺れているとき

●夜間やトンネル内などでヘッドラ
ンプを点灯していない、またはレ
ンズが汚れて照射が弱いときや、
光軸がずれているとき

●横風を受けているとき

●周辺車両の走行によって発生する
風の影響を受けているとき

●車線変更をした直後、または交差
点を通過した直後

●構造・メーカー・銘柄・トレッド
パターンが異なるタイヤを使用し
たとき

●冬用タイヤなどを装着していると
き

●過度な高速走行をしているとき

LTAに含まれる機能
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■ 車線逸脱抑制機能

車両が車線または走路※から逸脱
する可能性がある場合に、短時間、
小さな操舵力をハンドルに与えて、
車線からの逸脱を避けるのに必要
なハンドル操作の一部を支援しま
す。
一定時間ハンドル操作をしなかった
り、ハンドルをしっかり握っていない
状態での運転が続いたりしたときは、
マルチインフォメーションディスプレ
イの表示により注意喚起が行われ、機
能が一時的に解除されます。

BSM搭載車両：車線逸脱により、と
なりの車線を走行中の車両と衝突する
可能性があるとシステムが判断した場
合、方向指示灯の点滅中も車線逸脱抑
制機能が作動します。
※アスファルトと草・土・縁石等の境
界

■ ふらつき警報機能
車両がふらついて走行していると
きに、警報ブザーおよびマルチイ
ンフォメーションディスプレイの
表示により注意をうながします。
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■ 車線維持支援機能
レーダークルーズコントロール
（全車速追従機能付き）と連携し、
現在の車線内を走行するために必
要なハンドル操作の一部を、シス
テムが支援します。
レーダークルーズコントロール（全車
速追従機能付き）が作動していないと
きは、車線維持支援機能は作動しませ
ん。

渋滞のときなど白（黄）線が見えにく
い、または見えない場合、先行車の軌
跡を利用して先行車に追従する支援を
行います。

一定時間ハンドル操作をしなかった
り、ハンドルをしっかり握っていない
状態での運転が続いたりしたときは、
マルチインフォメーションディスプレ
イの表示により注意喚起が行われ、機
能が一時的に解除されます。

LTAを ONにするには LTA ス
イッチを押す
LTA表示灯が点灯し、マルチインフォ
メーションディスプレイにメッセージ
が表示されます。

OFFにするには、再度スイッチを押し
ます。

いったんLTAを ON／OFFすると、
次回エンジンを始動したときにも、そ
のままの状態が続きます。

LTA表示灯
表示灯の点灯状態で、システムの作動
状況をお知らせします。
白色に点灯：車線逸脱監視中
緑色に点灯：車線逸脱抑制機能、また
は車線維持支援機能によるハンドル操
舵支援が作動中

設定のしかた

マルチインフォメーションディ
スプレイ表示
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橙色に点滅：車線逸脱警報中

ハンドル操舵支援の作動表示
マルチインフォメーションディスプレ
イを運転支援機能情報に切りかえると
表示されます。
車線逸脱抑制機能、または車線維持支
援機能によるハンドル操舵支援が作動
中であることを示しています。
両側点灯：車線維持支援機能によるハ
ンドル操舵支援が作動中
片側点灯：車線逸脱抑制機能によるハ
ンドル操舵支援が作動中
両側点滅：車線維持支援機能の注意喚
起が作動中
車線逸脱警報機能表示

マルチインフォメーションディスプレ
イを運転支援機能情報に切りかえると
表示されます。

白線表示の内側が白いとき

システムが白（黄）線または走路
※を認識していることを示してい
ます。車両が車線から逸脱した場
合、逸脱している側の白線表示が
橙色で点滅します。

白線表示の内側が黒いとき

システムが白（黄）線または走路
※を認識できていない、またはシ
ステムが一時的に解除されている
ことを示しています。
※アスファルトと草・土・縁石等の境
界

先行車追従表示
マルチインフォメーションディスプレ
イを運転支援機能情報に切りかえると
表示されます。
車線維持支援機能によるハンドル操舵
支援が作動中（先行車に追従中）であ
ることを示しています。
先行車の動きに合わせて自車も同じ動
きをする場合があります。運転者は常
に自らの責任で周囲の状況を把握し、
ハンドル操作で進路を修正し、安全運
転を心がけてください。

知識

■各機能の作動条件

●車線逸脱警報機能

次の条件をすべて満たしたとき作動し
ます。
･ LTA をONにしているとき
･ 車速が50km/h 以上のとき※1

･ システムが白（黄）線または走路※2
を認識しているとき（白［黄］線ま
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たは走路※2が片側しかないとき、
認識している方向のみ作動します）
･ 車線の幅が約3m以上のとき
･ 方向指示レバーを操作していないと
き（方向指示灯方向に車両がいる場
合は除く）
･ 急カーブを走行していないとき
･ システムの異常が検知されていない
とき（ P.187）

※1車線維持支援機能作動中は50km/h
以下でも作動します

※2アスファルトと草・土・縁石等の境
界

●車線逸脱抑制機能

車線逸脱警報機能の作動条件に加えて、
次の条件をすべて満たしたとき作動し
ます。
･ マルチインフォメーションディスプ
レイの で“操舵支援”を“有
”に設定しているとき（ P.370）
･ 一定以上の加減速がないとき
･ 車線変更に相当する程度の操舵力で
ハンドルを操作していないとき
･ ABS・VSC・TRC・PCSが作動し
ていないとき
･ TRCまたはVSCをOFFにしていな
いとき
･ 手放し運転に対する注意喚起
（ P.186）が行われていないとき

●ふらつき警報機能

次の条件をすべて満たしたとき作動し
ます。
･ マルチインフォメーションディスプ
レイの で“ふらつき検知”を
“有”に設定しているとき
（ P.370）
･ 車速が約50km/h 以上のとき
･ 車線の幅が約3m以上のとき
･ システムの異常が検知されていない
とき（ P.187）

●車線維持支援機能

次の条件をすべて満たしたとき作動し
ます。
･ LTA をONにしているとき
･ マルチインフォメーションディスプ
レイの で“操舵支援”を
“ON”かつ“センタートレース”
を“ON”に設定しているとき
（ P.370）
･ システムが白（黄）線を認識してい
るとき、または先行車の軌跡を認識
しているとき（先行車が二輪車の場
合を除く）
･ レーダークルーズコントロール（全
車速追従機能付き）が車間制御モー
ドで作動しているとき
･ 車線の幅が約3～4mのとき
･ 方向指示レバーを操作していないと
き
･ 急カーブを走行していないとき
･ システムの異常が検知されていない
とき（ P.187）
･ 一定以上の加減速がないとき
･ 車線変更に相当する程度の操舵力で
ハンドルを操作していないとき
･ ABS・VSC・TRC・PCSが作動し
ていないとき
･ TRCまたはVSCをOFFにしていな
いとき
･ 手放し運転に対する注意喚起
（ P.186）が行われていないとき
･ 車線中央付近を走行しているとき
･ 車線逸脱抑制機能が作動していない
とき

■機能の一時解除

●作動条件（ P.184）が満たされな
くなった場合、一時的に機能が解除
されますが、ふたたび作動条件が満
たされると、自動的に復帰します。

●車線維持支援機能作動中に、作動条
件（ P.184）が満たされなくなっ
た場合、“ピピッ”とブザー音で、
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一時的に機能が解除されたことをお
知らせする場合があります。

■車線逸脱抑制機能／車線維持支援機
能について

●車速や車線の逸脱状況・路面状況な
どにより、車線逸脱抑制機能／車線
維持支援機能の作動を感じなかった
り、車線逸脱抑制機能／車線維持支
援機能が作動しなかったりすること
があります。

●これらの各機能によるステアリング
制御は、運転者のハンドル操作に
よって修正することができます。

●車線逸脱抑制機能の作動テストを行
わないでください。

■車線逸脱警報機能について

●外部の騒音やオーディオの音などに
より、警報ブザーが聞きとりにくい
場合があります。

●走路※がはっきり見えない場合、また
は直線的でない場合は走路逸脱に対
する警報・制御が作動しない場合が
あります。

●となりの車線を走行中の車両と衝突
する可能性を判断できない場合があ
ります。

●車線逸脱警報機能の作動テストを行
わないでください。

※アスファルトと草・土・縁石等の境
界

■手放し運転に対する注意喚起につい
て

次の状況では、ハンドル保持をうなが
すメッセージと図で示すシンボルがマ
ルチインフォメーションディスプレイ
に表示され注意喚起を行います。ハン
ドルを握ったとシステムが判断すると、
注記喚起を停止します。システムを使
用する際は注意喚起にかかわらず、常

にハンドルをしっかりと握ってくださ
い。

●システムの作動中に、手放し運転を
しているとシステムが判断したとき

さらに操作しない状態が続くとブザー
が鳴り、注意喚起が行われ、機能が一
時的に解除されます。運転者のハンド
ル操作が小さい状態が続いたときも同
様に注意喚起が行われます。

●カーブを走行中に曲がりきれず車線
から逸脱する可能性があるとシステ
ムが判断したとき

車両の状態や路面状況によっては注意
喚起が行われない場合があります。ま
た、システムがカーブを走行中と判断
した場合は、直線走行時に比べて早い
タイミングで注意喚起が行われます。

●車線逸脱抑制機能に頼りハンドルか
ら手を放して運転しているとシステ
ムが判断したとき

マルチインフォメーションディスプレ
イの表示と共に、ブザー吹鳴による注
意喚起を行います。
車線逸脱抑制機能の作動回数が増える
毎にブザー吹鳴時間が長くなります。

■ふらつき警報機能について

システムの作動中に、車両がふらつい
て走行しているとシステムが判断した
とき、ブザーと同時にマルチインフォ
メーションディスプレイに休憩をうな
がすメッセージと図で示すシンボルで
注意喚起を行います。
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車両の状態や路面状況によっては注意
喚起が行われない場合があります。

■警告メッセージ

次のメッセージがマルチインフォメー
ションディスプレイに表示され、LTA
表示灯が橙色で点灯した場合は、対処
方法に従って適切に対処してください。
また、その他の警告メッセージが表示
されたときは、表示された画面の指示
に従ってください。

●“LTA故障 販売店で点検してくださ
い”

システムが正常に作動しなくなってい
るおそれがあります。
トヨタ販売店で点検を受けてください。

●“LTA 現在利用できません”

前方カメラ以外のセンサーの異常によ
りシステムが一時停止しています。
いったん LTAをOFF にして、しばら
くしてから再度、LTAを ONにしてく
ださい。

●“LTA 現在の車速では使用できませ
ん”

車速が LTAの作動可能範囲をこえたた
め、使用できません。車速を落として
走行してください。

■カスタマイズ機能

機能の設定を変更することができます。
（ P.370）

★：グレード、オプションなどにより、
装備の有無があります。

LDA（レーンディパー
チャーアラート［ステアリ
ング制御機能付き］）★

白（黄）線が整備された高速道
路または自動車専用道路を走行
中、車線または走路※からの逸
脱の可能性を警告するとともに、
車線または走路※からの逸脱を
避けるためのハンドル操作の一
部を支援します。

白（黄）線または走路※を前方
カメラで認識します。また、先
行車を前方カメラやレーダーで
認識します。
※アスファルトと草・土・縁石等の
境界
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警告
■LDAをお使いになる前に

●LDAを過信しないでください。
LDAは自動で運転する装置でも前
方への注意を軽減する装置でもな
いため、運転者は常に自らの責任
で周囲の状況を把握し、ハンドル
操作で進路を修正し、安全運転を
心がけてください。また、長時間
の運転などによる疲労時は適切に
休憩をとってください。

●適切な運転操作をしなかったり、
注意を怠ったりすると、思わぬ事
故につながるおそれがあり危険で
す。

●LDAを使用しないときは、LDAス
イッチでシステムをOFFにしてく
ださい。

■LDAを使用してはいけない状況

次の状況では、LDAスイッチでシス
テムをOFFにしてください。思わぬ
事故につながるおそれがあり危険で
す。

●雨天時や積雪・凍結などで、すべ
りやすい路面を走行しているとき

●雪道を走行しているとき

●水たまりや雨・雪・霧・砂ぼこり
などで白（黄）線が見えにくいと
き

●応急用タイヤ・タイヤチェーンな
どを装着しているとき

●タイヤの残り溝が十分にないとき、
または空気圧が不足しているとき

●メーカー指定のサイズ以外のタイ
ヤを装着しているとき

●高速道路または自動車専用道以外
の車線を走行しているとき

●車両けん引時

■LDAの故障、または誤作動を防ぐ
ために

●ヘッドランプを改造したり、ラン
プの表面にステッカーなどを貼っ
たりしないでください。

●サスペンションなどを改造しない
でください。交換が必要な場合は、
トヨタ販売店にご相談ください。

●ボンネットやグリルの上には、何
も取り付けたり置いたりしないで
ください。また、グリルガード
（ブルバー・カンガルーバーなど）
を取り付けたりしないでください。

●フロントウインドウガラスの修理
が必要な場合は、トヨタ販売店に
ご相談ください。

■機能が正常に作動しないおそれの
ある状況

次のような状況では、各機能が正し
く作動せず車線から逸脱するおそれ
があります。運転者は常に自らの責
任で周囲の状況を把握し、本機能を
過信せずにハンドル操作で進路を修
正してください。

●急カーブを走行しているとき

●路側物に白（黄）線と見間違える
ような構造物や模様があるとき
（ガードレール・縁石・反射ポール
など）
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警告
●分岐・合流路などを走行するとき

●道路の修復で、アスファルト修復
後や白（黄）線の跡が残っている
とき

●白（黄）線に平行するような影が
ある、または白（黄）線が影の中
にあるとき

●料金所や検札所の手前や交差点な
ど、白（黄）線がない場所を走行
するとき

●白（黄）線がかすれている、また
はキャッツアイ（道路鋲）や置き
石などがあるとき

●白（黄）線が砂ぼこりなどで見え
ない、または見えにくくなってい
るとき

●雨天・雨上がり・水たまりなどぬ
れた路面を走行しているとき

●車線が黄色のとき（白線にくらべ
て認識率が低下することがありま
す）

●白（黄）線が縁石等の上に引かれ
ているとき

●コンクリート路のような明るい路
面を走行しているとき

●アスファルトと草・土・縁石等の
境界が不明瞭または直線的でない
とき

●照り返しなどにより明るくなった
路面を走行しているとき

●トンネルの出入口など明るさが急
変する場所を走行しているとき

●対向車のヘッドランプ光・太陽光
などが前方カメラに入射している
とき

●坂道を走行しているとき

●左右に傾いた道路やうねった道路
を走行しているとき

●舗装されていない道路や荒れた道
路を走行しているとき

●車線の幅が極端に狭いとき、また
は広いとき

●重い荷物の積載やタイヤ空気圧の
不足などで、車両が著しく傾いて
いるとき

●先行車との車間距離が極端に短く
なったとき

●走行中の路面状況（悪路・道路の
継ぎ目など）により、車両が上下
に大きく揺れているとき
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■ 車線逸脱警報機能

車両が車線または走路※から逸脱
する可能性がある場合に、マルチ
インフォメーションディスプレイ
の表示および、警報ブザーにより
注意をうながします。
警報ブザーが鳴ったときは、まわりの
道路状況を確認の上、ハンドルを慎重
に操作して、白（黄）線または走路※
内の中央付近にもどってください。

BSM搭載車両：車線逸脱により、と
なりの車線を走行中の車両と衝突する
可能性があるとシステムが判断した場
合、方向指示灯の点滅中も車線逸脱警
報機能が作動します。
※アスファルトと草・土・縁石等の境
界

■ 車線逸脱抑制機能

車両が車線または走路※から逸脱
する可能性がある場合に、短時間、
小さな操舵力をハンドルに与えて、
車線からの逸脱を避けるのに必要
なハンドル操作の一部を支援しま
す。
一定時間ハンドル操作をしなかった
り、ハンドルをしっかり握っていない
状態での運転が続いたりしたときは、
マルチインフォメーションディスプレ
イの表示により注意喚起が行われ、機
能が一時的に解除されます。

BSM搭載車両：車線逸脱により、と
なりの車線を走行中の車両と衝突する
可能性があるとシステムが判断した場
合、方向指示灯の点滅中も車線逸脱抑
制機能が作動します。
※アスファルトと草・土・縁石等の境
界

警告
●夜間やトンネル内などでヘッドラ
ンプを点灯していない、またはレ
ンズが汚れて照射が弱いときや、
光軸がずれているとき

●横風を受けているとき

●車線変更をした直後、または交差
点を通過した直後

●構造・メーカー・銘柄・トレッド
パターンが異なるタイヤを使用し
たとき

●冬用タイヤなどを装着していると
き

LDAに含まれる機能
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■ ふらつき警報機能
車両がふらついて走行していると
きに、警報ブザーおよびマルチイ
ンフォメーションディスプレイの
表示により注意をうながします。

LDAをONにするには LDAス
イッチを押す
LDA表示灯が点灯し、マルチインフォ
メーションディスプレイにメッセージ
が表示されます。

OFFにするには、再度スイッチを押し
ます。

いったんLDAをON／OFF すると、
次回エンジンを始動したときにも、そ
のままの状態が続きます。

LDA表示灯
表示灯の点灯状態で、システムの作動
状況をお知らせします。
白色に点灯：車線逸脱監視中
緑色に点灯：車線逸脱抑制機能による
ハンドル操舵支援が作動中
橙色に点滅：車線逸脱警報中

設定のしかた

マルチインフォメーションディ
スプレイ表示
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ハンドル操舵支援の作動表示
マルチインフォメーションディスプレ
イを運転支援機能情報に切りかえると
表示されます。
車線逸脱抑制機能によるハンドル操舵
支援が作動中であることを示していま
す。

車線逸脱警報機能表示
マルチインフォメーションディスプレ
イを運転支援機能情報に切りかえると
表示されます。

白線表示の内側が白いとき

システムが白（黄）線または走路
※を認識していることを示してい
ます。車両が車線から逸脱した場
合、逸脱している側の白線表示が
橙色で点滅します。
白線表示の内側が黒いとき

システムが白（黄）線または走路
※を認識できていない、またはシ

ステムが一時的に解除されている
ことを示しています。
※アスファルトと草・土・縁石等の境
界

知識

■各機能の作動条件

●車線逸脱警報機能

次の条件をすべて満たしたとき作動し
ます。
･ LDAを ONにしているとき
･ 車速が約50km/h 以上のとき
･ システムが白（黄）線または走路※
を認識しているとき（白［黄］線ま
たは走路※が片側しかないとき、認
識している方向のみ作動します）
･ 車線の幅が約3m以上のとき
･ 方向指示レバーを操作していないと
き（方向指示灯方向に車両がいる場
合は除く）
･ 急カーブを走行していないとき
･ システムの異常が検知されていない
とき（ P.187）

※アスファルトと草・土・縁石等の境
界

●車線逸脱抑制機能

車線逸脱警報機能の作動条件に加えて、
次の条件をすべて満たしたとき作動し
ます。
･ マルチインフォメーションディスプ
レイの で“操舵支援”を“有
”に設定しているとき（ P.370）
･ 一定以上の加減速がないとき
･ 車線変更に相当する程度の操舵力で
ハンドルを操作していないとき
･ ABS・VSC・TRC・PCSが作動し
ていないとき
･ TRCまたはVSCをOFFにしていな
いとき
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･ 手放し運転に対する注意喚起
（ P.186）が行われていないとき

●ふらつき警報機能

次の条件をすべて満たしたとき作動し
ます。
･ マルチインフォメーションディスプ
レイの で“ふらつき検知”を
“有”に設定しているとき
（ P.370）
･ 車速が約50km/h 以上のとき
･ 車線の幅が約3m以上のとき
･ システムの異常が検知されていない
とき（ P.187）

■機能の一時解除

●作動条件（ P.184）が満たされな
くなった場合、一時的に機能が解除
されますが、ふたたび作動条件が満
たされると、自動的に復帰します。

■車線逸脱抑制機能について

●車速や車線の逸脱状況・路面状況な
どにより、車線逸脱抑制機能の作動
を感じなかったり、車線逸脱抑制機
能が作動しなかったりすることがあ
ります。

●この機能によるステアリング制御は、
運転者のハンドル操作によって修正
することができます。

●車線逸脱抑制機能の作動テストを行
わないでください。

■車線逸脱警報機能について

●外部の騒音やオーディオの音などに
より、警報ブザーが聞きとりにくい
場合があります。

●走路※がはっきり見えない場合、また
は直線的でない場合は走路逸脱に対
する警報・制御が作動しない場合が
あります。

●となりの車線を走行中の車両と衝突
する可能性を判断できない場合があ
ります。

●車線逸脱警報機能の作動テストを行
わないでください。

※アスファルトと草・土・縁石等の境
界

■手放し運転に対する注意喚起につい
て

次の状況では、ハンドル保持をうなが
すメッセージと図で示すシンボルがマ
ルチインフォメーションディスプレイ
に表示され注意喚起を行います。シス
テムを使用する際は注意喚起にかかわ
らず、常にハンドルをしっかりと握っ
てください。
システムがハンドルを握ったと判断す
ると注意喚起は停止します。

●システムの作動中に、手放し運転を
しているとシステムが判断したとき

さらに操作しない状態が続くとブザー
が鳴り、注意喚起が行われ、機能が一
時的に解除されます。運転者のハンド
ル操作が小さい状態が続いたときも同
様に注意喚起が行われます。

●カーブを走行中に曲がりきれず車線
から逸脱する可能性があるとシステ
ムが判断したとき

車両の状態や路面状況によっては注意
喚起が行われない場合があります。ま
た、システムがカーブを走行中と判断
した場合は、直線走行時に比べて早い
タイミングで注意喚起が行われます。
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●車線逸脱抑制機能による車線逸脱を
避けるためのハンドル操舵支援中に、
手放し運転をしているとシステムが
判断したとき

さらに、操作しない状態が続きハンド
ル操舵支援が行われると、ブザーが鳴
り注意喚起が行われます。
ハンドル操舵支援の回数が増えるごと
に、ブザーの継続時間が長くなります。

■ふらつき警報機能について

システムの作動中に、車両がふらつい
て走行しているとシステムが判断した
とき、ブザーと同時にマルチインフォ
メーションディスプレイに休憩をうな
がすメッセージと図で示すシンボルで
注意喚起を行います。

車両の状態や路面状況によっては注意
喚起が行われない場合があります。

■警告メッセージ

次のメッセージがマルチインフォメー
ションディスプレイに表示され、LDA
表示灯が橙色で点灯した場合は、対処
方法に従って適切に対処してください。
また、その他の警告メッセージが表示
されたときは、表示された画面の指示
に従ってください。

●“LDA故障 販売店で点検してくださ
い”

システムが正常に作動しなくなってい
るおそれがあります。
トヨタ販売店で点検を受けてください。

●“LDA 現在利用できません”

前方カメラ以外のセンサーの異常によ
りシステムが一時停止しています。
いったんLDAをOFFにして、しばら
くしてから再度、LDAをONにしてく
ださい。

●“LDA 現在の車速では使用できませ
ん”

車速がLDAの作動可能範囲をこえたた
め、使用できません。車速を落として
走行してください。

●“LDA 約50km/h以下で使用できま
せん”

車速が約50km/h 以下のため、使用で
きません。約50km/h より速い速度で
走行してください。

■カスタマイズ機能

機能の設定を変更することができます。
（ P.370）
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前方カメラによって標識を認識す
ると、マルチインフォメーション
ディスプレイに表示します。

● 運転支援機能情報を選択したと
きは、最大３つの標識を表示で
きます。（ P.85）

● 運転支援機能情報以外を選択し
たときは、最高速度標識または
車両進入禁止標識（告知時のみ）
を表示します。（ P.85）

速度制限標識以外を認識した場合、速
度標識の重複表示にてお知らせしま
す。

次の種類の道路標識は、電光標識
も含めて認識します。
ただし、規定外の標識、新しく導入さ
れた形式の標識は認識されません。

最高速度

RSA（ロードサインアシ
スト）

前方カメラを使って特定の道路
標識を認識し、ディスプレイに
表示して道路標識の情報を運転
者にお知らせします。

認識した道路標識の制限速度に
対し、運転者が制限速度を超過
して走行、または禁止行為を
行っている等とシステムが判断
した場合に、告知表示およびブ
ザー音で運転者に告知します。

警告
■RSAをお使いになる前に

RSA は、道路標識の情報を知らせる
ことで運転者を支援しますが、運転
者自身の確認や認識を代行するもの
ではありません。安全運転を行う責
任は運転者にあります。常に周囲の
状況を把握し、安全運転に努めてく
ださい。

マルチインフォメーションディ
スプレイ表示

認識される道路標識の種類
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車両進入禁止

一時停止

はみ出し通行禁止

終わり※

※マルチインフォメーションディスプ
レイに、表示されません。

次の状況では、システムが告知表
示で運転者に告知します。
● 自車の車速がマルチインフォ
メーションディスプレイに表示
されている制限速度より、一定
の速度を超過すると、マルチイ
ンフォメーションディスプレイ
に表示されている最高速度標識
の強調やブザーの吹鳴をします。

● システムが進入禁止の標識を認
識し、自車が進入禁止区域に進
入したと判定したときには、マ
ルチインフォメーションディス
プレイに表示される車両進入禁
止標識の点滅やブザーの吹鳴を
します。

● はみ出し通行禁止標識がマルチ
インフォメーションディスプレ
イに表示されているときに、自
車の追い越しを検出すると、マ

ルチインフォメーションディス
プレイに表示されているはみ出
し通行禁止標識が点滅やブザー
の吹鳴をします。

状況によっては、告知表示が正常
に作動しない場合があります。

知識

■設定のしかた

1 メーター操作スイッチの または

を押して を選択する

2 メーター操作スイッチの または

を押して を選択し、 を

押す

■RSA標識表示

次の状況では、最高速度・はみ出し通
行禁止の標識表示が消えます。

●一定の距離を走行中、新しい標識が
認識されないとき

●右左折等により走行する道路が変
わったとシステムが判定したとき

●終わり標識の下に対象標識を認識し
たとき

次の状況では、一時停止・車両進入禁
止の標識表示が消えます。

●標識を通過したとシステムが判定し
たとき

●右左折等により走行する道路が変
わったとシステムが判定したとき

■機能が正常に作動しないおそれのあ
る状況

次のような状況では、システムが正常
に標識を認識できず、正しい標識の表
示がされない場合があります。

告知機能
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●前方カメラやセンサー周辺への強い
衝撃などにより、センサーの位置や
向きがずれているとき

●汚れ・雪・ステッカー等がフロント
ウインドウの前方カメラの近くにあ
るとき

●悪天候時（霧・雪・砂嵐・大雨など）

●強い光（太陽光や対向車のヘッドラ
ンプ光など）が前方カメラに直接あ
たっているとき

●標識に汚れ、色あせ、傾きや曲がり
があるとき

●電光標識のコントラストが悪いとき

●標識の全体または一部が、木・電柱
などで隠れているとき

●前方カメラが標識を認識する時間が
短いとき

●運転の状況（曲がる、車線変更等）
が誤って判断されたとき

●標識が高速道路の分岐した直後、ま
たは合流直前の隣の車線にあるとき

●先行車の後部分にステッカーが貼っ
てあるとき

●システムが対応している標識と類似
した標識が認識されたとき

●側道の速度標識が前方カメラの認識
範囲内に入ったとき

●ロータリー（環状交差路）を走行し
ているとき

●重い荷物を積むなど車両が傾いてい
るとき

●十分な光がなかったり、明るさが急
激に変化したとき

●トラックなどの車両を対象にした標
識を認識したとき

■速度制限標識表示

マルチインフォメーションディスプレ
イに最高速度標識が表示されていると

きに、エンジンスイッチをOFF にする
と、次にエンジンスイッチをONにし
た時には再度同じ標識が表示されます。

■マルチインフォメーションディスプ
レイに「RSA故障 販売店で点検し
てください」が表示されたとき

システムに異常があるおそれがありま
す。トヨタ販売店で点検を受けてくだ
さい。

■カスタマイズ機能

機能の一部は、設定を変更することが
できます。（ P.370）
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★：グレード、オプションなどにより、
装備の有無があります。

■ メーター表示

マルチインフォメーションディ
スプレイ
設定速度
表示灯

■ 操作スイッチ

車間距離切りかえスイッチ
“+RES”スイッチ
クルーズコントロールメインス
イッチ
キャンセルスイッチ
“-SET”スイッチ

レーダークルーズコント
ロール（全車速追従機能付
き）★

アクセルペダルを踏まなくても、
車間制御モードでは、先行車の
車速変化に合わせた追従走行を
行い、自動的に加速・減速・停
止をします。定速制御モードで
は、一定の車速で走行できます。

高速道路や自動車専用道路で使
用してください。

● 車間制御モード（ P.200）
● 定速制御モード（ P.203）

システムの構成部品
警告

■安全にお使いいただくために

●安全運転を行う責任は運転者にあ
ります。システムを過信せず、運
転者は常に自らの責任で周囲の状
況を把握し、安全運転を心がけて
ください。

●レーダークルーズコントロール
（全車速追従機能付き）は運転者の
操作の一部を支援し、操作負担を
軽減するためのシステムで、支援
の範囲には限りがあります。
次の項目をお読みいただき、シス
テムを過信せず、安全運転に努め
てください。

･ センサーが正しく検知しない恐れ
のある先行車： P.205

･ 車間制御モードが正しく作動しな
い恐れのある状況： P.205
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警告
●設定速度は、制限速度・交通の流
れ・路面環境・天候などを考慮し
て適切に設定してください。設定
速度の確認は、運転者が行う必要
があります。

●システムが正常に機能していても、
運転者が認識している先行車の状
況とシステムが検知している状況
が異なる場合があります。従って
注意義務・危険性の判断・安全の
確保は運転者が行う必要がありま
す。システムに頼ったり、安全を
委ねる運転をしたりすると思わぬ
事故につながり、重大な傷害にお
よぶか、最悪の場合死亡につなが
るおそれがあります。

●レーダークルーズコントロール
（全車速追従機能付き）を使わない
ときはクルーズコントロールメイ
ンスイッチでシステムをOFFにし
てください。

■システムの支援内容に関する注意
点

システムの支援には限界があるため、
次の点に注意してください。システ
ムを過信すると思わぬ事故につなが
り、重大な傷害におよぶか、最悪の
場合死亡につながるおそれがありま
す。

●運転者が見る過程での支援内容

レーダークルーズコントロール（全
車速追従機能付き）は、自車と設定
された先行車との車間距離を検知す
るのみであり、わき見やぼんやり運
転を許容するシステムでも、視界不
良を補助するシステムでもありませ
ん。
運転者自らが周囲の状況に注意を払
う必要があります。

●運転者が判断する過程での支援内
容

レーダークルーズコントロール（全
車速追従機能付き）は、自車と設定
された先行車との車間距離が適正か
どうかを判断しており、それ以外の
判断はしません。このため、危険性
があるかどうかなど運転者は自ら安
全の判断をする必要があります。

●運転者が操作する過程での支援内
容

レーダークルーズコントロール（全
車速追従機能付き）は、先行車への
追突を防止する機能はありません。
このため、危険性があれば運転者自
らが安全を確保する必要があります。

■レーダークルーズコントロール
（全車速追従機能付き）を使用して
はいけない状況

次の状況では、レーダークルーズコ
ントロール（全車速追従機能付き）
を使用しないでください。適切な制
御が行われず、思わぬ事故につなが
り、重大な傷害におよぶか、最悪の
場合死亡につながるおそれがありま
す。

●歩行者や自転車等が混在している
道

●交通量の多い道

●急カーブのある道

●曲がりくねった道

●雨天時や、凍結路・積雪路などの
すべりやすい路面

●急な下り坂や急で勾配の変化が激
しい坂

急な下り坂では車速が設定速度以上
になることがあります。
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車間制御モードでは、レーダーにより車両前方約100m以内の先行車の
有無・先行車との車間距離を判定して、先行車との適切な車間距離を確保
する制御をします。また、車間距離切りかえスイッチを操作して、希望の
車間距離に設定することもできます。
下り坂を走行しているときは、車間距離が短くなることがあります。

定速走行：
先行車がいないとき

運転者が設定した速度で定速走行します。

警告
●高速道路や自動車専用道路の出入
り口

●センサーが正しく検知できないよ
うな悪天候時（霧・雪・砂嵐・激
しい雨など）

●レーダー前面または、前方カメラ
前面に雨滴や雪などが付着してい
るとき

●ひんぱんに加速・減速をくり返す
ような交通状況のとき

●車両けん引時

●接近警報がひんぱんに鳴るとき

車間制御モードでの走行
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減速走行 追従走行：
設定した速度より、遅い先行車が現れたとき

先行車を検知すると自動で減速し、より大きな減速が必要な場合はブレーキがか
かります（このとき制動灯が点灯します）。先行車の車速変化に合わせて、運転者
の設定した車間距離になるように追従走行します。十分に減速できない状態で先
行車に接近した場合は、接近警報を鳴らします。
先行車が停止したときは、続いて停止します（制御停車）。先行車の発進
後、“+RES”スイッチを押すか、アクセルペダルを踏むと追従走行にもどりま
す（発進操作）。自車が発進操作を行わなかった場合は、制御停車を続けます。
車速が約80km/h 以上で自車が走行している車線より右車線へ車線変更する場
合、方向指示レバーと連動して設定速度まで早めに加速することで、追い越しを
支援します。

加速走行：
設定した速度より、遅い先行車がいなくなったとき

設定速度まで加速し、定速走行にもどります。

1 レーダークルーズコントロール
メインスイッチを押して、シス
テムをONにする

レーダークルーズコントロール表示灯
が点灯し、マルチインフォメーション
ディスプレイにメッセージが表示され
ます。OFFにするには再度スイッチを
押します。

レーダークルーズコントロールメイン
スイッチを1.5秒以上押し続けると定
速制御モードでシステムがONしま
す。（ P.203）

2 希望の車速（約30km/h 以上）
までアクセルペダル操作で加速
／減速し、“-SET”スイッチ
を押して速度を設定する

クルーズコントロールセット表示灯が
点灯します。

スイッチを離したときの車速で定速走
行できます。

設定速度をかえるには、希望の速
度が表示されるまで“+RES”ス
イッチまたは“-SET”スイッチ
を押します。

速度を設定する（車間制御モー
ド）

設定速度をかえる



202 4-5. 運転支援装置について

1 速度を上げる（車間制御モード
の制御停車中は除く）

2 速度を下げる
微調整：スイッチを押す

大幅調整：スイッチを押し続けて速度
をかえ、希望の速度で手を離す

車間制御モードでは、設定速度は、
次のとおりに増減されます
微調整：スイッチを押すごとに
1km/h

大幅調整：スイッチを押し続けている
あいだ、5km/hずつ

定速制御モード（ P.203）で
は、設定速度は、次のとおりに増
減されます
微調整：スイッチを押すごとに
1km/h

大幅調整：スイッチを押し続けている
あいだ連続して変化

スイッチを押すごとに次のように
車間距離を切りかえます。

1 長い
2 中間
3 短い
エンジンスイッチをONにするたびに
車間距離は 1にもどります。

先行車がいる場合、先行車マーク も
表示されます。

次の目安を参考に車間距離を選択
してください。
（車速 80km/h で走行している場
合）
なお、車速に応じて車間距離は増
減します。また、制御停車時は設
定にかかわらず状況に応じた車間
距離で停車します。

先行車の発進後、“+RES”ス
イッチを押す

車間距離を変更する（車間制御
モード）

車間距離選択の目安（車間制御
モード）

車間距離選択 車間距離

長い 約50m

中間 約40m

短い 約30m

制御停車から追従走行に復帰さ
せる（車間制御モード）
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先行車の発進後にアクセルペダルを踏
んでも追従走行に復帰します。

1 制御を解除するには、キャンセ
ルスイッチを押す

ブレーキペダルを踏んだときも解除さ
れます。（車間制御モードの制御停車
中は、ブレーキペダルを踏んでも解除
されません）
2 制御を復帰させるに
は、“+RES”スイッチを押す

追従走行中の他車の割り込みなど、
十分な減速ができない状態で先行
車に接近したときは、表示の点滅
とブザーで運転者に注意をうなが
します。その場合は、ブレーキペ
ダルを踏むなど適切な車間距離を
確保してください。

■ 警報されないとき
車間距離が短くても、次のような
場合は警報されないことがありま
す。
● 先行車と自車の車速が同じか先
行車の方が速いとき

● 先行車が極端な低速走行をして
いるとき

● 速度を設定した直後
● アクセルペダルを踏んだとき

定速制御モードでは、先行車の車
速変化に合わせた追従走行を行わ
ず、一定の車速で走行します。
レーダーの汚れなどにより、車間
制御モードで走行できない場合の
みご使用ください。
1 クルーズコントロールがOFF
の状態で、レーダークルーズコ
ントロールメインスイッチを
1.5 秒以上押し続ける

レーダークルーズコントロールメイン
スイッチを押した直後は、レーダーク
ルーズコントロール表示灯が点灯しま
す。その後、クルーズコントロール表
示灯に切りかわります。

制御を解除する・復帰させる

接近警報（車間制御モード）

定速制御モードでの走行
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システムがOFFの状態から操作した
ときのみ、定速制御モードへの切りか
えが可能です。

2 希望の車速（約30km/h 以上）
までアクセルペダル操作で加速
／減速し、“-SET”スイッチ
を押して速度を設定する

クルーズコントロールセット表示灯が
点灯します。

スイッチを離したときの車速で定速走
行できます。

設定速度をかえる（ P.201）

制御を解除する・復帰させる
（ P.203）

知識

■設定条件について

●シフトレバーがDのとき設定できま
す。

●車速が約30km/h 以上のとき、希望
の設定速度に設定できます。

（ただし車速が約30km/h未満で設定
したときは、設定速度が約30km/h に
設定されます）

■車速設定後の加速について

通常走行と同様にアクセルペダル操作
で加速できます。加速後、車速が設定
速度にもどります。ただし、車間制御
モード時は先行車との距離を保持する
ため車速が設定速度以下になることも
あります。

■追従走行中の停車制御について

●制御停車中に“+RES”スイッチを
押した場合、約3秒以内に先行車が
発進すれば追従走行にもどります。

●先行車に続いて停車したあと約3秒以
内に先行車が発進した場合、追従走
行にもどります。

■車間制御モードの自動解除

次のとき、自動的に車間制御モードが
解除されます。

●VSC が作動したとき

●TRCが一定時間作動したとき

●TRCまたはVSCをOFFにしたとき

●センサーが何かでふさがれて正しく
検知できないとき

●プリクラッシュブレーキが作動した
とき

●パーキングブレーキが作動したとき

●急坂路で制御停車したとき

●制御停車中に次を検出したとき
･ 運転席シートベルトを着用していな
い
･ 運転席ドアが開いた
･ 車両が停止したあと約3分経過した

上記以外の理由で車間制御モードが自
動解除されるときは、システムが故障
している可能性があります。トヨタ販
売店にご相談ください。
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■定速制御モードの自動解除

次のとき、自動的に定速制御モードが
解除されます。

●設定速度より車速が約16km/h 以上
低下したとき

●車速が約30km/h 未満になったとき

●VSCが作動したとき

●TRCが一定時間作動したとき

●TRCまたはVSCをOFFにしたとき

●プリクラッシュブレーキが作動した
とき

上記以外の理由で定速制御モードが自
動解除されるときは、システムが故障
している可能性があります。トヨタ販
売店にご相談ください。

■ブレーキシステムの作動について

ブレーキが作動したとき、ブレーキの
作動音が聞こえたり、ブレーキペダル
の踏み応えがかわったりすることがあ
りますが異常ではありません。

■レーダークルーズコントロールの警
告メッセージ・警告ブザー

走行操作に関して注意が必要な場合や、
システムに異常が発生したときには、
警告メッセージ・警告ブザーで注意を
うながします。マルチインフォメー
ションディスプレイに警告メッセージ
が表示されたときは、表示された画面
の指示に従ってください。（ P.169, 
331）

■センサーが正しく検知しないおそれ
のある先行車

次のような場合にシステムによる減速
が不十分な場合はブレーキペダルを、
加速が必要な場合はアクセルペダルを、
状況に応じて操作してください。

センサーが正しく車両を検知できず、
接近警報（ P.203）も作動しないお
それがあります。

●先行車が急に割り込んできたとき

●先行車が低速で走行中のとき

●同じ車線に停車中の車がいるとき

●先行車の後部分が小さすぎるとき
（荷物を積んでいないトレーラーな
ど）

●同じ車線を二輪車が走行中のとき

●周囲の車より水や雪がまき散らされ、
レーダーの検知のさまたげになる場
合

●自車の車両姿勢が上向きになる場合
（重い荷物を積んだときなど）

●先行車の車高が極端に高いとき

■車間制御モードが正しく作動しない
おそれのある状況

次の状況では、必要に応じてブレーキ
ペダルで減速（場合によってアクセル
ペダルを操作）してください。
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センサーが正常に車両を検知できず、
システムが正常に作動しないおそれが
あります。

●カーブや車線幅が狭い道路などを走
行する場合

●ハンドル操作が不安定な場合や、車
線内の自車の位置が一定でない場合

●先行車が急ブレーキをかけた場合

●道路脇に構造物がある道（トンネル・
橋など）を走行する場合

●アクセルペダルを踏んで加速したあ
と、車速が設定速度にもどるとき

★：グレード、オプションなどにより、
装備の有無があります。

■ メーター表示

マルチインフォメーションディ
スプレイ
設定速度
表示灯

レーダークルーズコント
ロール★

アクセルペダルを踏まなくても、
車間制御モードでは、先行車の
車速変化に合わせた追従走行を
行い、自動的に加速・減速をし
ます。定速制御モードでは、一
定の車速で走行できます。

高速道路や自動車専用道路で使
用してください。

● 車間制御モード（ P.209）
● 定速制御モード（ P.212）

システムの構成部品
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■ 操作スイッチ

車間距離切りかえスイッチ
“+RES”スイッチ
クルーズコントロールメインス
イッチ
キャンセルスイッチ
“-SET”スイッチ

警告
■安全にお使いいただくために

●安全運転を行う責任は運転者にあ
ります。システムを過信せず、運
転者は常に自らの責任で周囲の状
況を把握し、安全運転を心がけて
ください。

●レーダークルーズコントロールは
運転者の操作の一部を支援し、操
作負担を軽減するためのシステム
で、支援の範囲には限りがありま
す。
次の項目をお読みいただき、シス
テムを過信せず、安全運転に努め
てください。

･ センサーが正しく検知しない恐れ
のある先行車： P.213

･ 車間制御モードが正しく作動しな
い恐れのある状況： P.214

●設定速度は、制限速度・交通の流
れ・路面環境・天候などを考慮し
て適切に設定してください。設定
速度の確認は、運転者が行う必要
があります。

●システムが正常に機能していても、
運転者が認識している先行車の状
況とシステムが検知している状況
が異なる場合があります。従って
注意義務・危険性の判断・安全の
確保は運転者が行う必要がありま
す。システムに頼ったり、安全を
委ねる運転をしたりすると思わぬ
事故につながり、重大な傷害にお
よぶか、最悪の場合死亡につなが
るおそれがあります。

●レーダークルーズコントロールを
使わないときはレーダークルーズ
コントロールメインスイッチでシ
ステムをOFFにしてください。

■システムの支援内容に関する注意
点

システムの支援には限界があるため、
次の点に注意してください。システ
ムを過信すると思わぬ事故につなが
り、重大な傷害におよぶか、最悪の
場合死亡につながるおそれがありま
す。

●運転者が見る過程での支援内容

レーダークルーズコントロールは、
自車と設定された先行車との車間距
離を検知するのみであり、わき見や
ぼんやり運転を許容するシステムで
も、視界不良を補助するシステムで
もありません。
運転者自らが周囲の状況に注意を払
う必要があります。
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警告
●運転者が判断する過程での支援内
容

レーダークルーズコントロールは、
自車と設定された先行車との車間距
離が適正かどうかを判断しており、
それ以外の判断はしません。このた
め、危険性があるかどうかなど運転
者は自ら安全の判断をする必要があ
ります。

●運転者が操作する過程での支援内
容

レーダークルーズコントロールは、
先行車への追突を防止する機能はあ
りません。このため、危険性があれ
ば運転者自らが安全を確保する必要
があります。

■レーダークルーズコントロールを
使用してはいけない状況

次の状況では、レーダークルーズコ
ントロールを使用しないでください。
適切な制御が行われず、思わぬ事故
につながり、重大な傷害におよぶか、
最悪の場合死亡につながるおそれが
あります。

●歩行者や自転車等が混在している
道

●交通量の多い道

●急カーブのある道

●曲がりくねった道

●雨天時や、凍結路・積雪路などの
すべりやすい路面

●急な下り坂や急で勾配の変化が激
しい坂

急な下り坂では車速が設定速度以上
になることがあります。

●高速道路や自動車専用道路の出入
り口

●センサーが正しく検知できないよ
うな悪天候時（霧・雪・砂嵐・激
しい雨など）

●レーダー前面または、前方カメラ
前面に雨滴や雪などが付着してい
るとき

●ひんぱんに加速・減速をくり返す
ような交通状況のとき

●車両けん引時

●接近警報がひんぱんに鳴るとき
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車間制御モードでは、レーダーにより車両前方約100m以内の先行車の
有無・先行車との車間距離を判定して、先行車との適切な車間距離を確保
する制御をします。また、車間距離切りかえスイッチを操作して、希望の
車間距離に設定することもできます。
下り坂を走行しているときは、車間距離が短くなることがあります。

定速走行：
先行車がいないとき

運転者が設定した速度で定速走行します。

減速走行 追従走行：
設定した速度より、遅い先行車が現れたとき

先行車を検知すると自動で減速し、より大きな減速が必要な場合はブレーキがか
かります（このとき制動灯が点灯します）。先行車の車速変化に合わせて、運転者
の設定した車間距離になるように追従走行します。十分に減速できない状態で先
行車に接近した場合は、接近警報を鳴らします。
車速が約80km/h 以上で自車が走行している車線より右車線へ車線変更する場
合、方向指示レバーと連動して設定速度まで早めに加速することで、追い越しを
支援します。

加速走行：
設定した速度より、遅い先行車がいなくなったとき

設定速度まで加速し、定速走行にもどります。

1 レーダークルーズコントロール

メインスイッチを押して、シス
テムをONにする

車間制御モードでの走行

速度を設定する（車間制御モー
ド）
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レーダークルーズコントロール表示灯
が点灯し、マルチインフォメーション
ディスプレイにメッセージが表示され
ます。OFFにするには再度スイッチを
押します。

レーダークルーズコントロールメイン
スイッチを1.5秒以上押し続けると定
速制御モードでシステムがONしま
す。（ P.212）

2 希望の車速（約30km/h 以上）
までアクセルペダル操作で加速
／減速し、“-SET”スイッチ
を押して速度を設定する

クルーズコントロールセット表示灯が
点灯します。

スイッチを離したときの車速で定速走
行できます。

設定速度をかえるには、希望の速
度が表示されるまで“+RES”ス

イッチまたは“-SET”スイッチ
を押します。

1 速度を上げる
2 速度を下げる
微調整：スイッチを押す

大幅調整：スイッチを押し続けて速度
をかえ、希望の速度で手を離す

車間制御モードでは、設定速度は、
次のとおりに増減されます
微調整：スイッチを押すごとに
1km/h

大幅調整：スイッチを押し続けている
あいだ、5km/hずつ

定速制御モード（ P.212）で
は、設定速度は、次のとおりに増
減されます
微調整：スイッチを押すごとに
1km/h

大幅調整：スイッチを押し続けている
あいだ連続して変化

スイッチを押すごとに次のように
車間距離を切りかえます。設定速度をかえる

車間距離を変更する（車間制御
モード）
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1 長い
2 中間
3 短い
エンジンスイッチをONにするたびに
車間距離は 1にもどります。

先行車がいる場合、先行車マーク も
表示されます。

次の目安を参考に車間距離を選択
してください。
（車速 80km/h で走行している場
合）
なお、車速に応じて車間距離は増
減します。

1 制御を解除するには、キャンセ
ルスイッチを押す

ブレーキペダルを踏んだときも解除さ
れます。
2 制御を復帰させるに
は、“+RES”スイッチを押す

ただし、車速が約25km/h 未満のと
きは復帰しません。

追従走行中の他車の割り込みなど、
十分な減速ができない状態で先行
車に接近したときは、表示の点滅
とブザーで運転者に注意をうなが
します。その場合は、ブレーキペ
ダルを踏むなど適切な車間距離を
確保してください。

車間距離選択の目安（車間制御
モード）

車間距離選
択 車間距離

長い 約50m

中間 約40m

短い 約30m

制御を解除する・復帰させる

接近警報（車間制御モード）
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■ 警報されないとき
車間距離が短くても、次のような
場合は警報されないことがありま
す。
● 先行車と自車の車速が同じか先
行車の方が速いとき

● 先行車が極端な低速走行をして
いるとき

● 速度を設定した直後
● アクセルペダルを踏んだとき

定速制御モードでは、先行車の車
速変化に合わせた追従走行を行わ
ず、一定の車速で走行します。
レーダーの汚れなどにより、車間
制御モードで走行できない場合の
みご使用ください。
1 クルーズコントロールがOFF
の状態で、レーダークルーズコ
ントロールメインスイッチを
1.5 秒以上押し続ける

レーダークルーズコントロールメイン
スイッチを押した直後は、レーダーク
ルーズコントロール表示灯が点灯しま
す。その後、クルーズコントロール表
示灯に切りかわります。

システムがOFF の状態から操作した
ときのみ、定速制御モードへの切りか
えが可能です。

2 希望の車速（約30km/h 以上）
までアクセルペダル操作で加速
／減速し、“-SET”スイッチ
を押して速度を設定する

クルーズコントロールセット表示灯が
点灯します。

スイッチを離したときの車速で定速走
行できます。

設定速度をかえる（ P.210）

制御を解除する・復帰させる
（ P.211）

知識

■設定条件について

●シフトレバーが2速以上のとき設定で
きます。

●制御モードによって、設定できる車
速は次のとおりです。

定速制御モードでの走行
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･ 車間制御モード：約30km/h 以上の
とき
･ 定速制御モード：約30km/h 以上の
とき

■車速設定後の加速について

通常走行と同様にアクセルペダル操作
で加速できます。加速後、車速が設定
速度にもどります。ただし、車間制御
モード時は先行車との距離を保持する
ため車速が設定速度以下になることも
あります。

■シフトポジションの選択について

車速に応じたシフトポジションを選択
してください。エンジン回転数が高く
なりすぎたり低くなりすぎたりすると、
自動的に制御が解除されることがあり
ます。

■車間制御モードの自動解除

次のとき、自動的に車間制御モードが
解除されます。

●車速が約25km/h 未満になったとき

●VSCが作動したとき

●TRCが一定時間作動したとき

●TRCまたはVSCをOFFにしたとき

●センサーが何かでふさがれて正しく
検知できないとき

●プリクラッシュブレーキが作動した
とき

●シフトレバーをNに入れた状態または
クラッチペダルを踏んだ状態で一定
時間経過したとき

上記以外の理由で車間制御モードが自
動解除されるときは、システムが故障
している可能性があります。トヨタ販
売店にご相談ください。

■定速制御モードの自動解除

次のとき、自動的に定速制御モードが
解除されます。

●設定速度より車速が約16km/h 以上
低下したとき

●車速が約30km/h 未満になったとき

●VSC が作動したとき

●TRCが一定時間作動したとき

●TRCまたはVSCをOFFにしたとき

●プリクラッシュブレーキが作動した
とき

●シフトレバーをNに入れた状態または
クラッチペダルを踏んだ状態で一定
時間経過したとき

上記以外の理由で定速制御モードが自
動解除されるときは、システムが故障
している可能性があります。トヨタ販
売店にご相談ください。

■ブレーキシステムの作動について

ブレーキが作動したとき、ブレーキの
作動音が聞こえたり、ブレーキペダル
の踏み応えがかわったりすることがあ
りますが異常ではありません。

■レーダークルーズコントロールの警
告メッセージ・警告ブザー

走行操作に関して注意が必要な場合や、
システムに異常が発生したときには、
警告メッセージ・警告ブザーで注意を
うながします。マルチインフォメー
ションディスプレイに警告メッセージ
が表示されたときは、表示された画面
の指示に従ってください。（ P.169, 
331）

■センサーが正しく検知しないおそれ
のある先行車

次のような場合にシステムによる減速
が不十分な場合はブレーキペダルを、
加速が必要な場合はアクセルペダルを、
状況に応じて操作してください。

センサーが正しく車両を検知できず、
接近警報（ P.211）も作動しないお
それがあります。
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●先行車が急に割り込んできたとき

●先行車が低速で走行中のとき

●同じ車線に停車中の車がいるとき

●先行車の後部分が小さすぎるとき
（荷物を積んでいないトレーラーな
ど）

●同じ車線を二輪車が走行中のとき

●周囲の車より水や雪がまき散らされ、
レーダーの検知のさまたげになる場
合

●自車の車両姿勢が上向きになる場合
（重い荷物を積んだときなど）

●先行車の車高が極端に高いとき

■車間制御モードが正しく作動しない
おそれのある状況

次の状況では、必要に応じてブレーキ
ペダルで減速（場合によってアクセル
ペダルを操作）してください。

センサーが正常に車両を検知できず、
システムが正常に作動しないおそれが
あります。

●カーブや車線幅が狭い道路などを走
行する場合

●ハンドル操作が不安定な場合や、車
線内の自車の位置が一定でない場合

●先行車が急ブレーキをかけた場合

●道路脇に構造物がある道（トンネル・
橋など）を走行する場合

●アクセルペダルを踏んで加速したあ
と、車速が設定速度にもどるとき
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前の車に続いて停止しているとき
に先行車を認識し続け、先行車が
発進してしばらく進んでも自車が
停止し続けた場合にお知らせしま
す。

知識

■作動条件

次のいずれかの条件を満たしたときに
作動します。

●シフトレバーがP・R以外でブレーキ
ペダルを踏んで、停止している、ま
たはシフトレバーがNで停止してい
るとき（オートマチック車）

●シフトレバーがＲ以外で、ブレーキ
ペダルを踏んで停止しているとき
（マニュアル車）

●ブレーキホールドが作動中のとき

●レーダークルーズコントロール（全
車速追従機能付き）が作動していて、
制御停車中のとき

■先行車が発進していても告知しない
場合があるとき

例えば次のような状況では、前方カメ
ラとレーダーが対象を検出できず、シ
ステムが正常に作動しない場合があり
ます。

●自車と先行車の停止位置がずれてお
り、先行車を正しく認識できないと
き

●先行車との車間距離が極端に短くな
り、先行車を正しく認識できないと
き

●坂道やカーブなどにより、先行車を
正しく認識できないとき

●先行車の背面形状（けん引をしてい
る車両や荷物を積んでいないトレー
ラー、雪や泥などが大量に付着して
いる車両など）やボデーカラーなど
により、先行車を正しく認識できな
いとき

●先行車がオートバイ・自転車などの
とき

●先行車の右左折や車線変更などによ
り、先行車を認識できなくなったと
き

●悪天候（雨・霧・雪・砂嵐など）・
煙・水蒸気などにより、先行車を認
識できないとき

●前方カメラとレーダー前面に雨滴、
雪などが付着し、先行車を正しく認
識できないとき

●前方カメラとレーダー周辺への強い
衝撃などにより、前方カメラとレー
ダーの向きがずれ、先行車を正しく
認識できないとき

●プリクラッシュセーフティが一時的
に使用できないときや、故障などに

先行車発進告知機能

先行車の発進後、自車が停止し
続けた場合、警告ブザーとマル
チインフォメーションディスプ
レイの表示でお知らせする機能
です。

先行車発進告知機能
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よりPCS 警告灯が点滅または点灯し
ているとき

●右左折や車線変更などのために、ハ
ンドルを大きくまわしたとき

■先行車が発進していなくても告知す
る場合があるとき

例えば次のような状況では、先行車が
発進したと判断し、システムが作動す
る場合があります。

●悪天候（雨・霧・雪・砂嵐など）に
より、先行車の発進を誤認識したと
き

●坂道やカーブなどにより、先行車で
はないものを先行車と認識している
とき

●前方カメラとレーダー周辺への強い
衝撃などにより、前方カメラとレー
ダーの向きがずれ、先行車ではない
ものを先行車と認識しているとき

●先行車がいない状態での停止時に、
交差点の先にいる車両や自車の正面
を横切る車両などを先行車として認
識したとき

●自車と先行車とのあいだに、ほかの
車両が割り込んだり通過したりした
とき

■先行車発進告知機能の設定を変更す
るには

●先行車発進告知機能のON／OFF

システムのON／OFFを切りかえるこ
とができます。

1 メーター操作スイッチの または

を押して を選択する

2 または を押して“車両設定

”を選択し、 を長押しする

3 または を押して“先行車発

進告知”を選択し、 を押す

4 または を押して“先行車発

進告知”を選択し、 を押す

●先行車発進告知機能の告知距離

告知する距離を切りかえることができ
ます。

1 メーター操作スイッチの または

を押して を選択する

2 または を押して“車両設定

”を選択し、 を長押しする

3 または を押して“先行車発

進告知”を選択し、 を押す

4 または を押して“告知距離

”を選択し、 を押す
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★：グレード、オプションなどにより、
装備の有無があります。

■ Dレンジアイドリングストップ
（ブレーキホールドシステムが
OFF のとき）
エンジンが停止する

シフトレバーをDで走行中、ブ
レーキペダルを踏み車両を完全に
停止させると、エンジンが自動的
に停止します。
Stop & Start 表示灯が点灯します。

エンジンが再始動する
ブレーキペダルから足を離すと、
エンジンが再始動します。
Stop & Start 表示灯が消灯します。

■ Dレンジアイドリングストップ
（ブレーキホールドシステムが
ONのとき）

ブレーキホールドシステム作動時
（ P.152）も、Stop & Start シ
ステムは作動します。
エンジンが停止する

シフトポジションをDで走行中、
ブレーキペダルを踏み車両を完全
に停止させると、エンジンが自動
的に停止します。
Stop & Start 表示灯が点灯します。

ブレーキホールドシステム作動中は、
ブレーキホールド作動表示灯が点灯し
ます。このときブレーキペダルから足
を離しても、Stop & Start システム
によるエンジン停止状態を継続しま
す。

エンジンが再始動する
アクセルペダルを踏むと、エンジ
ンが再始動します。（ブレーキペダ
ルから足を離してもエンジンは再
始動しません）
Stop & Start 表示灯とブレーキホー
ルド作動表示灯が消灯します。

Stop & Start システム★

赤信号や交差点などの一時的な
停車中、燃費向上やアイドリン
グ騒音低減のため、エンジンス
イッチを操作することなく、ブ
レーキペダルなどの操作によっ
てエンジンを停止・再始動させ
るシステムです。

Stop & Start システムの操作
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■ Dレンジアイドリングストップ
（レーダークルーズコントロール
[全車速追従機能付 ]★が作動し
ているとき）

レーダークルーズコントロール
（全車速追従機能付）による制御停
車時（ P.198）も、Stop & 
Start システムは作動します。
エンジンが停止する

レーダークルーズコントロール
（全車速追従機能付）の車間制御
モードで走行中、制御停車で車両
が完全に停止すると、エンジンが
自動的に停止します。（ブレーキペ
ダルを踏まなくてもエンジンが自
動的に停止します）
Stop & Start 表示灯が点灯します。

エンジンが再始動する
先行車が発進すると、エンジンが
再始動します。
Stop & Start 表示灯が消灯します。
★：グレード、オプションなどにより、
装備の有無があります。

■ Pレンジアイドリングストップ
エンジンが停止する

1 シフトレバーをDで走行中、ブ
レーキペダルを踏み車両を完全

に停止させると、エンジンが自
動的に停止します。

Dレンジアイドリングストップにより
エンジンが停止し、Stop & Start 表
示灯が点灯します。

2 シフトレバーをPにする
（ P.141）

エンジンの停止状態が継続します。

Dレンジでアイドリングストップした
直後にシフトレバーをPにすると、エ
ンジンが再始動することがあります。
また、Dレンジアイドリングストップ
していなくても、シフトレバーをPに
するとアイドリングストップすること
があります。

エンジンが再始動する
ブレーキペダルをしっかりと踏み、
シフトレバーをP以外にする
（ P.141）
Pレンジアイドリングストップ後、ブ
レーキペダルから足を離していたとき
は、再びブレーキペダルを踏んだとき
にエンジンが再始動します。Pレンジ
アイドリングストップ後、ブレーキペ
ダルを踏んだままのときは、シフトレ
バーをP以外にしたときにエンジンが
再始動します。

Stop & Start 表示灯が消灯します。
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知識

■作動条件

●次の条件がすべて満たされたとき、
Stop & Start システムが作動可能状
態になります。
･ ブレーキペダルをしっかりと踏んで
いるとき（レーダークルーズコント
ロール［全車速追従機能付］★の車間
制御モードの制御停車中を除く）
･ エンジンが十分暖まっているとき
･ 外気温が -5°C以上のとき
･ シフトレバーがDまたはPのとき
･ フロントデフロスタースイッチが
OFFのとき
･ ボンネットが閉まっているとき
･ 運転席シートベルトを着用している
とき
･ 運転席ドアが閉まっているとき
･ アクセルペダルを踏んでいないとき
･ 走行モードがノーマルまたはエコド
ライブモードのとき

★：グレード、オプションなどにより、
装備の有無があります。

●次の状況では、Stop & Start システ
ムによるエンジン停止が行われない
場合がありますが、異常ではありま
せん。
･ エアコンを使用しているとき
･ 定期的な充電中のとき
･ バッテリーが十分に充電されていな
いとき（例：長期間の駐車後など
バッテリーの充電量が低下、電気負
荷が大きい、バッテリー液温が低い、
バッテリーが劣化）
･ ブレーキ倍力装置の負圧が低下した
とき
･ 勾配が急な坂道で停車したとき
･ ハンドル操作をしているとき
･ 渋滞などで断続的に停車し、エンジ
ン停止時間が長くなったとき
･ 標高が高いとき

･ エンジン冷却水温やトランスミッ
ション油温が低いとき、または高す
ぎるとき
･ バッテリー液温が低いとき、または
高すぎるとき
･ バッテリーを交換したあとしばらく
の期間、またはバッテリー端子をは
ずしたあとしばらくの期間
･ エンジン再始動後の経過時間が短い
とき

●Stop & Start システムによるエンジ
ン停止中、次のときはエンジンが自
動的に再始動します。（Stop & 
Start システムによるエンジン停止
を再度行うには、一度走行してくだ
さい）
･ エアコンをONにしたとき
･ フロントデフロスタースイッチを
ONにしたとき
･ ハンドルを操作したとき
･ Dレンジアイドリングストップ中に、
シフトレバーをM・N・Rのいずれ
かにしたとき
･ Pレンジアイドリングストップ中に、
シフトレバーをP以外にしたとき
･ 運転席シートベルトをはずしたとき
･ 運転席ドアを開けたとき
･ アクセルペダルを踏んだとき
･ Stop & Start キャンセルスイッチを
押したとき
･ 坂道などで車両が動き出したとき
･ レーダークルーズコントロール（全
車速追従機能付）★による制御停車中
に先行車が発進したとき
･ 先行車発進告知機能が作動したとき
･ 走行モードをノーマルまたはエコド
ライブモード以外にしたとき

★：グレード、オプションなどにより、
装備の有無があります。

●Stop & Start システムによるエンジ
ン停止中、次のときはエンジンが自
動的に再始動する場合があります。
（Stop & Start システムによるエン
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ジン停止を再度行うには、一度走行
してください）
･ ブレーキペダルをさらに強く踏み込
む、またはポンピングブレーキをし
たとき
･ エアコンを使用しているとき
･ バッテリーの充電量が低下している
とき
･ エアコンに関わる操作をしたとき
（フロントデフロスタースイッチな
ど）

■ブレーキホールドシステム作動時の
Stop & Start システムの作動につ
いて

●Stop & Start システムによりエンジ
ンが自動的に再始動してもブレーキ
ホールドシステムによるブレーキ保
持は継続します。

●Stop & Start システムによるエンジ
ン停止中に、ブレーキホールドシス
テムの作動条件（ P.152）が満た
されなくなるとブレーキホールドシ
ステムはOFF になります。

このとき自動的にパーキングブレーキ
がかかりエンジンが自動的に再始動し
ます。

■レーダークルーズコントロール（全
車速追従機能付）★による制御停車時
のStop & Start システムの作動に
ついて

Stop & Start システムによりエンジン
が自動的に再始動しても制御停車は継
続します。（制御停車から追従走行に復
帰させる： P.202）
★：グレード、オプションなどにより、
装備の有無があります。

■ボンネットを開けたとき

●Stop & Start システムによるエンジ
ン停止中にボンネットを開けたとき
は、Stop & Start システムによるエ

ンジン停止状態からエンスト状態に
移行され、エンジンが自動で再始動
しません。その場合は通常のエンジ
ン始動操作（ P.137）でエンジン
を始動してください。

●ボンネットが開いている状態でエン
ジンを始動したときは、ボンネット
を閉めてもStop & Start システム
は作動しません。ボンネットを閉め
一度エンジンスイッチをOFFにし、
30秒以上待ってからエンジンを始動
してください。

■Stop & Start システムについて

●長時間停車する場合には、エンジン
スイッチをOFFにし、エンジンを停
止してください。

●Stop & Start システムが作動しない
ときやキャンセルされたとき、また
はStop & Start システムに異常が
発生したときには、警告メッセージ・
警告ブザーで注意を促がします。
（ P.331）

●Stop & Start システムによるエンジ
ン停止中にエンジンスイッチを押す
と、Stop & Start システムによるエ
ンジン停止状態からエンスト状態に
移行され、エンジンが自動で再始動
しません。その場合は通常のエンジ
ン始動操作（ P.137）でエンジン
を始動してください。

●Stop & Start システムによりエンジ
ンが再始動するとき、一時的にアク
セサリーソケットやアクセサリーコ
ンセントなどが使用できないことが
ありますが異常ではありません。

●電装品・無線機の取り付け・取りは
ずしはStop & Start システムに悪
影響をおよぼす可能性があります。
詳しくはトヨタ販売店にご相談くだ
さい。



221

4

4-5. 運転支援装置について
運
転

●Stop & Start システムによりエンジ
ンが再始動するとき、一時的にハン
ドル操作が重く感じることがありま
す。

■Stop & Start システムによるエンジ
ン停止中、フロントウインドウガラ
スが曇ったとき

フロントデフロスタースイッチをON
にしてください。（エンジンが自動的に
再始動します）： P.270
断続的にフロントウインドウガラスが
曇るときは、Stop & Start キャンセル
スイッチを押し、Stop & Start システ
ムを非作動にしてください。

■Stop & Start システムによるエンジ
ン停止中のエアコンについて

●オート設定で空調システムを使用し
ているときに、Stop & Start システ
ムによりエンジンが停止した場合は、
冷房時の温度上昇や暖房時の温度低
下を抑えるため、ファンの風量を弱
めたり、停止したりすることがあり
ます。

●空調の効きをより良くしたいときは、
Stop & Start キャンセルスイッチを
押し、Stop & Start システムを非作
動にしてください。

■Stop & Start システムによるエンジ
ン停止中に、エアコン吹き出し口か
ら臭いが発生したときは

Stop & Start キャンセルスイッチを押
してStop & Start システムを非作動
にしてください。

■エアコンがONのときのアイドリング
ストップ時間の長さの切りかえにつ
いて

マルチインフォメーションディスプレ
イの （ P.85）から、エアコンが
ONのときのStop & Start システム
によるエンジン停止時間の長さを切り

かえることができます。（エアコンが
OFFのときのStop & Start システム
によるエンジン停止時間の長さは切り
かえできません）

■ブザーが鳴ったとき

Stop & Start システムによるエンジン
停止中、シフトレバーがDのまま運転
席ドアが開いたときは、警告ブザーが
鳴ると同時にStop & Start 表示灯が
点滅します。ブザーを止めるには、運
転席ドアを閉めてください。

■Stop & Start システム保護機能

●バッテリーの急な消費を抑えるため
に、オーディオを大音量で使用して
いると、突然音が停止することがあ
ります。オーディオ停止を防ぐには、
音量を下げて使用してください。
止まってしまったオーディオを再開
するには、いったんエンジンスイッ
チをOFFにし、3秒以上たってか
ら、再度ACC またはONにしてく
ださい。

●バッテリーの端子を外して再接続し
たときに、オーディオ（メーカーオ
プションのナビゲーションシステム
を除く）が作動しないことがありま
す。この場合、いったんエンジンス
イッチをOFFにし、次の操作を2回
繰り返すことでオーディオが作動し
ます。
･ エンジンスイッチをONにし、再度
エンジンスイッチをOFFにする

■バッテリーを交換するとき

P.357

■Stop & Start システム情報割り込み
表示について

P.91
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■マルチインフォメーションディスプ
レイのメッセージについて

次のとき、マルチインフォメーション
ディスプレイに とメッセージが表示
されることがあります。

●Stop & Start システムによるエンジ
ン停止が行われないとき

“ブレーキをもう少し踏んでくだ
さい”

･ ブレーキペダルを踏む力が足りない

停車後にブレーキペダルを踏み足す
と作動します。

“エアコン優先”

･ 外気温が高い、または低いときにエ
アコンを使用している

エアコンの設定温度と室内温度の差
が小さくなると作動可能状態になりま
す。

･ フロントデフロスタースイッチを
ONにしている

“バッテリー充電中”

･ バッテリーの充電量が低下している
可能性がある

バッテリーの充電を優先するため、
一時的にアイドリングストップを禁止
していますが、エンジンをしばらく作
動させると作動可能状態になります。

･ リフレッシュ充電中の可能性がある
（参考シーン：定期的な充電中、バッ
テリー交換したあとしばらくの期間、
またはバッテリー端子をはずしたあ
としばらくの期間など）

5分～60分間のリフレッシュ充電
が完了すると作動可能状態になります。

･ 長期間（60分以上）にわたって継続
的に表示される場合

バッテリ劣化の可能性がありますの
でトヨタ販売店に相談してください。

“作動準備中”

･ 標高が高い

･ ブレーキ倍力装置の負圧が低下した

ブレーキ倍力装置の負圧が所定値ま
で生成されると作動可能状態になりま
す。

“アイドリングストップできませ
ん”

･ 一時的にアイドリングストップを禁
止している

エンジンをしばらく作動させると作
動可能状態になります。

･ ボンネットが開いている状態でエン
ジンを始動した可能性がある

ボンネットを閉め一度エンジンス
イッチをOFF にして、30秒以上待っ
てからエンジンを始動すると作動可能
状態になります。

“専用バッテリー非装着”

･ Stop & Start システム専用品以外の
バッテリーを装着した可能性がある

Stop & Start システムが作動しませ
ん。トヨタ販売店で点検を受けてくだ
さい。

●Stop & Start システムによるエンジ
ン停止中にエンジンが自動的に再始
動したとき

“エアコン優先”

･ エアコンをONにした、またはエア
コンを使用している

･ フロントデフロスタースイッチを
ONにした

“作動準備中”
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･ ブレーキペダルをさらに踏み込んだ、
またはポンピングブレーキをした

走行することによりブレーキ倍力装
置の負圧が所定値まで生成されると作
動可能状態になります。

“バッテリー充電中”

･ バッテリーの充電量が低下している
可能性がある

バッテリーの充電を優先させるため、
エンジンが再始動しました。エンジン
をしばらく作動させると作動可能状態
になります。

■Stop & Start システムの警告メッ
セージ

システムに異常が発生したときは、警
告メッセージで注意をうながします。
（ P.331）

■Stop & Start キャンセル表示灯が点
滅したままのとき

システムに異常があるおそれがありま
す。トヨタ販売店で点検を受けてくだ
さい。

警告
■Stop & Startシステムが作動して
いるとき

●Stop & Start システムによるエ
ンジン停止中（Stop & Start 表
示灯が点灯中）は、ブレーキペダ
ルを踏み、必要に応じてパーキン
グブレーキをかけてください。（ブ
レーキホールド作動中とレーダー
クルーズコントロール［全車速追
従機能付］★の制御停車中は除く）
エンジンが自動的に始動する場合
があるため、思わぬ事故につなが
るおそれがあり危険です。

●Stop & Start システムによるエン
ジン停止中（Stop & Start 表示灯
が点灯中）は、車から離れないで
ください。
エンジンが自動的に始動する場合
があるため、思わぬ事故につなが
るおそれがあり危険です。

●換気が悪い場所では、Stop & 
Start システムを非作動にしてく
ださい。
エンジンが自動的に再始動する場
合があるため、排気ガスが充満し、
重大な健康障害におよぶか、最悪
の場合死亡につながるおそれがあ
ります。

★：グレード、オプションなどによ
り、装備の有無があります。

注意
■Stop & Startシステムを正常に作
動させるために

次のようなときはStop & Start シ
ステムが正常に作動しないおそれが
あります。トヨタ販売店で点検を受
けてください。

●運転席シートベルトを着用してい
るときに、メーター内のシートベ
ルト非着用警告灯が点滅するとき

●運転席シートベルトをはずしてい
るときに、メーター内のシートベ
ルト非着用警告灯が点灯しないと
き

●運転席ドアを閉めているにもかか
わらず、マルチインフォメーショ
ンディスプレイにドア開警告表示
が表示される、またはインテリア
ランプがドア開閉連動ONのとき
にインテリアランプが点灯すると
き



224 4-5. 運転支援装置について

Stop & Start システムを非作動
にするにはStop & Start キャン
セルスイッチを押す
Stop & Start キャンセル表示灯が点
灯します。

もう一度Stop & Start キャンセルス
イッチを押すと、作動可能状態にもど
り、Stop & Start キャンセル表示灯
が消灯します。

知識

■Stop & Start システムの自動再開

Stop & Start システムをStop & 
Start キャンセルスイッチによって非
作動にしていても、一度エンジンス
イッチをOFFにしてからONにするこ
とによって、Stop & Start システムは
自動的に作動可能状態にもどります。

■Stop & Start キャンセルスイッチを
押したとき

●Stop & Start システムによるエンジ
ン停止中、Stop & Start キャンセル
スイッチを押すとエンジンが再始動
します。

●Stop & Start システムが非作動のと
き、もう一度Stop & Start キャン
セルスイッチを押すと、Stop & 
Start システムが作動可能状態にも
どりますがエンジンは停止しません。
次に車両が停止したときに、Stop & 
Start システムによってエンジンが
停止します。

Stop & Start システムによるエ
ンジン停止後、エンジンが再始動
し駆動力が発生するまでのあいだ、
ブレーキ力を一時的に保持し坂道
での車両後退を抑制します。
駆動力が発生すると、保持してい
たブレーキ力を自動的に解除しま
す。
● 坂道だけでなく、平坦な場所で
も作動します。

● ブレーキから音が発生すること
がありますが異常ではありませ
ん。

● ブレーキペダルの踏み応えが変
わったり、振動が発生したりす
ることがありますが異常ではあ
りません。

注意
●運転席ドアを開けているにもかか
わらず、マルチインフォメーショ
ンディスプレイにドア開警告表示
が表示されない、またはインテリ
アランプがドア開閉連動ONのと
きにインテリアランプが点灯しな
いとき

Stop & Start システムを非作動
にするには

坂道発進補助機能（Dレンジア
イドリングストップ）
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★：グレード、オプションなどにより、
装備の有無があります。

メーター操作スイッチ
ブラインドスポットモニターのON／
OFFを切りかえます。

ドアミラーインジケーター
ドアミラーの死角領域に車両を検知し
たとき、または後方からその死角領域
に急速に接近してくる車両を検知した
ときは、検知した側のドアミラーイン
ジケーターが点灯します。検知した側
に方向指示レバーを操作している場合
は、ドアミラーインジケーターが点滅
します。

BSM表示灯
ブラインドスポットモニターがONの
ときに点灯します。

知識

■ドアミラーインジケーターの視認性
について

強い日差しのもとでは、ドアミラーイ
ンジケーターが見えづらいことがあり
ます。

■マルチインフォメーションディスプ
レイに“BSM現在使用できません
”が表示されたときは

センサー周辺のバンパーに氷・雪・泥
などが付着していることが考えられま
す。センサー周辺のバンパーの氷・雪・
泥などを取り除けば、正常に復帰しま

BSM（ブラインドスポッ
トモニター）★

ブラインドスポットモニターは、
リヤバンパー内側にある後側方
レーダーセンサーを使用し、運
転者による車線変更時の判断を
支援するシステムです。

警告
■安全にお使いいただくために

安全運転を行う責任は運転者にあり
ます。常に周囲の状況を把握し、安
全運転に努めてください。

ブラインドスポットモニターは、ド
アミラーの死角領域に入った車両の
存在とその死角領域に急速に接近し
てくる車両の存在を運転者に提供す
る、補助的なシステムです。本シス
テムだけで安全な車線変更の可否を
判断できるものではないため、シス
テムを過信すると思わぬ事故につな
がり、重大な傷害におよぶか、最悪
の場合死亡につながるおそれがあり
ます。

状況によっては本システムが有効に
機能しないことがあるため、運転者
は自らの目視とミラーによる安全確
認をおこなう必要があります。

システムの構成部品
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す。また、極めて高温または低温の環
境で使用した場合、正常に作動しない
ことがあります。

■マルチインフォメーションディスプ
レイに“BSM故障 販売店で点検し
てください”が表示されたときは

センサーの故障や電圧異常などが考え
られます。トヨタ販売店にて点検を受
けてください。

■カスタマイズ機能

機能の一部は、設定を変更することが
できます。（ P.370）

■後側方レーダーセンサーの取り扱いについて

警告
■後側方レーダーセンサーの取り扱
い

ブラインドスポットモニターのセン
サーは、車両リヤバンパー内側に左
右ひとつずつ設置されています。シ
ステムを正しく作動させるために次
のことをお守りください。

●センサー周辺のリヤバンパーは常
にきれいにしておく

センサー周辺のリヤバンパーに汚れ
や着雪がある場合、警告表示
（ P.225）とともにシステムが作
動しなくなることがあります。その
場合、汚れや雪を落としたあと、
BSM機能の作動条件（ P.228）
でしばらく走行してください（目
安：約10分）。それでも警告表示が
消えない場合はトヨタ販売店にて点
検を受けてください。
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メーター操作スイッチを使って
ON／OFF を切りかえます。

1 または を押して を選
択する

2 または を押して を選

択し、 を押す

■ 検知できる車両
ブラインドスポットモニターは後側方レーダーセンサーにより隣の車線を
走行する次の車両を検知し、ドアミラーのインジケーターによってその車
両の存在を運転者に知らせます。

警告
●センサーやセンサー周辺のリヤバ
ンパーにアクセサリーを付けたり、
ステッカー（透明なものを含む）
やアルミテープなどを貼ったりし
ない

●センサー周辺のリヤバンパーへの
強い衝撃を避ける
センサーの位置や向きが少しでも
ずれると、車両を正しく検知でき
なくなったり、装置が正常に動作
しなくなったりするおそれがあり
ます。
次のような場合には、必ずトヨタ
販売店にて点検を受けてください。

･ センサーやセンサー周辺に強い衝
撃を受けた

･ センサー周辺のリヤバンパーなど
に傷や凹みがある、一部が外れて
いる

●センサーを分解しない

●センサーやセンサー周辺のリヤバ
ンパーを改造しない

●センサーやリヤバンパーの脱着や
交換が必要な場合は、トヨタ販売
店にご相談ください。

●リヤバンパーの塗装修理の際には
トヨタ設定色以外への変更は行わ
ないでください

ブラインドスポットモニターの
ON／OFF を切りかえるには

ブラインドスポットモニターの作動
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ドアミラーに映らない領域（死角領域）を併走する車両
後方からドアミラーに映らない領域（死角領域）に急速に接近してく
る車両

■ 検知できる範囲
次の範囲に入った車両を検知します。

検知できる範囲：
車両の両側面について、側面から約0.5m離れた面から約3.5mの領
域※1

リヤバンパーから約1m前方の領域
リヤバンパーから約3m後方の領域

リヤバンパーから後方約3m～60mの領域※2

※1車両側面から外側に約0.5mは検知しません。
※2自車と他車の速度差が大きいほど、ドアミラーインジケーターは他車がより遠
くにいる状況で点灯・点滅します。

知識

■作動条件

次の条件をすべて満たしているときに
作動します。

●ブラインドスポットモニターがONの
とき

●シフトレバーがR以外のとき

●車速が約16km/h 以上のとき

■センサーが車両を検知する条件

ブラインドスポットモニターは、次の
ような状況で検知範囲に入った車両を
検知します。

●隣の車線を走行する他車に自車が追
いこされるとき

●小さい速度差で隣の車線を走行する
他車を追いこすとき

●他車が車線変更中に検知範囲に進入
するとき

■センサーが検知しない条件

ブラインドスポットモニターは、次の
ような車両や車両以外のものを検知対
象としません。

●小型の二輪車・自転車・歩行者など※

●対向車
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●ガードレール・壁・標識・駐車車両
などの静止物※

●同じ車線を走行する後続車※

●2つ隣の車線を走行する他車※

●大きい速度差で自車が追いこす他車※

※状況によっては検知をすることがあ
ります。

■ブラインドスポットモニターが正し
く作動しないおそれがある状況

●次のような状況では車両を正しく検
知しないおそれがあります。
･ センサーやセンサー周辺への強い衝
撃などにより、センサーの位置や向
きがずれているとき
･ 泥・雪・氷・ステッカーなどがセン
サーやセンサー周辺のリヤバンパー
に付着したとき
･ 大雨・雪・霧などの悪天候時、水た
まりなどの濡れた路面を走行すると
き
･ 複数台の他車が狭い間隔で連続して
接近するとき
･ 自車と後続車の車間距離が短いとき
･ 検知範囲に入る他車と自車の速度差
が大きすぎるとき
･ 自車と他車の速度差に変化があると
き
･ 検知範囲に入る他車と自車の速度が
ほとんど等しいとき
･ 停止状態から発進した際に、検知範
囲に他車が存在し続けたとき
･ 急勾配の上り・下りが連続した坂道
や道路のくぼみ等を走行していると
き
･ きついカーブや連続したカーブ、起
伏がある場所を走行するとき
･ 車線の幅が広い、もしくは車線の端
を走行するなど、隣の車線の他車が
自車から離れすぎているとき
･ 車両後部に自転車キャリアなどのア
クセサリーを装着しているとき

･ 検知範囲に入る他車と自車の高さに
差がありすぎるとき
･ ブラインドスポットモニターをON
にした直後

●特に次のような状況では不要な検知
が増えることがあります。
･ センサーやセンサー周辺への強い衝
撃などにより、センサーの位置や向
きがずれているとき
･ ガードレールや壁などとの距離が短
い状況で、それらが検知範囲に入っ
たとき
･ 急勾配の上り・下りが連続した坂道
や道路のくぼみ等を走行していると
き
･ 車線の幅が狭い、もしくは車線の端
を走行するなど、隣の車線以外を走
行する車両が検知範囲に入ったとき
･ きついカーブや連続したカーブ、起
伏がある場所を走行するとき
･ タイヤがスリップ（空転）している
とき
･ 自車と後続車の車間距離が短いとき
･ 車両後部に自転車キャリアなどのア
クセサリーを装着しているとき
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★：グレード、オプションなどにより、
装備の有無があります。

■ センサーの種類

フロントコーナーセンサー
フロントセンターセンサー
リヤコーナーセンサー
リヤセンターセンサー

■ クリアランスソナーの表示のし
かた

壁などの静止物を検知すると、マ
ルチインフォメーションディスプ
レイおよびヘッドアップディスプ
レイ★に表示されます。

フロントコーナーセンサー作動
表示
フロントセンターセンサー作動
表示
リヤコーナーセンサー作動表示
リヤセンターセンサー作動表示

★：グレード、オプションなどにより、
装備の有無があります。

メーター操作スイッチを使って
ON／OFF を切りかえます。
（ P.86）
1 または を押して を選
択する

2 または を押して を選

択し、 を押す

クリアランスソナー機能がOFF の時
は、クリアランスソナーOFF 表示灯
（ P.76）が点灯します。

OFF（停止）に切りかえて、クリアラ
ンスソナーを停止させた場合、再度、
マルチインフォメーションディスプレ
イの から をON（作動）にし、
システム作動状態にしないとクリアラ
ンスソナーは復帰しません。（エンジ
ンスイッチをOFF にしたあとで再度
ONにしても、復帰しません）

クリアランスソナー★

クリアランスソナーは、車両と
壁などの静止物とのおおよその
距離を超音波センサーによって
検知して、メーター内のマルチ
インフォメーションディスプレ
イおよびヘッドアップディスプ
レイ★の距離表示とブザー音、
音声案内で運転者にお知らせし
ます。

システムの構成部品

システムを作動させるには
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知識

■作動条件

●エンジンスイッチがONのとき

●クリアランスソナー機能がONのとき

●車両の速度が約10km/h 以下のとき

●シフトポジションがP以外にあるとき

警告
■クリアランスソナーをお使いにな
る前に

必ず次のことをお守りください。
お守りいただかないと、思わぬ事故
につながるおそれがあり危険です。

●車両の速度が約10km/hをこえな
いようにしてください。

●センサーの検知範囲、作動速度に
は限界があります。車を前進・後
退するときは、必ず車両周辺（特
に車両側面など）の安全を確認し、
ブレーキで車速を十分に制御し、
ゆっくり運転してください。

●センサーの検知範囲にはアクセサ
リー用品を取り付けないでくださ
い。

●バンパー真下付近は検知しません。
センサーより低いものや細い杭な
どは、一度検知しても接近すると
突然検知しなくなることがありま
す。

■クリアランスソナーをOFFにする
とき

次のときはシステムをOFFにしてく
ださい。クリアランスソナーが正常
に作動しないことがあり、思わぬ事
故につながるおそれがあり危険です。

●市販のフェンダーポール・無線機
アンテナ・フォグランプを車に付
けたとき

●バンパーやセンサー部付近にもの
をぶつけたときや、たたくなどの
強い衝撃を与えたとき

●トヨタ純正品以外のサスペンショ
ンを取り付けたとき

●けん引フックを取り付けたとき

●字光式ナンバープレートを取り付
けたとき

■クリアランスソナー使用時の注意

次のとき、センサーの異常などによ
り装置が正常に作動しなくなってい
るおそれがあります。トヨタ販売店
で点検を受けてください。

●静止物を検知していない状態で、
クリアランスソナーの作動表示が
点灯もしくは点滅し、ブザーが
鳴ったとき

●センサー部付近にものをぶつけた
ときや、たたくなどの強い衝撃を
与えたとき

●バンパーをぶつけたとき

●ブザー音がしないのにクリアラン
スソナー表示が点灯もしくは点滅
したままのとき（ミュート選択時
は除く）

■洗車時の注意

●高圧洗車機を使用して洗車すると
きは、センサー部に直接水をあて
ないでください。強い水圧により
衝撃が加わり、正常に作動しなく
なるおそれがあります。

●スチームを使用した洗車機などで
洗車するときは、スチームをセン
サー部に近付けすぎないようにし
てください。スチームにより、正
常に作動しなくなるおそれがあり
ます。
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■マルチインフォメーションディスプ
レイに “クリアランスソナー使用で
きません ソナーの汚れを除去してく
ださい” が表示されたときは

クリアランスソナーのセンサーに氷・
雪・泥などが付着していることが考え
られます。
この場合はセンサーの氷・雪・泥など
を取り除けば、正常に復帰します。
また、低温時にはセンサーの凍結など
により異常表示が出たり、静止物が
あっても検知しないことがあります。
氷が解ければ、正常に復帰します。
氷・雪・泥がないのに異常表示が出て
いる場合は、センサーの異常が考えら
れますので、トヨタ販売店で点検を受
けてください。

■センサーの検知について

●センサーの検知範囲は車両前部と後
部のバンパー周辺に限られます。

●静止物の形状・条件によって検知で
きる範囲が短くなることや、検知で
きないことがあります。

●センサーが静止物に近づきすぎると
検知できないことがあります。

●静止物を検知してから、表示が出る
（ブザーが鳴る）までに多少時間がか
かります。低速走行時の場合でも表
示が出る（ブザーが鳴る）までに、
静止物まで約30cm以内に接近する
おそれがあります。

●オーディオ・エアコン使用時は、音
楽やファンの音などにより、ブザー
の音が聞き取りづらくなる場合があ
ります。

●他システムのブザー音などにより本
システムの音が聞き取りづらくなる
場合があります。

■システムが正常に作動しないおそれ
があるとき

次のような状況では、センサーが正常
に作動しないことがあります。

●センサーに氷・雪・泥などが付着し
たとき（取り除けば、正常に復帰し
ます）

●センサー部が凍結したとき（解けれ
ば、正常に復帰します）
特に低温時には凍結などにより異常
表示が出たり、壁などの静止物が
あっても検知しないことがあります。

●センサーを手などで覆ったとき

●炎天下や寒冷時

●凸凹道・坂道・砂利道・草むら走行
時など

●他車のホーン・オートバイのエンジ
ン音・大型車のエアブレーキ音・他
車のクリアランスソナーなどの超音
波を発生するものが付近に存在する
とき

●どしゃぶりの雨や水しぶきがかかっ
たとき

●冠水している道路でセンサーに水が
かぶったとき

●車両姿勢が大きく傾いたとき

●背の高い縁石や直角の縁石に向かっ
て進んだとき

●センサーに静止物が近付きすぎたと
き

■正しく検知できないことがある静止
物

静止物の形状・条件によっては検知で
きる範囲が短くなることや、次のよう
なものは検知しないことがあります。
注意して運転してください。

●針金・フェンス・ロープなどの細い
もの
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●綿・雪などの音波を吸収しやすいも
の

●鋭角的な形のもの

●背の低いもの

●背が高く上部が張り出しているもの

特に人は衣類の種類によっても検知で
きない場合がありますので、常に目視
で確認してください。

■ 静止物を検知できる範囲

約100cm
約 150cm
約 60cm

検知できる範囲は図のとおりです。た
だし、静止物がセンサーに近付きすぎ
ると検知できません。
静止物の形状・条件によっては、検知
できる距離が短くなることや、検知で
きないことがあります。

■ 画面表示
静止物を検知すると、マルチインフォメーションディスプレイまたはヘッ
ドアップディスプレイ★の作動表示が点灯（一部、枠が点滅）します。
★：グレード、オプションなどにより、装備の有無があります。

● 静止物までのおおよその距離：約150cm～ 60cm※（リヤセンターセ
ンサー）

※自動ミュート機能あり（ P.235）

距離表示の見方

マルチインフォメーションディスプレイ ヘッドアップディスプレイ
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● 静止物までのおおよその距離：約 100cm～ 60cm※（フロントセン
ターセンサー）

※自動ミュート機能あり（ P.235）

● 静止物までのおおよその距離：約 60cm～ 45cm※

※自動ミュート機能あり（ P.235）

● 静止物までのおおよその距離：約 45cm～ 30cm※

※自動ミュート機能あり（ P.235）

● 静止物までのおおよその距離：約 30cm～ 15cm※1

※1自動ミュート機能なし（ P.235）
※2点灯および枠が遅い点滅

● 静止物までのおおよその距離：約 15cm以下※1

マルチインフォメーションディスプレイ ヘッドアップディスプレイ

マルチインフォメーションディスプレイ ヘッドアップディスプレイ

マルチインフォメーションディスプレイ ヘッドアップディスプレイ

マルチインフォメーションディスプレイ
※2 ヘッドアップディスプレイ
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※1自動ミュート機能なし（ P.235）
※2点灯および枠が早い点滅

■ ブザー動作と静止物までの距離
静止物を検知すると、ブザーが鳴
ります。
ブザー音と同時に音声案内を行いま
す。

● 静止物との距離が近付くと、ブ
ザーの断続時間が短くなります。
静止物との距離が約 30cm以下
のとき、ブザーは断続音「ピピ」
から連続音「ピー」になります。

● 複数のセンサーが同時に静止物
を検知しているときは、もっと
も近い静止物との距離に合わせ
たブザー音が鳴ります。

● ブザー吹鳴後、静止物との距離
が近づかない場合は、自動でブ
ザーが消音されます。（自動
ミュート機能）

■ ブザー音量調整
マルチインフォメーションディス
プレイ上でブザー音量の調整がで
きます。
クリアランスソナー、RCTAのブ
ザー音を一括で調整します。
メーター操作スイッチを使って設
定を変更します。（ P.86）

1 または を押して を選
択する

2 または を押して を選

択し、 を押し続ける

3 音量を選択し、 を押す

1,2,3 の間で音量が切りかわります。

■ ブザー音の一時ミュート（消音）
作動対象を検知した場合、マルチ
インフォメーションディスプレイ
上に一時ミュート（消音）スイッ
チが表示されます。
を押すとクリアランスソナー、

RCTAのブザー音が一括でミュー
ト（消音）されます。
一時ミュート（消音）が解除され
るとき：
● シフトポジションを切りかえた
とき

● 車速が一定値以上になったとき
● センサー異常やシステムが一時
使用不可となったとき

● 使用中の機能をOFF にしたとき
● エンジンスイッチをOFFにした
とき

マルチインフォメーションディスプレイ
※2 ヘッドアップディスプレイ

音声案内とブザー音
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★：グレード、オプションなどにより、
装備の有無があります。

メーター操作スイッチ
メーター操作スイッチを操作して、マ
ルチインフォメーションディスプレイ
上でRCTA機能のON／OFF を切り
かえます。
ドアミラーインジケーター

自車の右後方または左後方から接近し
ている車両を検知したときは、両側の
ドアミラーインジケーターが点滅しま
す。

RCTAブザー
自車の右後方または左後方から接近し
ている車両を検知したときは、ブザー
が鳴ります。

メーター操作スイッチを使って
ON／OFF を切りかえます。
（ P.86）

1 または を押して を選
択する

2 または を押して

“RCTA”を選択し、 を押
す

RCTA機能がOFFの時は、RCTA 
OFF 表示灯（ P.76）が点灯します。
エンジンスイッチがONになるたび、
RCTA機能はONになります。

RCTA（リヤクロストラ
フィックアラート）★

RCTA（リヤクロストラフィッ
クアラート）機能はリヤバン
パー内側にあるブラインドス
ポットモニターの後側方レー
ダーセンサーを使用し、運転者
の目視だけでは感知しづらい領
域の確認を補助する機能です。
後退時に運転者を支援します。

システムの構成部品

設定のしかた
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知識

■ドアミラーインジケーターの視認性
について

強い日差しのもとでは、ドアミラーイ
ンジケーターが見えづらいことがあり
ます。

■RCTAブザー音の聞こえ方について

大音量のオーディオなど大きな音がす
る場合、RCTAブザー音が聞こえづら
くなる場合があります。

■マルチインフォメーションディスプ
レイに “RCTA現在使用できません
” が表示されたときは

センサー周辺のバンパーに氷・雪・泥
などが付着していることが考えられま
す。センサー周辺のバンパーの氷・雪・
泥などを取り除けば、正常に復帰しま
す。また、極めて高温または低温の環
境で使用した場合、正常に作動しない
ことがあります。

■後側方レーダーセンサーについて

P.226

■ RCTA機能の作動
RCTA機能は後側方レーダーセンサーにより自車の右後方または左後方
から接近している車両を検知し、ドアミラーのインジケーターとブザーに
よってその車両の存在を運転者に知らせます。

警告
■安全にお使いいただくために

安全運転を行う責任は運転者にあり
ます。常に周囲の状況を把握し、安
全運転に努めてください。

RCTA機能は自車の右後方または左
後方から接近してくる車両の存在を
運転者に提供する補助的なシステム
です。

RCTA機能を使用していても状況に
よっては本システムが有効に機能し
ないことがあるため、運転者は自ら
の目視による安全確認をおこなう必
要があります。

システムを過信すると思わぬ事故に
つながり、重大な傷害におよぶか、
最悪の場合死亡につながるおそれが
あります。

注意
■安全にお使いいただくために

センサー周辺に障害物を置かないで
ください。

RCTA機能
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接近車両
接近車両を検知できる範囲

■ RCTA機能で検知できる範囲
次の範囲に入った車両を検知します。

速度が速い車両に対しては、より
離れた位置で警報ブザーを鳴らし
ます。
例：

知識

■RCTA機能の作動条件

RCTA機能は、次の条件をすべて満た
しているときに作動します。

●エンジンスイッチがONのとき

●RCTA機能がONのとき

●シフトポジションがRのとき

●自車の車速が約8km/h 以下のとき

●接近する他車の車速が約8km/h ～
28km/h のあいだのとき

■ブザー音量調整

マルチインフォメーションディスプレ
イ上でブザー音量の調整ができます。

クリアランスソナー、RCTAのブザー
音を一括で調整します。

メーター操作スイッチを使って設定を
変更します。（ P.86）

1 または を押して を選択す
る

2 または を押して“RCTA”

を選択し、 を押し続ける

3 音量を選択し、 を押す

1,2,3 の間で音量が切りかわります。

■ブザー音の一時ミュート（消音）

作動対象を検知した場合、マルチイン
フォメーションディスプレイ上に一時
ミュート（消音）スイッチが表示され
ます。

を押すとクリアランスソナー、

RCTAのブザー音が一括でミュート
（消音）されます。

一時ミュート（消音）が解除されると
き：

●シフトポジションを切りかえたとき

●車速が一定値以上になったとき

接近車両の速度 警報距離（概
算）

28km/h（速い） 20m

8km/h（遅い） 5.5m
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●センサー異常やシステムが一時使用
不可となったとき

●使用中の機能をOFF にしたとき

●エンジンスイッチをOFF にしたとき

■RCTA機能が検知しない車両につい
て

RCTA機能は、次のような車両や車両
以外のものを検知対象としません。

●真後ろから接近する車両

●自車の隣の駐車スペースで後退する
車両

●障害物のためにセンサーが検知でき
ない車両

●ガードレール・壁・標識・駐車車両
などの静止物

●小型の二輪車・自転車・歩行者など

●自車から遠ざかる車両

●自車の隣の駐車スペースから接近す
る車両

■RCTA機能が正常に作動しないおそ
れがある状況

●RCTA機能は、次のような状況では
車両を有効に検知しないおそれがあ
ります。
･ センサーやセンサー周辺への強い衝
撃などにより、センサーの位置や向
きがずれているとき
･ 泥・雪・氷・ステッカーなどがセン
サーやセンサー周辺のリヤバンパー
に付着したとき

･ 大雨・雪・霧などの悪天候時、水た
まりなどのぬれた路面を走行すると
き
･ 複数台の他車が狭い間隔で連続して
接近するとき
･ 車両が高速で接近するとき
･ 車両後部にけん引フックを装着して
いるとき
･ 勾配の変化が激しい坂で後退してい
るとき

･ 浅い角度での駐車時

･ RCTA機能をONにした直後
･ RCTA機能をONにした状態で、エ
ンジンを始動した直後
･ 障害物のためにセンサーが検知でき
ない車両
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●RCTA機能は、特に次のような状況
では不要な検知が増えることがあり
ます。
･ 自車の横を車両が通過するとき
･ 駐車場に面した道を車両が走行して
いるとき

･ 車両後方に電波の反射しやすい金属
（ガードレール・壁・標識・駐車車両
など）が存在するとき
･ 車両後部にけん引フックを装着して
いるとき

★：グレード、オプションなどにより、
装備の有無があります。

■ パーキングサポートブレーキ
（静止物）★

P.246
■ パーキングサポートブレーキ
（後方接近車両）★

P.252
★：グレード、オプションなどにより、
装備の有無があります。

PKSB（パーキングサポー
トブレーキ）★

PKSB（パーキングサポートブ
レーキ）は、駐車時などの低速
走行時に作動対象を検知した場
合、警報と自動ブレーキ制御で
作動対象との衝突被害の軽減に
寄与するシステムです。壁など
の静止物を検知するパーキング
サポートブレーキ（静止物）、後
退時に後方接近車両を検知する
パーキングサポートブレーキ
（後方接近車両）があります。

駐車支援機能
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パーキングサポートブレーキ（静
止物）、パーキングサポートブレー
キ（後方接近車両）を一括で
ON/OFF します。
メーター操作スイッチを使って
ON／OFF を切りかえます。
（ P.86）

1 または を押して を選
択する

2 または を押して を選

択し、 を押す

PKSBシステムをOFF した場合、
PKSB OFF 表示灯（ P.76）が点灯
します。

OFF（停止）に切りかえて、PKSB
（パーキングサポートブレーキ）を停
止させた場合、再度、マルチインフォ
メーションディスプレイの から

をON（作動）にし、システム作
動状態にしないとPKSB（パーキング
サポートブレーキ）は復帰しません。

警告
■PKSB（パーキングサポートブ
レーキ）を安全にお使いいただく
ために

システムを過信しないでください。
システムを過信すると思わぬ事故に
つながるおそれがあり危険です。必
ず車両周辺の安全を確認しながら運
転してください。
道路状況、車両状態および天候など、
状況によっては作動しない場合があ
ります。
センサー、レーダーでの検知には限
界があります。必ず車両周辺の安全
を確認しながら運転してください。

●安全運転を行う責任は運転者にあ
ります。常に周囲の状況を把握し、
安全運転に努めてください。
PKSB（パーキングサポートブ
レーキ）は作動対象への衝突を緩
和し、衝突被害軽減に寄与できる
場合がありますが、状況によって
は作動しない場合もあります。

●PKSB（パーキングサポートブ
レーキ）は、完全に車両を停止さ
せるシステムではありません。ま
た、車両を停止させることができ
たとしても、ブレーキ制御は約２
秒で解除されるため、すぐにブ
レーキペダルを踏んでください。

注意
■マルチインフォメーションディス
プレイに“パーキングサポートブ
レーキ 現在使用できません”が
表示され、PKSB OFF 表示灯が点
滅したときは

エンジンスイッチをONにした直後
に、上記表示が出ることがあります。
その場合は周囲を確認しながら注意
して走行してください。一定距離の
走行で使用可能となりますが、使用
できない場合は安全な場所に車を停
止し、カメラレンズの汚れを取り除
いてください。

システムを作動させるには



242 4-5. 運転支援装置について

（エンジンスイッチの操作では復帰し
ません）

エンジン出力抑制制御・ブレーキ
制御が作動したときは、ブザーで
お知らせするとともに、マルチイ
ンフォメーションディスプレイお
よびヘッドアップディスプレイ★
にメッセージが表示されます。
出力抑制制御は状況により、加速制限
制御か出力最大抑制制御のいずれかが
作動します。
★：グレード、オプションなどにより、
装備の有無があります。表示され
る内容はマルチインフォメーショ
ンディスプレイの表示と同様です。

● エンジン出力抑制制御作動中
（加速制限制御）
一定以上の加速をシステムが制限して
いるとき：

マルチインフォメーションディスプレ
イ表示：“加速抑制中です”

PKSB OFF表示灯：消灯のまま

ブザー：吹鳴なし

● エンジン出力抑制制御作動中
（出力最大抑制制御）
通常よりやや強めのブレーキ操作が必
要だとシステムが判断したとき：

マルチインフォメーションディスプレ
イ表示：“ブレーキ！”

PKSB OFF 表示灯：消灯のまま

ブザー：ポーン（単発音）

● ブレーキ制御作動中
急ブレーキが必要だとシステムが判断
したとき：

マルチインフォメーションディスプレ
イ表示：“ブレーキ！”

PKSB OFF 表示灯：消灯のまま

ブザー：ポーン（単発音）

● システム作動により車両停止
ブレーキ制御作動後に車両が停止した
とき：

マルチインフォメーションディスプレ
イ表示： “アクセルが踏まれています 
ブレーキを踏み直してください”
アクセルが踏まれていない場合は “
ブレーキを踏み続けてください” が
表示されます。

PKSB OFF 表示灯：点灯

ブザー：ポーン（単発音）

PKSB（パーキングサポートブレーキ）は、衝突の可能性がある作動対象
（壁などの静止物や後方接近車両）を検知したとき、エンジンの出力を抑
制することにより車速の上昇を抑えます。（エンジン出力抑制制御：図2）
また、そのままアクセルペダルを踏み続けた場合は、ブレーキをかけ減速
させます。（ブレーキ制御：図3）
● 図1（PKSB（パーキングサポートブレーキ）非作動時）

エンジン出力抑制制御・ブレー
キ制御の表示・ブザーについて

PKSB（パーキングサポートブレーキ）の作動について
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エンジン出力
制動力
時間

● 図2（エンジン出力抑制制御時）

エンジン出力
制動力
時間
エンジン出力抑制制御開始
作動対象と衝突の可能性があるとシステムが判断したとき
エンジン出力を抑える
例：マルチインフォメーションディスプレイ表示 “ブレーキ！”
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● 図3（エンジン出力抑制制御かつブレーキ制御時）

エンジン出力
制動力
時間
エンジン出力抑制制御開始
作動対象と衝突の可能性があるとシステムが判断したとき
エンジン出力を抑える
作動対象と衝突の可能性が非常に高いとシステムが判断したとき
ブレーキ制御開始
ブレーキ制御を上げる
例：マルチインフォメーションディスプレイ表示 “ブレーキ！”
例：マルチインフォメーションディスプレイ表示 “アクセルが踏まれ
ています ブレーキを踏み直してください”

知識

■PKSB（パーキングサポートブレー
キ）が作動したときは

システム作動により車両が停止した場
合、PKSB（パーキングサポートブ
レーキ）が停止して、PKSB OFF表示
灯が点灯します。また、PKSB（パー
キングサポートブレーキ）が作動した
場合でもブレーキ制御は2秒で解除さ
れるため、そのまま発進できます。ま

た、ブレーキペダルを踏んでも解除さ
れるため、再度アクセルペダルを踏む
と発進できます。

■PKSB（パーキングサポートブレー
キ）の復帰について

システム作動によりPKSB（パーキン
グサポートブレーキ）が停止した場合
に、PKSB（パーキングサポートブ
レーキ）を復帰させたい場合は、再度、
PKSB（パーキングサポートブレーキ）
をONに（ P.241）するか、エンジ
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ンスイッチをいったんOFFにしてから
再度、ONにしてください。また、進
行方向の作動対象がなくなった状態で
車両を走行させたとき、または車両の
進行方向が入れかわった（前進から後
退、または後退から前進に切りかえた）
ときはシステムが自動的に復帰します。

■マルチインフォメーションディスプ
レイに “パーキングサポートブレー
キ 現在使用できません” が表示さ
れ、PKSB OFF表示灯が点滅したと
きは

●センサー部に氷・雪・泥などが付着
していることが考えられます。この
場合はセンサーの氷・雪・泥などを
取り除けば、正常に復帰します。ま
た、低温時にはセンサーの凍結など
により異常表示が出たり、作動対象
を検知しないことがあります。氷が
解ければ、正常に復帰します。

●シフトポジションがR時のみ表示され
る場合は、リヤカメラの汚れを取り
除いてください。シフトポジション
がR時以外も表示される場合は、ク
リアランスソナーセンサーのバン
パー周辺の汚れを取り除いてくださ
い。

●センサーの汚れを取り除いても表示
が出るとき、センサーが汚れていな
くても表示がでるときは、トヨタ販
売店で点検を受けてください。

●バッテリーを脱着したあとにシステ
ムの初期化がされていないことが考
えられます。システムの初期化を
行ってください。初期化を行っても
表示が消えない場合は、トヨタ販売
店で点検を受けてください。

■バッテリーを脱着したときは

システムを初期化する必要があります。
約35km/h 以上の車速で５秒以上直進
走行することで初期化できます。また、

車両停止状態でハンドルを左右いっぱ
いに回してください。
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★：グレード、オプションなどにより、装備の有無があります。

次のようなときに進行方向の静止物を検知してシステムが作動します。
■ 低速走行時にブレーキペダルを踏み損なってしまった、または踏み遅れ
てしまったとき

パーキングサポートブレーキ（静止物）★

駐車時や低速走行時において、壁などの静止物への衝突のおそれがある
ときや、アクセルペダルの踏み間違いや踏みすぎによる急発進、およ
び、シフトレバーの入れ間違いによる発進時に、センサーが前後進行方
向の静止物を検知するとシステムが作動し、衝突を緩和し衝突被害低減
に寄与します。

システム作動例
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■ アクセルペダルを踏みすぎてしまったとき

■ 誤ってシフトレバーをDに入れ前進してしまったとき

P.230

センサーの種類 警告
■パーキングサポートブレーキ（静
止物）のシステムを正しく作動さ
せるために

センサー（ P.230）について、以
下のことをお守りください。お守り
いただかないと、センサーが正しく
作動せず、思わぬ事故につながるお
それがあり危険です。

●改造・分解・塗装などをしない
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知識

■パーキングサポートブレーキ（静止
物）の作動開始条件

PKSB OFF 表示灯が点灯・点滅
（ P.76, 75）しておらず、次の条件
をすべて満たすと作動します。

●エンジン出力抑制制御
･ PKSB（パーキングサポートブレー
キ）をON（作動）にしているとき
･ 車速が15km/h 以下
･ 車両進行方向に作動対象となる静止
物があるとき（2～4m先まで）
･ 衝突回避には、通常よりやや強めの
ブレーキ操作が必要とシステムが判
断したとき

●ブレーキ制御
･ エンジン出力抑制制御作動中
･ 衝突回避には、急ブレーキ操作が必
要とシステムが判断したとき

警告
●純正品以外に交換しない

●センサー周辺へ衝撃を与えない

●センサーに傷を付けたりせずに、
常にきれいにしておく

■サスペンションの取り扱いについ
て

車高や車の傾きが変化すると、セン
サーが作動対象物を正しく検知でき
なくなり、システムが正しく作動し
なくなるおそれがあり危険です。サ
スペンションの改造はしないでくだ
さい。

■万一、踏切内などでパーキングサ
ポートブレーキ（静止物）が誤っ
て作動したときは

万一、踏切内などでパーキングサ
ポートブレーキ（静止物）が誤って
作動しても、ブレーキ制御は約２秒
で解除されるため、そのまま前進す
ることで脱出できます。また、ブ
レーキペダルを踏むことで、ブレー
キ制御は解除されるため、再度アク
セルペダルを踏むことで前進し、脱
出できます。

■洗車時の注意

●高圧洗車機を使用して洗車すると
きは、センサー部に直接水をあて
ないでください。強い水圧により
衝撃が加わり、正常に作動しなく
なるおそれがあります。

●スチームを使用した洗車機などで
洗車するときは、スチームをセン
サー部に近付けすぎないようにし
てください。スチームにより、正
常に作動しなくなるおそれがあり
ます。

■パーキングサポートブレーキ（静
止物）をOFFにするとき

次のときは、PKSB（パーキングサ
ポートブレーキ）をOFFにしてくだ
さい。衝突の可能性がなくてもシス
テムが作動する場合があります。

●点検などで、シャシーローラー・
シャシーダイナモ・フリーロー
ラーなどを使用する場合

●船舶・トラックなどへ積載する際
の進入時

●ローダウンサスペンションや、純
正と異なるサイズのタイヤを取り
付けた場合

●積載状況などにより車高が著しく
変化した場合（ノーズアップ、
ノーズダウンなど）

●けん引フックを取り付けた場合

●洗車機を使用する場合
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■パーキングサポートブレーキ（静止
物）の作動終了条件

次のいずれかの条件のときに作動が終
了します。

●エンジン出力抑制制御
･ PKSB（パーキングサポートブレー
キ）をOFF（作動）にしたとき
･ 通常のブレーキ操作で衝突回避が可
能になったとシステムが判断したと
き
･ 車両進行方向の作動対象となる静止
物がなくなったとき（2～4m先ま
で）

●ブレーキ制御
･ PKSB（パーキングサポートブレー
キ）をOFF（作動）にしたとき
･ ブレーキ制御により車両が停止して
約２秒が経過したとき
･ ブレーキ制御により車両が停止した
あとに、ブレーキペダルを踏んだと
き
･ 車両進行方向の作動対象となる静止
物がなくなったとき（2～4m先ま
で）

■パーキングサポートブレーキ（静止
物）の復帰について

P.244

■パーキングサポートブレーキ（静止
物）の検知範囲について

パーキングサポートブレーキ（静止物）
の検知範囲は、クリアランスソナーの
検知範囲（ P.233）とは異なります。
そのため、クリアランスソナーが静止
物との接近をお知らせしても、パーキ
ングサポートブレーキ（静止物）は作
動を開始していない場合があります。

■パーキングサポートブレーキ（静止
物）が検知しないおそれのある作動
対象について

次のようなものは、センサーが検知し
ない場合があります。

●歩行者

●綿、雪など音波を反射しにくいもの

●地面に対して垂直でないもの、車両
進行方向に対して直角でないもの、
凸凹なもの、波打っているもの

●背の低いもの

●針金、フェンス、ロープ、標識の支
柱などの細いもの

●バンパーに非常に近いもの

●鋭角的な形のもの

●背が高く上部が張り出しているもの

■クリアランスソナーのブザーについ
て

クリアランスソナーのON/OFF に関係
なく（ P.230）、パーキングサポート
ブレーキ（静止物）を停止させていな
ければ（ P.241）、前側センサーまた
は後側センサーが作動対象を検知して
ブレーキ制御とエンジン出力抑制制御
が作動すると、クリアランスソナーの
ブザーも鳴り、作動対象とのおよその
距離をお知らせします。

■衝突の可能性がなくてもパーキング
サポートブレーキ（静止物）のシス
テムが作動する状況

次のような状況では、衝突の可能性が
なくてもシステムが作動する場合があ
ります。

●周辺環境の影響
･ 狭い道路を走行するとき

･ 砂利道・草むらなどを走行するとき
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･ 垂れ幕や旗やのれん、垂れ下がった
枝、遮断機（踏切のバー・ETCの
バー・駐車場のバーなど）に向かっ
て走行するとき
･ 道路脇に構造物があったとき（狭い
トンネル・狭い鉄橋・狭い道路など
を走行したとき）
･ 縦列駐車時
･ 地面にわだちや穴がある場合
･ 排水溝などの金属のフタ（グレーチ
ング）走行時
･ 急な登坂路や降坂路を走行するとき
･ 冠水している道路でセンサーに水が
かぶったとき

●天候の影響
･ センサーに氷、雪、泥などが付着し
たとき（取り除けば、正常に復帰し
ます）
･ どしゃぶりの雨や水しぶきがかかっ
たとき
･ 霧、雪、砂嵐などの悪天候の状況
･ 風が強いとき

●他の音波の影響を受けたとき
･ 他車のホーン、オートバイのエンジ
ン音、大型車のエアブレーキ音、車
両感知器、他車のクリアランスソ
ナーなど超音波を発生するものが付
近にいたとき
･ センサー付近に市販の電装部品（字
光式ナンバープレート<特に蛍光灯
タイプ>・フォグランプ・フェン
ダーポール・無線アンテナなど）を
取り付けているとき

●車両の変化
･ 車両姿勢が大きく傾いたとき

･ 積載状況などにより車高が著しく変
化した場合（ノーズアップ・ノーズ
ダウンなど）
･ 衝突などで、センサーの方向ズレが
発生したとき

■パーキングサポートブレーキ（静止
物）のシステムが正常に作動しない
おそれのある状況

次のような状況では、システムが正常
に作動しない場合があります。

●天候の影響
･ 炎天下や寒冷時でセンサー周辺部が
著しく高温または低温の場合

･ 風が強いとき

･ センサーに氷、雪、泥などが付着し
たとき（取り除けば、正常に復帰し
ます）
･ どしゃぶりの雨や水しぶきがかかっ
たとき
･ 霧、雪、砂嵐などの悪天候の状況
･ センサー部が凍結したとき（解けれ
ば、正常に復帰します）

●周辺環境の影響
･ 作動対象物と車両のあいだに、検知
できない対象物がある場合
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･ 車、二輪車、自転車、歩行者などの
作動対象が車両の横から割り込んだ
り、飛び出してきたとき
･ 背の高い縁石や直角の縁石に向かっ
て進んだとき
･ 凸凹道・坂道・砂利道・草むら走行
時など
･ センサーに静止物が近づきすぎたと
き

●他の音波の影響
･ 他車のホーン、オートバイのエンジ
ン音、大型車のエアブレーキ音、車
両感知器、他車のクリアランスソ
ナーなど超音波を発生するものが付
近にいたとき
･ センサー付近に市販の電装部品（字
光式ナンバープレート<特に蛍光灯
タイプ>・フォグランプ・フェン
ダーポール・無線アンテナなど）を
取り付けたとき

●車両の変化
･ 車両姿勢が大きく傾いたとき
･ 積載状況などにより車高が著しく変
化した場合（ノーズアップ・ノーズ
ダウンなど）
･ 衝突などで、センサーの方向ズレが
発生したとき
･ バンパプロテクター、バンパトリム、
サイクルキャリア、除雪装置（ス
ノープラウ）などを取り付けたとき
･ ローダウンサスペンション、純正と
異なる径のタイヤ等を取り付けたと
き
･ センサーにペイントやステッカーな
どを貼ったとき
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★：グレード、オプションなどにより、装備の有無があります。

次のようなときに進行方向の車両を検知してシステムが作動します。
■ 後退時、近接車両接近中にブレーキペダルを踏み損なってしまった、ま
たは踏み遅れてしまったとき

P.226

パーキングサポートブレーキ（後方接近車両）★

後側方レーダーセンサーで自車の右後方または左後方から接近している
車両を検知し、システムが衝突の危険性があると判断した場合にブレー
キ制御をすることで、接近車両への衝突を緩和し衝突被害軽減に寄与し
ます。

システム作動例

センサーの種類

警告
センサー（ P.226）について、以
下のことをお守りください。お守り
いただかないと、センサーが正しく
作動せず、思わぬ事故につながるお
それがあり危険です。

●改造・分解・塗装などをしない

●純正品以外に交換しない

●センサー周辺へ衝撃を与えない

●センサーに傷を付けたりせずに、
常にきれいにしておく

●センサー周辺に衝撃を受けたとき
は、センサーの故障などにより装
置が正常に作動しなくなっている
おそれがあります。トヨタ販売店
で点検を受けてください。

●後側方レーダーセンサーの取り扱
い（ P.226）をお守りくださ
い。
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知識

■パーキングサポートブレーキ（後方
接近車両）の作動開始条件

PKSB OFF表示灯が点灯・点滅
（ P.76, 75）しておらず、次の条件
をすべて満たすと作動します。

●エンジン出力抑制制御
･ PKSB（パーキングサポートブレー
キ）をON（作動）にしているとき
･ 車速が15km/h 以下
･ 後側方から接近する車両の車速が
8km/h以上
･ シフトポジションがRのとき
･ 後側方からの接近車両への衝突回避
には、通常よりやや強めのブレーキ
操作が必要とシステムが判断したと
き

●ブレーキ制御
･ エンジン出力抑制制御作動中
･ 接近車両への衝突回避には、急ブ
レーキ操作が必要とシステムが判断
したとき

■パーキングサポートブレーキ（後方
接近車両）の作動終了条件

次のいずれかの条件のときに作動が終
了します。

●エンジン出力抑制制御
･ PKSB（パーキングサポートブレー
キ）をOFF（作動）にしたとき
･ 通常のブレーキ操作で衝突回避が可
能になったとき
･ 自車後側方への接近車両がなくなっ
たとき

●ブレーキ制御
･ PKSB（パーキングサポートブレー
キ）をOFF（作動）にしたとき
･ ブレーキ制御により車両が停止して
約２秒が経過したとき

･ ブレーキ制御により車両が停止した
あとに、ブレーキペダルを踏んだと
き
･ 自車後側方への接近車両がなくなっ
たとき

■パーキングサポートブレーキ（後方
接近車両）の復帰について
（ P.244）

■パーキングサポートブレーキ（後方
接近車両）の検知範囲について

パーキングサポートブレーキ（後方接
近車両）の検知範囲は、RCTAの検知
範囲（ P.238）とは異なります。そ
のため、RCTAが障害物との接近をお
知らせしても、パーキングサポートブ
レーキ（後方接近車両）は作動を開始
していない場合があります。

■パーキングサポートブレーキ（後方
接近車両）が検知しない車両につい
て

次のような車両や車両以外のものは検
知対象としません。

●真後ろから接近する車両

●自車の隣の駐車スペースで後退する
車両

●障害物のためにセンサーが検知でき
ない車両

●自車近くで急加速または急減速した
車両

●ガードレール・壁・標識・駐車車両
などの静止物

●小型の二輪車、自転車、歩行者など
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●自車から遠ざかる車両

●自車の隣の駐車スペースから接近す
る車両

●センサーと接近物との距離が近すぎ
る場合

●自車後側方から接近車両の速度が約
8km/h未満のとき

●自車後側方から接近車両の速度が約
24km/h より大きいとき

■RCTAのブザーについて

RCTA機能のON/OFF に関係なく
（ P.236）、PKSB（パーキングサ
ポートブレーキ）を停止させていなけ
れば（ P.241）、ブレーキ制御が作動
すると、ブザーが鳴り注意喚起をおこ
ないます。

■衝突の可能性がなくてもパーキング
サポートブレーキ（後方接近車両）
のシステムが作動する状況

次のような状況では、衝突の可能性が
なくてもシステムが作動する場合があ
ります。

●駐車場に面した道を車両が走行して
いるとき

●自車近くで旋回していく移動物が存
在するとき

●自車の横を車両が通過するとき

●車両後方に電波の反射しやすい金属
（ガードレール・壁・標識・駐車車両
など）が存在するとき

●自車近くに室外機などの回転体が存
在するとき

●センサーに向けてスプリンクラーな
どによる水の飛散があったとき

■パーキングサポートブレーキ（後方
接近車両）のシステムが正常に作動
しないおそれのある状況

次のような状況では、センサーが作動
対象を正しく検知せず、システムが正
常に作動しない場合があります。

●作動対象が停止しているとき

●炎天下や寒冷時

●リヤバンパーに氷、雪、泥などが付
着したとき
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●リヤバンパーに大雨や水しぶきが
掛ったとき

●車両姿勢が大きく傾いたとき

●センサー付近にけん引フック、バン
パプロテクター、バンパトリム、サ
イクルキャリア、除雪装置（スノー
プラウ）などを取り付けたとき

●ローダウンサスペンション、純正と
異なる径のタイヤ等を取り付けたと
き

●車高が極端に変化している場合
（ノーズアップ、ノーズダウン等）

●センサー付近に市販の電装部品（字
光式ナンバープレート、フォグラン
プ、フェンダーポール、無線アンテ
ナ等）を取り付けたとき

●センサーの位置や向きがずれている
とき

●複数台の車両が狭い間隔で連続で接
近するとき

●車両が高速で接近するとき

●センサーが検知しない可能性がある
状況または作動対象
･ 自車角度がついた場合等、後方付近
からの接近車両
･ 自車が旋回しているとき

･ 斜めの駐車場から出庫するとき

･ 勾配の変化が激しい坂で後退してい
るとき

･ 旋回しながら車両が近づいてきた場
合
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マルチインフォメーションディ
スプレイ表示（AVS非装着車）
マルチインフォメーションディ
スプレイ表示（AVS装着車）
ドライブモードセレクトスイッ
チ

ドライブモードセレクトスイッチを前
後に操作し、マルチインフォメーショ
ンディスプレイ表示からドライブモー
ドを選択します。
1 ノーマルモード
燃費性能、静粛性、運動性能のバラン
スがよく、通常の走行に適していま
す。

2 スポーツモード
トランスミッション（オートマチック
車）とエンジンの制御により、アクセ
ル操作に対する反応を早め、力強い加
速が可能です。また、ステアリングの
フィーリングも変化し、コーナーの多
い道などで、きびきびした走りを楽し
みたいときに適しています。
スポーツモード表示灯が点灯します。
マニュアル車では、スポーツモードを
選択すると iMT がオンになります。
（ P.146）
3 エコドライブモード
アクセル操作に対する駆動力を穏やか
にすると同時に、エアコン（暖房／冷
房）の作動を抑えます。燃費の向上を
意識した走行に適しています。
エコドライブモード表示灯が点灯しま
す。
4 スポーツSモード
トランスミッション（オートマチック
車）とエンジンの制御により、アクセ
ル操作に対する反応を早め、力強い加
速が可能です。コーナーの多い道など
で、きびきびした走りを楽しみたいと
きに適しています。
スポーツSモード表示灯が点灯しま
す。
マニュアル車では、スポーツSモード
を選択すると iMT がオンになります。
（ P.146）
5 スポーツS+モード
スポーツSモードの制御に加え、ステ
アリングやサスペンションのフィーリ
ングも変化し、コーナーの多い道など
で、よりスポーティーな走りを楽しみ
たいときに適しています。
スポーツS+モード表示灯が点灯しま
す。

ドライブモードセレクトス
イッチ

走行・使用状況に合わせて次の
モードを選択できます。

走行モードを選択するには
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マニュアル車では、スポーツS+モー
ドを選択すると iMTがオンになりま
す。（ P.146）
6 コンフォートモード
サスペンションを制御することによ
り、より快適な乗り心地になります。
さまざまなシーンでの走行に適してい
ます。
コンフォートモード表示灯が点灯しま
す。

知識

■エコドライブモード時のエアコン作
動について

エコドライブモードは、暖房／冷房の
作動や風量を抑制して、燃費向上を
図っています。空調の効きをよりよく
したいときは、次の操作を行ってくだ
さい。

●エコ空調モードをOFF にする
（ P.270）

●風量を調整する（ P.269）

●エコドライブモードを解除する

■スポーツ／スポーツS／スポーツS+
モードの自動解除

スポーツ／スポーツS／スポーツS+
モードを選択して走行後、エンジンス
イッチをOFFにすると、自動でノーマ
ルモードにもどります。

■ ABS（アンチロックブレーキシ
ステム）

急ブレーキ時やすべりやすい路面
でのブレーキ時にタイヤのロック
を防ぎ、スリップを抑制します。
■ ブレーキアシスト
急ブレーキ時などに、より大きな
ブレーキ力を発生させます。
■ VSC（ビークルスタビリティコ
ントロール）

急なハンドル操作や、すべりやす
い路面で旋回するときに横すべり
を抑え、車両の姿勢維持に寄与し
ます。
■ S-VSC（ステアリングアシス
テッドビークルスタビリティコ
ントロール）

ABS・TRC・VSC・EPS を協調
して制御します。
すべりやすい路面などの走行で急
なハンドル操作をした際に、ハン
ドル操作力を制御することで、車
両の方向安定性確保に貢献します。

運転を補助する装置

走行の安全性や運転性能を確保
するため、走行状況に応じて次
の装置が自動で作動します。た
だし、これらの装置は補助的な
ものなので、過信せずに運転に
は十分に注意してください。

運転を補助する装置について
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■ セカンダリーコリジョンブレー
キ★

SRSエアバッグのセンサーが衝突
を検知したとき、自動的にブレー
キと制動灯を制御することで、車
両を減速させ、二次衝突による被
害の軽減に寄与します。
★：グレード、オプションなどにより、
装備の有無があります。

■ TRC（トラクションコントロー
ル）

すべりやすい路面での発進時や加
速時にタイヤの空転を抑え、駆動
力確保に貢献します。
■ ヒルスタートアシストコント
ロール

上り坂で発進するときに、車が後
退するのを緩和します。
■ EPS（エレクトリックパワース
テアリング）

電気式モーターを利用して、ハン
ドル操作を補助します。
■ アクティブトルクコントロール
4WD★

通常走行からコーナリング時、登
坂時、発進時、加速時や雪や雨な
どですべりやすい路面など様々な
走行状態に応じて、FF（前輪駆
動）走行状態から 4WD（4輪駆
動）走行状態まで自動的に制御し、
安定した操縦性・走行安定性の確
保に貢献します。
★：グレード、オプションなどにより、
装備の有無があります。

■ AVS（アダプティブバリアブル
サスペンションシステム）★

路面の状態や運転操作などに応じ、
ショックアブソーバーの減衰力を
4輪独立に制御することで、なめ
らかな乗り心地と優れた安定感の
確保に貢献し、車両の姿勢維持に
寄与します。
また、ドライブモードセレクトス
イッチで走行モードを選択するこ
とで、減衰力を切りかえることが
できます。（ P.256）
★：グレード、オプションなどにより、
装備の有無があります。

■ 緊急ブレーキシグナル
急ブレーキ時に非常点滅灯を自動
的に点滅させることにより、後続
車に注意をうながし、追突される
可能性を低減させます。

知識

■TRC・VSCが作動しているとき

TRC・VSCが作動しているときは、ス
リップ表示灯が点滅します。

■TRCを停止するには

ぬかるみや砂地、雪道などから脱出す
るときに、TRCが作動していると、ア
クセルペダルを踏み込んでもエンジン
の出力が上がらず、脱出が困難な場合
があります。

このようなときに スイッチを押す
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ことにより、脱出しやすくなる場合が
あります。

TRCを停止するには スイッチを押

します。

マルチインフォメーションディスプレ
イに“TRC Off しました”と表示さ
れます。

もう一度 スイッチを押すと、シス

テム作動可能状態にもどります。

■TRCとVSCを停止するには

TRCとVSC を停止するには、停車時

に スイッチを押し3秒以上保持す

る

VSC OFF表示灯が点灯し、マルチイ
ンフォメーションディスプレイに
“TRC Off しました”と表示されま
す。※

もう一度 スイッチを押すと、シス

テム作動可能状態にもどります。
※PCS装着車は、プリクラッシュブ
レーキアシスト・プリクラッシュブ
レーキの作動も停止します。PCS警
告灯が点灯し、マルチインフォメー
ションディスプレイにメッセージが
表示されます。（ P.178）

■ スイッチを押さなくてもマルチ

インフォメーションディスプレイに
TRC OFF 表示がされたとき

TRCが一時的に作動できない状態に
なっています。表示が継続する場合は
トヨタ販売店にご相談ください。

■ヒルスタートアシストコントロール
の作動条件

次のときにシステムが作動します。

●オートマチック車：シフトレバーの
位置がPまたはN以外（前進または
後退での上り坂発進時）

●マニュアル車：前進での上り坂発進
時にシフトレバーの位置がR以外の
とき、または後退での上り坂発進時
にシフトレバーの位置がRのとき

●車両停止状態

●アクセルペダルを踏んでいない

●パーキングブレーキがかかっていな
い

■ヒルスタートアシストコントロール
の自動解除

次のいずれかのときシステムが解除さ
れます。

●オートマチック車：シフトレバーをP
またはNの位置にした

●マニュアル車：前進での上り坂発進
時にシフトレバーの位置をRにした
とき、または後退での上り坂発進時
にシフトレバーの位置をR以外にし
たとき

●アクセルペダルを踏んだ

●パーキングブレーキをかけた

●ブレーキペダルから足を離して最大2
秒経過した
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■ABS・ブレーキアシスト・TRC・
VSC・ヒルスタートアシストコント
ロールの作動音と振動

●エンジン始動時や発進直後、ブレー
キペダルをくり返し踏んだときなど
に、エンジンルームから作動音が聞
こえることがありますが、異常では
ありません。

●上記のシステムが作動すると、次の
ような現象が発生することがありま
すが、異常ではありません。
･ 車体やハンドルに振動を感じる
･ 車両停止後もモーター音が聞こえる
･ ABSの作動時に、ブレーキペダルが
小刻みに動く
･ ABSの作動終了後、ブレーキペダル
が少し奥に入る

■EPSモーターの作動音

ハンドル操作を行ったとき、モーター
の音（“ウィーン”という音）が聞こ
えることがありますが、異常ではあり
ません。

■TRCやVSCの自動復帰について

TRCやVSC を作動停止にしたあと、
次のときはシステム作動可能状態にも
どります。

●エンジンスイッチをOFF にしたとき

●（TRCのみを作動停止にしている場
合）車速が高くなったとき
ただし、TRCと VSCの作動を停止
している場合は、車速による自動復
帰はありません。

■EPSの効果が下がるとき

停車中か極低速走行中に長時間ハンド
ルをまわし続けると、EPSシステムの
オーバーヒートを避けるため、EPSの
効果が下がりハンドル操作が重く感じ
られるようになります。
その場合は、ハンドル操作を控えるか、

停車し、エンジンを停止してください。
10分程度でもとの状態にもどります。

■セカンダリーコリジョンブレーキの
作動条件

車速が約10km/h 以上で、SRSエア
バッグのセンサーが衝突を検知したと
き（車速が約10km/h 未満では作動し
ません）

■セカンダリーコリジョンブレーキの
自動解除

次のとき、自動的にセカンダリーコリ
ジョンブレーキが解除されます。

●車速が約10km/h 未満になったとき

●作動して一定時間経過したとき

●アクセルペダルを大きく踏み込んだ
とき

■緊急ブレーキシグナルの作動条件

次のときシステムが作動します。

●非常点滅灯が点滅していないこと

●車速55km/h 以上

●ブレーキペダルが踏み込まれ、車両
の減速度から急ブレーキだとシステ
ムにより判断された

■緊急ブレーキシグナルの自動解除

次のいずれかのときシステムが解除さ
れます。

●非常点滅灯を点滅させた

●ブレーキペダルを離した

●車両の減速度から急ブレーキではな
いとシステムにより判断された

警告
■ABSの効果を発揮できないとき

●タイヤのグリップ性能の限界をこ
えたとき（雪に覆われた路面を過
剰に摩耗したタイヤで走行すると
きなど）
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警告
●雨でぬれた路面やすべりやすい路
面での高速走行時に、ハイドロプ
レーニング現象が発生したとき

■ABS が作動することで、制動距離
が通常よりも長くなる可能性があ
るとき

ABS は制動距離を短くする装置では
ありません。特に次の状況では、常
に速度を控えめにして前車と安全な
車間距離をとってください。

●泥・砂利の道路や積雪路を走行し
ているとき

●タイヤチェーンを装着していると
き

●道路のつなぎ目など、段差をこえ
たとき

●凹凸のある路面や石だたみなどの
悪路を走行しているとき

■TRCやVSCの効果を発揮できない
とき

すべりやすい路面では、TRCや
VSC が作動していても、車両の方向
安定性や駆動力が得られないことが
あります。車両の方向安定性や駆動
力を失うような状況では、特に慎重
に運転してください。

■ヒルスタートアシストコントロー
ルの効果を発揮できないとき

●ヒルスタートアシストコントロー
ルを過信しないでください。急勾
配の坂や凍った路面ではヒルス
タートアシストコントロールが効
かないことがあります。

●ヒルスタートアシストコントロー
ルはパーキングブレーキのように
車を長時間駐車するための機能で
はありませんので、同機能を坂道
での駐停車のために使用しないで
ください。思わぬ事故につながる
おそれがあり危険です。

■スリップ表示灯が点滅していると
きは

TRC・VSC が作動中であることを
知らせています。常に安全運転を心
がけてください。無謀な運転は思わ
ぬ事故につながるおそれがあり危険
です。表示灯が点滅したら特に慎重
に運転してください。

■TRCやVSCをOFFにするときは

TRCや VSCは駆動力や車両の方向
安定性を確保しようとするシステム
です。
そのため、必要なとき以外は TRC・
VSC を作動停止状態にしないでくだ
さい。TRCや VSCを作動停止状態
にしたときは、路面状況に応じた速
度で、特に慎重な運転を心がけてく
ださい。

■セカンダリーコリジョンブレーキ
について

セカンダリーコリジョンブレーキを
過信しないでください。本システム
は、二次衝突による被害軽減に寄与
することを目的としていますが、そ
の効果はさまざまな条件によりかわ
ります。システムを過信すると重大
な傷害におよぶか、最悪の場合死亡
につながるおそれがあります。
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警告
■タイヤまたはホイールを交換する
ときは

4輪とも指定されたサイズで、同じ
メーカー・ブランド・トレッドパ
ターン（溝模様）のタイヤを使用し、
推奨された空気圧にしてください。
（ P.368）
異なったタイヤを装着すると、
ABS・TRC・VSCなど、運転を補
助するシステムが正常に作動しませ
ん。
タイヤ、またはホイールを交換する
ときは、トヨタ販売店に相談してく
ださい。

■タイヤとサスペンションの取り扱
い

問題があるタイヤを使用したり、サ
スペンションを改造したりすると、
運転を補助するシステムに悪影響を
およぼし、システムの故障につなが
るおそれがあります。

■アクティブトルクコントロール
4WDについて

●ラリー走行などが目的ではなく、
一般道での走行安定性の確保を目
的とした4WDですので、無理な
走行はしないでください。

●すべりやすい路面での走行は慎重
に行ってください。
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4-6. 運転のアドバイス

● 次のものはそれぞれ外気温に適
したものをお使いください。

･ エンジンオイル
･ 冷却水
･ ウォッシャー液

● バッテリーの点検を受けてくだ
さい。

● 冬用タイヤ（4輪）やタイヤ
チェーン（前部タイヤ用）を使
用してください。

タイヤは4輪とも同一サイズで同
一銘柄のものを、タイヤチェーン
はタイヤサイズに合ったものを使
用してください。
（タイヤについて： P.300）

知識

■タイヤチェーンについて

取り付け・取りはずし・取り扱い方法
については次の指示に従ってください。

●安全に作業できる場所で行う

●前2輪に取り付ける

●タイヤチェーンに付属の取扱説明書
に従う

●取り付け後約0.5～1.0km走行した
ら締め直しを行う

寒冷時の運転

寒冷時に備えて、準備や点検な
ど正しく処置していただいた上
で適切に運転してください。

冬を迎える前の準備について

警告
■冬用タイヤ装着時の警告

次のことを必ずお守りください。
お守りいただかないと、車両のコン
トロールが不能となり、重大な傷害
におよぶか、最悪の場合死亡事故に
つながるおそれがあります。

●指定サイズのタイヤを使用する

●空気圧を推奨値に調整する

●装着する冬用タイヤの最高許容速
度や制限速度をこえる速度で走行
しない

●冬用タイヤを装着する際は、必ず4
輪とも装着する

■タイヤチェーン装着時の警告

次のことを必ずお守りください。
お守りいただかないと、安全に車を
運転することができずに、思わぬ事
故につながり、重大な傷害におよぶ
か、最悪の場合死亡につながるおそ
れがあります。

●装着したチェーンに定められた制
限速度、もしくは30km/hのどち
らか低い方をこえる速度で走行し
ない

●路面の凹凸や穴を避ける

●急加速、急ハンドル、急ブレーキ
やシフト操作による急激なエンジ
ンブレーキの使用は避ける

●カーブの入り口手前で十分減速し
て、車のコントロールを失うのを
防ぐ

●LTA（レーントレーシングアシス
ト）★を使用しない

●LDA（レーンディパーチャーア
ラート［ステアリング制御機能付
き］）★を使用しない
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状況に応じて次のことを行ってく
ださい。
● ドアやワイパーが凍結したとき
は無理に開けたり動かしたりせ
ず、ぬるま湯をかけるなどして
氷を溶かし、すぐに水分を十分
にふき取ってください。

● フロントウインドウガラス前の
外気取り入れ口に雪が積もって
いるときは、エアコンのファン
を正常に作動させるために、雪
を取り除いてください。

● 外装ランプ・車両の屋根・タイ
ヤの周辺やブレーキ装置に雪や
氷が付いているときは、取り除
いてください。

● 乗車する前に靴底に付いた雪を
よく落としてください。

知識

■寒冷地用ワイパーブレードについて

●降雪期に使用する寒冷地用ワイパー
ブレードは、雪が付着するのを防ぐ
ために金属部分をゴムで覆ってあり
ます。トヨタ販売店で各車指定のブ
レードをお求めください。

●高速走行時は、通常のワイパーブ
レードよりガラスがふき取りにくく
なることがあります。その場合には
速度を落としてください。

ゆっくりスタートし、車間距離を
十分にとって控えめな速度で走行
してください。

● パーキングブレーキをかけると、
ブレーキ装置が凍結して解除で
きなくなるおそれがあります。
パーキングブレーキはかけずに、
シフトレバーをオートマチック
車はP、マニュアル車は下り坂
ではR上り坂では１速に入れて
駐車し、必ず輪止め※1をして
ください。

● オートマチック車:パーキングブ
レーキをかけずに駐車するとき
は、シフトレバーをＰに入れた

警告
★：グレード、オプションなどによ
り、装備の有無があります。

注意
■タイヤチェーンの使用について

トヨタ純正タイヤチェーンのご使用
をおすすめします。
トヨタ純正品以外のタイヤチェーン
の中には、使用すると車体にあたり、
走行のさまたげとなるおそれがある
ものもあります。
詳しくはトヨタ販売店にご相談くだ
さい。

運転する前に

注意
■フロントウインドウガラスに付い
た氷を除去するとき

たたいて割らないでください。
ウインドウガラスの内側（車内側）
が割れるおそれがあります。

運転するときは

駐車するときは
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状態でシフトレバーが動かない
こと※２を確認してください。
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5-1. エアコンとデフォッガーの使い方

シングルエアコン

風量調整スイッチ
温度調整スイッチ
AUTOスイッチ
OFFスイッチ
リヤウインドウデフォッガー＆ミラーヒータースイッチ
フロントデフロスタースイッチ
吹き出し口切りかえスイッチ
エコ空調スイッチ
外気導入スイッチ
内気循環スイッチ
冷房・除湿スイッチ

オートエアコン

設定温度に合わせて吹き出し口と風量を自動で調整します。

エアコン操作スイッチについて
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デュアルエアコン

助手席側温度調整スイッチ
運転席側温度調整スイッチ
AUTOスイッチ
OFFスイッチ
リヤウインドウデフォッガー＆ミラーヒータースイッチ
フロントデフロスタースイッチ
エコ空調スイッチ
風量増スイッチ
風量減スイッチ
吹き出し口切りかえスイッチ
外気導入スイッチ
内気循環スイッチ
冷房・除湿スイッチ
DUALスイッチ

■ 温度を調整する
設定温度を上げるときは温度調整
スイッチを右へまわし、下げると
きは左へまわす
冷房・除湿スイッチが押されていない
場合は、送風または暖房で使用できま
す。

■ 風量を切りかえる
シングルエアコン

風量を増やすときは風量調整ス
イッチを右へまわし、減らすとき
は風量調整スイッチを左へまわす
OFFスイッチを押すと、ファンが止ま
ります。

デュアルエアコン
風量を増やすときは風量増スイッ
チを押し、減らすときは風量減ス
イッチを押す
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OFFスイッチを押すと、ファンが止ま
ります。

■ 吹き出し口を切りかえる
吹き出し口切りかえスイッチを押
す
押すたびに次のように吹き出し口が切
りかわります。

1 上半身に送風
2 上半身と足元に送風
3 足元に送風
4 足元に送風・フロントウインド
ウガラスの曇りを取る

■ 内気循環／外気導入を切りかえ
る

● 内気循環に切りかえるときは、
内気循環スイッチを押す

内気循環スイッチの作動表示灯が点灯
します。

● 外気導入に切りかえるときは、
外気導入スイッチを押す

外気導入スイッチの作動表示灯が点灯
します。

■ 冷房・除湿機能
冷房・除湿スイッチを押す

ONのときは、作動表示灯が点灯しま
す。

■ フロントウインドウガラスの曇
りを取る

フロントデフロスタースイッチを
押す
冷房・除湿機能が作動し、風量が増え
ます。内気循環にしている場合は、外
気導入にしてください。（自動的に外
気導入に切りかわることがあります。）

風量を強くし、設定温度を上げると、
より早く曇りを取ることができます。
曇りが取れたら再度フロントデフロス
タースイッチを押すと前のモードにも
どります。

フロントデフロスタースイッチがON
のときは、作動表示灯が点灯します。

■ リヤウインドウデフォッガー＆
ミラーヒーター

リヤウインドウガラスの曇りを取
るときや、ドアミラーから雨滴や
霜を取るときに使用してください。
リヤウインドウデフォッガー＆ミ
ラーヒータースイッチを押す
リヤウインドウデフォッガー＆ミラー
ヒータースイッチがＯＮのときは、
作動表示灯が点灯します。

リヤウインドウデフォッガーとミラー
ヒーターは、しばらくすると自動的に
OFFになります。

■ エコ空調モード
燃費を優先するため冷房／暖房の
効きを抑えます。
エコ空調スイッチを押す
エコ空調モードがONのときは、作動
表示灯が点灯します。
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知識

■ガラスの曇りについて

●車室内の湿度が高いときはガラスが
曇りやすくなります。その場合は、
冷房・除湿機能をONにすると、吹
き出し口から除湿された風が出るた
め、効果的に曇りを取ることができ
ます。

●冷房・除湿機能をONからOFFにする
と、ガラスが曇りやすくなります。

●内気循環を使うとガラスが曇る場合
があります。

■外気導入・内気循環について

●トンネルや渋滞などで、汚れた外気
を車内に入れたくないときや、外気
温度が高いときに冷房効果を高めた
い場合は、内気循環にすると効果的
です。

●設定温度や室内温度により、自動的
に切りかわる場合があります。

■エコ空調モード

ドライブモードセレクトスイッチのエ
コドライブモードを選択すると、エコ
空調モードがONになります。
（ P.256）

エコドライブモード以外を選択したと
きは、エコ空調モードがOFFになる場
合があります。

■エコドライブモードのエアコン作動
について

●エコドライブモードは燃費性能を優
先させるため、空調システムが次の
ように制御されます。
･ エンジン回転数やコンプレッサーの
作動を制御し、暖房／冷房の能力を
抑制します。
･ オート設定での使用時、ファンの風
量を抑制します。

●空調の効きをよりよくしたいときは、
次の操作を行ってください。
･ エコ空調モードをOFFにする
（ P.270）
･ 風量を調整する
･ エコドライブモードを解除する
（ P.256）

■外気温度が0℃近くまで下がったとき

冷房・除湿機能をONにしても冷房・
除湿機能が働かない場合があります。

■換気とエアコンの臭いについて

●車室外の空気を車室内に取り入れた
いときは、外気導入にしてください。

●エアコン使用中に、車室内外のさま
ざまな臭いがエアコン装置内に取り
込まれて混ざり合うことにより、吹
き出し口からの風に臭いがすること
があります。

●エアコン始動時に発生する臭いを抑
えるために、駐車時は外気導入にし
ておくことをおすすめします。

●エアコン始動時に発生する臭いを抑
えるために、オート設定での使用時
にはエアコン始動直後、しばらく送
風が停止する場合があります。

●駐車時に自動的に外気導入に切りか
えることにより駐車中の換気をうな
がし、始動時に発生するにおいを緩
和します。

■エアコンフィルターについて

P.304

■カスタマイズ機能

機能の一部は、設定を変更することが
できます。（ P.370）
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1 AUTOスイッチを押す
2 温度を設定する
3 ファンを止めたいときは、OFF
スイッチを押す

風量や吹き出し口を切りかえると、
AUTOスイッチの作動表示灯が消
灯しますが、操作した機能以外の
オート設定は継続します。

知識

■オート設定の作動について

風量は温度設定と外気の状態により自
動で調整されるため、AUTOスイッチ
を押した直後、温風や冷風の準備がで
きるまでしばらく送風が停止する場合
があります。

フロントウインドウガラスとワイ
パーブレードの凍結を防ぐために
使用ください。
フロントワイパーデアイサーがONの
とき、スイッチの作動表示灯が点灯し
ます。

フロントワイパーデアイサーは、しば
らくすると自動的にOFF になります。
★：グレード、オプションなどにより、
装備の有無があります。

次のいずれかの操作をすると、左
右独立モードがONになります。
● DUALスイッチを押す
● 助手席の設定温度を変更する
左右独立モードになり作動表示灯が点
灯します。

警告
■フロントウインドウガラスの曇り
を防止するために

外気の湿度が非常に高いときにエア
コンを低い設定温度で作動させてい
るときは、フロントデフロスタース
イッチを押さないでください。外気
とガラスの温度差でガラスの外側が
曇り、視界をさまたげる場合があり
ます。

■リヤウインドウデフォッガー＆ミ
ラーヒーター作動中の警告

ドアミラーの鏡面が非常に熱くなり
ます。やけどをするおそれがあるの
でふれないでください。

注意
■バッテリーあがりを防ぐために

エンジン停止中は、エアコンを必要
以上に使用しないでください。

オート設定で使用する

フロントワイパーデアイサー★

警告
■ウインドシールドデアイサー作動
中の警告

フロントウインドウガラス下部およ
びフロントピラー横の表面が熱く
なっており、やけどをするおそれが
あるのでふれないでください。

運転席と助手席の設定温度を
別々に設定する（左右独立モー
ド）★
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作動表示灯が点灯しているときに
DUALスイッチを押すと、左右独立
モードがOFFになり、助手席の設定
温度が運転席と同じ設定温度になりま
す。
★：グレード、オプションなどにより、
装備の有無があります。

■ 吹き出し口の位置
吹き出し口の切りかえ設定により、
風が出る位置や風量が変化します。

：仕様により設定の有無あり

■ 風向きの調整と吹き出し口の開
閉
センター

1 風向きを調整する
2 吹き出し口を開閉する

運転席サイド

1 風向きを調整する
2 吹き出し口を開ける
3 吹き出し口を閉じる
助手席サイド

1 風向きを調整する
2 吹き出し口を閉じる
3 吹き出し口を開ける

吹き出し口の配置・操作
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★：グレード、オプションなどにより、
装備の有無があります。

警告
■フロントウインドウガラスの曇り
取りをさまたげないために

フロントウインドウガラスの曇り取
りをさまたげないために、吹き出し
口をさえぎるようなものを置かない
でください。送風がさえぎられ、曇
りが取れにくくなることがあります。

ステアリングヒーター★／
シートヒーター★

● ステアリングヒーター
ハンドルのグリップ部を暖める
ことができます。
● シートヒーター
シートの表面を暖めることがで
きます。

警告
■低温やけどについて

次の方がステアリングヒーター／
シートヒーターにふれないようにご
注意ください。

●乳幼児、お子さま・お年寄り・病
人・体の不自由な方

●皮膚の弱い方

●疲労の激しい方

●深酒や眠気をさそう薬（睡眠薬・
風邪薬など）を服用された方

注意
■シートヒーターの損傷を防ぐため
に

凹凸のある重量物をシートの上に置
いたり、針金や針などの鋭利なもの
を突き刺したりしないでください。

■バッテリーあがりを防ぐために

エンジンが停止した状態で使用しな
いでください。
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■ ステアリングヒーター
システムのON／OFFを切りかえ
る
作動中は作動表示灯が点灯します。

■ シートヒーター
スイッチを押してシートヒーター
を作動させる

1 HI（強）
2 LO（弱）
作動中は作動表示灯が点灯します。

作動を停止するときは、押した側と反
対側のスイッチを軽く押してくださ
い。スイッチが中立の位置にもどり、
作動表示灯が消灯します。

知識

■作動条件

エンジンスイッチがONのとき

操作スイッチについて 警告
■異常加熱や低温やけどを防ぐため
に

シートヒーターを使用するときは次
のことをお守りください。

●長時間連続使用しないでください。

●毛布・クッションなどを使用しな
いでください。
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5-2. 室内灯のつけ方

フロントインテリア／パーソナルランプ（ P.276,277）

ドアトリム照明★

リヤインテリアランプ（ P.277）

カップホルダ照明★

センタートレイ照明★

★：グレード、オプションなどにより、装備の有無があります。

■ フロント

室内灯一覧

室内灯の位置

インテリアランプを操作するに
は
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1 ドアの開閉に連動してランプの
点灯・消灯を切りかえる

2 ランプを点灯・消灯する
■ リヤ

1 ドアの開閉に連動してランプの
点灯・消灯を切りかえる

フロントインテリアランプに連動して
作動し、スイッチ状態がＯＦＦのと
きはランプが点灯しません。
2 ランプを点灯する

ランプを点灯・消灯する

知識

■イルミネーテッドエントリーシステ
ム

電子キーの検知・ドアの施錠／解錠・
ドアの開閉・エンジンスイッチのモー

ドにより、各部の照明が自動的に点灯・
消灯します。

■バッテリーあがりを防ぐために

エンジンスイッチをOFF にしたとき
に、室内灯が点灯したままの場合、約
20分後に自動消灯します。

■SRS エアバッグが作動すると

SRSエアバッグの作動時または後方か
ら強い衝撃を受けたときは、室内灯が
約20分間自動で点灯します。
手動操作で消灯することもできますが、
2次災害を防ぐため、安全が確保でき
るまでは消灯しないことをおすすめし
ます。
（衝撃の度合いや事故の状況によっては
点灯しないことがあります。）

■カスタマイズ機能

機能の一部は、設定を変更することが
できます。（ P.370）

パーソナルランプを操作するに
は

注意
■バッテリーあがりを防止するため
に

エンジンが停止した状態で、長時間
ランプを点灯しないでください。
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5-3. 収納装備

グローブボックス（ P.279）
オープントレイ（ P.280）
ボトルホルダー（ P.279）
コンソールボックス（ P.280）
カップホルダー（ P.279）

収納装備一覧

収納装備の位置

警告
■収納装備に放置してはいけないも
の

メガネ、ライターやスプレー缶を収
納装備内に放置したままにしないで
ください。

放置したままでいると、次のような
ことが起こるおそれがあり危険です。

●室温が高くなったときの熱や、他
の収納物との接触などにより、メ
ガネが変形やひび割れを起こす

●室温が高くなったときにライター
やスプレー缶が爆発したり、他の
収納物との接触でライターが着火
したりスプレー缶のガスがもれる
などして火災につながる



279

5

5-3. 収納装備
室
内
装
備
・
機
能

レバーを引いて開ける

フロント

リヤ
アームレストを手前に倒す

フロント

リヤ

グローブボックス

警告
■走行中の警告

グローブボックスを必ず閉じてくだ
さい。
急ブレーキや急旋回時などに、開い
たふたが体に当たったり、収納して
いたものが飛び出したりして、思わ
ぬ事故につながるおそれがあり危険
です。

カップホルダー

警告
■収納してはいけないもの

カップホルダーにはカップや缶以外
のものを置かないでください。
急ブレーキや事故により落ちてけが
をするおそれがあります。やけどを
防ぐために温かい飲み物にはフタを
閉めておいてください。

ボトルホルダー
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知識

■ボトルホルダーについて

●ペットボトルのフタを必ず閉めてか
ら収納してください。

●ペットボトルの大きさ・形によって
は収納できないことがあります。

1 ふたをいちばんうしろまでスラ
イドさせる（スライド機能装着
車）

2 レバーを引いてふたを開ける

知識

■スライド機能について（スライド機
能装着車）

ふたを前後にスライドすることができ
ます。

フロント

警告
■収納してはいけないもの

ボトルホルダーには、ジュースなど
が入っている紙コップ・ガラス製の
コップなどを収納しないでください。
ジュースなどがこぼれたり、ガラス
製品が割れたりするおそれがありま
す。

コンソールボックス

警告
■走行中の警告

コンソールボックスを必ず閉じてく
ださい。
急ブレーキ時などに、開いたふたが
体に当たったり、収納していたもの
が飛び出したりして、思わぬ事故に
つながるおそれがあり危険です。

オープントレイ
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リヤ

フックを使って荷物を固定するこ
とができます。

警告
■走行中の警告

オープントレイにものを置くときは、
次の注意事項を守ってください。
急ブレーキや急ハンドル時などに収
納していたものが飛び出し、ペダル
操作のさまたげとなるおそれがある
ほか、運転者の注意力がにぶり、思
わぬ事故につながるおそれがありま
す。

●転がりやすいものや凹面より高さ
があるものを置かないでください。

●トレイの端よりも高くものを積み
重ねないでください。

●トレイの端からはみ出してものを
置かないでください。

ラゲージルーム内装備

デッキフック

警告
■デッキフックを使用しないときは

必ずデッキフックをもとの位置にも
どしておいてください。

買い物フック

警告
■買い物フックの破損を防ぐために

2kg 以上のものを買い物フックに吊
り下げないでください。
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★：グレード、オプションなどにより、
装備の有無があります。

■ デッキボードの開け方
ボタンを押してハンドルを立て、
デッキボードを持ち上げる

■ 荷室床面の高さを調節する（ア
ジャスタブルデッキボード装着
車）

デッキボードのセット位置を変更
することで、床面の高さを調節で
きます。

1 上段
2 下段

■ デッキボードを固定する（上段
時）
パッケージトレイ未収納時

デッキボードのハンドルをパッ
ケージトレイのフックに引っかけ
て固定する

パッケージトレイ収納時
デッキボードのハンドルをバック
ドア開口部の上端に引っかけて固
定する

知識

■アジャスタブルデッキボードについ
て

アジャスタブルデッキボードは左右か
ら開くことができます。

デッキボード★
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★：グレード、オプションなどにより、
装備の有無があります。

アジャスタブルデッキボード非
装着車

デッキマットを持ち上げる

アジャスタブルデッキボード装
着車

ボタンを押してハンドルを立て、
デッキボードを持ち上げる

警告
■アジャスタブルデッキボードを操
作するときは

荷物を載せた状態で操作しないでく
ださい。
指をはさむなど、思わぬ事故につな
がるおそれがあります。

注意
■デッキボードを固定しているとき
は

デッキボードのハンドルをパッケー
ジトレイ及び、バックドア開口部に
引っかけたままバックドアを閉めな
いでください。内装部品が破損する
恐れがあります。

ラゲージアンダートレイ★
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知識

■ラゲージサイドトレイのセパレー
ターについて（アジャスタブルデッ
キボード装着車）

●アジャスタブルデッキボードを下段
の位置で使用するときは、セパレー
ターを取りはずして使用することが
できます。

●取り外したセパレーターは、ラゲー
ジアンダートレイに収納することが
できます。

ラゲージルームに停止表示板を収
納することができます。
停止表示板のケースの大きさや形状に
よっては、収納できない場合がありま
す。

タイプA

タイプB

ラゲージサイドトレイ（デッキ
ボード装着車）

停止表示板収納スペース



285

5

5-3. 収納装備
室
内
装
備
・
機
能

タイプ C

1 止めヒモを左右のフックからはずす
2 トレイを取りはずす

知識

■取りはずしたパッケージトレイの収
納について（アジャスタブルデッキ
ボード装着車）

アジャスタブルデッキボードを上段の
位置で使用することで、パッケージト
レイを床下に収納することができます。

パッケージトレイの取りはずし
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5-4. その他の室内装備の使い方

DC5V/2.1A（消費電力10.5W）
の電源としてお使いください。
このUSB端子は充電専用であり
データ転送などは行えません。
また、使用する機器によっては、
正常に充電できない場合がありま
す。ご使用になる機器に付属の取
扱説明書もお読みください。
■ 充電用USB端子を使用するには
フタを開けて使用する

知識

■充電用USB端子の作動条件

エンジンスイッチがACCまたはON
のとき

■充電用USB端子が正常に働かないお
それのある状況

●DC5V/2.1A（消費電力10.5W）を
こえる電力を要求する機器を接続し
たとき

●パソコンと通信を行う機器を接続し
たとき

●接続機器の電源がOFF のとき（機器
により異なります）

●炎天下に駐車したあとなど、車室内
の温度が高いとき

■使用する外部機器について

一部の機器では、充電中に充電がいっ
たん停止後、再充電を開始する場合が
ありますが、故障ではありません。

DC12V/10A（消費電力120W）
未満の電気製品を使用するときの
電源としてお使いください。
フタを開けて使用する

その他の室内装備

充電用USB端子

注意
■充電用USB端子の損傷を防ぐため
に

●端子部に異物を入れないでくださ
い。

●水や液体をかけないでください。

●充電用USB端子を使わないときは
フタを必ず閉じてください。端子
部に異物や液体が入ると故障や
ショートの原因になります。

●強い力や衝撃を加えないでくださ
い。

●分解や改造、取りはずしをしない
でください。

■外部機器の損傷を防ぐために

●機器を車室内に放置しないでくだ
さい。車室内が高温となり、故障
の原因となります。

●機器が接続されているときに、外
部機器や外部機器のケーブルを押
し下げたり、不要な力を加えたり
しないでください。

■バッテリーあがりを防ぐために

エンジンが停止した状態で、充電用
USB端子を長時間使用しないでくだ
さい。

アクセサリーソケットを使うに
は
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知識

■作動条件

エンジンスイッチがACCまたはON
のとき

ハンドルにあるスイッチで、オー
ディオや、ナビゲーションシステ
ムを操作することができます。
装着されているオーディオ・ナビ
ゲーションシステムによっては、
操作が異なる場合があります。詳

しくは製品に付属の取り扱い説明
書をご覧ください。

手前に倒して使用します。

天井に取り付けられているアシス
トグリップは、走行中にシートに
座っている状態で体を支えるとき
にお使いください。

注意
■ヒューズが切れるのを防ぐために

DC12V/10A（消費電力120W）
以上の電気製品を使用しないでくだ
さい。

■ショートや故障を防ぐために

ソケットに異物が入ったり、飲料水
などがかかったりしないように、使
用しないときはフタを閉めておいて
ください。

■バッテリーあがりを防止するため
に

エンジンが停止した状態でアクセサ
リーソケットを長時間使用しないで
ください。

ステアリングスイッチ

警告
■運転中の操作について

運転中にステアリングスイッチを操
作するときは、十分注意してくださ
い。

リヤアームレスト

注意
■アームレストの破損を防ぐために

過度の負荷をかけないでください。

アシストグリップ
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コートフックは、リヤのアシスト
グリップに付いています。

1 前方をさえぎるには、バイザー
を下ろす

2 側方をさえぎるには、バイザー
を下ろした状態でフックからは
ずし、横へまわす

カバーをスライドして開ける
ランプが点灯します。

警告
■アシストグリップについて

アシストグリップは、乗降時やシー
トから立ち上がるときなどに使用し
ないでください。

注意
■破損を防ぐために

アシストグリップに重いものをかけ
たり、過度の負荷をかけないでくだ
さい。

コートフックを使うには

警告
■コートフックへかけてはいけない
もの

ハンガーや他の硬いもの、鋭利なも
のをかけないでください。
SRS カーテンシールドエアバッグが
ふくらんだときにそれらのものが飛
び、重大な傷害または死亡につなが
るおそれがあります。

サンバイザーを使うには

バニティミラーを使うには
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知識

■バッテリーあがりを防ぐために

エンジンスイッチがOFFの場合、バニ
ティランプが点灯したままのときは約
20分後に自動消灯します。

注意
■使用しないときは

バニティミラーを必ず閉じてくださ
い。

■バッテリーあがりを防止するため
に

エンジンが停止した状態で長時間ラ
ンプを点灯しないでください。
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6-1. お手入れのしかた

● 水を十分かけながら車体・足ま
わり・下まわりの順番に上から
下へ汚れを洗い落とす

● 車体はスポンジやセーム皮のよ
うなやわらかいもので洗う

● 汚れがひどいときはカーシャン
プーを使用し、水で十分洗い流
す

● 水をふき取る
● 水のはじきが悪くなったときは、
ワックスがけを行う

ボデーの表面の汚れを落としても水が
玉状にならないときは、車体の温度が
冷えているときにワックスをかける
（およそ体温以下を目安としてくださ
い）

なお、ボデーコート・ホイール
コート・ガラスコートなど、トヨ
タケミカル商品を施工された場合
は、お手入れ方法が異なります。
詳しくはトヨタ販売店にお問い合
わせください。

知識

■自動洗車機を使うとき

●ドアミラーを格納し、車両前側から
洗車してください。また、走行前は
必ずドアミラーを復帰状態にもどし
てください。

●ブラシで車体に傷が付き、塗装を損
なうことがあります。

●洗車機によっては、リヤスポイラー
が引っかかり洗車できない場合や、
傷付いたり破損したりするおそれが
あります。

■高圧洗浄機を使うとき

●室内に水が入るおそれがあるため、
ノズルの先端をドアガラスやドア枠
付近に近付けすぎないでください。

●洗車の前に給油口が確実に閉まって
いることを確認してください。

■洗車などで車に水をかけたとき

キーを携帯して洗車などで水をドアハ
ンドルにかけた場合、施錠／解錠動作
をくり返すことがあります。その場合
は次のような処置をして、洗車などを
してください。

●電子キーを車両から2ｍ以上離れた場
所に保管する（電子キーの盗難に注
意してください）

●電子キーを節電モードに設定し、ス
マートエントリー＆スタートシステ
ムの作動を停止する（ P.110）

■アルミホイール★

★：グレード、オプションなどにより、
装備の有無があります。

●中性洗剤を使用し、早めに汚れを落
としてください。

●洗剤を使用したあとは放置せずに水
で十分洗い流してください。

●塗装の損傷を防ぐため、次のことを
必ずお守りください。
･ 酸性・アルカリ性および研磨剤の
入った洗剤を使用しない
･ 硬いブラシを使用しない
･ 夏場の走行後や駐車後でホイールが
熱いときは、洗剤を使用しない

外装の手入れ

お手入れは、部位や素材にあっ
た適切な方法で実施してくださ
い。

手入れの作業要領
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■バンパーについて

研磨剤入りの洗剤でこすらないように
してください。

■フロントドアガラスの撥水コーティ
ングについて

●撥水効果を長持ちさせるため、次の
ことに注意してください。
･ フロントドアガラス表面の泥などの
汚れを落とす
･ 汚れは早めにやわらかい湿った布な
どで清掃する
･ コンパウンド（磨き粉）が入ったガ
ラスクリーナーやワックスを使用し
ない
･ 金属製の道具で霜取りをしない

●水滴のはじきが悪くなったときは補
修することができます。
詳しくはトヨタ販売店にお問い合わ
せください。

警告
■洗車をするとき

エンジンルーム内に水をかけないで
ください。
電気部品などに水がかかると、車両
火災につながるおそれがあり危険で
す。

■ブラインドスポットモニター★に
ついて

★：グレード、オプションなどによ
り、装備の有無があります。

リヤバンパーの塗装に傷がつくと、
システムが正常に作動しなくなるお
それがあります。トヨタ販売店にご
相談ください。

注意
■塗装の劣化や車体・部品（ホイー
ルなど）の腐食を防ぐために

●次のような場合は、ただちに洗車
してください。

･ 海岸地帯を走行したあと

･ 凍結防止剤を散布した道路を走行
したあと

･ コールタール・花粉・樹液・鳥の
ふん・虫の死がいなどが付着した
とき

･ ばい煙・油煙・粉じん・鉄粉・化
学物質などの降下が多い場所を走
行したあと

･ ほこり・泥などで激しく汚れたと
き

･ 塗装にベンジンやガソリンなどの
有機溶剤が付着したとき

●塗装に傷が付いた場合は、早めに
補修してください。

●ホイール保管時は、腐食を防ぐた
めに汚れを落とし、湿気の少ない
場所へ保管してください。

■ランプの清掃

●注意して洗ってください。有機溶
剤や硬いブラシは使用しないでく
ださい。
ランプを損傷させるおそれがあり
ます。

●ランプにワックスがけを行わない
でください。
レンズを損傷するおそれがありま
す。
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● 掃除機などでほこりを取り除き、
水またはぬるま湯を含ませた布
でふき取る

● 汚れが落ちない場合は、中性洗
剤を水で約1％に薄めてやわら
かい布に含ませふき取る
水を浸した布を固くしぼり、表
面に残った洗剤・水分をふき取
る

知識

■カーペットの洗浄について

カーペットは常に乾いた状態を保つこ
とをおすすめします。洗浄には、市販
の泡タイプクリーナーがご利用になれ
ます。
スポンジまたはブラシを使用して泡を
カーペットに広げ、円を描くように塗
り込んでください。直接水をかけたり
せず、ふき取ってから乾燥させてくだ
さい。

■シートベルトの取り扱いについて

刺激の少ない洗剤とぬるま湯で、布や
スポンジを使って洗ってください。
シートベルトのすり切れ・ほつれ・傷
などを定期的に点検してください。

注意
■高圧洗浄機を使用するときは

●洗浄時に高圧洗浄機でカメラやカ
メラ周辺に直接水を当てないでく
ださい。
高い水圧により衝撃が加わり、装
置が正常に作動しなくなるおそれ
があります。

●ノズルの先端を、下記部品の結合
部やブーツ類（ゴムまたは樹脂製
のカバー）、コネクタ類に近づけす
ぎないでください。
高い水圧がかかることにより、部
品が損傷するおそれがあります。

･ 駆動系部品

･ ステアリング部品

･ サスペンション部品

･ ブレーキ部品

内装の手入れ

お手入れは、部位や素材に合っ
た適切な方法で実施してくださ
い。

室内の手入れをするには
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● 水で湿らせたやわらかい布また
は合成セーム皮で汚れをふき取
る

● 乾いたやわらかい布で表面に
残った水分を完全にふき取る

警告
■車両への水の浸入

●車内に水をかけたり液体をこぼし
たりしないでください。
電気部品などに水がかかると、故
障や車両火災につながるおそれが
あり危険です。

●SRS エアバッグの構成部品や電気
配線をぬらさないでください。
（ P.26）
電気の不具合により、SRS エア
バッグが作動したり、正常に機能
しなくなり、重大な傷害におよぶ
か、最悪の場合死亡につながるお
それがあります。

■内装の手入れをするときは（特に
インストルメントパネル）

艶出しワックスや艶出しクリーナー
を使用しないでください。インスト
ルメントパネルがフロントウインド
ウガラスへ映り込み、運転者の視界
をさまたげ思わぬ事故につながり、
重大な傷害におよぶか、最悪の場合
死亡につながるおそれがあります。

注意
■清掃するとき使用する溶剤につい
て

●変色・しみ・塗装はがれの原因に
なるため、次の溶剤は使用しない
でください。

･ シート以外の部分：ベンジン・ガ
ソリンなどの有機溶剤や酸性また
はアルカリ性の溶剤・染色剤・漂
白剤

･ シート部分：シンナー・ベンジン・
アルコール、その他の酸性やアル
カリ性の溶剤

●艶出しワックスや艶出しクリー
ナーを使用しないでください。
インストルメントパネルやその他
内装の塗装のはがれ・溶解・変形
の原因になるおそれがあります。

■床に水がかかると

水で洗わないでください。
オーディオやフロアカーペット下に
ある電気部品に水がかかると、車の
故障の原因となったり、ボデーが錆
びるおそれがあります。

■フロントウインドウガラスの内側
を掃除するときは

前方カメラのレンズに、ガラスク
リーナーが付着しないようにしてく
ださい。
また、レンズにはふれないでくださ
い。（ P.166）

■リヤウインドウガラスの内側を掃
除するときは

●熱線やアンテナを損傷するおそれ
があるため、ガラスクリーナーな
どを使わず、熱線やアンテナに
そって水またはぬるま湯を含ませ
た布で軽くふいてください。

●熱線やアンテナを引っかいたり、
損傷させないように気を付けてく
ださい。

サテン仕上げ金属コーティング
部分の手入れをするには
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知識

■サテン仕上げ金属コーティング部分
のお手入れについて

表面に本物の金属層を使用しています
ので、普段のお手入れが大切です。汚
れたまま長い間放置すると、汚れが落
ちにくくなります。

● 掃除機などでほこりや砂を取り
除く

● 薄めた洗剤をやわらかい布に含
ませ、汚れをふき取る

ウール用の中性洗剤を水で約5%に薄
めて使用してください。

● 水を浸した布を固くしぼり、表
面に残った洗剤をふき取る

● 乾いたやわらかい布で表面の水
分をふき取り、風通しのよい日
陰で乾燥させる

知識

■本革部分のお手入れの目安

品質を長く保つため、年に2回程度の
定期的なお手入れをおすすめします。

● 掃除機などでほこりを取り除く
● 中性洗剤を水で約1％に薄めて
やわらかい布に含ませふき取る

● 水を浸した布を固くしぼり、表
面に残った洗剤・水分をふき取
る

本革部分の手入れをするには

注意
■革の傷みを避けるために

皮革の表面の劣化や損傷を避けるた
めに、次のことをお守りください。

●革に付着したほこりや砂はすぐに
取り除く

●直射日光に長時間さらさないよう
にする
特に夏場は日陰で車を保管する

●ビニール製・プラスチック製・
ワックス含有のものは、車内が高
温になると革に張り付くおそれが
あるため、革張りの上に置かない

合成皮革部分の手入れをするに
は
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6-2. 簡単な点検・部品交換

1 ボンネット解除レバーを引く
ボンネットが少し浮き上がります。

2 レバーを左方向に押して、ボン
ネットを開ける

3 ボンネットステーをステー穴に
差し込む

ボンネット

ボンネットを開けるには

警告
■走行前の確認

ボンネットがしっかりロックされて
いることを確認してください。
ロックせずに走行すると、走行中に
ボンネットが突然開いて、重大な傷
害におよぶか、最悪の場合死亡につ
ながるおそれがあります。

■ボンネットを閉めるとき

手などを挟まないように注意してく
ださい。
重大な傷害を受けるおそれがあり危
険です。
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■ フロント側

警告
■エンジンルーム点検後の確認

エンジンルーム内に工具や布を置き
忘れていないことを確認してくださ
い。
点検や清掃に使用した工具や布など
をエンジンルーム内に置き忘れてい
ると、故障の原因になったり、また、
エンジンルーム内は高温になるため
車両火災につながるおそれがあり危
険です。

■ボンネットステーをステー穴に差
し込んだあとは

ボンネットが頭や体の上に落ちてこ
ないように、正しく差し込まれてい
るか確認してください。

注意
■ボンネットへの損傷を防ぐために

ボンネットを閉めるときは、体重を
かけるなどして強く押さないでくだ
さい。
ボンネットがへこむおそれがありま
す。

■ボンネットを閉めるときは

ボンネットステーをステー穴から取
りはずし、クリップに正しくもどし
てください。ボンネットステーが差
し込まれた状態で閉めると、ボン
ネットが損傷するおそれがあります。

ガレージジャッキ

ガレージジャッキを使用すると
きは、ガレージジャッキに付属
の取扱説明書に従って、安全に
作業してください。
ガレージジャッキを使用して車
両を持ち上げるときは、正しい
位置にガレージジャッキをセッ
トしてください。
正しい位置にセットしないと、
車両が損傷したり、けがをする
おそれがあります。

ジャッキポイントの位置を確認
する
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■ リヤ側
FF 車

4WD車

液面がLOWの位置に近づいたら
ウォッシャー液を補給してくださ
い。

知識

■ゲージの使い方

ウォッシャー液の膜が張っているゲー
ジの穴部の位置を確認して、ウォッ
シャー液の残量を判断します。
残量がゲージの先端から2つめの穴部
より下まわった（LOWの位置まで低下
した）ら、ウォッシャー液を補給して
ください。

現在の液量

ウォッシャー液の補充

補充をするには
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タイヤは次の項目を点検してくだ
さい。
点検方法は別冊「メンテナンス
ノート」を参照してください。
● タイヤ空気圧
空気圧の点検は、タイヤが冷えている
ときに行ってください。

● タイヤの亀裂・損傷の有無
● タイヤの溝の深さ
● タイヤの異常摩耗（極端にタイ
ヤの片側のみが摩耗していたり、
摩耗程度が他のタイヤと著しく
異なるなど）の有無

知識

■タイヤ空気圧について

タイヤの指定空気圧は、運転席側のタ
イヤ空気圧ラベルで確認することがで
きます。

195/65R15 91H

前輪：250kPa（2.5kg/cm2）※

後輪：240kPa（2.4kg/cm2）※

警告
■ウォッシャー液を補充するとき

エンジンが熱いときやエンジンがか
かっているときは、ウォッシャー液
を補充しないでください。
ウォッシャー液にはアルコール成分
が含まれているため、エンジンなど
にかかると出火するおそれがあり危
険です。

注意
■ウォッシャー液について

ウォッシャー液のかわりに、せっけ
ん水やエンジン不凍液などを入れな
いでください。塗装にしみが付くこ
とや、ポンプが故障してウォッ
シャー液が出なくなるおそれがあり
ます。

■ウォッシャー液のうすめ方

必要に応じて水でうすめてください。
水とウォッシャー液の割合は、
ウォッシャー液の容器に表示してあ
る凍結温度を参考にしてください。

タイヤについて

タイヤの点検は、法律で義務付
けられています。日常点検とし
て必ずタイヤを点検してくださ
い。
タイヤの摩耗を均等にし寿命を
のばすために、タイヤローテー
ション（タイヤ位置交換）を
5,000kmごとに行ってくださ
い。

タイヤの点検項目
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205/55R16 91V

前輪：250kPa（2.5kg/cm2）※

後輪：240kPa（2.4kg/cm2）※

225/40R18 88W

前輪：230kPa（2.3kg/cm2）※

後輪：210kPa（2.1kg/cm2）※

応急用タイヤ★

420kPa（4.2kg/cm2）※

※タイヤが冷えているときの空気圧
★：グレード、オプションなどにより、
装備の有無があります。

■タイヤ関連の部品を交換するとき

タイヤ・ディスクホイール・ホイール
取り付けナットを交換するときは、ト
ヨタ販売店にご相談ください。

■低偏平タイヤについて
（225/40R18 88W装着車）

雪道や凍結路では、普通のタイヤとく
らべてグリップ力が低下します。冬用
タイヤを使用し、道路状態に応じた速
度で注意深く運転するようにしてくだ
さい。

■低偏平タイヤの空気圧点検
（225/40R18 88W装着車）

低偏平タイヤは、走行性能を優先した
タイヤです。特に空気圧は定期的に点
検してください。2週間に1回（最低
でも1ヶ月に1回）、または長距離ドラ
イブの前には、必ず空気圧を点検して
ください。

■タイヤのバルブについて

タイヤを交換するときは、バルブに変
形・亀裂・損傷がないか点検してくだ
さい。

警告
■点検・交換時の警告

必ず次のことをお守りください。
お守りいただかないと、駆動系部品
の損傷や不安定な操縦特性により、
重大な傷害におよぶか、最悪の場合
死亡につながるおそれがあります。

●タイヤはすべて同一メーカー・同
一銘柄・同一トレッドパターンで、
摩耗差のないタイヤを使用する

●メーカー指定サイズ以外のタイヤ
やホイールを使用しない

●ラジアルタイヤ・バイアスベル
テッドタイヤ・バイアスプライタ
イヤを混在使用しない

●サマータイヤ・オールシーズンタ
イヤ・冬用タイヤを混在使用しな
い

●他の車両で使用していたタイヤを
使用しない
以前どのように使用されていたか
不明なタイヤは使用しない

■異常があるタイヤの使用禁止

異常があるタイヤをそのまま装着し
ていると、走行時にハンドルをとら
れたり、異常な振動を感じることが
あります。また、次のような事態に
なり、思わぬ事故につながるおそれ
があり危険です。

●破裂などの修理できない損傷を与
える

●車両が横すべりする
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図で示すようにタイヤのローテー
ションを行います。
タイヤの摩耗状態を均一にし、寿
命をのばすために、トヨタは定期
点検ごとのタイヤローテーション
をおすすめします。

警告
●車両の本来の性能（燃費・車両の
安定性・制動距離など）が発揮さ
れない

■タイヤ交換時の注意

●必ずナットのテーパー部を内側に
して取り付けてください。
テーパー部を外側にして取り付け
ると、ホイールが破損しはずれて
しまい、重大な傷害におよぶか、
最悪の場合死亡につながるおそれ
があります

テーパー部

●ねじ部にオイルやグリースをぬら
ないでください。
ナットを締めるときに必要以上に
締め付けられ、ボルトが破損した
り、ディスクホイールが損傷する
おそれがあります。
またナットがゆるみホイールが落
下して、重大な事故につながるお
それがあります。
オイルやグリースがねじ部につい
ている場合はふき取ってください。

■異常があるホイールの使用禁止
（アルミホイール装着車）

亀裂や変形などがあるホイールは使
用しないでください。
走行中にタイヤの空気が抜けて、思
わぬ事故につながるおそれがあり危
険です。

注意
■低偏平タイヤについて
（225/40R18 88W装着車）

低偏平タイヤのホイールは、路面か
ら衝撃を受けたとき、ホイールに通
常より大きなダメージを与えること
があります。そのため次のことに注
意してください。

●適切なタイヤ空気圧で使用する
空気圧が低すぎると簡単に損傷す
ることがあります。

●段差や凹凸のある路面、路上に空
いた穴、平らでない舗道・縁石や
他の障害物を避ける
タイヤおよびホイールがひどく損
傷することがあります。

■走行中に空気もれが起こったら

走行を続けないでください。
タイヤまたはホイールが損傷するこ
とがあります。

■悪路走行に対する注意

段差や凹凸のある路上を走行すると
きは注意してください。
タイヤの空気が抜けて、タイヤの
クッション作用が低下します。また、
タイヤ・ホイール・車体などの部品
も損傷するおそれがあります。

タイヤローテーションをするに
は
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前側

知識

■タイヤ空気圧が適正でない場合

適切に調整されていないタイヤ空気圧
で走行すると、次のようなことが起こ
る場合があります。

●燃費の悪化

●乗り心地や操縦安定性の低下

●摩耗によるタイヤ寿命の低下

●安全性の低下

ひんぱんにタイヤ空気圧が低下する場
合は、トヨタ販売店でタイヤの点検を
受けてください。

■タイヤ空気圧の点検のしかた

タイヤ空気圧の点検の際は、次のこと
をお守りください。

●タイヤが冷えているときに点検する

●タイヤ空気圧ゲージを必ず使用する
タイヤの外観だけでは空気圧が適正
かどうか判断できません。

●走行後はタイヤの発熱により空気圧
が高くなります。異常ではありませ
んので減圧しないでください。

●荷物を積んだり、多人数で乗車する
ときは荷重を不均等にかけないよう
にする

タイヤ空気圧について

タイヤの空気圧を適正に維持す
るために、タイヤの空気圧点検
を月に 1回以上実施してくださ
い。低偏平タイヤの場合、2週
間に 1回、または長距離ドライ
ブの前には必ず空気圧を点検し
てください。（ P.368）
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1 エンジンスイッチをOFFにす
る

2 グローブボックスを開き、ダン
パーステーのピンをはずす

3 グローブボックス側面を内側に
押して上部のツメを片側ずつは
ずし、下部のツメをはずしてと
りはずす

4 フィルターカバーのロックをは
ずし（ ）、ツメからフィル

警告
■タイヤの性能を発揮するために

適正なタイヤ空気圧を維持してくだ
さい。
タイヤ空気圧が適正に保たれていな
いと、次のようなことが起こるおそ
れがあり、重大な傷害におよぶか、
最悪の場合死亡につながるおそれが
あります。

●過度の摩耗

●偏摩耗

●操縦安定性の低下

●タイヤの過熱による破裂

●タイヤとホイールのあいだからの
空気漏れ

●ホイールの変形、タイヤの損傷

●走行時にタイヤが損傷する可能性
の増大
（路上障害物、道路のつなぎ目や段
差など）

注意
■タイヤ空気圧の点検・調整をした
あとは

タイヤのバルブキャップを確実に取
り付けてください。

バルブキャップをはずしていると、
ほこりや水分がバルブに入り空気が
漏れ、タイヤの空気圧が低下するお
それがあります。

エアコンフィルターの交換

エアコンを快適にお使いいただ
くために、エアコンフィルター
を定期的に交換してください。

交換するには
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ターカバーを抜き（ ）、フィ
ルターカバーを取りはずす

5 フィルターケースを取りはずす

6 フィルターケースからフィル
ターを取りはずし、新しいフィ
ルターと交換する

“ UP”マークの矢印が上を向く
ように取り付けます。

知識

■エアコンフィルターの交換について

エアコンフィルターは下記の時期を目
安に交換してください。
15000km［7500km※1］ごと、た
だし12ヶ月をこえないこと※2

※1大都市や寒冷地など、交通量や粉じ
んの多い地区

※2芳香剤などの使用により脱臭寿命が
著しく低下する場合があります。エ
アコンの臭いが気になりだしたら
フィルターを交換してください。

■エアコンの風量が減少したときは

フィルターの目詰まりが考えられます
ので、フィルターを交換してください。

注意
■エアコンを使用するときの注意

●フィルターを装着せずにエアコン
を使用すると、故障の原因になる
ことがあります。必ずフィルター
を装着してください。

●フィルターは、交換するタイプで
す。水洗いやエアブローによる清
掃はしないでください。
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知識

■電子キーの電池が消耗していると

次のような状態になります。

●スマートエントリー＆スタートシス
テム・ワイヤレス機能が作動しない

●作動距離が短くなる

● マイナスドライバー
● リチウム電池CR2032

知識

■リチウム電池CR2032の入手

電池はトヨタ販売店・時計店およびカ
メラ店などで購入できます。

注意
■フィルターカバーの破損を防ぐた
めに

フィルターカバーのロックをはずす
ときに、フィルターカバーを矢印の
方向に動かす際は、ツメに無理な力
がかからないように注意してくださ
い。ツメが破損するおそれがありま
す。

電子キーの電池交換

電池が消耗しているときは、新
しい電池に交換してください。
電池はご自身で交換できますが、
部品が破損するおそれがあるの
で、トヨタ販売店で交換するこ
とをおすすめします。

事前に準備するもの
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1 ロックを解除してメカニカル
キーを抜く

2 カバーをはずす
傷が付くのを防ぐため、マイナスドラ
イバーの先端に布などを巻いて保護し
てください。

3 消耗した電池を取り出す
カバーをはずしたときに、上側のカ
バーに電子キーのモジュールが貼り付
き、電池面が隠れている場合がありま
す。この場合、電子キーのモジュール
をひっくり返し、図のように電池が見
える状態で作業してください。

新しい電池は、＋極を上にして取り付
けます。

4 カバーを取り付け、メカニカル
キーを差し込む

5 ボタン（ または ）を操作
して、ドアが施錠または開錠さ
れることを確認する

電池を交換するには

警告
■取りはずした電池と部品について

お子さまにさわらせないでください。
部品が小さいため、誤って飲み込む
と、のどなどにつまらせ重大な傷害
におよぶか、最悪の場合死亡につな
がるおそれがあります。

注意
■電池を交換するときは

適切なサイズのマイナスドライバー
を使用してください。無理な力がか
かると、カバーが変形したり破損し
たりするおそれがあります。

■交換後、正常に機能させるために

次のことを必ずお守りください。

●ぬれた手で電池を交換しない
錆の原因になります。

●電池以外の部品に、ふれたり動か
したりしない

●電極を曲げない



308 6-2. 簡単な点検・部品交換

1 エンジンスイッチをOFFにす
る

2 ヒューズボックスを開ける
エンジンルーム（運転席側）

エンジンルーム（助手席側）
ツメを押しながら、カバーを持ち
上げる

助手席足元
足元のカバーをとりはずし、
ヒューズボックスのカバーをとり
はずす
ヒューズボックスのカバーを取りはず
すときや、取り付けるときはツメを押
してください。

3 ヒューズを引き抜く
ヒューズはずしでヒューズを引き抜く
ことができます。

ヒューズの点検・交換

ランプがつかないときや電気系
統の装置が働かないときは、
ヒューズ切れが考えられます。
ヒューズの点検を行ってくださ
い。

ヒューズの点検・交換をするに
は
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4 ヒューズが切れていないか点検
する

正常
ヒューズ切れ

ヒューズボックスの表示に従い、規定
容量のヒューズに交換します。

知識

■ヒューズを交換したあとは

●カバーを取り付けるときは、ツメを
しっかり取り付けてください。

●交換してもランプ類が点灯しないと
きは、電球を交換してください。

●交換しても再度ヒューズが切れる場
合は、トヨタ販売店で点検を受けて
ください。

■バッテリーからの回路に過剰な負荷
がかかると

配線が損傷を受ける前にヒューズが切
れるように設計されています。

■電球（バルブ）を交換するときは

この車両に指定されているトヨタ純正
品のご使用をおすすめします。一部の
電球は過電流を防止する専用回路に接
続されているため、この車両指定のト
ヨタ純正品以外は使用できない場合が
あります。

警告
■車の故障や、車両火災を防ぐため
に

次のことをお守りください。
お守りいただかないと、車の故障や
火災、けがをするおそれがあります。

●規定容量以外のヒューズ、または
ヒューズ以外のものを使用しない
でください。

●必ずトヨタ純正ヒューズか同等品
を使用してください。

●ヒューズやヒューズボックスを改
造しないでください。

注意
■ヒューズを交換する前に

ヒューズが切れた原因が電気の過剰
負荷だと判明したときは、トヨタ販
売店で点検を受けてください。
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切れた電球のW（ワット）数を確
認してください。（ P.369）

番号灯

■ トヨタ販売店で交換が必要な電
球

次のランプが切れたときは、トヨ
タ販売店で交換してください。
● ヘッドランプ
● 車幅灯

● LED デイライト★

● 方向指示灯／非常点滅灯

● フロントフォグランプ★

● 尾灯
● 制動灯

● 後退灯

● リヤフォグランプ★

● ハイマウントストップランプ
★：グレード、オプションなどにより、
装備の有無があります。

知識

■LED ランプについて

番号灯以外のランプは、数個のLEDで
構成されています。もしLEDがひとつ
でも点灯しないときは、トヨタ販売店
で交換してください。

■レンズ内の水滴と曇り

次のようなときは、トヨタ販売店にご
相談ください。ただし、レンズ内の一
時的な曇りは、機能上問題ありません。

●レンズ内側に大粒の水滴が付いてい
る

●ランプ内に水がたまっている

■電球（バルブ）を交換するとき

P.309

■ 番号灯
1 ランプ本体のツメをはずす
マイナスドライバーなどをランプ横の
穴に挿し込み、図のようにはずしま
す。

電球（バルブ）の交換

次に記載する電球は、ご自身で
交換できます。電球交換の難易
度は電球によって異なります。
部品が破損するおそれがあるの
で、トヨタ販売店で交換するこ
とをおすすめします。

電球の用意

バルブ位置

電球交換のしかた
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傷が付くのを防ぐため、マイナスドラ
イバーの先端にテープなどを巻いて保
護してください。

2 ランプ本体を車両後方に傾けて
少し引き出す

3 ランプ本体を右方向に引き出す

4 ソケットをまわして取りはずす

5 電球を取りはずす

6 取り付けるときは、取りはずし
たときと逆の手順で取り付ける

警告
■電球を交換するとき

●ランプは消灯してください。消灯
直後は高温になっているため、交
換しないでください。やけどをす
ることがあります。
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警告
●電球のガラス部を素手でふれない
でください。やむを得ずガラス部
を持つ場合は、電球に油脂や水分
を付着させないために、乾いた清
潔な布などを介して持ってくださ
い。また、電球を傷付けたり、落
下させたりすると球切れや破裂す
ることがあります。

●電球や電球を固定するための部品
はしっかり取り付けてください。
取り付けが不十分な場合、発熱や
発火、または内部への浸水による
故障や、レンズ内に曇りが発生す
ることがあります。

■お車の故障や火災を防ぐために

電球が正しい位置にしっかりと取り
付けられていることを確認してくだ
さい。
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7-1. まず初めに

● 非常点滅灯（ P.315）を点滅
させながら、車を路肩に寄せ停
車する

非常点滅灯は、故障などでやむを得ず
路上駐車する場合、他車に知らせるた
め使用します。

● 高速道路や自動車専用道路では、
次のことに従う

1 同乗者を避難させる
2 車両の50m以上後方（ ）に
発炎筒（ P.315）と停止表示
板を置くか、停止表示灯を使用
する

● 見通しが悪い場合はさらに後方
に置いてください。

● 発炎筒は、燃料もれの際やトン
ネル内では使用しないでくださ
い。

3 その後、ガードレールの外側な
どに避難する

知識

■停止表示板・停止表示灯について

●高速道路や自動車専用道路でやむを
得ず駐停車する場合は、停止表示板
または停止表示灯の表示が、法律で
義務付けられています。

●停止表示板・停止表示灯のご購入に
ついては、トヨタ販売店にお問い合
わせください。

停止表示板

停止表示灯

故障したときは

故障のときはすみやかに次の指
示に従ってください。

対処のしかた
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スイッチを押す
すべての方向指示灯が点滅します。
もう一度押すと消灯します。

知識

■非常点滅灯について

●エンジン停止中に、非常点滅灯を長
時間使用すると、バッテリーがあが
るおそれがあります。

●SRSエアバッグの作動時または後方
から強い衝撃を受けたときは、非常
点滅灯が自動で点滅します。
非常点滅灯スイッチを2回押すか、
約20分経過すると消灯します。
（衝撃の度合いや事故の状況によって
は点滅しないことがあります。）

1 助手席足元の発炎筒を取り出す

2 本体をまわしながら抜き、本体
を逆さにして挿し込む

3 先端のフタを取り、すり薬 で
発炎筒の先端をこすり、着火さ
せる

非常点滅灯（ハザードラン
プ）

事故などでやむを得ず路上駐車
する場合、他車に知らせるため
に使用してください。

点滅させるには

発炎筒

高速道路や踏切などでの故障・
事故時に非常信号用として使用
します。
（トンネル内や可燃物の近くでは
使用しないでください）
発炎時間は約 5分です。非常点
滅灯と併用してください。

発炎筒を使うには



316 7-1. まず初めに

必ず車外で使用してください。
着火させる際は、筒先を顔や体に向け
ないでください。

知識

■発炎筒の交換について

本体に表示してある有効期限が切れる
前に、トヨタ販売店でお求めください。
有効期限が切れると、着火しなかった
り、炎が小さくなる場合があります。

1 ブレーキペダルを両足でしっか
りと踏み続ける

ブレーキペダルをくり返し踏まないで
ください。通常より強い力が必要とな
り、制動距離も長くなります。
2 シフトレバーをNに入れる
シフトレバーがNに入った場合

3 減速後、車を安全な道路脇に停
める

4 エンジンを停止する
シフトレバーがNに入らない場
合

3 ブレーキペダルを両足で踏み続
け、可能な限り減速させる

4 エンジンスイッチを2秒以上押
し続けるか、素早く3回以上連
続で押してエンジンを停止する

5 車を安全な道路脇に停める

警告
■発炎筒を使用してはいけない場所

次の場所では、発炎筒を使用しない
でください。
煙で視界が悪くなったり、引火する
おそれがあるため危険です。

●トンネル内

●ガソリンなど可燃物の近く

■発炎筒の取り扱いについて

次のことを必ずお守りください。
お守りいただかないと、重大な傷害
を受けるおそれがあり危険です。

●使用中は、発炎筒を顔や体に向け
たり、近付けたりしない

●発炎筒は、お子さまにさわらせな
い

車両を緊急停止するには

万一、車が止まらなくなったと
きの非常時のみ、手順に従って
車両を停止させてください。

車を停止するには
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警告
■走行中にやむを得ずエンジンを停
止するとき

ブレーキの効きが悪くなると共にハ
ンドルが重くなるため、車のコント
ロールがしにくくなり危険です。エ
ンジンを停止する前に、十分に減速
するようにしてください。
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7-2. 緊急時の対処法

けん引について

けん引は、できるだけトヨタ販
売店または専門業者にご依頼く
ださい。

その場合は、レッカー車または、
車両運搬車を使用することをお
すすめします。

警告
次のことを必ずお守りください。
お守りいただかないと、重大な傷害
におよぶか、最悪の場合死亡につな
がるおそれがあります。

■レッカー車でけん引するとき

FF 車

必ず前輪を持ち上げるか、4輪とも
持ち上げた状態で運搬してください。
前輪が地面に着いた状態でけん引す
ると、駆動系部品が破損するおそれ
があります。

4WD車

4輪とも持ち上げた状態で運搬して
ください。タイヤが地面に着いた状
態でけん引すると、駆動系部品が破
損したり車が台車から飛び出したり
するおそれがあります。

■他車にけん引してもらうときの運
転について

●けん引フックやロープに過剰な負
荷をかける急発進などを避けてく
ださい。
けん引フックやロープが破損し、
その破片が周囲の人などにあたり、
重大な傷害を与えるおそれがあり
ます。

●エンジンスイッチをOFFにしない
でください。
ハンドルがロックされ、ハンドル
操作ができなくなるおそれがあり
ます。

■けん引フックを車両に取り付ける
とき

指定の位置にしっかりと取り付けて
ください。
指定の位置にしっかり取り付けてい
ないとけん引時にフックがはずれる
おそれがあります。
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次の場合は、駆動系の故障が考え
られるため、トヨタ販売店または
専門業者へご連絡ください。
● エンジンはかかるが車が動かな
い

● 異常な音がする

注意
■車両の損傷を防ぐために

●他車にけん引してもらうときは次
のことを必ずお守りください。

･ ワイヤーロープは使用しない

･ 速度30km/h以下、距離80km
以内でけん引する

･ 前進方向でけん引する

･ サスペンション部などにロープを
かけない

●この車両で他車やボート（トレー
ラー）などをけん引しないでくだ
さい。

■長い下り坂でけん引するときは

FF 車

レッカー車で前輪を持ち上げるか、
4輪とも持ち上げた状態でけん引し
てください。

レッカー車でけん引しないと、ブ
レーキが過熱し効きが悪くなるおそ
れがあります。

4WD車

レッカー車で4輪とも持ち上げた状
態でけん引してください。

■輸送用フックについて

輸送用フックで他車に引っ張り出し
てもらったり、他車をけん引したり
しないでください。装置の変形や、
車両の損傷などにつながるおそれが
あります。

■緊急用フックについて

次のことを必ずお守りください。お
守りいただかないと、装置の変形や
車両の損傷などにつながるおそれが
あります。

●やむを得ない場合以外は使用しな
いでください。

●緊急用フックで他車をけん引しな
いでください。

■Stop & Startシステム装着車をけ
ん引するときは（Stop & Start
システム装着車）

4輪すべてを接地した状態でけん引
が必要な場合は、システム保護のた
め、けん引される前にいったんエン
ジンスイッチをOFFにしてから、エ
ンジン始動またはエンジンスイッチ
をONにしてください。

けん引の前に販売店への連絡が
必要な状況
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前向きにけん引するときは（FF
車）

パーキングブレーキを解除する
前向きにけん引するときは
（4WD車）

台車を使用して後輪を持ち上げる
うしろ向きにけん引するときは

台車を使用して前輪を持ち上げる

車両運搬車で輸送するときは、図
の場所で固縛する

鎖やケーブルなどを使用して車両
を固縛する場合は図に黒く示す角
度が45°になるように固縛する

レッカー車でけん引するとき 注意
■レッカー車でけん引するとき

車両の損傷を防ぐために図のような
レッカー車ではけん引しないでくだ
さい。

車両運搬車を使用するとき
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1 けん引フックを取り出す
（ P.334,345）
2 マイナスドライバーを使ってフ
タをはずす

傷が付くのを防ぐため、マイナスドラ
イバーの先端に布などを巻いて保護し
てください。

3 けん引フックを穴に挿し込んで
まわし、軽く締める

4 ホイールナットレンチや金属の
固い棒などを使い確実に取り付
ける

5 車体に傷が付かないようにロー
プをけん引フックにかける

車体に傷が付かないように注意してく
ださい。また、前進方向でけん引して
ください。
6 ロープの中央に白い布を付ける
布の大きさ：
0.3m平方（30cm×30cm）以上

25m以内
5m以内
白い布
けん引方向

7 運転者はけん引される車両に乗
り、エンジンをかける

エンジンがかからないときは、エンジ
ンスイッチをONにしてください。

注意
■車両運搬車に車を固縛するとき

ケーブル等を過度に締め付けすぎな
いでください。車両の損傷につなが
るおそれがあります。

他車にけん引してもらうとき
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8 けん引される車両のシフトレ
バーをNにしてから、パーキン
グブレーキを解除する

けん引中は、ロープがたるまないよ
う、減速時なども前の車の速度に合わ
せてください。
オートマチック車：シフトレバーがシ
フトできないときは： P.143

知識

■けん引フックの使用目的

けん引フックはけん引してもらうとき
に使うものであり、他車をけん引する
ためのものではありません。

■他車にけん引してもらうときに

エンジンが停止しているとブレーキの
効きが悪くなったり、ハンドル操作が
通常より重くなったりします。

■ホイールナットレンチについて

ラゲージルームに搭載されています。
（ P.334,345）

■輸送用フックについて

このフックは船舶固縛で車両を輸送す
るときに固定するためのものです。他
車をけん引したりすることはできませ
ん。

輸送用フック

■緊急用フックについて

雪の吹きだまりなどでスタックして走
行できなくなったとき、やむを得ず他
車に引っ張り出してもらうために使用

することができます。他車をけん引す
ることはできません。

緊急用フック

■緊急用フックを取り付けるには

緊急用フックを取り付けるときは、手
順に従って取り付けてください。
1 けん引フックを取り出す
（ P.334,345）

2 マイナスドライバーを使ってフタを
はずす

傷が付くのを防ぐため、マイナスドラ
イバーの先端に布などを巻いて保護し
てください。

3 けん引フックを穴に挿し込んでまわ
し、軽く締める

4 ホイールナットレンチや金属の固い
棒などを使い確実に取り付ける
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システムが作動したあと、エンジ
ンを始動するには、次の手順に
従ってください。
1 エンジンスイッチをACCまた
はOFFにする

2 エンジンを再始動する

フューエルポンプシャット
オフシステム

エンジン停止時およびSRSエア
バッグ作動時は、フューエルポ
ンプシャットオフシステムが作
動し、燃料供給を停止し、燃料
もれを最小限に抑えます。

エンジンを始動するには

注意
■エンジンを始動する前に

車両下をよく確認してください。
地面に燃料もれを見つけた場合は、
燃料システムに損傷があり、修理す
る必要があります。その場合はエン
ジンを再始動しないでください。
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■ ブレーキ警告灯（警告ブザー）

■ ブレーキ警告灯

■ 高水温警告灯※（警告ブザー）

※マルチインフォメーションディスプレイに表示されます。

■ 充電警告灯

警告灯がついたときは

警告灯が点灯または点滅したままの場合は、落ち着いて次のように対処
してください。なお、点灯・点滅しても、その後消灯すれば異常ではあ
りません。ただし、同じ現象が再度発生した場合は、トヨタ販売店で点
検を受けてください。

警告灯・警告ブザーへの対応

警告灯 警告内容・対処方法

（赤色）

●ブレーキ液の不足
●ブレーキ系統の異常
→ただちに安全な場所に停車し、トヨタ販売店へ連絡してくだ
さい。走行を続けると危険です。

警告灯 警告内容・対処方法

（黄色）

パーキングブレーキシステムの異常
→ただちにトヨタ販売店で点検を受けてください。

警告灯 警告内容・対処方法

エンジン冷却水の高温異常
→ただちに安全な場所に停車し、対処方法（ P.359）に従っ
てください。

警告灯 警告内容・対処方法

充電系統の異常
→ただちに安全な場所に停車し、トヨタ販売店へ連絡してくだ
さい。
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■ 油圧警告灯※（警告ブザー）

※マルチインフォメーションディスプレイに表示されます。

■ エンジン警告灯（警告ブザー）

★：グレード、オプションなどにより、装備の有無があります。

■ SRS エアバッグ／プリテンショナー警告灯（警告ブザー）

■ ABS＆ブレーキアシスト警告灯

警告灯 警告内容・対処方法

エンジンオイル圧力の異常
→ただちに安全な場所に停車し、トヨタ販売店へ連絡してくだ
さい。

警告灯 警告内容・対処方法

●エンジンの異常
●エンジン電子制御システムの異常
●電子制御スロットルの異常
●トランスミッション電子制御システム★の異常
→ただちに安全な場所に停車し、トヨタ販売店へ連絡してくだ
さい。

警告灯 警告内容・対処方法

●SRSエアバッグシステムの異常
●プリテンショナー付きシートベルトシステムの異常
→ただちにトヨタ販売店で点検を受けてください。

警告灯 警告内容・対処方法

●ABSの異常
●ブレーキアシストの異常
→ただちにトヨタ販売店で点検を受けてください。



326 7-2. 緊急時の対処法

■ ブレーキオーバーライドシステム／ドライブスタートコントロール※

（警告ブザー）

※マルチインフォメーションディスプレイに表示されます。
★：グレード、オプションなどにより、装備の有無があります。

■ パワーステアリング警告灯（警告ブザー）

■ 燃料残量警告灯

警告灯 警告内容・対処方法

ブザーが鳴った場合：
●ブレーキオーバーライドシステムの異常
●ドライブスタートコントロール★の異常
→ただちにトヨタ販売店で点検を受けてください。

アクセルペダルを踏んだ状態でシフト操作が行われたことによ
り、ドライブスタートコントロール★が作動
→ただちにアクセルペダルを離してください。

ブザーが鳴らなかった場合：

アクセルペダルとブレーキペダルが同時に踏まれたことにより、
ブレーキオーバーライドシステムが作動
→アクセルペダルを離し、ブレーキペダルを踏んでください。

警告灯 警告内容・対処方法

（赤色）

（黄色）

EPS（エレクトリックパワーステアリング）の異常
→ただちにトヨタ販売店で点検を受けてください。

警告灯 警告内容・対処方法

燃料の残量が約7.5L以下になった
→燃料を補給する
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■ 運転席・助手席シートベルト非着用警告灯（警告ブザー※）

※運転席・助手席シートベルト非着用警告ブザー：
運転席・助手席シートベルト非着用のまま車速が約20km/h 以上になると警告
ブザーが１回鳴ります。その後も運転席・助手席シートベルトを非着用のまま
30秒を経過すると、ブザーの音がかわり90秒間鳴ります。

■ リヤ席シートベルト非着用警告灯（警告ブザー※）

※リヤ席シートベルト非着用警告ブザー：
リヤ席シートベルト非着用（いずれかのシートベルト脱着により、リヤ席シー
トベルト非着用警告灯が点灯し続けているとき）のまま車速が20km/h 以上に
なると、警告ブザーが30秒間断続的に鳴り、さらにブザーの音がかわり30 
秒間鳴ります。
リヤドアを開けると、ブザー吹鳴条件が解除されます。

■ LTA 表示灯★／ LDA表示灯★（警告ブザー）

★：グレード、オプションなどにより、装備の有無があります。

■ Stop & Start キャンセル表示灯★

★：グレード、オプションなどにより、装備の有無があります。

警告灯 警告内容・対処方法

運転席・助手席シートベルトの非着用
→シートベルトを着用する
助手席乗員がいるときは、助手席乗員もシートベルトを着用
してください。

警告灯 警告内容・対処方法

リヤ席シートベルトの非着用
→シートベルトを着用する

警告灯 警告内容・対処方法

（橙色）

LTA（レーントレーシングアシスト）／LDA（レーンディパー
チャーアラート［ステアリング制御機能付き］）の異常
→マルチインフォメーションディスプレイに表示されている
メッセージの指示に従ってください。（ P.187, 187）

警告灯 警告内容・対処方法

（点滅）

Stop & Start システムの異常
→ただちにトヨタ販売店で点検を受けてください。
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■ クリアランスソナーOFF表示灯★（警告ブザー）

★：グレード、オプションなどにより、装備の有無があります。

■ RCTA OFF 表示灯★（警告ブザー）

★：グレード、オプションなどにより、装備の有無があります。

■ PKSB OFF 表示灯★（警告ブザー）

★：グレード、オプションなどにより、装備の有無があります。

警告灯 警告内容・対処方法

（点滅）

クリアランスソナーの異常
→ただちにトヨタ販売店で点検を受けてください。

センサー部の汚れなどによりシステムが一時的に使用できない
→マルチインフォメーションディスプレイに表示されている
メッセージの指示に従ってください。（ P.232）

警告灯 警告内容・対処方法

（点滅）

RCTA（リヤクロストラフィックアラート）の異常
→ただちにトヨタ販売店で点検を受けてください。

レーダーセンサー周辺のリヤバンパー（ P.226）に汚れや付
着物がある
→マルチインフォメーションディスプレイに表示されている
メッセージの指示に従ってください。（ P.237）

警告灯 警告内容・対処方法

（点滅）

ブザーが鳴った場合：

PKSB（パーキングサポートブレーキ）の異常
→ただちにトヨタ販売店で点検を受けてください。

ブザーが鳴らなかった場合：

センサー部の汚れなどによりシステムが一時的に使用できない
→マルチインフォメーションディスプレイに表示されている
メッセージの指示に従ってください。（ P.245, 331）
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■ PCS警告灯

■ スリップ表示灯

■ パーキングブレーキ表示灯

■ ブレーキホールド作動表示灯

警告灯 警告内容・対処方法

（点滅または点灯）

警告ブザーが鳴った場合：

プリクラッシュセーフティの異常
→ただちにトヨタ販売店で点検を受けてください。

警告ブザーが鳴らない場合：

プリクラッシュセーフティが一時的、または対処を行うまで作動
停止している
→要因と対処方法（ P.169, 331）

プリクラッシュセーフティがOFF、またはVSC（ビークルスタ
ビリティコントロール）システムが停止しているときも点灯しま
す。
→ P.178

警告灯 警告内容・対処方法

●VSC（ビークルスタビリティコントロール）システムの異常
●TRC（トラクションコントロール）システムの異常
●ヒルスタートアシストコントロールシステムの異常
→ただちにトヨタ販売店で点検を受けてください。

警告灯 警告内容・対処方法

（点滅）

パーキングブレーキが完全にかかっていない、または解除されて
いない可能性があります。
→パーキングブレーキスイッチを再度操作してください。

パーキングブレーキが解除されていないときは点灯します。解除
後、消灯すれば正常です。

警告灯 警告内容・対処方法

（点滅）

ブレーキホールドシステムの異常
→ただちにトヨタ販売店で点検を受けてください。
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■ iMT 表示灯★

★：グレード、オプションなどにより、装備の有無があります。

知識

■警告ブザーについて

状況によっては、外部の騒音やオー
ディオの音などにより、ブザー音が聞
こえない場合があります。

■シートベルト非着用警告灯の乗員検
知センサーの作動について

●助手席に乗員がいなくても、シート
に荷物などを置くと、センサーが重
量を検知して警告灯が点滅し、ブ
ザーが鳴ることがあります。

●助手席に座布団などを敷くと、セン
サーが乗員を検知せず警告灯が作動
しないことがあります。

■リヤ席シートベルト非着用警告灯の
作動について

●リヤドアを開閉すると約60秒間点灯
します。

●いずれかのリヤシートベルトを脱着
すると点灯し続けます。 点灯し続けて
いるときに、リヤドアを開閉すると
約60秒後に消灯します。

■パワーステアリング警告灯／警告ブ
ザーについて

バッテリーの充電が不十分な場合、ま
たは一時的に電圧が下がった場合に警
告灯が点灯し、警告ブザーが鳴ること
があります。

警告灯 警告内容・対処方法

（橙色）

iMT の異常
→ただちにトヨタ販売店で点検を受けてください。

警告
■ABS警告灯とブレーキ警告灯が同
時に点灯したときは

ただちに安全な場所に停車し、トヨ
タ販売店にご連絡ください。
ABS またはブレーキアシストシステ
ムに異常が発生しているだけでなく、
強めのブレーキの際に車両が不安定
になるおそれがあり、重大な傷害に
およぶか、最悪の場合死亡につなが
るおそれがあります。

■パワーステアリング警告灯が点灯
したときは

黄色に点灯したときは操作力補助が
制限され、赤色に点灯したときは操
作力補助がなくなるため、ハンドル
操作が非常に重くなることがありま
す。
ハンドル操作が通常より重いときは、
ハンドルをしっかりと持ち、通常よ
り強く操作してください。
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知識

■警告メッセージについて

文中の警告メッセージの表示は、使用
状況や車両の仕様により実際の表示と
異なる場合があります。

■警告ブザーについて

メッセージの内容によってブザーが鳴
る場合があります。
状況によっては、外部の騒音やオー
ディオの音などにより、ブザー音が聞
こえない場合があります。

■“エンジンオイル量不足 補充するか、
交換してください”が表示されたと
きは

エンジンオイルが不足しているときに
メッセージが表示されます。エンジン
オイル量を点検し、オイルを補給して
ください。

また、傾斜路などに停車したときに表
示される場合があります。水平な路面
に移動し、メッセージが表示されるか
確認してください。

■“エンジン停止のためハンドルが重
くなります”が表示されたときは

走行中にエンジンが停止したときに
メッセージが表示されます。

ハンドル操作が通常より重いときは、
ハンドルをしっかりと持ち、通常より
強く操作してください。

■“バッテリー保護のため自動で電源
をOff しました”が表示されたとき
は

自動電源OFF 機能が作動したときに
メッセージが表示されます。次回エン
ジン始動時にエンジン回転数を少し高
めにして約5分間その回転数を保持し、
バッテリーを充電してください。

■“ヘッドランプシステム故障 販売店
で点検してください”が表示された
ときは

次のシステムに異常があるおそれがあ
ります。ただちにトヨタ販売店で点検
を受けてください。

●LED ヘッドランプ

●オートマチックハイビーム

■“4WDシステム故障 2WD走行にな
ります 販売店で点検”が表示された
ときは★

前輪駆動走行に切り替わります。すみ
やかにトヨタ販売店で点検を受けてく
ださい。
★：グレード、オプションなどにより、
装備の有無があります。

警告メッセージが表示され
たときは

マルチインフォメーションディ
スプレイには、システムの故障
や誤った操作をしたときの警告、
メンテナンスが必要であること
をお知らせするメッセージが表
示されます。メッセージが表示
されたときは、メッセージの内
容に従って対処してください。
処置後に再度メッセージが表示
されたときは、トヨタ販売店へ
ご連絡ください。
また、メッセージと同時に専用
警告灯が点灯・点滅する場合が
あります。その際は、各警告灯
が点灯・点滅したときの対処方
法（ P.324）に従ってくださ
い。
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■“4WDシステム高温 2WD走行に切
りかわりました”が表示されたとき
は★

システムがオーバーヒートしています。
車速を下げるか、安全な場所に停車し
てください。
★：グレード、オプションなどにより、
装備の有無があります。

■“前方カメラ一時使用不可 しばらく
お待ちください”または“前方カ
メラ一時使用不可 取扱書を確認くだ
さい”が表示されたときは

次のシステムが一時的、または対処を
行うまで使用できません。（ P.169, 
324）

●PCS（プリクラッシュセーフティ）

●LTA（レーントレーシングアシスト）
★

●LDA（レーンディパーチャーアラー
ト［ステアリング制御機能付き］）★

●オートマチックハイビーム

●RSA（ロードサインアシスト）

●レーダークルーズコントロール（全
車速追従機能付き）★

●レーダークルーズコントロール★

●先行車発進告知機能
★：グレード、オプションなどにより、
装備の有無があります。

■“クルーズコントロール現在使用で
きません”が表示されたときは

レーダークルーズコントロール（全車
速追従機能付き）またはレーダーク
ルーズコントロールのシステムが一時
的に使用不可と判断されています。し
ばらく走行してからレーダークルーズ
コントロール（全車速追従機能付き）

またはレーダークルーズコントロール
を再設定してください。

■販売店での点検をうながすメッセー
ジが表示されたときは

警告メッセージで名称が表示されたシ
ステム、または部位などに問題が発生
しています。すみやかにトヨタ販売店
で点検を受けてください。

■取扱書の確認をうながすメッセージ
が表示されたときは

●“エンジン冷却水高温”が表示され
たときは、対処方法（ P.359）に
従ってください。

●次のメッセージが表示されたときは、
故障している可能性があります。た
だちにトヨタ販売店で点検を受けて
ください。
･ “スマートエントリー＆スタートシ
ステム故障”

●次のメッセージが表示されたときは、
故障している可能性があります。た
だちに安全な場所に停車し、トヨタ
販売店へ連絡してください。走行を
続けると危険です。
･ “故障のためブレーキ力が低下しま
す”
･ “充電システム故障”
･ “エンジン油圧不足”

注意
■“電力消費が大きいため一部の空
調・ヒータ作動を制限中”がひん
ぱんに表示されるときは

充電系の異常やバッテリーが劣化し
ている可能性があります。トヨタ販
売店で点検を受けてください。
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● 地面が固く平らで安全な場所に
移動する

● パーキングブレーキをかける
● シフトレバーをPにする
● エンジンを停止する

● 非常点滅灯を点滅させる
● タイヤの損傷程度を確認する
釘やネジなどが刺さっている場合
のみ、タイヤを応急修理してくだ
さい。
･ タイヤに刺さっている釘やネジ
などは抜かないでください。抜
いてしまうと穴が大きくなりす
ぎ、応急修理ができなくなるこ
とがあります。

･ パンク補修液がもれないように
するため、パンク箇所が分かっ
ている場合は、パンク箇所が上
になるように車両を移動してく
ださい。

知識

■応急修理キットで修理できないパン
ク

次の場合は、応急修理キットでは応急
修理できません。トヨタ販売店にご連
絡ください。

●タイヤ空気圧が不十分な状態で走行
してタイヤが損傷しているとき

●タイヤ側面など、接地面以外に穴や
損傷があるとき

●タイヤがホイールから明らかにはず
れているとき

●タイヤに4mm以上の切り傷や刺し傷
があるとき

パンクしたときは（タイヤ
パンク応急修理キット装着
車）

タイヤパンク応急修理キット装
着車には、スペアタイヤが搭載
されていません。

タイヤがパンクしたときは、タ
イヤパンク応急修理キットで応
急修理することができます。釘
やネジなどが刺さった程度の軽
度なパンクを応急修理できます。
（パンク補修液 1本につき、応急
修理できるタイヤは1本です）
パンクしたタイヤの損傷状況に
より、応急修理キットでは応急
修理できない場合があります。
（ P.333）

タイヤパンク応急修理キットで
応急修理したタイヤの修理・交
換については、トヨタ販売店に
ご相談ください。

警告
■パンクしたままの走行について

タイヤがパンクした状態で走行を続
けないでください。短い距離の運転
でも、タイヤとホイールが修理でき
ないほど損傷したり、思わぬ事故に
つながるおそれがあり危険です。

応急修理する前に
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●ホイールが破損しているとき

●2本以上のタイヤがパンクしていると
き

●1本のタイヤに2箇所以上の切り傷や
刺し傷があるとき

4WD車以外

けん引フック
ジャッキハンドル
ホイールナットレンチ
タイヤパンク応急修理キット

ジャッキ※

タイヤパンク応急修理キット・工具の搭載位置
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4WD車

ジャッキハンドル
けん引フック
ホイールナットレンチ
タイヤパンク応急修理キット

ジャッキ※

※ジャッキの使い方（ P.346）

ボトル

速度制限ラベル

タイヤパンク応急修理キットの
内容／各部の名称
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コンプレッサー

空気圧計
電源スイッチ
電源プラグ
ホース
空気逃がしキャップ

知識

■応急修理キットについて

●パンク補修液ボトル1本でタイヤ1本
を1回応急修理できます。使用した
パンク補修液の交換は、トヨタ販売
店にご相談ください。コンプレッ
サーは、くり返し使用できます。

●外気温度が-30℃～60℃のときに使
用できます。

●応急修理キット搭載車両の装着タイ
ヤ専用です。指定タイヤサイズ以外
のタイヤや、他の用途には使用しな
いでください。

●パンク補修液が衣服に付着すると、
シミになる場合があります。

●パンク補修液がホイールやボデーに
付着した場合、放置すると取れなく
なるおそれがあります。ぬれた布な
どですみやかにふき取ってください。

●応急修理キット作動中は、大きな音
がしますが故障ではありません。

●タイヤ空気圧の点検や調整には使用
しないでください。

■応急修理キットの点検について

●パンク補修液の有効期限の確認は定
期的に行ってください。有効期限は
ボトルに表示されています。

●有効期限が切れたパンク修理液は使
用しないでください。応急修理キッ
トによる修理が正常にできない場合
があります。

●有効期限が切れる前に交換してくだ
さい。交換については、トヨタ販売
店にご相談ください。

警告
■応急修理キットについて

●応急修理キットは指定の位置に収
納してください。
急ブレーキ時などに応急修理キッ
トが飛び出したりして破損したり、
思わぬ事故につながるおそれがあ
り危険です。

●応急修理キットはお客様の車専用
です。他の車には使わないでくだ
さい。他の車に使うと思わぬ事故
につながるおそれがあり危険です。

●指定タイヤサイズ以外のタイヤや
他の用途には使用しないでくださ
い。パンク修理が完全に行われず、
思わぬ事故につながるおそれがあ
り危険です。
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1 デッキボードを開く
アジャスタブルデッキボード非
装着車

アジャスタブルデッキボード装
着車
P.282
2 応急修理キットを取り出す
（ P.334）

1 デッキボードを開く

アジャスタブルデッキボード非
装着車

アジャスタブルデッキボード装
着車
P.282
2 ジャッキをゆるめて取りはずす

締まる
ゆるむ

ジャッキを収納するときは、
ジャッキを締めてトレイへ押し付
けてください。

1 応急修理キットをビニール袋か
ら取り出す

ボトルに同封されているラベルは指定
の位置へ貼り付けます。（手順 10へ）

警告
■パンク補修液について

●誤って飲み込むと健康に害があり
ます。その場合はできるだけたく
さんの水を飲み、ただちに医師の
診察を受けてください。

●もし目に入ったり、皮膚に付着し
たりした場合には、水でよく洗い
流してください。それでも異常を
感じたときは、医師の診察を受け
てください。

タイヤパンク応急修理キットの
取り出し方

ジャッキの取り出し方

応急修理するときは
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2 コンプレッサーからホースを取
りはずし、電源プラグを取り出
す

3 ボトルをコンプレッサーに接続
する

図のように、ボトルをまっすぐコンプ
レッサーに挿入・接続し、ボトルのツ
メが穴に隠れていることを確認してく
ださい。

4 ホースをボトルに取り付ける

図のように、ボトルにホースがしっか
り接続しているか確認してください。

5 パンクしたタイヤのバルブから
バルブキャップを取りはずす

6 ホースをのばし空気逃がし
キャップを取りはずす
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空気逃がしキャップは再度使用するた
め、なくさないように保管してくださ
い。

7 ホースをパンクしたタイヤのバ
ルブに接続する

ホース先端を時計まわりにまわして
しっかりと最後までねじ込みます。

8 コンプレッサーのスイッチが
OFFであることを確認する

9 コンプレッサーの電源プラグを
アクセサリーソケットに挿し込
む（ P.286）

10運転席から見やすい位置に、付
属のラベルを貼り付ける

11タイヤの指定空気圧を確認する
運転席側の空気圧ラベルで確認するこ
とができます。（ P.300）

12エンジンを始動する
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13コンプレッサーのスイッチを
ONにし、パンク補修液と空気
を充填する

14空気圧が指定空気圧になるまで
空気を充填する

一時的に空気圧計が300～
400kPa（3.0 ～
4.0kg/cm2）まで上昇し、
徐々に減少します。
スイッチをONにしてから約 1
～5分程度で実際の空気圧にな
ります。

空気圧を確認するときは、コンプレッ
サーのスイッチをOFF にしてくださ
い。空気の入れすぎに注意して、指定
空気圧になるまで充填・確認をくり返
してください。

充填までに必要な時間は、約5～20
分です（外気温により異なります）。
25分以上充填しても指定空気圧にな
らない場合は、応急修理できません。
コンプレッサーのスイッチをOFF に
して、トヨタ販売店にご連絡くださ
い。

空気を入れすぎたときは、指定空気圧
になるまで空気を抜いてください。
（ P.342, 368）
15コンプレッサーのスイッチが
OFFであることを確認した上
で、アクセサリーソケットから
電源プラグを抜き、タイヤのバ
ルブからホースを取りはずす

ホースを取りはずすときにパンク補修
液がもれる可能性があります。
16バルブキャップを応急修理した
タイヤのバルブに取り付ける

17ホース先端に空気逃がしキャッ
プを取り付ける

空気逃がしキャップを取り付けないと
パンク補修液がもれ、車や衣服などが
汚れる可能性があります。
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18いったん、ボトルとコンプレッ
サーを接続したままラゲージ
ルームに収納する

19タイヤ内のパンク補修液を均等
に広げるために、ただちに約
５ km、速度 80km/h 以下で
安全に走行する

20走行後、平坦な場所に停車して
再度、応急修理キットを接続す
る

ホースを接続する前に、空気逃がし
キャップを取りはずしてください

21コンプレッサーのスイッチを数
秒間ONにしてから再度OFF
し、空気圧を確認する

空気圧が130kPa
（1.3kg/cm2）未満の場合：応
急修理できません。トヨタ販売
店にご連絡ください。

空気圧が130kPa
（1.3kg/cm2）以上、指定空気
圧未満の場合：手順 22へ
空気圧が指定空気圧
（ P.368）の場合：手順 23
へ

22コンプレッサーのスイッチを
ONにして指定空気圧まで空気
を充填し、再度約５ km走行後
にあらためて手順 20から実施
する

23ホース先端に空気逃がしキャッ
プを取り付ける

空気逃がしキャップを取り付けないと
パンク補修液がもれ、車や衣服などが
汚れる可能性があります。

24ボトルとコンプレッサーを接続
したままラゲージルームに収納
する

25急ブレーキ、急加速、急ハンド
ルを避け、走行距離が約
100km以内、80km/h 以下
の速度で、トヨタ販売店まで慎
重に運転する

タイヤの修理・交換、応急修理キット
の処理についてはトヨタ販売店にご相
談ください。
トヨタ販売店でタイヤを修理・交換す
るときに、パンク補修液注入済みであ
ることを必ずお伝えください。
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知識

■空気を入れすぎてしまったとき
1 タイヤからホースを取りはずす
2 ホース先端に空気逃がしキャップを
取り付け、キャップの突起部をタイ
ヤのバルブに押しあて、空気を抜く

3 ホースから空気逃がしキャップを取
りはずし、ホースを再接続する

4 コンプレッサーのスイッチを数秒間
ONにし、OFFにしてから空気圧計
を確認する

指定空気圧より低いときは、再度、コ
ンプレッサーのスイッチをONにし、
指定空気圧になるまで空気を充填して
ください。

■応急修理後のタイヤのバルブについ
て

応急修理キットを使用したときは、タ
イヤのバルブを新品に交換してくださ
い。

■補修液を廃棄するときは

補修液には環境に有害な物質が含まれ
ています。補修液のボトル、および補
修液の廃棄が必要な際は、トヨタ販売
店、または都道府県知事の許可を受け
た、専門の廃棄物処理業者に処理をご
依頼ください。

警告
■タイヤがパンクしているときは

タイヤがパンクした状態で走行を続
けないでください。
短い距離でもパンクしたタイヤで走
行すると、タイヤおよびホイールが
損傷し修理できなくなります。パン
クした状態で走行を続けると、タイ
ヤ側面に円周状の溝ができる場合が
あります。この状態で応急修理キッ
トを使用すると、タイヤが破裂する
危険があります。

■パンクしたタイヤを応急修理する
とき

●車両を安全で平坦な場所に停止さ
せてください。

●走行直後、ホイールやブレーキま
わりなどにはふれないでください。
走行直後のホイールやブレーキま
わりは高温になっている可能性が
あるため手や足などがふれると、
やけどをするおそれがあります。

●タイヤを車両に取り付けた状態で、
バルブとホースをしっかりと接続
してください。ホースの接続が不
十分な場合、空気がもれたり、パ
ンク補修液が飛散したりするおそ
れがあります。

●空気充填中にホースがはずれると、
圧力でホースが暴れ大変危険です。

●空気充填後は、ホースを取りはず
すときや空気を抜くときにパンク
補修液が飛散する場合があります。

●作業手順に従って応急修理を行っ
てください。
手順どおりに行わないとパンク補
修液が噴出する場合があります。
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警告
●破裂の危険があるので、応急修理
キットの作動中は補修中のタイヤ
から離れてください。タイヤに亀
裂や変形が発生している場合、た
だちにコンプレッサーのスイッチ
をOFFにし、修理を中止してくだ
さい

●応急修理キットは、長時間作動さ
せるとオーバーヒートする可能性
があります。40分以上連続で作動
させないでください。

●応急修理キットが作動すると部分
的に熱くなります。使用中または
使用後の取り扱いには注意してく
ださい。ボトルとコンプレッサー
接続箇所付近の金属部分は特に熱
くなるのでふれないでください。

●速度制限シールは指定位置以外に
貼らないでください。ハンドルの
パッド部分などのSRSエアバッ
グ展開部に貼ると、SRS エアバッ
グが正常に作動しなくなるおそれ
があります。

■補修液を均等に広げるための運転
について

次のことを必ずお守りください。
お守りいただかないと、車両のコン
トロールが不能となり、重大な傷害
を受けたり、最悪の場合死亡事故に
つながるおそれがあります。

●低速で慎重に運転してください。
特にカーブや旋回時には注意して
ください。

●車がまっすぐ走行しなかったり、
ハンドルをとられたりする場合は、
運転を中止し、次のことを確認し
てください。

･ タイヤを確認してください。タイ
ヤがホイールからはずれている可
能性があります。

･ 空気圧を確認してください。
130kPa（1.3kg/cm2）未満の
場合は、タイヤが大きなダメージ
を受けている可能性があります。

注意
■応急修理をするとき

●タイヤに刺さった釘やネジを取り
除かずに応急修理を行ってくださ
い。
取り除いてしまうと、応急修理
キットでは応急修理ができなくな
る場合があります。

●応急修理キットに防水機能はあり
ません。降雨時などは、水がかか
らないようにして使用してくださ
い。

●砂地などの砂ぼこりの多い場所に
直接置いて使用しないでください。
砂ぼこりなどを吸い込むと、故障
の原因になります。

●応急修理キットは倒れた状態では
正常に作動しません。必ず立てて
ご使用ください。

■応急修理キットについて

●応急修理キットはDC12V専用で
す。他の電源での使用はできませ
ん。

●応急修理キットにガソリンがかか
ると、劣化するおそれがあります。
ガソリンがかからないようにして
ください。
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● 地面が固く平らで安全な場所に
移動する

● パーキングブレーキをかける
● シフトレバーをP（オートマ
チック車）もしくはR（マニュ
アル車）にする

● エンジンを停止する
● 非常点滅灯を点滅させる

注意
●応急修理キットはビニール袋に入
れて砂ぼこりや水を避けて収納し
てください。

●応急修理キットは指定の位置に収
納し、お子さまが誤って手をふれ
ないようご注意ください。

●分解・改造などは絶対にしないで
ください。また、空気圧計などに
衝撃を与えないでください。故障
の原因になります。

パンクしたときは（応急用
タイヤ装着車）

パンクしたタイヤを、備え付け
の応急用タイヤと交換してくだ
さい。（タイヤについての詳しい
説明は P.300を参照してくだ
さい）

警告
■タイヤがパンクしたときは

パンクしたまま走行しないでくださ
い。
短い距離でも、タイヤとホイールが
修理できないほど損傷したり、思わ
ぬ事故につながるおそれがあり危険
です。

ジャッキで車体を持ち上げる前
に
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ホイールナットレンチ
ジャッキハンドル
ジャッキ
応急用タイヤ
けん引フック

工具とジャッキの位置

警告
■ジャッキの使用について

次のことをお守りください。ジャッ
キの取り扱いを誤ると、車が落下し
て重大な傷害におよぶか、最悪の場
合死亡につながるおそれがあります。

●ジャッキはタイヤ交換・タイヤ
チェーン取り付け・取りはずし以
外の目的で使用しない

●備え付けのジャッキは、お客様の
車にしか使うことができないため、
他の車に使ったり他の車のジャッ
キをお客様の車に使用したりしな
い

●ジャッキはジャッキセット位置に
正しくかける（ P.346）

●ジャッキで支えられている車の下
に体を入れない

●車がジャッキで支えられている状
態で、エンジンを始動したり車を
走らせない
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1 デッキボードを開く
（ P.282）
2 ジャッキをゆるめて取りはずす

締まる
ゆるむ

ジャッキを収納するときは、
ジャッキを締めてトレイへ押し付
けてください。

1 デッキボードを開く
（ P.282）

2 留め具をはずし、スペアタイヤ
を取り出す

1 輪止め※をする

※輪止めは、トヨタ販売店で購入する
ことができます。
2 ホイールキャップをはずす（ス
チールホイールのみ）

警告
●車内に人を乗せたまま車を持ち上
げない

●車を持ち上げるときは、ジャッキ
の上または下にものを置かない

●車を持ち上げるときは、タイヤ交
換できる高さ以上に上げない

●車の下にもぐり込んで作業する場
合は、ジャッキスタンドを使用す
る

●車を下げるときは、周囲に人がい
ないことを確認し、人がいるとき
は声をかけてから下げる

ジャッキの取り出し方

応急用タイヤの取り出し方

警告
■応急用タイヤを収納するとき

ボディと応急用タイヤとのあいだに、
指などを挟まないように注意してく
ださい。

パンクしたタイヤの交換

パンクしたタイヤ 輪止めの位置

左側前輪 右側後輪うしろ

右側前輪 左側後輪うしろ

左側後輪 右側前輪前

右側後輪 左側前輪前
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ホイールナットレンチを、ホイール
キャップ外周上にある切り欠き部 に
挿入してください。
傷が付くのを防ぐため、ホイールナッ
トレンチの先端に布などを巻いて保護
してください。

3 ナットを少し（約1回転）ゆる
める

4 ジャッキ頭部の凹み部が、
ジャッキセット位置の中央あた

りに軽くあたるまで、ジャッキ
の 部を手でまわす

5 ホイールナットレンチをジャッ
キハンドルに組み付ける

6 タイヤが地面から少し離れるま
で、車体を上げる

7 ナットすべてを取りはずし、タ
イヤを取りはずす
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タイヤを直接地面に置くときは、ホ
イールの表面に傷が付かないよう表面
を上にします。

1 ホイール接触面の汚れをふき取
る

ホイール接触面が汚れていると、走行
中にナットがゆるみ、タイヤがはずれ
るおそれがあります。

2 応急用タイヤを取り付け、タイ
ヤががたつかない程度まで手で
ナットを仮締めする

スチールホイールから応急用タイヤに
かえるとき：ナットのテーパー部 が

警告
■タイヤ交換について

●走行直後、ディスクホイールやブ
レーキまわりなどにはふれないで
ください。走行直後のディスクホ
イールやブレーキまわりは高温に
なっているためタイヤ交換などで
手や足などがふれると、やけどを
するおそれがあります。

●次のことをお守りいただかないと
ナットがゆるみ、ホイールがはず
れ落ち、重大な傷害におよぶか、
最悪の場合死亡につながるおそれ
があります。

･ ねじ部にオイルやグリースを塗ら
ない
ナットを締めるときに必要以上に
締め付けられ、ボルトが破損した
り、ディスクホイールが損傷する
おそれがあります。またナットが
ゆるみホイールが落下するおそれ
があります。オイルやグリースが
ねじ部に付いている場合はふき
取ってください。

･ ホイールの交換後は、すぐに
103N・m（1050kgf・cm）の
力でナットを締める

･ タイヤの取り付けには、使用して
いるホイール専用のナットを使用
する

･ ボルトやナットのねじ部や、ホ
イールのボルト穴につぶれや亀裂
などの異常がある場合は、トヨタ
販売店で点検を受ける

･ ナットを取り付けるときは、必ず
テーパー部を内側にして取り付け
る。（ P.302）

応急用タイヤの取り付け
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ホイールのシート部 に軽くあたるま
でまわす

アルミホイールから応急用タイヤにか
えるとき：ナットのテーパー部 がホ
イールのシート部 に軽くあたるまで
まわす

3 車体を下げる

4 図の番号順でナットを2、3度
しっかり締め付ける

締め付けトルク：103N・m
（1050kgf・cm）

5 すべての工具・ジャッキ・パン
クしたタイヤを収納する

知識

■応急用タイヤについて

●タイヤの側面にTEMPORARY USE 
ONLYと書かれています。応急用に
のみ使用してください。

●空気圧を必ず点検してください。
（ P.368）

■応急用タイヤを装着しているとき

標準タイヤ装着時にくらべ車高が低く
なっています。

■雪道・凍結路で前輪がパンクしたと
き
1 後輪を応急用タイヤに交換する
2 パンクした前輪をはずした後輪に交
換する

3 タイヤチェーンを前輪に装着する

■ホイールキャップを取り付ける時は
（スチールホイール装着車）

タイヤのバルブ（空気口）に切り欠き
を合わせてホイールキャップを確実に
取り付けてください。
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警告
■応急用タイヤを使用するとき

●お客様の車専用になっているため、
他の車には使用しないでください。

●同時に2つ以上の応急用タイヤを使
用しないでください。

●できるだけ早く通常のタイヤと交
換してください。

●急加速・急ハンドル・急ブレーキ
やシフト操作による急激なエンジ
ンブレーキの使用は避けてくださ
い。

●摩耗限度（トレッドウェアインジ
ケーターまたはスリップサイン）
をこえて使用しないでください。

■応急用タイヤを装着しているとき

正確な車両速度が検出できない場合
があり、次のシステムが正常に作動
しなくなるおそれがあります。

･ ABS

･ ブレーキアシスト

･ VSC

･ オートマチックハイビーム

･ レーダークルーズコントロール★

･ レーダークルーズコントロール
（全車速追従機能付き）★

･ TRC

･ EPS

･ PCS（プリクラッシュセーフ
ティ）

･ LDA（レーンディパーチャーア
ラート［ステアリング制御機能付
き］）★

･ LTA（レーントレーシングアシス
ト）★

･ クリアランスソナー★

･ RCTA（リヤクロストラフィック
アラート）★

･ PKSB（パーキングサポートブ
レーキ）★

また、次のシステムは、性能が十分
に発揮できないばかりでなく、駆動
系部品に悪影響を与えるおそれがあ
ります。

･ 4WDシステム★

★：グレード、オプションなどによ
り、装備の有無があります。

■応急用タイヤ使用時の速度制限

応急用タイヤを装着しているときは、
80km/h 以上の速度で走行しないで
ください。
応急用タイヤは、高速走行に適して
いないため、思わぬ事故につながる
おそれがあります。

注意
■応急用タイヤ装着中は段差に注意

応急用タイヤ装着中は、標準タイヤ
装着時にくらべ車高が低くなってい
ます。段差を乗りこえるときは注意
してください。
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次の原因が考えられます。
● 燃料が入っていない可能性があ
ります。給油してください。

● 燃料を吸い込みすぎている可能
性があります。再度、正しい手
順（ P.137）に従って、エン
ジンをかけてください。

● エンジンイモビライザーシステ
ムに異常がある可能性がありま
す。（ P.72）

次の原因が考えられます。
● バッテリーあがりの可能性があ
ります。（ P.355）

● バッテリーのターミナルがゆる
んでいる可能性があります。

電子キーの電池切れやヒューズ切
れなど、電気系統異常の可能性が
あります。異常の種類によっては、

注意
■タイヤチェーンの装着について

応急用タイヤには、タイヤチェーン
を装着しないでください。タイヤ
チェーンが車体にあたり、車を損傷
したり走行に悪影響をおよぼしたり
するおそれがあります。

エンジンがかからないとき
は

正しいエンジンのかけ方（→
P.137）に従っても、エンジン
がかからないときは、次のこと
を確認してください。

スターターは正常にまわってい
るのにエンジンがかからない場
合

スターターがゆっくりまわる／
室内灯・ヘッドランプが暗い／
ホーンの音が小さい、または鳴
らない場合

スターターがまわらない場合
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エンジンを一時的な処置でかける
ことができます。（ P.352）

次の原因が考えられます。
● バッテリーあがりの可能性があ
ります。（ P.355）

● バッテリーのターミナルがはず
れている可能性があります。

● ステアリングロックシステムに
異常がある可能性があります。

対処の方法がわからないとき、あるい
は対処をしてもエンジンがかからない
ときは、トヨタ販売店にご連絡くださ
い。

通常のエンジン始動操作でエンジ
ンが始動しないときは、次の手順
でエンジンが始動する場合があり
ます。
緊急時以外は、この方法で始動さ
せないでください。
1 パーキングブレーキがかかって
いることを確認するため、パー
キングブレーキスイッチを引く
（ P.149）

メーター内のパーキングブレーキ表示
灯が点灯します。
2 シフトレバーがP（オートマ
チック車）もしくはN（マニュ
アル車）の位置にあることを確
認する

3 エンジンスイッチをACCにす
る

4 ブレーキペダル（オートマチッ
ク車）もしくはクラッチペダル
とブレーキペダル（マニュアル
車）をしっかり踏んでエンジン
スイッチを約15秒以上押し続
ける

上記の方法でエンジンが始動しても、
システムの故障が考えられます。ただ
ちにトヨタ販売店で点検を受けてくだ
さい。

スターターがまわらない／室内
灯・ヘッドランプが点灯しない
／ホーンが鳴らない場合

緊急時の始動について
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知識

■電子キーが正常に働かないときは

●車両カスタマイズ機能でスマートエ
ントリー＆スタートシステムの設定
を確認し、非作動になっている場合
には、作動可能に設定変更してくだ
さい。（ P.370）

●電子キーが節電モードに設定されて
いないことを確認してください。
設定されている場合は解除してくだ
さい。（ P.110）

メカニカルキー（ P.102）を
使って次の操作ができます。

キーをなくしたときは

キーナンバープレートに打刻さ
れたキーナンバーと残りのメカ
ニカルキーから、トヨタ販売店
でトヨタ純正品の新しいメカニ
カルキーを作ることができます。

キーナンバープレートは車の中
以外の安全な場所（財布の中な
ど）に保管してください。

注意
■電子キーを紛失したとき

電子キーを紛失した状態で放置する
と、盗難の危険性が極めて高くなり
ます。車両に付属している残りの電
子キーをすべてお持ちの上、ただち
にトヨタ販売店にご相談ください。

電子キーが正常に働かない
ときは

電子キーと車両間の通信がさま
たげられたり（ P.111）、電子
キーの電池が切れたときは、ス
マートエントリー＆スタートシ
ステムとワイヤレスリモコンが
使用できなくなります。このよ
うな場合、次の手順でドアを開
けたり、エンジンを始動したり
することができます。

注意
■スマートエントリー＆スタートシ
ステムの故障などで販売店に車両
を持っていくとき

車両に付属しているすべての電子
キーをお持ちください。

ドアの施錠・解錠
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1 全ドア解錠
2 全ドア施錠

知識

■キー連動機能

1 ドアガラスが開く（まわし続け
る）※

2 ドアガラスが閉まる（まわし続け
る）※

※トヨタ販売店での設定が必要です。

1 オートマチック車：シフトレ
バーがPの状態でブレーキペダ
ルを踏む
マニュアル車：シフトレバーが
Nの状態でクラッチペダルを踏
む

2 電子キーのトヨタエンブレム面
で、エンジンスイッチにふれる

電子キーを認識するとブザーが鳴り、
ONへ切りかわります。

車両カスタマイズ機能でスマートエン
トリー＆スタートシステムの設定が非
作動になっているときは、ACCへ切
りかわります。

3 オートマチック車はブレーキペ
ダル、マニュアル車はクラッチ
ペダルをしっかりと踏み込ん
で、マルチインフォメーション
ディスプレイに が表示され
ていることを確認する

4 エンジンスイッチを短く確実に
押す

処置をしても作動しないときは、
トヨタ販売店にご連絡ください。

警告
■メカニカルキーを使ってドアガラ
スを操作するとき

ドアガラスに人が挟まれるおそれが
ないことを確認してから操作してく
ださい。またお子さまには、メカニ
カルキーによる操作をさせないでく
ださい。お子さまや他の人がドアガ
ラスに挟まれたり巻き込まれたりす
るおそれがあります。

エンジン始動の方法
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知識

■エンジンの停止方法

通常のエンジンの停止方法と同様に、
パーキングブレーキをかけ、シフトレ
バーをオートマチック車はP、マニュ
アル車はNにしてエンジンスイッチを
押します。

■電池交換について

ここで説明しているエンジンの始動方
法は一時的な処置です。電池が切れた
ときは、ただちに電池の交換をおすす
めします。（ P.306）

■モードの切りかえ

エンジン始動方法の手順 3で、オート
マチック車はブレーキペダル、マニュ
アル車はクラッチペダルから足を離し
てエンジンスイッチを押すと、エンジ
ンが始動せず、スイッチを押すごとに
モードが切りかわります。（ P.139）

バッテリーがあがったとき
は

バッテリーがあがった場合、次
の手順でエンジンを始動するこ
とができます。
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ブースターケーブルと12Vの
バッテリー付き救援車があれば、

次の手順に従って、エンジンを始
動させることができます。
1 ボンネットを開ける
（ P.297）

2 赤色のブースターケーブルを自車のバッテリーの＋端子 につなぎ、
もう一方の端を救援車のバッテリーの＋端子 につなぐ。その後、黒
色のブースターケーブルを救援車のバッテリーの－端子 につなぎ、
もう一方の端を未塗装の金属部 につなぐ

バッテリーの＋端子（自車）
バッテリーの＋端子（救援車）
バッテリーの－端子（救援車）
未塗装の金属部（図に示すような固定された部分）

3 救援車のエンジンをかけ、回転
を少し高めにして、約5分間自
車のバッテリーを充電する

4 エンジンスイッチがOFFの状
態でいずれかのドアを開閉する

5 救援車のエンジン回転を維持し
たまま、エンジンスイッチを
いったんONにしてからエンジ
ンを始動する

6 エンジンが始動したら、ブース
ターケーブルをつないだときと
逆の順ではずす

エンジンが始動しても、早めにト
ヨタ販売店で点検を受けてくださ
い。

知識

■バッテリーあがり時の始動について

この車両は、押しがけによる始動はで
きません。

■バッテリーあがりを防ぐために

●エンジンが停止しているときは、ラ
ンプやオーディオの電源を切ってく
ださい。（Stop & Start システム装

エンジンを再始動するには
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着車は、システムによるエンジン停
止中を除く）

●渋滞などで長時間止まっているとき
は、不必要な電装品の電源を切って
ください。

■バッテリーがあがってしまったとき
は

●コンピューターに記憶されている情
報が消去されます。バッテリーがあ
がったときはトヨタ販売店で点検を
受けてください。

●初期設定が必要な機能があります。
（ P.377）

■バッテリー端子をはずすときは

バッテリー端子をはずすと、コン
ピューターに記憶されている情報が消
去されます。バッテリー端子をはずす
ときは、トヨタ販売店にご相談くださ
い。

■バッテリーの充電について

バッテリーの電力は、車両を使用して
いないあいだも、一部の電装品による
消費や自然放電のために、少しずつ消
費されています。そのため、車両を長
期間放置すると、バッテリーがあがっ
てエンジンを始動できなくなるおそれ
があります。（バッテリーは走行中に自
動で充電されます）

■バッテリーあがり時や取りはずし時
など

●バッテリー脱着直後はスマートエン
トリー＆スタートシステムによるド
アの解錠ができない場合があります。
解錠できなかった場合はワイヤレス
リモコン、またはメカニカルキーで
解錠・施錠を実施してください。

●バッテリー脱着後、最初の始動操作
ではエンジンが始動できないことが
ありますが異常ではありません。再
度始動操作を行ってください。

●車両は常にエンジンスイッチの状態
を記憶しています。バッテリーあが
り時、バッテリー脱着後は、バッテ
リーをはずす前の状態に復帰します。
バッテリーを脱着する際は、エンジ
ンスイッチをOFFにしてから行って
ください。バッテリーがあがる前の
状態が不明の場合、バッテリー接続
時は特に注意してください。

●Stop & Start システム装着車：バッ
テリー交換したあと、またはバッテ
リー端子をはずしたあとは約5～
60分間、Stop & Start システムが
作動しないことがあります。

■バッテリーを交換するときは

●欧州規格バッテリーを使用してくだ
さい。

●Stop & Start システム装着車：装着
されているバッテリーは、Stop & 
Start システム専用品です。純正品
と同等またはそれ以上の性能を持つ
バッテリーと交換してください。適
切なバッテリーをご使用いただかな
い場合、バッテリー保護のために
Stop & Start システムの作動が制限
されます。さらにバッテリーの早期
劣化や、最悪の場合にはエンジンが
再始動しなくなるおそれがあります。
詳しくはトヨタ販売店にご相談くだ
さい。

●Stop & Start システム非装着車：交
換前と同一のケースサイズ（LN2）、
20 時間率容量（20HR）が同等
（60Ah）以上、かつ性能基準値
（CCA）が同等（360A）以上のバッ
テリーを使用してください。

Stop & Start システム装着車：交換
前と同一のケースサイズ（LN2）、20 
時間率容量（20HR）が同等（60Ah）
以上、かつ性能基準値（CCA）が同等
（530A）以上のバッテリーを使用して
ください。
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･ 大きさが異なると、バッテリーが正
しく固定されません。
･ 20時間率容量が小さいと、車両を使
用していない時期が短い期間であっ
てもバッテリーがあがって、エンジ
ンの始動ができなくなるおそれがあ
ります。

●詳しくは、トヨタ販売店にご相談く
ださい。

警告
■バッテリー端子をはずすときは

必ず－端子を先にはずしてください。
＋端子を先にはずすと、＋端子が周
辺の金属部分にふれた場合、火花が
発生し火災につながるおそれがある
他、感電し重大な傷害におよぶか、
最悪の場合死亡につながるおそれが
あります。

■バッテリーの引火または爆発を防
ぐために

バッテリーから発生する可燃性ガス
に引火して爆発するおそれがあり危
険ですので、火や火花が発生しない
よう、次のことをお守りください。

●ブースターケーブルは正しい端子
または接続箇所以外に接続しない

●＋端子に接続したブースターケー
ブルの先を付近のブラケットや未
塗装の金属部に接触させない

●ブースターケーブルは＋側と－側
の端子を絶対に接触させない

●バッテリー付近では、喫煙したり
マッチやライターなどで火を起こ
さない

■バッテリーの取り扱いについて

バッテリー内には有毒で腐食性のあ
る酸性の電解液が入っており、また
関連部品には鉛または鉛の混合物を
含んでいるので、取り扱いに関し、
次のことを必ずお守りください。

●バッテリーを取り扱うときは保護
メガネを着用し、バッテリー液
（酸）が皮膚・衣服・車体に付着し
ないようにする

●必要以上、顔や頭などをバッテ
リーに近付けない

●誤ってバッテリー液が体に付着し
たり目に入ったりした場合、ただ
ちに大量の水で洗い、すぐに医師
の診察を受ける
また、医師の診察を受けるまで、
水を含ませたスポンジや布を患部
にあてておく

●誤ってバッテリー液を飲み込んだ
場合、多量の水を飲んで、すぐに
医師の診察を受ける

●バッテリーや周辺部品の取り扱い
後は手を洗う

●お子さまをバッテリーに近付けな
い

■バッテリーのマイナス端子につい
て

ボデーに接続されたバッテリーのマ
イナス端子をはずさないでください。
誤ってはずすとプラス端子と接触し、
重大な傷害におよぶか、最悪の場合
死亡につながるおそれがあります。
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1 安全な場所に停車し、エアコン
をOFFにしてから、エンジン
を停止する

2 蒸気が出ている場合：
蒸気が出なくなったことを確認
してから、注意してボンネット
を開ける
蒸気が出ていない場合：
注意してボンネットを開ける

3 エンジンが十分に冷えてから、
ラジエーターコア部（放熱部）

注意
■ブースターケーブルの取り扱いに
ついて

ブースターケーブルを接続したり、
取りはずすときは、冷却ファンやベ
ルトに巻き込まれないように十分注
意してください。

オーバーヒートしたときは

次のような場合は、オーバー
ヒートの可能性があります。

● 水温計（ P.78, 81）の針が
レッドゾーンに入ったり、エ
ンジン出力が低下する（ス
ピードが出ないなど）

● マルチインフォメーション
ディスプレイに“エンジン冷
却水高温 安全な場所に停車し
て取扱書を確認してください
”が表示される

● エンジンルームから蒸気が出
る

対処方法
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やホースなどからの冷却水もれ
を点検する

ラジエーター
ファン

多量の冷却水もれがある場合は、ただ
ちにトヨタ販売店に連絡してくださ
い。
4 冷却水の量がリザーバータンク
の“FULL”（上限）と
“LOW”（下限）のあいだに
あるかを点検する

● エンジン

リザーバータンク
“FULL”（上限）
“LOW”（下限）

● インタークーラー

リザーバータンク
“F”（上限）
“L”（下限）

5 冷却水が不足している場合は、
冷却水を補給する

冷却水がない場合は、応急措置として
水を補給してください。

● エンジン

● インタークーラー

6 エンジンを始動し、エアコンを
作動させてラジエーター冷却用
のファンが作動しているか、お



361

7

7-2. 緊急時の対処法
万
一
の
場
合
に
は

よびラジエーターコアやホース
などから冷却水もれがないこと
を再度確認する

エンジンが冷えた状態での始動直後
は、エアコンをONにすることでファ
ンが作動します。ファンの音や風で確
認してください。わかりにくいとき
は、エアコンのON・OFFをくり返し
てください。（ただし、氷点下となる
寒冷時はファンが作動しないことがあ
ります）
7 ファンが作動していない場合：
すぐにエンジンを停止し、トヨ
タ販売店に連絡する
ファンが作動している場合：
最寄りのトヨタ販売店で点検を
受ける

警告
■エンジンルームを点検していると
き

次のことを必ずお守りください。
お守りいただかないと、やけどなど
の重大な傷害を受けるおそれがあり
ます。

●エンジンルームから蒸気が出てい
る場合は、蒸気が出なくなるまで
ボンネットを開けないでください。
エンジンルーム内が高温になって
います。

●手や着衣（特にネクタイ・スカー
フ・マフラーなど）をファンやベ
ルトから離してください。手や着
衣が巻き込まれ、重大な傷害を受
けるおそれがあり危険です。

●エンジンおよびラジエーターが熱
いうちはラジエーターリザーバー
タンクキャップを開けないでくだ
さい。高温の蒸気や冷却水が圧力
によって噴き出すおそれがあり危
険です。

●エンジンが熱いうちはインター
クーラーにふれないでください

注意
■冷却水を入れるとき

エンジンが十分に冷えてからゆっく
り入れてください。
エンジンが熱いときに急に冷たい冷
却水を入れると、エンジンが損傷す
るおそれがあります。

■冷却系統の故障を防ぐために

次のことをお守りください。

●異物（砂やほこりなど）を冷却水
に混入させない

●冷却水用添加剤を使用しない
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1 パーキングブレーキをかけシフ
トレバーをP（オートマチック
車）もしくはN（マニュアル
車）にして、エンジンを停止す
る

2 前輪周辺の土や雪などを取り除
く

3 前輪の下に木や石などをあてが
う

4 エンジンを再始動する
5 シフトレバーを確実にDまたは
R（オートマチック車）もしく
はNまたはR（マニュアル車）
にし、パーキングブレーキを解
除して注意しながらアクセルペ
ダルを踏む

知識

■脱出しにくいとき

スイッチを押して TRCをOFFに

してください。

スタックしたときは

ぬかるみや砂地・雪道などでタ
イヤが空転したり埋まり込んで
動けなくなったときは次の方法
を試みてください。

脱出するには

警告
■脱出するとき

前進と後退をくり返してスタックか
ら脱出する場合、他の車・ものまた
は人との衝突を避けるため周囲に何
もないことを確認してください。
スタックから脱出するとき、車が前
方または後方に飛び出すおそれがあ
りますので、特に注意してください。

■シフトレバーを操作するとき

アクセルペダルを踏み込んだまま操
作しないように気を付けてください。
車が急発進し、思わぬ事故につなが
るおそれがあり危険です。

注意
■トランスミッションやその他の部
品への損傷を避けるために

●前輪が空転するのを避け、必要以
上にアクセルペダルを踏まないで
ください。

●上記の方法で脱出できなかった場
合、けん引による救援が必要です。
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8-1. 仕様一覧

※エタノールの混合率10％以下、または ETBEの混合率22％以下のガソリン
（酸素含有率3.7％以下）を使用することができます。

※1エンジンオイルの容量は交換する際の目安です。オイル量の確認は、エンジン
を暖機後に停止し、5分以上経過してからレベルゲージで行ってください。

※20W-20は上記表の指定銘柄の中では、最も省燃費性に優れるオイルです。

■ エンジンオイル推奨粘度
下記図に基づき、外気温に適した
粘度のものをご使用ください。

メンテナンスデータ（指定燃料・オイル量など）

使用するオイルや液類の品質により、お車の寿命は著しく左右されま
す。

お車には、最も適した弊社純正オイル・液類（以下、「指定銘柄」とい
います）のご使用をおすすめします。

指定銘柄以外を使用される場合は、指定銘柄に相当する品質のものをご
使用ください。

燃料

指定燃料 容量［L］（参考値）

･ 無鉛レギュラーガソリン

･ バイオ混合ガソリン（レギュラー）※
50

エンジンオイル

指定銘柄
容量［L］（参考値※1）

オイルのみ交換 オイルとオイルフィ
ルター交換

トヨタ純正キヤッスルモーターオイル 
SN 0W-20※2
 API SN/RC, ILSAC GF-5, SAE 

0W-20
トヨタ純正キヤッスルモーターオイル 
SN 5W-30
 API SN/RC, ILSAC GF-5, SAE 

5W-30

3.7 4.0
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※0W-20は新車時に充填されており、
上記図に示す中では、最も省燃費性
に優れるオイルです。

オイル粘度について（例として
0W-20で説明します）：
･ 0W-20の 0Wは、低温時のエ
ンジン始動特性を示しています。
Wの前の数値が小さいほど冬場
や寒冷時のエンジン始動が容易
になります。

･ 0W-20の 20は、高温時の粘
度特性を示しています。
粘度の高い（数値が大きい）オ

イルは、高速または重負荷走行
に適しています。

■ 指定エンジンオイル
API 規格 SN/RC、SM/ECか、
ILSAC規格に合致したオイルをご
使用ください。なお、ILSAC規格
合格油の缶には ILSAC 
CERTIFICATION（イルサック
サーティフィケーション）マーク
が付いています。

API マーク
ILSAC CERTIFICATIONマー
ク

※1オートマチック車
※2マニュアル車

ラジエーター

指定銘柄 容量［L］（参考値）

トヨタ純正スーパーロングライフクー
ラント

凍結保証温度

濃度30％　　－12°C

濃度50％　　－35°C

エンジン
6.5※1

6.3※2

インタークーラー 1.9
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※1交換が必要な際はトヨタ販売店にご相談ください
※2FF車
※34WD車

オートマチックトランスミッション

指定銘柄 容量［L］（参考値※１）

トヨタ純正CVTフルード FE
7.5※2

7.4※3

注意
■CVT フルードについて

上記で指定のトヨタ純正フルード以外をご使用の場合、変速不良、振動などの
不具合発生や破損に至るおそれがあります。

マニュアルトランスミッション

オイルタイプ・推奨粘度 容量［L］（参考値）

次のいずれかをご使用ください。

･ “トヨタ純正マニュアルトランス
ミッションギヤオイル LV”

･ API GL-4 SAE 75Wの規格に適合
する他のオイル

2.4

注意
■マニュアルトランスミッションギヤオイル

使用されるギヤオイルの特性や使用環境により、アイドリング音、シフトレ
バーの操作感や燃費が影響を受けることがあります。最適な性能を実現するた
め、“トヨタ純正マニュアルトランスミッションギヤオイル LV”のご使用を
おすすめします。

トランスファー（4WD車）

オイルタイプ・推奨粘度 容量［L］（参考値）

トヨタ純正ディファレンシャルギヤオ
イル LT
（API GL-5 SAE 75W-85）

0.45
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車
両
情
報

■ クラッチフルード

■ クラッチペダル

※クラッチが切れた位置からクラッチペダルを床いっぱいまで踏み込んだ位置ま
での動き量

■ ブレーキフルード

■ ブレーキペダル

※エンジン回転時に300N（30.6kgf）の踏力をかけたときのコラムホールカ
バーとのすき間の最小値

リヤディファレンシャル（4WD車）

オイルタイプ・推奨粘度 容量［L］（参考値）

トヨタ純正ディファレンシャルギヤオ
イル LT
（API GL-5, SAE 75W-85）

0.5

クラッチ

指定銘柄

トヨタ純正ブレーキフルード2500H-A

項目 基準値［mm］

遊び 3 ～ 15

クラッチ切れ残り代※ 25以上

ブレーキ

指定銘柄

トヨタ純正ブレーキフルード2500H-A

項目 基準値［mm］

遊び 1 ～ 6

踏み込んだときの床板とのすき間※ 105
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■ パーキングブレーキ

このとき、ブレーキ警告灯（黄色）が点灯しないことを確認してくださ
い。
（警告灯が点灯した場合の対処については、P.324を参照してください）

※1ステアリングヒーター非装着車
※2ステアリングヒーター装着車

★：グレード、オプションなどにより、装備の有無があります。

項目
（エンジン始動時） パーキングブレーキ表示灯の状態

パーキングブレーキスイッチを1秒以
上2秒以内で引いたとき 点灯

パーキングブレーキスイッチを1秒以
上2秒以内で押したとき 消灯

ウォッシャータンク

容量［L］（参考値）

2.5※1

4.8※2

タイヤ・ホイール

タイヤサイズ ホイールサイズ

タイヤが冷えているときの
空気圧

kPa（kg/cm2）

前輪 後輪

標準タイヤ

195/65R15 91H 15  6 1/2J
250（2.5） 240（2.4）

205/55R16 91V 16  7J

225/40R18 88W 18  8J 230（2.3） 210（2.1）

応急用タイ
ヤ★

T125/70D17 98M 17  4T 420（4.2）
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※表に記載のないランプはLEDを採用しています。

電球（バルブ）※

電球 W（ワット）数

車外 番号灯 ５

車内

フロントインテリアランプ／パーソナ
ルランプ 5

バニティミラーランプ 8

リヤインテリアランプ 8

ラゲージルームランプ 5

車両仕様

型式 エンジン 駆動方式

NRE210H 8NR-FTS（1.2L ガソリ
ン）

FF（前輪駆動）

NRE214H 4WD（4輪駆動）
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8-2. カスタマイズ機能

■ マルチインフォメーションディ
スプレイで設定するには

1 メーター操作スイッチの ま

たは を押して を選択する

2 または を押して設定変更
したい項目にカーソルを合わせ
る

3 スイッチを短押しまたは長
押しする

スイッチの短押し・長押しで設定

できる内容が異なります。
画面に表示されている内容に従って操
作してください。

機能によっては、他の機能と連動して設定がかわるものもあります。詳し
くはトヨタ販売店へお問い合わせください。
マルチインフォメーションディスプレイで設定変更可能
トヨタ販売店で設定変更可能

■ メーター、マルチインフォメーションディスプレイ（ P.74, 78, 81, 
85）

ユーザーカスタマイズ機能
一覧

お車に装備されている各種の機
能は、ご希望に合わせてトヨタ
販売店で作動内容を変更するこ
とができます。また、マルチイ
ンフォメーションディスプレイ
の操作により設定を変更するこ
とができる機能もあります。

機能によっては、他の機能と連
動して設定がかわるものもあり
ます。詳しくはトヨタ販売店へ
お問い合わせください。

設定を変更するには

警告
■カスタマイズ設定を行うとき

エンジンがかかった状態で操作を行
うため、車庫内など囲まれた場所で
は、十分に換気をしてください。換
気をしないと、排気ガスが充満し、
排気ガスに含まれる一酸化炭素
（CO）により、重大な健康障害にお
よぶか、最悪の場合死亡につながる
おそれがあります。

注意
■カスタマイズを行うときは

バッテリーあがりを起こす可能性が
ありますので、確実にエンジンがか
かっている状態で実施してください。

車両カスタマイズ設定一覧

機能の内容※1 初期設定 変更後

言語 日本語 英語 ○ ―

単位 km/L L/100km ○ ―
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車
両
情
報

※1機能についての詳しい説明はP.90を参照してください
※27インチディスプレイ
★：グレード、オプションなどにより、装備の有無があります。

■ ヘッドアップディスプレイ★（ P.93）

★：グレード、オプションなどにより、装備の有無があります。

メーター表示※2 アナログ デジタル ○ ―

エコドライブインジケー
ター★

あり（自動点灯） なし ○ ―

燃費ランキング 非表示 表示 ○ ―

燃費推移 非表示 表示 ○ ―

燃費履歴 非表示 表示 ○ ―

燃費グラフ リセット後平均燃費
始動後平均燃費

○ ―
給油後平均燃費

燃費推移 1分間刻み 5分間刻み ○ ―

4WD（トルク配分表示）
★ 表示 非表示 ○ ―

ドライブインフォタイプ 始動後 リセット後 ○ ―

ドライブインフォ項目（1
行目） 走行距離

平均車速
○ ―

走行時間

ドライブインフォ項目（2
行目） 走行時間

平均車速
○ ―

走行距離

割り込み表示 あり なし ○ ―

機能の内容 初期設定 変更後

ヘッドアップディスプレイ
表示 あり なし ○ ―

タコメーター切りかえ タコメーター
エコドライブインジ

ケーター★ ○ ―
表示なし

運転支援システム表示 あり なし ○ ―

機能の内容※1 初期設定 変更後
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■ スマートエントリー＆スタートシステム、ワイヤレスドアロック共通
（ P.103, 109）

■ スマートエントリー＆スタートシステム（ P.103, 109）

■ ワイヤレスドアロック（ P.100, 103）

■ ドアミラー（ P.121）

機能の内容 初期設定 変更後

作動の合図（ブザー音量調
整） レベル5

OFF
― ○

レベル1～7

作動の合図（非常点滅灯） あり なし ― ○

解錠後、ドアを開けなかっ
たときの自動施錠までの時
間

30秒
60秒

― ○
120 秒

半ドア警告ブザー あり なし ― ○

機能の内容 初期設定 変更後

スマートエントリー＆ス
タートシステム あり なし ― ○

解錠されるドアの選択 全席解錠 運転席のみ解錠 ― ○

全席解錠までのドアハンド
ル保持時間 非作動

1.5秒

― ○2.0秒

2.5秒

連続ロック操作の有効回数 2回 無制限 ― ○

機能の内容 初期設定 変更後

ワイヤレス機能 あり なし ― ○

解錠時の操作 1回で全ドア解錠
1回で運転席ドア解
錠、連続2回で全ド

ア解錠
― ○

機能の内容 初期設定 変更後

オート電動格納作動★
ドアの施錠・解錠と

連動

OFF
― ○エンジンスイッチと

連動
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車
両
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★：グレード、オプションなどにより、装備の有無があります。

■ パワーウインドウ（ P.123）

■ ランプ自動点灯・消灯システム（ P.154）

■ ランプ（ P.154）

■ PCS（プリクラッシュセーフティ）（ P.171）

機能の内容 初期設定 変更後

メカニカルキー連動開閉機
能 なし あり ― ○

ワイヤレスリモコン連動開
閉機能 なし あり ― ○

ワイヤレスリモコン連動開
閉作動の合図（ブザー） あり なし ― ○

機能の内容 初期設定 変更後

ライトセンサーの感度調整 標準 -2～ 2 ― ○

ランプを点灯するまでの時
間 標準 長め ― ○

ランプ消し忘れ防止機能 運転席ドアと連動 エンジンスイッチと
連動 ― ○

ワイパー連動ヘッドランプ
点灯機能 なし あり ― ○

機能の内容 初期設定 変更後

LEDデイライト あり なし ― ○

機能の内容 初期設定 変更後

プリクラッシュセーフティ あり なし ○ ―

警報タイミング 中間
遠い

○ ―
近い
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■ LTA（レーントレーシングアシスト）★／ LDA（レーンディパー
チャーアラート［ステアリング制御機能付き］）★（ P.178, 187）

★：グレード、オプションなどにより、装備の有無があります。

■ RSA（ロードサインアシスト）（ P.195）

■ 先行車発進告知機能（ P.215）

機能の内容 初期設定 変更後

車線維持支援機能（セン
タートレース）★

あり なし ○ ―

操舵支援機能 あり なし ○ ―

警報感度 高 普通 ○ ―

ふらつき警報機能 あり なし ○ ―

ふらつき警報機能の感度 普通
高

○ ―
低

機能の内容 初期設定 変更後

RSA（ロードサインアシ
スト）機能 あり なし ○ ―

制限速度超過警告 警告表示のみ
なし

○ ―
警告表示とブザー

制限速度超過の警告タイミ
ング 2km/h

10km/h
○ ―

5km/h

追い越し禁止警告 警告表示のみ
なし

○ ―
警告表示とブザー

その他の警告（進入禁止警
告） 警告表示のみ

なし
○ ―

警告表示とブザー

機能の内容 初期設定 変更後

先行車発進告知機能 あり なし ○ ―

告知距離 中間
近い

○ ―
遠い
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■ Stop & Start システム（ P.217）

■ BSM（ブラインドスポットモニター）★（ P.225）

★：グレード、オプションなどにより、装備の有無があります。

■ クリアランスソナー★、RCTA（リヤクロストラフィックアラート）★

共通（ P.103, 109）

★：グレード、オプションなどにより、装備の有無があります。

■ クリアランスソナー★（ P.230）

★：グレード、オプションなどにより、装備の有無があります。

■ RCTA（リヤクロストラフィックアラート）★（ P.236）

機能の内容 初期設定 変更後

エアコンがONのときのア
イドリングストップ時間 普通 長め ○ ―

機能の内容 初期設定 変更後

ブラインドスポットモニ
ター機能 あり なし ○ ―

ドアミラーインジケーター
の明るさ 明るい 暗い ○ ―

接近車両を知らせるタイミ
ング（感度） 普通

早い

○ ―遅い

死角領域の車両のみ
検知

機能の内容 初期設定 変更後

ブザー音量 レベル2
レベル1

○ ―
レベル3

機能の内容 初期設定 変更後

クリアランスソナー機能 あり なし ○ ―

機能の内容 初期設定 変更後

RCTA（リヤクロストラ
フィックアラート）機能 あり なし ○ ―
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★：グレード、オプションなどにより、装備の有無があります。

■ PKSB（パーキングサポートブレーキ）★（ P.240）

★：グレード、オプションなどにより、装備の有無があります。

■ エアコン（ P.268）

■ イルミネーション（ P.276）

知識

■車両カスタマイズについて

解錠後、ドアを開けなかったときの自
動施錠が作動したときの合図は、“作
動の合図（非常点滅灯）”・“作動の
合図音量（ブザー音量調整）”の設定
に依存します。

■車両カスタマイズ画面について

次の状態になるとマルチインフォメー
ションディスプレイの車両カスタマイ
ズ画面は自動的に終了します。

●車両カスタマイズ画面表示後に警告
メッセージが表示された

●エンジンスイッチがOFFになった

●車両カスタマイズ画面表示中に走行
し始めた

機能の内容 初期設定 変更後

PKSB（パーキングサポー
トブレーキ）機能 あり なし ○ ―

機能の内容 初期設定 変更後

AUTOスイッチがONの
とき、連動して外気導入と
内気循環を自動的に切りか
える

する しない ― ○

機能の内容 初期設定 変更後

室内灯の消灯までの時間 15秒

OFF

― ○7.5秒

30秒

エンジンスイッチOFF後
の照明の点灯 あり なし ― ○

解錠時の照明の点灯 あり なし ― ○

接近時の照明の点灯 あり なし ― ○

ドアトリム照明、カップホ
ルダ照明の点灯 あり なし ― ○
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8-3. 初期設定

★：グレード、オプションなどにより、装備の有無があります。

初期設定が必要な項目

次の項目はバッテリーを再接続したり、メンテナンスを行ったあとなど
に、システムを正しく作動させるために初期設定が必要です。

初期設定が必要な項目

項目 初期設定が必要なとき 参照先

PKSB（パーキング
サポートブレーキ）
★

･ バッテリーの充電・交換後の再接
続時 P.240
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380 こんなときは（症状別さくいん）

1-1. こんなときは（症状別さくいん）

こんなときは（症状別さくいん）

● メカニカルキーをなくした場合、
トヨタ販売店でトヨタ純正の新
しいメカニカルキーを作ること
ができます。（ P.353）

● 電子キーをなくすと盗難の危険
性が極めて高くなるため、ただ
ちにトヨタ販売店にご相談くだ
さい。（ P.353）

● キーの電池が消耗、または電池
が切れていませんか？
（ P.306）

● エンジンスイッチがONになっ
ていませんか？

施錠するときは、エンジンスイッ
チをOFF にしてください。
（ P.139）
● 電子キーを車内に置き忘れてい
ませんか？

施錠するときは、電子キーを携帯
していることを確認してください。

● 電波状況により、機能が正常に
働いていない可能性があります。
（ P.111）

● チャイルドプロテクターがか
かっていませんか？

チャイルドプロテクターがかかっ
ていると車内からは開きません。
いったん車外から開けて、チャイ
ルドプロテクターを解除してくだ
さい。（ P.106）

● オートマチック車：ブレーキペ
ダルをしっかりと踏みながらエ
ンジンスイッチを押しています
か？（ P.137）

● マニュアル車：クラッチペダル
をしっかりと踏みながらエンジ
ンスイッチを押していますか？
（ P.137）

● オートマチック車：シフトレ
バーはPになっていますか？
（ P.137）

● キーが車内の検知される場所に
ありますか？（ P.110）

● ステアリングロックされていま
せんか？（ P.138）

お困りの際は、トヨタ販売店に
ご連絡いただく前にまず次のこ
とを確認してください。

施錠／解錠／ドアの開閉ができ
ない

キーをなくした

施錠・解錠できない

リヤドアが開かない

故障かな？と思ったら

エンジンがかからない
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● キーの電池が消耗、または電池
が切れていませんか？

このときは、一時的な方法でエン
ジンをかけることができます。
（ P.354）
● バッテリーがあがっていません
か？（ P.355）

● エンジンスイッチはONになっ
ていますか？

エンジンスイッチがONでブレー
キを踏んでも解除できないときは
（ P.143）を参照してください。

● 盗難防止のため、自動的にロッ
クされます。（ P.138）

● ウインドウロックスイッチが押
されていませんか？

ウインドウロックスイッチが押さ
れていると、運転席以外のパワー
ウインドウは操作できなくなりま
す。（ P.125）

● 一定時間ACCまたはON（エン
ジンがかかっていない状態）に

しておくと、自動電源OFF 機
能が作動します。（ P.140）

● 警告音が鳴りだしたときは、「車
から音が鳴ったときは（音さく
いん）」（ P.383）をご確認く
ださい。

● 警告灯や警告メッセージが表示
されたときは、P.324、331
をご確認ください。

● タイヤパンク応急修理キット装
着車：車を安全な場所に停め、
タイヤパンク応急修理キットで
パンクしたタイヤを応急修理し
てください。（ P.333）

● 応急用タイヤ装着車：車を安全
な場所に停め、パンクしたタイ
ヤを応急用タイヤに交換してく
ださい。（ P.344）

ブレーキペダルを踏んでいて
もシフトレバーがPから動か
ない（オートマチック車）

エンジンを停止したあとにハ
ンドルがまわせなくなった

パワーウインドウスイッチを
操作してもドアガラスが開閉
しない

エンジンスイッチが自動的に
OFFになった

警告音が鳴りだした

警告灯や警告メッセージが表
示されたとき

トラブルが発生した

タイヤがパンクした

立ち往生した
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● ぬかるみ・砂地・雪道などで動
けなくなったときの脱出方法を
試してください。（ P.362）
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1-2. 車から音が鳴ったときは（音さくいん）

車から音が鳴ったときは（音さくいん）

★：グレード、オプションなどにより、
装備の有無があります。

次の状況のとき、車の状態や誤
操作などをお知らせするために
警告音が鳴ります。

車に乗るとき／降りるとき

状況 原因 詳細

ドアを開
閉したと
き

シフトポジ
ションがP以
外になってい
る★

P.331

エンジン
を停止し
たとき

電子キーの電
池残量が少な
くなっている

P.306

施錠しよ
うとした
とき（施
錠できな
いとき）

いずれかのド
アが確実に閉
まっていない

P.110

電子キーを車
内に置き忘れ
ている

P.331

走行しているとき

状況 原因 詳細

走り出し
たとき

いずれかのド
ア・バックド
アが確実に閉
まっていない

P.106

パーキングブ
レーキが解除
されていない

P.151

シートベルト
を着用してい
ない※

P.327

シフトダ
ウンした
とき

シフトダウン
制限をこえて
操作した★

P.145

ブレーキ
ペダルを
踏んだと
き（きし
みやひっ
かき音）

ブレーキパッ
ドが摩耗して
いるおそれが
ある

P.132

先行車に
接近した
とき

レーダーク
ルーズコント
ロールを使用
している

P.203, 
211

前方の障
害物と衝
突しそう
になった
とき

PCS（プリク
ラッシュセー
フティ）が作
動した

P.171
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※助手席に荷物を置いている場合にも
ブザーが鳴ることがあります。

★：グレード、オプションなどにより、
装備の有無があります。

車線から
逸脱しそ
うになっ
たとき

LTA（レーン
トレーシング
アシスト）★を
使用している

P.178

LDA（レーン
ディパー
チャーアラー
ト［ステアリ
ング制御機能
付き］）★を使
用している

P.187

制限速度
より一定
の速度を
超過した
とき RSA（ロード

サインアシス
ト）が作動し
た

P.195はみ出し
通行禁止
の道路で
追い越し
をかけた
とき

障害物と
の距離が
近付いた
とき

クリアランス
ソナー★が作動
した

P.230

後退時に
左右から
の車を検
知したと
き

RCTA（リヤ
クロストラ
フィックア
ラート）★が作
動した

P.236

状況 原因 詳細
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アルファベット順さくいん
A/C
（エアコン）.................................268
ABS
（アンチロックブレーキシステム）
....................................................257

AI-AVS
（アーティフィカルインテリジェン
スアダプティブバリアブルサスペン
ションシステム）.......................258

AVS
（アダプティブバリアブルサスペン
ションシステム）.......................258

BSM
（ブラインドスポットモニター）
....................................................225

DCM........................................ 50
EDR
（イベントデータレコーダー）........6
EPS
（エレクトリックパワーステアリン
グ）..............................................258

FF
（フロントエンジンフロントドライ
ブ）..............................................369

HUD
（ヘッドアップディスプレイ）.....93
ILSAC CERTIFICATION
（イルサックサーティフィケーショ
ン）..............................................365

ISOFIX
（アイソフィックス／イソフィック
ス）.................................................35

LDA
（レーンディパーチャーアラート）
....................................................187

LED
（ライトエミッティングダイオード）
....................................................154

LED デイライト ......................154

LTA
（レーントレーシングアシスト）
....................................................178

PCS
（プリクラッシュセーフティ）..171
PKSB
（パーキングサポートブレーキ）
....................................................240

RCTA
（リヤクロストラフィックアラート）
....................................................236

RCTA
警告メッセージ.........................237

RSA
（ロードサインアシスト）......... 195
SRS
（サプリメンタルレストレイントシ
ステム）.........................................26

S-VSC
（ステアリングアシステッドビーク
ルスタビリティコントロール）257

Toyota Safety Sense
LDA（レーンディパーチャーア
ラート）...................................... 187
LTA（レーントレーシングアシス
ト）..............................................178
PCS（プリクラッシュセーフティ）
....................................................171
RSA ( ロードサインアシスト )195
オートマチックハイビーム...... 156
先行車発進告知機能 .................215
レーダークルーズコントロール
.........................................198, 206

TRC
（トラクションコントロール）258, 
362

VSC
（ビークルスタビリティコントロー
ル）..............................................257
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五十音順さくいん
あ

アースポイント（バッテリーあがりの処
置）.....................................................355
アームレスト......................................287
アイドリングストップ
Stop & Start システム.......................217

アウターミラー（ドアミラー）
RCTA（リヤクロストラフィックアラート）

..............................................................236
格納のしかた..........................................122
操作.........................................................121

ブラインドスポットモニター（BSM）225
ミラーヒーター......................................270

アクセサリーソケット.......................286
アクセサリーモード ..........................139
アシストグリップ ..............................287
アダプティブバリアブルサスペンション
システム（AVS）............................258
アラーム
音さくいん .............................................383
警告ブザー .............................................324

アンチロックブレーキシステム（ABS）
...........................................................257
警告灯.....................................................325

アンテナ（スマートエントリー＆スター
トシステム）.....................................109

い

イグニッションスイッチ（エンジンス
イッチ）
エンジンのかけ方..................................137

自動電源 OFF 機能................................140
車両を緊急停止するには ......................316
モードの切りかえ..................................139

イグニッションスイッチ（パワースイッ
チ）
車両を緊急停止するには ......................316

位置交換（タイヤローテーション）.302
イベントデータレコーダー（EDR）......6
イモビライザーシステム......................72
イルミネーテッドエントリーシステム
..........................................................277
インジケーター（表示灯）....................76
インテリアランプ.............................. 276
ワット数 .................................................369

インナーミラー..................................120

う

ウインカー（方向指示灯）
電球（バルブ）の交換 ..........................310
方向指示レバー......................................148

ウインドウ
ウォッシャー..........................................160
パワーウインドウ..................................123

リヤウインドウデフォッガー...............270

ウインドウロックスイッチ............... 125
ウォッシャー
液の補給 .................................................299

スイッチ（フロント）............................160
スイッチ（リヤ）....................................162
タンク容量..............................................368

冬の前の準備・点検..............................263
フロント .................................................160
リヤ .........................................................162

動けなくなったときは（スタック）.362
運転
雨の日の運転..........................................129
運転を補助する装置..............................257

寒冷時の運転..........................................263
正しい運転姿勢.........................................21
手順 .........................................................128

運転支援機能情報表示 .........................89
運転席シートベルト非着用警告灯...327
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え

エアコン
オートエアコン......................................268
曇り取り（フロントガラス）................270

フィルターの清掃..................................304

エアコン・デフォッガー...................268
エアバッグ
SRS エアバッグ警告灯........................325
改造・廃棄 ................................................31
警告ブザー .............................................325
作動条件 ....................................................27

正しい姿勢 ................................................21
配置............................................................26

エコドライブインジケーター......88, 96
エレクトリックパワーステアリング
（EPS）..............................................258
警告灯.....................................................326

エンジン
イグニッションスイッチ（エンジンスイッ
チ）........................................................137
エンジンイモビライザーシステム..........72

エンジンがかからない（エンジンが始動で
きない）................................................351
エンジンスイッチ..................................137

エンジンの始動方法..............................137
オーバーヒート......................................359
緊急時の停止方法..................................316

タコメーター.....................................78, 81
フューエルポンプシャットオフシステム
..............................................................323
ボンネット .............................................297

エンジンイモビライザーシステム ......72
エンジンオイル
警告灯.....................................................325

冬の前の準備・点検..............................263
メンテナンスデータ..............................364
容量.........................................................364

エンジン回転計（タコメーター）78, 81
エンジンスイッチ
エンジンのかけ方..................................137

自動電源OFF 機能................................140
モードの切りかえ..................................139

エンジンスイッチ（パワースイッチ）
車両を緊急停止するには ......................316

エンジンフード（ボンネット）
開け方 .....................................................297

エンジンルーム..................................297
エンジンルームから蒸気が出ている...359

お

オイル（エンジンオイル）.................364
応急用タイヤ...................................... 344
交換方法 .................................................344

オートエアコン..................................268
オートマチックトランスミッション
オートマチックトランスミッション...141

オートマチックハイビーム............... 156
オーバーヒート..................................359
オープナー
給油扉 .....................................................165
バックドア..............................................108

ボンネット..............................................297

オープントレイ..................................280
お子さまを乗せるとき
ウインドウロックスイッチ...................125
お子さまの安全のために .........................34
キーの電池..............................................307
シートベルトの着用.........................23, 24

ステアリングヒーター・シートヒーターに
関する警告...........................................274
チャイルドシート.....................................35

チャイルドシートの取り付け..................35
チャイルドプロテクター ......................106
発炎筒の取り扱いに関する警告...........316

バッテリーに関する警告 ......................358



388 五十音順さくいん

パワーウインドウに関する警告...........124

オドメーター／トリップメーターディス
プレイ..........................................79, 84
表示切りかえボタン.........................79, 84
表示項目 ............................................80, 84

か

カーテンシールドエアバッグ..............26
カーペット
洗浄.........................................................294
フロアマットの取り付け方 .....................20

外気温度表示........................ 78, 81, 96
外装の電球（バルブ）
交換要領 .................................................310

ワット数 .................................................369

買い物フック......................................281
カスタマイズ機能 ..............................370
型式 .....................................................369
カップホルダー..................................279
カメラ
前方カメラ（PCS) ...............................166

白線認識用カメラ（LDA）....................187
白線認識用カメラ（LTA）....................178

ガラスの曇り取り（リヤウインドウデ
フォッガー）.....................................270
ガレージジャッキ ..............................298
冠水路走行..........................................135
寒冷時の運転......................................263

き

キー
エンジンが始動できない ......................351
キーナンバープレート..........................100
キーの構成 .............................................100
キーレスエントリー...................101, 109

キーをなくした......................................353
正常に働かない......................................353

施錠・解錠ができない ..........................353
電子キー .................................................100
電池が切れた..........................................306

メカニカルキー......................................102
ワイヤレスリモコン..............................101

キーレスエントリー
スマートエントリー＆スタートシステム

..............................................................109
ワイヤレスドアロック ..........................101

給油
給油のしかた..........................................164
メンテナンスデータ..............................364

緊急時シートベルト固定機構..............24
緊急時の対処
エンジンが始動できない ......................351
オーバーヒートした..............................359
キーの電池が切れた...................306, 353

キーをなくした......................................353
警告灯がついた......................................324
警告メッセージが表示された...............331

けん引 .....................................................318
故障したときは......................................314
車両を緊急停止する..............................316

スタックした..........................................362
電子キーが正常に働かない...................353
発炎筒 .....................................................315

バッテリーがあがった ..........................355
パンクした...................................333, 344

緊急ブレーキシグナル ......................258

く

空気圧（タイヤ）
メンテナンスデータ..............................368

区間距離計（トリップメーター）79, 84
曇り取り
フロントガラス......................................270
ミラーヒーター......................................270

リヤウインドウデフォッガー...............270
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クラクション（ホーン）.....................119
クラッチ
メンテナンスデータ..............................367

クラッチフルード ..............................367
クリアランスソナー ..........................230
警告メッセージ......................................232
操作.........................................................230

クリアランスランプ（車幅灯）
スイッチ .................................................154
電球（バルブ）の交換..........................310

クリップ
フロアマット.............................................20

クルーズコントロール
レーダークルーズコントロール...........206
レーダークルーズコントロール（全車速追
従機能付き）.........................................198

グローブボックス ..............................279

け

警音器（ホーン）................................119
計器類（メーター）.......................78, 81
警告灯..................................................324
RCTA OFF 表示灯 ...............................328
iMT 表示灯.............................................330

ABS & ブレーキアシスト ...................325
SRS エアバッグ....................................325
LTA 表示灯............................................327

LDA 表示灯............................................327
エンジン .................................................325
クリアランスソナーOFF 表示灯 ........328
高水温.....................................................324

シートベルト非着用..............................327
充電.........................................................324
Stop & Start キャンセル表示灯 .......327

スリップ表示灯......................................329
ドライブスタートコントロール...........326
燃料残量 .................................................326

パーキングブレーキ表示灯 ..................329

パワーステアリング..............................326
PKSB OFF 表示灯 ...............................328
PCS ........................................................329

ブレーキ .................................................324
ブレーキオーバーライドシステム.......326
ブレーキホールド作動表示灯...............329
油圧 .........................................................325

警告ブザー
LDA ........................................................190
LTA.........................................................181

RCTA（リヤクロストラフィックアラート）
..............................................................328
ABS & ブレーキアシスト ...................325

SRSエアバッグ....................................325
LDA（レーンディパーチャーアラート）
..............................................................327
LTA（レーントレーシングアシスト）.327

エンジン .................................................325
クリアランスソナー..............................328
高水温 .....................................................324

シートベルト非着用..............................327
衝突警報 .................................................171
接近警報（レーダークルーズコントロー

ル）.............................................203, 211
手放し運転警告（LDA) .............193, 194
手放し運転警告（LTA).........................186

ドライブスタートコントロール...........326
パワーステアリング..............................326
半ドア .....................................................104
半ドア走行時..........................................106

PKSB（パーキングサポートブレーキ）
..............................................................328
プリクラッシュセーフティシステム...329

プリクラッシュブレーキ ......................171
ブレーキ .................................................324
ブレーキオーバーライドシステム.......326

ブレーキホールド..................................329
油圧 .........................................................325
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リバース .................................................141

警告メッセージ..................................331
化粧ミラー（バニティミラー）.........288

こ

交換
キーの電池 .............................................306

タイヤ.....................................................344
電球（バルブ）........................................310
ヒューズ .................................................308

工具（ツール）.........................334, 345
航続可能距離.................................87, 88
後退灯（バックアップランプ）
電球（バルブ）の交換..........................310

コートフック......................................288
子供専用シート
取り付け方 ................................................36

コンソールボックス ..........................280
コンライト（自動点灯・消灯装置）.154

さ

サイドエアバッグ .................................26
サイド方向指示灯
電球（バルブ）の交換..........................310
方向指示レバー......................................148

サイドミラー（ドアミラー）
RCTA（リヤクロストラフィックアラート）
..............................................................236

格納のしかた..........................................122
操作.........................................................121
ブラインドスポットモニター（BSM）225

ミラーヒーター......................................270

サスペンションコントロール（PCS）
...........................................................171
サンバイザー......................................288

し

シート
正しい運転姿勢.........................................21
チャイルドシート.....................................35

調整 .........................................................114
手入れ .....................................................294
ヘッドレスト..........................................116

シートヒーター..................................274
シートベルト.........................................23
お子さまの着用.................................23, 24
緊急時シートベルト固定機構..................24

正しく着用するには.................................24
着け方・はずし方.....................................24
手入れ .....................................................294

妊娠中の方の着用.....................................23
非着用警告灯..........................................327

シートベルト非着用警告灯............... 327
シートベルトプリテンショナー
機能............................................................25
プリテンショナー警告灯 ......................325

室内灯（インテリアランプ）.............276
始動のしかた...................................... 137
シフトポジション.............................. 141
シフトレバー
シフトポジションの切りかえ...............142
シフトレンジの切りかえ ......................143
操作 ..............................................141, 145

リバース警告ブザー..............................141

締め付けトルク（ホイール）.............348
ジャッキ
ガレージジャッキ..................................298

車載ジャッキ...............................334, 345

ジャッキハンドル...................334, 345
車幅灯
電球（バルブ）の交換 ..........................310
ランプスイッチ......................................154

車両型式..............................................369
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車両仕様（スペック）.........................364
車両情報表示.........................................89
車両を緊急停止するには...................316
充電用USB端子...............................286
瞬間燃費.................................................87
仕様（車両仕様）................................364
初期化
パワーウインドウ..................................123

初期設定..............................................377
助手席シートベルト非着用警告灯 ...327

す

水温計.............................................78, 81
スイッチ
LDA ........................................................191
LTA.........................................................183
PCS OFF...............................................173

PKSB.....................................................241
RCTA .....................................................236
TRC OFF...............................................258
VSC OFF...............................................259

イグニッション......................................137
ウインドウロック..................................125
エンジンスイッチ..................................137

オートマチックハイビーム ..................156
クリアランスソナー..............................230
シート調整 .............................................114

シートヒーター......................................275
車間距離切りかえ（レーダークルーズコン
トロール）.................................198, 206
ステアリングヒーター..........................275

Stop & Start キャンセル...................224
ドアミラー .............................................121
ドアロック .............................................105

ドライブモードセレクト ......................256
パーキングブレーキ..............................149
パドルシフト..........................................143

パワーウインドウ..................................123

表示切りかえ.....................................79, 84
フォグランプ..........................................159
ブレーキホールド..................................152

フロントウォッシャー ..........................160
フロントワイパー..................................160
フロントワイパーデアイサー...............268
方向指示レバー......................................148

ホーン（警音器）....................................119
メーター操作.............................................86
ランプ .....................................................154

リヤウインドウデフォッガー...............268
リヤウォッシャー..................................162
リヤフォグランプ..................................159

リヤワイパー..........................................162
レーダークルーズコントロール198, 206

スタック..............................................362
ステアリングスイッチ ......................287
ステアリングヒーター ......................274
ステアリングホイール（ハンドル）
位置調整 .................................................119

ステアリングヒーター ..........................274
メーター操作スイッチ .............................86

ステアリングロック ..........................138
解除できないとき..................................138
警告メッセージ......................................138

Stop & Start システム
警告灯 .....................................................327

システム情報表示.....................................91

Stop & Start システム情報表示 ......91
ストップランプ（制動灯）
電球（バルブ）の交換 ..........................310

スノータイヤ（冬用タイヤ）.............263
スピードメーター.........................78, 81
スペアタイヤ（応急用タイヤ）......... 344
交換方法 .................................................344

スペック（車両仕様）........................ 364
スマートエントリー＆スタートシステム
アンテナの位置......................................109
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エンジンの始動......................................137
カスタマイズ設定..................................370
緊急始動機能..........................................352

作動範囲 .................................................110
正常に働かないとき..............................353
節電機能 .................................................110
電波がおよぼす影響について ..............113

ドアの解錠・施錠..................................103
バックドアの解錠・施錠 ......................108

スモールランプ（車幅灯）
電球（バルブ）の交換..........................310
ランプスイッチ......................................154

スリップ表示灯..................................258

せ

清掃
アルミホイール......................................292

外装.........................................................292
シートベルト..........................................294
内装.........................................................294
レーダー .................................................167

制動灯
電球（バルブ）の交換..........................310

セカンダリーコリジョンブレーキ ...258
積算距離計（オドメーター）........79, 84
セキュリティインジケーター..............72
接近警報（レーダークルーズコントロー
ル）..........................................203, 211
先行車発進告知機能 ..........................215
センサー
LDA ........................................................187

LTA.........................................................178
インナーミラー......................................120
後側方レーダーセンサー ......................226

ライトセンサー......................................154
レーダー .................................................166

洗車 .....................................................292

前照灯（ヘッドランプ）
電球（バルブ）の交換 ..........................310
マニュアルレべリングシステム...........155

ライトセンサー......................................154
ランプ消し忘れ防止機能 ......................154
ランプスイッチ......................................154

そ

走行距離.................................................89
走行時間.................................................89
走行情報表示.........................................87
走行モード（ドライブモード）.......143, 
256
速度計（スピードメーター）........78, 81

た

ターンシグナルランプ（方向指示灯）
電球（バルブ）の交換 ..........................310

方向指示レバー......................................148

タイヤ
応急用タイヤ..........................................344

空気圧 ..........................................303, 368
交換 .........................................................344
締め付けトルク......................................348
チェーン .................................................263

点検 .........................................................300
パンク応急修理キット ..........................333
パンクしたときは.......................333, 344

冬用タイヤ..............................................263
ホイールサイズ......................................368
ローテーション（位置交換）.................302

タイヤが空まわりする（スタックした）
..........................................................362
タイヤチェーン..................................263
タコメーター.................................78, 81
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ち

チェーン（タイヤチェーン）.............263
チャイルドシート
ISOFIX ロアアンカレッジでの取り付け47

シートベルトでの固定.............................45
選択方法 ....................................................35

駐車ブレーキ（パーキングブレーキ）
...........................................................149
警告灯.....................................................329
警告メッセージ......................................150
操作.........................................................149

冬季の注意 .............................................263
未解除走行時警告ブザー ......................151
メンテナンスデータ..............................368

つ

ツール（工具 ) ........................334, 345

て

ディスプレイ
ヘッドアップディスプレイ .....................93
マルチインフォメーションディスプレイ

.................................................................85

ディファレンシャル
リヤディファレンシャル ......................367

手入れ
アルミホイール......................................292
外装.........................................................292
シートベルト..........................................294

内装.........................................................294
レーダー .................................................167

テールランプ（尾灯）
電球（バルブ）の交換..........................310
ランプスイッチ......................................154

デフォッガー（リヤウインドウデフォッ
ガー）.................................................270

電球（バルブ）
交換要領（外装バルブ）........................310
ワット数 .................................................369

点検基準値（メンテナンスデータ）.364
電子キー..............................................100
作動範囲 .................................................110
正常に働かないとき..............................353

節電機能 .................................................110
電池が切れた..........................................353
電池交換 .................................................306

電池交換（キー）................................306

と

ドア ..................................................... 103
スマートエントリー＆スタートシステム
..............................................................109
チャイルドプロテクター ......................106

ドアガラス..............................................123
ドアロックスイッチ..............................105
バックドア..............................................106
ロックレバー..........................................105

ワイヤレスリモコン..............................103

ドアポケット...................................... 278
ドアミラー
RCTA（リヤクロストラフィックアラート）
..............................................................236
格納のしかた..........................................122

操作 .........................................................121
ブラインドスポットモニター（BSM）225
ミラーヒーター......................................270

盗難防止装置
エンジンイモビライザーシステム..........72

時計 ................................78, 80, 81, 84
トップテザーアンカレッジ..................48
ドライブスタートコントロール.......130
ドライブモードセレクトスイッチ...256
トラクションコントロール（TRC）258
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トランスファー
メンテナンスデータ..............................366

トランスミッション
オートマチックトランスミッション...141
操作.........................................................142
パドルシフトスイッチ..........................143
マニュアルトランスミッション...........145

メンテナンスデータ..............................366

トリップメーター .........................79, 84
トルク配分.............................................90

な

内装
収納装備 .................................................278

手入れ.....................................................294

に

ニーエアバッグ.....................................26
荷物
積むときの注意......................................136
バックドア .............................................106

ラゲージルーム内装備..........................281

ぬ

ぬかるみにはまった（スタック）.....362

ね

燃費
瞬間燃費 ....................................................87

平均燃費 ....................................................87

燃費推移（1分間／ 5分間燃費）.......88
燃費ランキング.....................................88
燃費履歴.................................................88
燃料
給油.........................................................164
種類.........................................................364

燃料計 ................................................78, 81
燃料残量警告灯......................................326
フューエルポンプシャットオフシステム

..............................................................323
容量 .........................................................364

燃料計 ............................................78, 81

は

パーキングサポートブレーキ
警告メッセージ......................................245
操作 .........................................................241

パーキングサポートブレーキ（後方接近
車両）.................................................252
パーキングサポートブレーキ（静止物）
..........................................................246
パーキングブレーキ ..........................149
警告灯 .....................................................329

警告メッセージ......................................150
操作 .........................................................149
冬季の注意..............................................263
未解除走行時警告ブザー ......................151

メンテナンスデータ..............................368

パーソナルランプ.............................. 277
ワット数 .................................................369

排気ガス.................................................32
ハイビーム（ヘッドランプ）
オートマチックハイビーム...................156

電球（バルブ）の交換 ..........................310
ランプスイッチ......................................154

ハイマウントストップランプ
電球（バルブ）の交換 ..........................310

ハザードランプ（非常点滅灯）
電球（バルブ）の交換 ..........................310

挟み込み防止機能
パワーウインドウ..................................123

発炎筒 .................................................315
バックアップランプ（後退灯）
電球（バルブ）の交換 ..........................310
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バックドアオープナー.......................108
バッテリー
警告灯.....................................................324

バッテリーがあがった.......................355
パドルシフトスイッチ.......................143
バニティ（化粧用）ミラー...............288
バニティミラーランプ
装備について..........................................288
ワット数 .................................................369

バルブ（電球）
交換要領（外装のバルブ）....................310
ワット数 .................................................369

パワーウインドウ
ウインドウロックスイッチ ..................125
閉めることができないときは ..............123
初期化.....................................................123
操作.........................................................123

ドアロック連動ドアガラス開閉機能...124
挟み込み防止機能..................................123
巻き込み防止..........................................123

パワーステアリング ..........................258
警告灯.....................................................326

パンクした
応急用タイヤ装着車..............................344
タイヤパンク応急修理キット装着車...333

番号灯（ライセンスプレートランプ）
電球（バルブ）の交換..........................310

ランプスイッチ......................................154
ワット数 .................................................369

ハンドル（ステアリングホイール）
位置調整 .................................................119
ステアリングヒーター..........................274
メーター操作スイッチ.............................86

ひ

ビークルスタビリティコントロール
（VSC）..............................................257

ヒーター
エアコン・デフォッガー ......................268
シートヒーター......................................274

ステアリングヒーター ..........................274
ミラーヒーター......................................270

非常点滅灯（ハザードランプ）
緊急ブレーキシグナル ..........................258

電球（バルブ）の交換 ..........................310

尾灯（テールランプ）
電球（バルブ）の交換 ..........................310

ランプスイッチ......................................154

ヒューズ..............................................308
表示切りかえボタン .....................79, 84
表示灯 ....................................................76
日よけ（サンバイザー）....................288
ヒルスタートアシストコントロール258

ふ

ブースターケーブルのつなぎ方.......356
フォグランプ...................................... 159
電球（バルブ）の交換 ..........................310

ランプスイッチ......................................159

ブザー
接近警報（レーダークルーズコントロー

ル）.............................................203, 211
手放し運転警告（LDA) .............193, 194
手放し運転警告（LTA).........................186

パーキングブレーキ未解除走行時警告151
半ドア走行時警告..................................106
リバース警告..........................................141

フック
買い物フック..........................................281
けん引フック..........................................321
コートフック..........................................288

フロアマット固定フック .........................20

フューエルポンプシャットオフシステム
..........................................................323
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フューエルメーター .....................78, 81
フューエルリッド（給油口）
給油のしかた..........................................164

冬の前の準備（寒冷時の運転）.........263
冬用タイヤ..........................................263
ブラインドスポットモニター（BSM）
...........................................................225
プリクラッシュセーフティ（PCS）
PCS OFF スイッチ..............................173
機能.........................................................171

プリクラッシュセーフティシステム
（PCS）
PCS 警告灯 ...........................................329

ブレーキ
緊急ブレーキシグナル..........................258
警告灯.....................................................324
パーキングブレーキ..............................149

ブレーキホールド..................................152
メンテナンスデータ..............................367

ブレーキアシスト ..............................257
ブレーキフルード ..............................367
ブレーキホールド ..............................152
フロアマット.........................................20
フロントシート
シートヒーター......................................274
正しい運転姿勢.........................................21
調整.........................................................114

手入れ.....................................................294
ヘッドレスト..........................................116

フロント方向指示灯
電球（バルブ）の交換..........................310
方向指示レバー......................................148

フロントワイパーデアイサー...........272

へ

平均車速.................................................89
平均燃費.................................................87

ヘッドアップディスプレイ..................93
運転支援システム表示 .............................95
エコドライブインジケーター..................96

外気温度表示.............................................96
設定 ............................................................94
割り込み表示.............................................95

ヘッドランプ
電球（バルブ）の交換 ..........................310
マニュアルレべリングシステム...........155
ライトセンサー......................................154

ランプ消し忘れ防止機能 ......................154
ランプスイッチ......................................154

ヘッドレスト...................................... 116

ほ

ホイール
交換（タイヤ）........................................344

メンテナンスデータ..............................368

方向指示灯
電球（バルブ）の交換 ..........................310
方向指示レバー......................................148

ホーン（警音器）................................119
保証 ...........................................................7
ボトルホルダー..................................279
ボンネット..........................................297
開け方 .....................................................297

ま

マニュアルトランスミッション
マニュアルトランスミッション...........145

マルチインフォメーションディスプレイ
運転支援機能情報表示 .............................89
エコドライブインジケーター..................88
警告メッセージ......................................331
航続可能距離.............................................88

車両情報表示.............................................89
Stop & Start システム情報 ..................91
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設定............................................................90
走行情報表示.............................................87
時計....................................................80, 84

ドライブインフォメーション .................89
トルク配分表示.........................................90
燃費グラフ ................................................87
燃費推移（1分間／ 5分間燃費）...........88

燃費ランキング.........................................88
燃費履歴 ....................................................88
メーター操作スイッチ.............................86

メニューアイコン.....................................86

み

ミラー
アウターミラー......................................121
インナーミラー......................................120
ドアミラー .............................................121

バニティミラー......................................288
ミラーヒーター......................................270

め

メーター
計器類................................................78, 81
警告灯.....................................................324
警告メッセージ......................................331

設定............................................................90
時計....................................................78, 81
表示灯........................................................76

マルチインフォメーションディスプレイ
.................................................................85
メーター操作スイッチ.............................86

メーター照度調整 .........................79, 84
メカニカルキー..................................102
メニューアイコン .................................86
メンテナンスデータ ..........................364

ゆ

ユーザーカスタマイズ機能............... 370
雪道ですべって動けない（スタックした）
..........................................................362
油脂類 .................................................364

よ

４WD（４ホイールドライブ）......... 369

ら

ライセンスプレートランプ（番号灯）
電球（バルブ）の交換 ..........................310

ランプスイッチ......................................154

ラゲージルーム.......................106, 281
ラゲージルーム内の装備 ......................281

ラゲージルームランプ ......................108
ワット数 .................................................369

ラジエーター
オーバーヒート......................................359

メンテナンスデータ..............................365

ランプ
室内灯 .....................................................276

電球（バルブ）の交換 ..........................310
非常点滅灯（ハザードランプ）.............315
フォグランプ..........................................159

ヘッドランプ（前照灯）........................154
方向指示灯（ターンシグナルランプ／ウイ
ンカー）................................................148
ライトセンサー......................................154

ランプ消し忘れ防止機能 ......................154
リヤフォグランプ..................................159

ランプ消し忘れ防止機能...................154

り

リヤウィンドウデフォッガー...........270
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リヤクロストラフィックアラート
（RCTA）...........................................236
リヤシート..........................................115
ヘッドレスト..........................................116

リヤ席シートベルト非着用警告灯 ...327
リヤフォグランプ ..............................159
電球（バルブ）の交換..........................310

ランプスイッチ......................................159

リヤ方向指示灯
電球（バルブ）の交換..........................310

方向指示レバー......................................148

る

ルームミラー（インナーミラー）.....120

れ

冷却水
冬の前の準備..........................................263

メンテナンスデータ..............................365

冷却装置（ラジエーター）
オーバーヒート......................................359

メンテナンスデータ..............................365

レーダークルーズコントロール
警告メッセージ...........................205, 213
接近警報 ......................................203, 211

レーダー .................................................166

レーンディパーチャーアラート（LDA）
...........................................................187
警告メッセージ......................................194
操作.........................................................191

レーントレーシングアシスト（LTA）
...........................................................178
警告メッセージ......................................187
操作.........................................................183

レバー
シフト..........................................141, 145
方向指示 .................................................148

ボンネット解除......................................297

ろ

ロードサインアシスト (RSA)......... 195
ロック
ウインドウロック..................................125
スマートエントリー＆スタートシステム

..............................................................109
チャイルドプロテクター ......................106
ドア .........................................................103
ワイヤレスリモコン..............................101

わ

ワイパー＆ウォッシャー
ウォッシャー液の補充 ..........................299

フロント .................................................160
リヤ .........................................................162

ワイパーブレード（寒冷地用）......... 264
ワイヤレスリモコン
作動の合図..............................................104
操作 .........................................................101

電池の交換..............................................306
半ドア警告ブザー..................................104

ワックス..............................................292
ワット数..............................................369
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ガソリンスタンドでの情報

給油や交換などの際に必要になる項目をまとめてあります。

ボンネットフック（ P.297）
ボンネット解除レバー（ P.297）
給油口（ P.165）
給油扉オープナースイッチ（ P.165）
タイヤ空気圧（ P.368）

燃料の容量（参考値） 50L

燃料の種類

･ 無鉛レギュラーガソリン

･ バイオ混合ガソリン（レギュラー）※

※エタノールの混合率10％以下、または
ETBEの混合率22％以下のガソリン（酸素
含有率3.7％以下）を使用することができま
す。

P.364

タイヤが冷えている
ときの空気圧 P.368

エンジンオイル容量
（参考値） P.364

エンジンオイルの種
類 トヨタ純正キヤッスルモーターオイル P.364
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